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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　いつも脳のう天てん気きな弟が、そのときばかりは真顔で言った。


　自分は、太陽の下でも平気だし、十じゆう字じ架かも恐こわくないし、ニンニクもへっちゃらな上、お風ふ呂ろが大好きだ。彼とは何もかも正反対だ、と不思議そうに。不安そうに。


　兄弟なのになんで、と尋たずねるので、


　兄弟だからですよ、と彼は答えた。


　兄弟だからこそ互たがいの欠点を庇かばい合えるように、互いに助け合って生きていけるように、二人の闇の母ナイト・マムが知ち恵えを絞しぼってくれたのだ、と。


　頼たよりにしてますよ──


　彼はそう言って弟の頭を撫なでた。


　弟は彼の答えに、満足そうに笑ってくれた。


　おそらくはもう長くない、残りわずかな時間。


　最後まで噓うそを吐つき通そうと、そのときに決めた。




　怒おこるのだろうな。


　そう思うと、少し、おかしかった。









　　一章　春しゆん嵐らん










１







　潮しお騒さいが聞こえた。


　穏おだやかな夜の海の音。風は暖かく、土と潮のにおいがする。


　目を開けると、雪が舞まっていた。


　えっ、と思ったが、違ちがう。雪ではない。


　桜さくらだ。


　桜の花びらが、散っているのだ。ほとんど白に近い薄うす紅べに色いろの薄はく片へんが、満月の月光を受けて夜気の中を踊おどっている。海風に乗って、はらり、はらり、と。


　湾わんに突つき出た小さな岬みさき。


　すぐ傍かたわらに、誰だれが置いたのかもわからない、古い、木もく製せいのベンチがあった。


　ミミコは息を止め、食い入るようにベンチを見つめた。


　視し線せんを巡めぐらせる。


　背はい後ごは海。波頭が幾いく重えにも重なる海面に、ダイヤの粒つぶをこぼしたように満月の光が煌きらめいている。


　前方は岬から続く海岸沿ぞいの道。そして、満開の桜並なみ木き。目の前を舞っている花か弁べんは、あそこから飛んできたのだろう。重さを感じさせない白雲のような桜花が、太い幹みきに柔やわらかく乗って、枝えだと共に広がっている。


　その先に、廃はい墟きよとなった古いビル群ぐん。


　五、六階建ての古いビルに囲まれて、ひとつだけ背の低いビルがある。その背の低いビルの屋上に、掘ほっ立て小屋のようなシルエットが──


　視界が涙なみだににじんだ。


　膝ひざが抜ぬけそうになり、慌あわてて足に力を入れる。ミミコは、両足で、しっかりと、地面を踏ふみしめた。


　特区の大地を。


「……帰ってきた」


　場所もわかる。もちろん、わかる。ここは、特区旧市街区オールド・ヤード、第二地区セカンド・ヤードの最さい奥おう部。
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『カンパニー』をクビになったあと、ミミコたちが事じ務む所しよ兼けん住じゆう居きよを構えていた場所だ。


　特区を脱だつ出しゆつするとき、最後に、ジローと別れた場所。


「……みんな。あたし、帰ってきたよ」


　ミミコは小さくつぶやき、携たずさえていた赤い帽ぼう子しを胸むねに抱だきしめた。





　シンガポールから離はなれること、五三〇〇キロ。大吸血鬼『南の朱あけ姫ひめ』の大海を跨またぐ長距きよ離り縮しゆく地ち法ほうにより、長い長い数か月を経へて──


　葛かつら城ぎミミコは再ふたたび、特区に帰き還かんした。





２







「……来た」


　ラウがもらした声で、九クー龍ロン王おう直系の血族たちは、思わず腰こしを浮うかせた。


　何もない空間に開かれた、淡あわい光の扉とびら。その扉から一人の男が──続いてもう一人の女が、姿すがたを現した。


　香ホン港コンに飛んでいた、九龍王アダムと副ふく将しようカーサだ。


　しかし、扉をくぐって現れたのは、アダムとカーサの二人だけだった。


　一人足りない。


　残る一人が現れるより早く、光の扉はいきなり霧む散さんした。「クッ！」と長大な縮地法を制せい御ぎよしていたザザが、反動で大きくよろめいた。


　特区第八地区エイト・ヤード、旧『カンパニー』本部ビル最上階のコンベンションルーム。遥はるか香港から帰還した王たちを迎むかえるのは、特区側から縮地を操あやつっていたザザと、特区に残留していた、ナブロ、ハンス、マーベリック、ラウ、ヤフリー、そしてワインの七人だ。


　縮地が破やぶれ、光の扉が消えたあと、


「……え？」


　とワインが不安げな声をもらした。


「……ダールお兄ちゃんは？」


　新たな血族をスカウトする。その計画の最終段階として王と共に香港まで赴おもむいたのは、先行して香港に飛んでいたカーサ、そして九姉きよう弟だいの中でも地力に優すぐれるダールだった。これは、王の身を第一に考えるザザが指し示じした、万一の時に備そなえての人選だ。


　しかし、特区で起きた事じ態たいの急変を受けて、計画は中止。ひとまず全員特区に帰還することになったはずだが……


「カーサ。どういうことだ？　ダールは？」


　ナブロが確かく認にんする。


　しかし、カーサより先に答えたのは、縮地を操っていたザザだった。


「ダールは……落ちた……」


　ザザは大きく肩かたで息をしながら言った。


　見るだに消しよう耗もうが激はげしい。何しろ、特区と香港を繁つなぐ大規き模ぼな縮地を、二回連続で行った直後なのだ。ワインが駆かけ寄よって肩かたを貸かすと、ありがたそうに礼を言い、小さな身体からだを妹に寄りかからせた。


「……ザザお兄ちゃん。『落ちた』ってどういうこと？　ダールお兄ちゃんは、どうしたの？」


　隠かくしようもなく青ざめる妹に、ザザは安心させるように笑う。しかし、笑顔を浮かべるザザの方も、決して顔色は良くなかった。


「大だい丈じよ夫うぶ。ちゃんと生きてるよ。ただ……途とち中ゆうで『銀ぎん刀とう』に縮地を妨ぼう害がいされた。あれで術が破れてしまった」


　その台詞せりふは、特区で帰りを待っていた者たちには意外な台詞だった。


「『銀刀』に？　あいつ、香港に現れたのか？」


　疑うたがわしげにラウが確認すると、ザザは苦い顔で、「ああ……」と頷うなずいた。


「でも、どうしてあいつが香港にいたのかはわからない。……お姉ちゃん？」


　ザザは、帰還の直前に、カーサに精せい神しんを乗り移うつらせただけだ。詳くわしい状じよう況きようを知っているのは、この場にいないダールを除のぞけば、アダムとカーサだけなのである。


　カーサは了りよう解かいして、


「──何があったか、簡かん潔けつに報ほう告こくする」


　と、特区に残っていた者たちに、ついさっき香港で起きた出来事の一部始終を、念話で伝達した。


　カーサの伝えた彼女の体験に、姉弟は息をのみ、表情を強こわ張ばらせた。彼らの注目は、香港で起きた出来事というよりは、それを起こした人物に向けられていた。


「……これが、あの『銀刀』？　噓うそだろ？」


　喘あえぐようにもらしたのはヤフリーだ。しかし、彼の感想は全員に共通したものだった。特に、去年『銀刀』と剣けんを交えているナブロやハンスの驚きよ愕うがくは大きい。カーサが香港で見まみえた『銀刀』は、彼らが知る『銀刀』とまるで別人なのだ。


　カーサは弟たちに向かい、


「……わかると思うが、いま奴やつが持っている剣は、以前の奴の剣じゃない。おそらく刀身に真銀を混合させているのだろう」


「真銀を……!?」


　ざわめきが大きくなる。カーサはさらに続けた。


「そうだ。本物の真銀刀オリジナルとは比べるべくもないが、脅きよう威いは遥はるかに増ましている。また、ダールが数合手合わせした所感だが、奴は『血』を故こ意いに暴ぼう走そうさせている節ふしがある」


「『血』を暴走……ですか？」


　質問したのはハンスだった。ヤフリーもピンと来ない顔をしている。


　しかし、カーサは構わず「ああ」と首しゆ肯こうした。


「特区が陥かん落らくした際、あいつは異い様ような力を発はつ揮きする瞬しゆん間かんがあった。特に、主あるじである『賢けん者じや』の危き機きを前にしたときだ。いまの奴は、あの力を己おのれの意い志しで用いている。『賢者』から借り受けている、護衛者としての莫ばく大だいな力を」


「可か能のうなのか？　そんなことが？」


　その問いは、ナブロだ。


　カーサは首を竦すくめ、


「──現に奴は、ダールを事もなくあしらった。おそらく、真銀を混ぜた剣を持つことで自らに枷かせをはめ、暴走を強引に制せい御ぎよしているんだろう。……ま、短い対戦だったからな。確かなことは言えないが……」


　確かなことは言えない──と断りを入れつつ、カーサの声には確信があった。ダールの戦せん闘とうを横から観察していただけだが、彼女はそれだけの手て応ごたえを得ているのだ。


　そして、『黒くろ蛇へびカーサ』の「手応え」を疑う者は、この場には一人もいない。全員真しん剣けんな面おも持もちで、『銀ぎん刀とう』に対するイメージをこれまでとはまったく異なる新たな脅きよう威いとして認識し直していた。


　もっとも、ワインは別だ。


「……お姉ちゃん。それで、結局ダールお兄ちゃんは、いまどこにいるの？」


　ワインは縋すがるように問いかけた。彼女にとっては、『銀刀』の変化などより身内の安あん否ぴの方が遥かに重要なのだ。


　カーサは、ワインに肩を借りるザザに視線を向ける。ザザは頷いて、説明を引き継ついだ。


「お姉ちゃんは香港から移動する寸すん前ぜん、縮地の入り口をダール君のすぐ後ろに誘ゆう導どうした。それでダール君は扉に飛び込んだんだが……その直後、『銀刀』が真銀を混ぜた剣で、縮地の空間を切り裂さいた。おかげで術は強制的に霧散。術中にいたダール君は、ここに到とう着ちやくし切れず、途中で落ちたんだ」


　縮地法は、本来『真しん祖そ混こん沌とん』の血統が操る奇き門もん遁とん甲こう術じゆつのひとつだ。離はなれた二箇か所しよの間の空間を縮めて瞬間移動する魔ま術じゆつである。


　しかし、香港と特区──三千キロ近い距きよ離りを一度に行き来しようとすれば、「瞬間」移動とはいかなくなる。どうしてもタイム・ラグが発生するのだ。


　ダールが香港で縮地法の扉の中に入り、特区側の扉から出るまでのわずかな時間。意図してのことかは不明だが、『銀ぎん刀とう』の一いち撃げきは、計らずもその間かん隙げきを縫ぬって炸さく裂れつしたのである。


「……香港と特区の間には、一本の龍りゆう脈みやくが通っている。僕は今回、これを『径けい』として縮地法を行った。だから、途中で術が破やぶられたいま、ダール君はその龍脈上のどこかの地点にいるはずだ。おそらくは、龍りゆう穴けつ──龍脈が地表に接せつしている箇所のどこかに」


　通常、縮地法が破られれば、術中にいた者は、まず助からない。歪ゆがめていた空間ごと、肉体が消しよう滅めつするからだ。ただ、今回は縮地法で繫つなげた空間が極端に長大だったため、香港側から受けた『銀刀』の攻こう撃げきに対して、特区側のザザが辛かろうじて術を「保もたせる」余よ裕ゆうがあった。


　しかし、ダールの現在地を調べることは、ザザにもできない。ザザは『東の龍王』の身体を乗っ取り、彼の力を手に入れた。しかし、『真祖混沌』の秘術たる奇門遁甲術は、恐おそろしく深遠な呪じゆ術じゆつ──あるいは自然哲てつ学がく──だ。ザザは力の一部を自己流に行使しているだけで、術の体系を完全に理解している訳ではないのである。


　龍穴のどこか。ただし、特区ではないだろう。特区にいるのなら、ダールの気配を感じ取ることはできるはず。そうでなくとも、向こうが念話で知らせてくるはずだ。つまりダールは、彼ですら念話を繫げることが難しいほど遠えん距きよ離りに落とされたということになる。


　ザザが言外に告げたことは、十分伝わったらしい。ワインのみならず、他の姉弟の表情にも暗雲が立ち込めた。


　が、


「ダールは無事だ」


　アダムが言った。姉弟がハッとして父王を見やった。


　アダムは全員の顔を見回してから、


「彼はいま、全力でこちらに向かっている。その足音を感じる。もうしばらくかかるだろうが、必ず戻もどってくるはずだ」


　と安心させるように告げた。


「第一、彼はどのような状況に放ほうり出されたとしても、自らの身を処しよせる男だよ。大丈夫。心配はいらない」


　相変わらず、王の言葉は穏おだやかで落ち着いている。だが、揺ゆるぎない芯しんがある。


　ワインの表情から強こわ張ばりが解とけ、他の姉弟も王の意見に強く同意した。王が保ほ証しようした通り、ダールは九姉弟の中でも、もっとも安定した力と知恵の持ち主だ。どのような窮きゆう地ちに陥おちいったところで、切り抜ぬけるだけの才覚を有している。


「よし。ではダールのことは置こう。──ザザ。さっきは慌あわただしくて、特区こつちの状況を詳くわしく聞いていない。『賢者』が逃げたと言っていたな？　何があったか話せ」


　そう言って、カーサが場を仕切り直した。


　すると、ザザが説明するより早く、


「済すまねえ、姉あね貴きっ」


　とヤフリーが頭を下げた。そのまま床ゆかに身を投げ出しそうな勢いきおいだ。


「ヤフリー？」


「……俺、連中が逃げ出すとこに鉢はち合あわせたのに、結局逃がしちまった。おかげで、せっかくザザ兄貴やマーベリック兄貴が用意してきた計画まで中止になっちまって……ほんと、申し訳わけねえ！」


　悔くやしさのあまり顔を赤くして、ヤフリーが謝しや罪ざいする。


　余よ所そを眺ながめていたナブロが、いつもの無表情で、


「処しよ刑けいだな」


「お兄ちゃんっ」


　軽口を叩たたくナブロを、ワインが咎とがめるようににらんだ。凄すご腕うでの暗殺者は、彼には珍めずらしく慌あわてて咳せき払ばらいをした。


　ワインに肩を借りるザザが、二人のやり取りに苦笑いを浮かべる。そして、ヤフリーを弁べん護ごするように、


「ヤフリー君のせいじゃないよ。実際、状況はかなり不可解だ」


『賢者イヴ』こと望もち月づきコタロウが囚とらわれていたのは、第五地区フイフス・ヤードの旧『カンパニー』事務所横にある墓ぼ地ちの地下だ。かつて九龍王の遺い灰はいが封ふう印いんされていた地下室で、関係者の間では第十一地区イレブン・ヤードなどと呼ばれ、長らくその正確な位置が秘ひ匿とくされてきた。


　コタロウの様子を確認しにいく仕事は、姉弟内で手の空いた者が持ち回りで行っている。本来なら常つねに誰かが見み張はり役として張り付いているのだが、特区を放ほう棄きする計画が始まってからは皆みなそれぞれに忙いそがしく、優先順位が下がっていた。今日当番だったヤフリーも同様で、カーサたちの香港行きに立ち会うこともできず、直前まで特区のレジスタンス勢力を調ちよう査さするのに奔ほん走そうしていたのである。その仕事がひと段落ついて、ようやくコタロウの元に向かったのだ。


　ところが、いざ地下室に入ってみると、石室内には以前殺し損そこねた黒いジャージ姿の女吸血鬼がおり、しかもコタロウの封印が解かれていたのだった。


「……言い訳する訳じゃないけど、あの女吸血鬼、スゲー力をつけてやがった。前に戦やったときとは別人みたいだったよ。こっちが驚おどろいてる間に周りを炎ほのおで埋うめ尽つくして、思わず後こう退たいした隙すきに、天井に穴を開けて逃げたんだ。正直、瞬まばたきする間もないような逃げ足だった」


　その女吸血鬼は、コタロウ以外にも人間の少女を連れていた。ならば追いつけると考えたヤフリーは気配を探さぐって跡あとを追ったのだが、そこで彼は敵てきの罠わなに嵌はまる。女吸血鬼は、あえて自分の気配を残しつつ、囮おとりになってヤフリーを撒まいたのだ。結局ヤフリーは彼女たちを見失い、本部のザザに報告したのである。


　報告を受けたザザは、縮地ですぐさま現場に移動。しかし、一いち瞥べつして痕こん跡せきを辿たどることは困こん難なんと判断し、ヤフリーを伴ともない本部に戻った。そして、計画の中止を即そく断だんし、カーサたちを特区に呼び戻したのだった。


「ヤフリー君を出し抜ぬいた女吸血鬼には心当たりがある。一時期──そして最近もまたレジスタンスに協力しているらしい、腕うで利ききの吸血鬼ブラツク・ブラツドだ。事実、現場に残されてた力の気配は……まあ、僕らにとって脅威ではないとしても、転びたてアンダー・イヤーの範はん疇ちゆうからは、かなり外れたレベルのものだった」


　ザザが説明を補ほ足そくすると、黙だまって聞いていたカーサが、ひとつだけ確認してきた。


「炎で攻撃したと言ったな？　まさかその転びたてアンダー・イヤー……」


「……その可能性は高い」


　カーサが言わんとしたことを、ザザは先回りして肯こう定ていした。カーサは黒いルージュの唇くちびるをすぼめ、小さく口笛を吹ふいた。


　カーサたちが特区を襲しゆう撃げきしたとき、龍王に次ぐ障しよう壁へきとなった吸血鬼がいた。強力無比な炎を操る『闘とう将しようアスラ』の古血オールド・ブラツド。『緋ひ眼がんのゼルマン』だ。


　彼は、特区陥落の激戦の中で命を落としている。だが、その『血』が絶たえたかどうかまでは判明していない。あるいはその女吸血鬼は、かのゼルマン・クロックの──群むれるのを嫌きらい、馴なれ合いを厭いとい、戦いにのみ生きた、あの孤こ高こうの戦士の──血を継ついだ、『闘将』の新たな牙きばなのかもしれなかった。少なくとも、ザザはその可能性は高いと考えているのだろう。


「……とはいえ、それでも所しよ詮せんは転びたて。危き険けん視しするには及およばない。それより遥かに不可解なのは、そのただの転びたてが、どうして『賢けん者じや』の封印を解けたのかって点だ」


　コタロウの封印を行ったのは、他ほかならぬザザである。コタロウは、九龍王復ふつ活かつの際、王の波動に共鳴する形で始祖ソースブラツドとして目覚めかけた。そこで、彼の目覚めを阻そ止しするため、龍王の身体を乗っ取ったばかりのザザが、周囲の時間ごと彼を凍とう結けつするという方法で封印したのだった。


　この封印は、奇門遁甲術である。封印後、時間ごと凍結されたはずのコタロウがなぜか喋しやべれるようになったりしたが、術自体は解けた訳ではない。確かに機能していたのだ。それを、謎なぞの女吸血鬼が解かい除じよしたとは考えられなかった。何らかの力を用いて強引に封印を破は壊かいしたとしても、転びたてアンダー・イヤー──それも他の血統の──にできることではないのである。


「……たとえばだけどさ？　ザザ兄ちゃんが縮地に集中したんで、封印の力が一時的に弱まったってことはないかな？」


　それまで発言のなかったマーベリックが、考えながら意見を述べた。


　事実、ザザは特区と香港を結ぶ縮地法のために全力を尽つくしている。そのために、特区を覆おおっていた『結界』すら解除したのだ。


　しかしザザは、「いや、ない」と弟の考えを否定した。


「実を言うと、あの場所──第十一地区イレブン・ヤードと呼ばれていたあの土地も龍りゆ穴うけつのひとつでね。しかも、特区の龍脈が集中する魔術上の要よう衝しようなんだ。『賢けん者じや』を封印したのは僕ぼくの行った奇門遁甲術だけど、あの封印を『維い持じ』していたのは、あそこに集まる龍脈の力だった。僕はあの場所が持つ力を利用しただけなんだよ。だから、僕のコンディションで封印の力が左右されることは、術の構こう造ぞう上あり得ない」


　ザザが行った時間の隔かく離りと凍結は、奇門遁甲術の中でも高度な術だ。必要とする力も大きい。ましてや、その状態を長期にわたって維持するには、龍脈の力にでも頼たよらない限かぎり難しいのである。龍王セイが九龍王の遺灰を封ふうじるのにあの場所を選んだのも、龍脈の存在があったからなのだ。


「ただまあ、それだけに、術の構造を理解している者ならば、封印を解除するのに力は必要ないとも言えるけど……あの術の構造を理解できる者など、それこそ世界に数人のはずだ。やはり、あの女吸血鬼にできるはずはない」


「しかし、現実に封印は解除され、『賢けん者じや』は逃とう走そうした」


　カーサが鼻を鳴らして反はん論ろんした。ザザは、厳きびしい面持ちで姉を見つめ、「その通り」と反論を認めた。


「どうにも不ふ穏おんだ。けど、放置することはできない。手を打たないと」


　肩を借りていたワインに礼を言い、ザザは一人で屹きつ立りつする。


　血族を見回して、声を張り上げた。


「現状をまとめよう。まず、九龍王直系の血族を作る計画は破は綻たんした。のみならず、香港では僕たちの姿を『赤い牙レッド・フアング』のジャネット・ハーゲンダルフに確認された。当然、すでに『カンパニー』にも報告されているはずだ」


　参さん謀ぼうの顔になったザザの言葉に、血族は意識を集中した。彼らの状況は、厳しさを増している。生き残るためにも、全員が最善を尽くす必要があるのだ。


「ここ数日『カンパニー』は、僕たちを包囲殲せん滅めつすべく大規き模ぼな作戦を準じゆん備びしていた。しかし、僕たちが特区に固こ執しつしていないことを知れば、彼らはすぐにも戦力を投入してくるだろう。いま現在どの程てい度どの戦力が用意されているかはわからないが──あそこのトップ尾お根ね崎ざきミタカは、果断な人物だ。準備が万全からほど遠いとしても、動くべきときは、動いてくる」


「『銀ぎん刀とう』もな」


　とカーサが付け足した。


「奴も、必ず来る。いや。来ているはずだ」


　自信に満ちた姉の断言を、ザザは茶化すでもなく同意して頷いた。


「『カンパニー』に『銀刀』。下手をすると他の血族も。とにかく、敵は必ず動いてくる。計画の頓とん挫ざは残念だが、こうなっては長なが居いは無用さ。僕たちは現時点をもって、特区脱出をスタートする」


　ザザの打ち出した指し針しんに、姉弟は息をのんだ。尾根崎を「果断な人物」と評ひようしたザザだが、この決断こそ果断そのものだろう。


　しかし、血族の参さん謀ぼうは迷まよう素そ振ぶりすら見せず、許きよ可かを求める視線を真っ直すぐ王に向けた。アダムは全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを浮かべて、小さく微笑ほほえみ、頷き返した。


　王の許可を得て、ザザは続ける。


「ただし、僕たちが特区を出るのは、『賢者』の身柄を確保してからだ。血族の増強をしくじった以上、人質としての彼の価か値ちは、僕たちにとって必要不可欠となった。これから先の逃とう避ひ行、彼の身み柄がらがあるのとないのじゃ取れる選せん択たく肢しも大違いだからね」


「……捜そう索さくの方法は？」


　すかさずマーベリックが質問した。姉弟の中でも、彼の考え方はザザの思考形態に一番近い。伊だ達てに謀ぼう略りやくの片かた棒ぼうを担かついでいる訳ではないのである。


　ザザもあうんの呼吸で、


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を解放する」


　と答えた。


「特区を放ほう棄きする以上、『九龍の血統』の襲しゆう撃げきを制限する理由はなくなった。まずは、『賢けん者じや』を特区の外に出さないよう、解除していた『結界』を張り直す。それから『九龍の血統』を特区全域に放ち、『賢者』を捜索させると共に混こん乱らんを巻まき起こして、僕らの脱出をしやすくする。『賢者』発見後は、すぐに僕が縮地で飛んで彼を再度封印。連れ帰り、特区の外まで脱出だ。段取りは以上。急なことで悪いけど、みんなそのつもりですぐに準備を──」


　と──


　淀よどみなく続いていたザザの指示が、尻しりすぼみに途と絶だえた。


　ザザは、怪け訝げんな視し線せんを向ける姉弟を余よ所そに、ぽかんとした表情であらぬ方向に顔を向けた。


　呆ぼう然ぜんとしたまま、


「……なんだ、これは？　まさか、縮地？」


　ザザのつぶやきに、姉弟はいよいよ困こん惑わくの面持ちになった。


　カーサがいぶかしげに弟の視線を追い、


「どうした？　何があった？」


「いや、それが……」


　こんなときだというのに、ザザの言葉は珍めずらしく歯切れが悪い。彼が見つめているのは、窓まども何もない、ただの部屋の壁かべだ。


　いや、壁の先を見ているのだろう。南の方角である。


「いま、とても……とても巨きよ大だいな力の波が──」


「巨大な力？　いまか？　しかし、特別なことは何も……」


「遠いんだ。恐おそろしく遠い。でも、ここまで届いた。『真しん祖そ』の力。たぶん、『径けい』が開いた……」


　ザザの常ならぬ態度に、姉弟がざわついた。ただ、アダムは何かを感じとったのか、ザザが見ているのと同じ方向を、目を細めて静かににらんでいる。


「どういうことだ。わかるように話せ」


　カーサが苛いら立だった声で怒ど鳴なった。ザザはようやく姉弟に向き直った。


　わずかに声を震ふるわせて、


「……いま、おそらくだけど、遥はるか南なん方ぽうと特区を繫つなぐ、大規模な縮地法が行われた。魔ま力りよく源げんの移い動どう──つまり術者本人の移動は感じなかったから、たぶん何かが送られてきたんだ」


「何か？　それに南方だと？　いったい何が送られてきた？」


　顔をしかめてカーサが問うと、ザザは深しん刻こくそうに首しゆ肯こうした。


「わからない。何か……あるいは、誰か、だ」


　ザザの態度はいつになく真剣だった。師弟は固かた唾ずをのんで、彼の様子を見守っている。


　カーサも、ふむ、と態度を改め、真剣な面持ちで腕うでを組んだ。


「場所はわかるか？」


「ごめん。無理だ。漠ばく然ぜんとしてて……旧市街区オールド・ヤードの方だとしか……」


「南方と言ったな？　香港ではないのだな？　とすると、シンガポールか？」


「……おそらく……いや、でもそんな無茶なこと……」


　ザザがここまで言葉を濁にごすのも希け有うなことだ。彼の想そう像ぞうの範はん疇ちゆうにない──大吸血鬼『ウォーカーマン』にも過か去この経けい験けんから連想することができないほど、大それたことが行われたのだろう。


　しかしカーサは、


「いいだろう」


　と静かに言い放ち、ぎょっとするザザに胸を張った。


「そいつが何であれ──また何者であれ、我われらの方針は覆くつがえるまい。逃走した『賢けん者じや』が向かうのも、我々がいる第八地区エイト・ヤード──つまり新市街区ニユー・ヤードの方向ではなく、レジスタンス勢力が強い旧市街区オールド・ヤード方面のはず。ならば、たとえ我らの障しよ害うがいになるとしても、捜索の手を伸のばす過程で正体は判明するさ。違うか、弟よ？」


　カーサの声は力強く、そして甘あまい。不ふ敵てきで不ふ遜そんな、彼女らしい声だ。


　姉弟が思わず頰ほおを弛ゆるめ、王が微び笑しようして、視線を戻した。


　ザザも苦笑しながら身体からだの力みを抜ぬく。


「うん。お姉ちゃんの言う通りだ」


　と素直に同意した。


「僕としたことが取り乱みだした。もはや、僕らが取るべき道は限られている。なら、とっとと取りかかるとしよう。繰くり返しになるけど、『カンパニー』はすぐに動く。あまり時間はないと考えて欲ほしい」


　ペースを取り戻した参謀の言葉に、姉弟はきっぱりと頷いた。


「タイムリミットは？　お前の見み込こみでいい」


　カーサが確かく認にんした。


　ザザは、今度は即そく答とうする。


「最短で、夜明けまでだ。それまでに『賢者』を発見して捕ほ獲かく。僕たちは特区を脱出し──九龍の血を、世界に爆はぜる」
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「……んっ」


　少女の口から甘あま酸ずっぱい声がもれる。


　必死に声を殺そうとしているのだが、わき上がる快感は抑おさえきれないらしい。少女を支ささえていた白い腕が、彼女の手を撫なで、優やさしく指を絡からませた。少女は絡まった指をきつく握にぎり返した。


　もういい。力が補ほ充じゆうされるのを感じたサユカは、自らの欲よく望ぼうを抑よく制せいした。ナナの首くび筋すじから口を離はなす。ナナは「んあ」と湿しめっぽい鼻声をもらして、気け怠だるそうに脱だつ力りよくした。


「ごめんね、ナナちゃん。大だい丈じよう夫ぶ？」


「……ふぁい。お姉様の、力に、なれる、なら……」


　ナナは息も絶え絶えに、サユカの胸むな元もとにしがみつく。顔は耳まで真っ赤だが、実に幸せそうな表情が浮かんでいた。血を吸われる快感以上に、大好きなサユカの役に立ったことが嬉うれしいのだ。


　ちなみに、女じよ性せい陣じん二人の後方では「ほわ～」と目と口を丸くして吸血シーンを眺ながめるコタロウと、彼の目元を後ろから腕で覆おおい隠かくすバウワウの姿もあった。天使のように愛らしい少年と特大のクマのぬいぐるみテデイ・ベアというコンビは大変絵になるのだが、女性陣に比べると緊きん張ちよう感に欠けるのは否いなめない。


　サユカとナナ、コタロウとバウワウ。おかしな成り行きで一いつ緒しよになった三人と一匹ぴきは、ヤフリーの追つい撃げきから逃げ切り、第五地区フイフス・ヤードに隣りん接せつする第三地区サード・ヤードへと移動していた。


　目の前に横たわるのは、広くて流れの穏やかな運河だ。幾いくつかの水路が集中して、貯水池のようになっている。かつては、浮き市フロー・マートが開かれていた場所だった。


　もっとも、運河に以前のにぎわいはない。ひしめき合っていた露ろ店てん舟ぶねの姿は一艘そうも見えず、わずかな数の小型船せん舶ぱくが、吹ふきさらしのまま岸辺に繫がれて揺ゆれているだけだ。夜ともなれば色とりどりの照明や提ちよう灯ちんが水面に映はえたものだったが、いまはただ月つき影かげだけが、運河の上にぽつんと浮かんでいた。


　ナナの血を吸って力を回復したサユカは、少女を抱だきかかえたまま潜ひそんでいた路地を出た。コタロウとバウワウも後に付いてくる。サユカは運河の畔ほとりで立ち止まって辺りの気配を探さぐってみた。


　差し当たり、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が近くにいる様子はない。とはいえ、油断はできない。


「……さっき見た、あいつ。ヤフリーって言ったっけ？　前に会ったとき、九龍王の直系と名乗ってたわね……」


　単なる下っ端ぱではないのだ。気配を隠されれば、サユカでは気づけない可能性は高い。


　また、他の直系たちに連れん絡らくがいっているとすれば、最悪、九龍王配下の古血が追っ手として差し向けられる可能性すらあった。もしそうなったら、たとえ気配に気づいたところで、サユカにできることはほとんどないだろう。


「まあ、私だけなら、わざわざつけ狙ねらうとは思えないんだけど……」


　ため息をつき、サユカはジトッとした眼まな差ざしを後ろに付いてきたコタロウに向けた。


　事情も理由もよくわからないが、コタロウは連中に捕つかまっていたらしい。空中に磔はりつけにされていたぐらいだから、意図的に捕とらえられていたのだろう。


　そして、成り行きとはいえサユカはコタロウを助け出してしまった。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が──いや、「九龍王陣じん営えいの幹かん部ぶたち」が捕らえていた捕ほ虜りよを。となれば、冷静に考えて、サユカたちが「わざわざつけ狙われる」確かく率りつは極きわめて高いと言えるだろう。


　ついでに言えば、「九龍王陣営の幹部」に「つけ狙われ」て無事に逃げ切る自信は、サユカにはまったくない。ナナの血はサユカに力を与あたえてくれたが、心は早くも折れてしまいそうだった。コタロウを見る目が恨うらみがましくなるのも致いたし方ないところだ。


　一方、そんなサユカの胸中など露つゆ知らず、コタロウは目の前の光景に見入っている。


　寂さびしい運河を、それでも、


「綺き麗れいだねー」


　と飽あきもせず眺めていた。


「ぼく、長いことあの地下室に閉とじ込められてたからさ。外の景け色しきを見るのも外の空気を吸うのも、久ひさしぶりなんだ。こうやって歩くのだって久しぶりっ。だから、こうして自由に外にいられると、なんだかすっごく楽しいよ」


　浮き浮きと弾はずむように、コタロウは運河の畔を歩いた。


　どこからか漂ただよってくる木もく蓮れんの香かおりが、特区の春を告げている。路ろ傍ぼうに咲さくたんぽぽを見つけて、コタロウは大喜びをした。隣となりに並んでテクテクと歩くバウワウも楽しげだ。


　抱きかかえていたナナが、少年とぬいぐるみの微笑ほほえましい姿にクスリと笑った。サユカは、どこか田舎いなかの学校で生徒を引率しているような気分になった。少なくとも、捕虜を救出して敵の追っ手から逃げる女スパイの気分にはなれそうにない。


「そう言えば、君とは初めましてだよね？　ぼく、望月コタロウ。こう見えても吸血鬼なんだよ？　君は人間だよね。名前はなんていうの？」


「あ、わ、わたし？　わたしは藍あい川かわナナ。ナナでいいよ」


　突とつ然ぜん質問されたナナが、サユカの腕の中で硬かたくなりつつ挨あい拶さつを返した。物もの怖おじはしない少女なのだが、何しろコタロウは──見た目だけなら──滅めつ多たにいない美少年である。そのくせやたらと馴なれ馴なれしいから、初めて会う人間は、たいていギャップに戸と惑まどうのだ。


　しかし、当然ながらコタロウの方は一向に気にしない。


「ナナちゃん、ね。ぼくのこともコタロウでいいよ。君は『カンパニー』の人？　それとも、レジスタンスっていうとこの人なの？　サユカさんの友達なんだよね？　って言うか、サユカさん、ゼルマンさんとミミちゃんとぼくの他ほかにも友達いたんだね。実はぼく、サユカさんって結構友達少ないんじゃないかって、密ひそかに心配してたんだー」


　と、ニコニコしながら上じよう機き嫌げんで話しかけた。


　サユカの「友達」の中に、さも当然の如ごとく自分を含ふくめている辺りも、さすがはコタロウと言ったところだろう。サユカがひくひくこめかみを痙けい攣れんさせる中、彼女に抱きかかえられているナナは必死に笑うのを堪こらえていた。


「あ！　そうそう！　そういやサユカさん、いつの間にか吸血鬼になってるじゃない！　いったいいつ転化したのさ？　しかもスゴイ強いし！　さっきヤフリーから逃げてたときなんて、ぼく、ほんとにびっくりしたよ！　なんでっ？　ひょっとしてゼルマンさんの血族になったの？　ねえねえ、サユカさ──」


　スッ、とサユカが優ゆう雅がに差し出したつま先に、コタロウの足が見事に引っかかる。コタロウは一回転して、頭から運河にダイブした。


　どぷん、と運河の主ぬしが跳はねたような水柱が立つ。


　バウワウが大おお慌あわてしたが、何しろぬいぐるみなので運河に飛び込んでも浮かんで流されてしまう。わっぷわっぷと水面で騒さわぐコタロウに、しゃがみ込んで必死に腕を伸ばした。


「お、お姉様？」


「いいのよ。こいつは別に、流水が弱点じゃないし」


　目を丸くするナナに、サユカは平然と言った。「そろそろ立てる？」と聞き、ナナが頷くのを見て、少女を地面に降おろした。


　そして、後ろで大騒そう動どうする少年とぬいぐるみなど眼がん中ちゆうにないかのように、


「さて──」


　と両手を腰こしに当て、顔つきを引き締しめた。


「……ヤフリーからは逃げ切れたみたいだけど、いつまでものほほんと構えてる場合じゃないわね。一度基地ベースに戻りたいところだけど……それだと、敵の目をわざわざレジスタンスに向けさせることになりかねない」


　特区のレジスタンスはかなりの力をつけてきたが、それでも九龍王直系の配下が出てくれば太た刀ち打うちできない。トラブルを抱かかえて戻ったのでは、せっかく育った組そ織しきをみすみす潰つぶされることになりかねない。


「……そもそも、『黒くろ蛇へびカーサ』や『ウォーカーマン』クラスの敵が追ってきたら、特区のどこにいたって結果は同じね」


　いまの特区には、九龍王の宿将たちに勝てる者はいない。まともに対たい抗こうできる組織すら存そん在ざいしない。レジスタンスが成長したとはいえ、それはあくまで『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の積極的攻こう勢せいが行われなかった結果でもあるのだ。特区にいる限り、コタロウを守ることは極めて難しいだろう。


「かといって、特区から出ることもできないし……いっそ、こっちから訪たずねてって、引き渡わたしちゃおうかしら」


　正直、それが正解のような気がする。追っ手が寄よ越こされる可能性は高く、その追っ手は確実に自分より格かく上うえで、頼たよれる勢力は存在しないのだ。諸もろ手てを挙げて降こう伏ふくするのが、自分に残された唯ゆい一いつの手段に思われた。


　しかし──


　ドクン、


　と心しん臓ぞうが脈打った。


　力強い、熱い、鼓こ動どう。サユカは思わず、微び笑しようを過よぎらせた。宝ほう石せきがちりばめられたナイフを、鋭するどく一いつ閃せんするような微笑だ。


「──わかってます。冗じよう談だんですよ、ゼルマン様」


　たとえ降伏が唯一の正解だとしても、その道を選せん択たくすることは、サユカにはない。なぜなら彼女は、『闘とう将しようアスラ』の血に連なる牙きばであり、『緋ひ眼がんのゼルマン』の娘むすめだからだ。自分が転化して間もない転びたてアンダー・イヤーであろうと、敵が香港聖せい戦せんを生き抜ぬいた歴戦の猛も者さだろうと関係ないのである。


　コタロウに何の義ぎ理りもなく、もともと助ける気がなかったとしても同じことだ。「人間」白しら峯みねサユカはいざ知らず、「吸血鬼ブラツク・ブラツド」白峯サユカに、戦わずして降伏することなど、あってはならないのだった。


「……とはいえ、猪ちよ突とつ猛もう進しんは趣しゆ味みじゃないわ。当面は形なり振ふり構わず逃げ回って、せいぜい足あ搔がくとしましょうか」


　ある意味絶望的な決意を、サユカはむしろ太ふて々ぶてしい口振りでつぶやいた。


　ちょうどそのとき後ろでは、ようやく救出されたコタロウが「酷ひどいよサユカさん！」と猛もう抗こう議ぎしていた。サユカは涼すずしい顔で、少年の抗議を頭からシャットアウトした。


　しかし、


「お姉様？　これからどうされます？」


　ナナが質問すると、サユカは「あっ」と声をもらし、自らのこめかみを叩たたいた。彼女のことを失念していたのだ。


　自分はコタロウを連れて潜せん伏ぷくしながら逃とう亡ぼうするとしても、それにナナを連れて行く訳にはいかない。彼女はレジスタンスに戻す必要があった。


　とはいえ、予想通り交こう渉しようは難航した。


「嫌いやです！」


　サユカがレジスタンスに戻るよう話すと、ナナは眦まなじりを決してきっぱりと拒きよ否ひした。それはもう、膨ふくれ面つらだったコタロウや彼を慰なぐさめていたバウワウが、思わず正せい座ざしそうなほどの勢いだった。


「お姉様が逃げるのなら、わたし、お姉様について行きますっ」


「駄だ目めよ。追ってくるのは、さっき撒まいた吸血鬼とは比べものにならないほど強力な者たちのはずだわ。危き険けん過すぎるし──申し訳わけないけど、足手まといよ」


「だったら見殺しにしてくれていいです！　それに、そんなに強い敵と戦うなら、お姉様だって血が必要でしょっ!?　わたしの血があった方がいいじゃないですか！」


　いかにも少女らしい頑かたくなさで、ナナは強きよう硬こうに言い張った。こういうとき有う無むを言わせず行動に移うつれないのが、サユカが彼女の闇の父マスターと違うところだ。もっとも、娘のそういう一面を、彼女の主あるじは批ひ難なんしないだろうが。


「とにかく、わたしは絶対お姉様についていきます！　前みたいに置いてかれたら、またあとを追いかけますからっ」


「ナナちゃん……」


　目め尻じりに涙まで浮かべてにらむナナに、サユカは弱り切った表情を浮かべた。


　二人のやり取りを窺うかがっていたコタロウが、


「いいんじゃない、サユカさん？　連れてってあげても──」


「君は黙だまってなさい」


「う……じゃ、じゃあさ。いざってときは、ぼくが守ってあげるってのはどうかな？　ねえ、ナナ──」


「自分は自分で守ります」


　氷のような声で冷ややかに告げるサユカと、炎ほのおのような声で焼き切るように言うナナ。二人とも、コタロウには目もくれない。消しよう沈ちんして口をつぐむコタロウを、バウワウだけが元気づけるようにポフポフと叩いた。


　ところが──


「バウワウ!?」


　コタロウが驚おどろいて叫さけんだ。


　バウワウの身体が、突然光り出したのだ。


　強い光ではない。蛍ほたる火びを集めたような、ぼんやりと儚はかなげな光である。降り注ぐ月光がぬいぐるみの表面にひっかかった。そんな想像をさせる光だった。


　しかし、周りに明かりが何一つない場所だけに、光るぬいぐるみはひどく目立つ。サユカは血相を変えてジャージの上着を脱ぬぎ、バウワウに被かぶせた。もちろん、彼女のジャージで隠すには、サイズがまるで足りないのだが。


「バ、バカっ！　何やってんのよあんた!?　見つかったらどうする気っ！」


　サユカは声を潜ひそめつつ怒ど鳴なったが、突然のイルミネーション化は、何もバウワウの意志ではないらしい。バウワウ自身仰ぎよう天てんした様子で、バタバタと自分の身体を見回している。そんな動きまでどうしてもユーモラスで、ここが夜のテーマパークなら、光るクマは間ま違ちがいなく子供たちの人気を集めただろう。


　しかしバウワウは、光り始めたのと同じように、唐とう突とつに動きを止めた。


　そして、頭を上げ、南の方角を──次いで、西の方角を振り向いた。


　バウワウの表情は──ぬいぐるみだけに──変わらない。しかし、じっと西方を見やるバウワウは、絶ぜつ句くして息をのむかのような雰ふん囲い気きだった。


　やがて光は瞬またたくように薄うすれ、夜の闇に溶とけていった。サユカは大急ぎで辺りの気配を調べ直した。


「ど、どうしたの、バウワウ？　いまのはいったい、なんの必殺技？」


　目を丸くした顔のコタロウが、いつもの調子でズレたことを聞いた。バウワウはゆっくりと振り返り、コタロウの青い瞳ひとみにボタンの瞳を合わせた。


　腕を伸ばし、さっきまで見つめていた西の方角を真っ直ぐ指し示す。


「……え？」


　コタロウの表情が変わった。


　少年の顔からあどけなさが消え、ぬいぐるみの顔と真剣に向き合った。


　そして、


「──うそ。ミミちゃんが？」


　バウワウは頷いた。


　サユカが聞きとがめて、


「え？　なんですって？」


「サユカさん！　ミミちゃんが特区に来たって！　バウワウがそう言ってる」


「は、はあ？」


　興こう奮ふんして鼻息を荒あらくするコタロウに、サユカは眉み間けんにしわを寄せた。


「ミミコさんが特区に？　バカ言わないで。そんな訳ないでしょ。彼女はいまシンガポールの『キャッスル』に──」


「でも、バウワウがそう言ってるんだ！　ほらっ。縮地だよ！　セイがいつもやってた。あれで、ミミちゃんが送られて来たって。あっちの方に！」


　そう叫さけんで、コタロウはバウワウが指し示すのと同じ方向を指さした。サユカも──呆あつ気けにとられていたナナも──つられて同じ方向に顔を向けた。


　サユカたちが逃げてきたのとは逆の方向。第二地区セカンド・ヤードの方向だ。


「縮地って……ええ？　ちょっと──冗じよう談だんでしょ？」


「ほんとだよ！　ミミちゃん、独ひとりで特区に来たんだっ！」


　コタロウは興奮して繰くり返した。


　しかし、まともに考えれば、あり得ない話だ。特区とシンガポール間はジェット機で飛んでも半日かかる。サユカは縮地法に詳くわしくないが、魔ま術じゆつで移い動どうするにはいくらなんでも無茶な距きよ離りだ。


　第一、時期的におかしい。いま『カンパニー』では特区奪だつ還かん計画に向けた準備が佳か境きようを迎むかえているはずである。そんな大切な時期に、肝かん心じんの『乙メイ女デン』がシンガポールを離れる訳がない。そうでなくとも、いまやミミコは『カンパニー』にとってなくてはならない存在なのだ。たった独りで軽々しく動けはしないはずだった。


　しかし、


「…………」


　サユカはじろりとバウワウの頭をにらんだ。


　このクマの正体が何者なのか、サユカは一いつ切さい関知していない。たとえば、仮に、万が一、「セ」のつく誰かだとしても、そんなのサユカは知ったことではない。


　しかし、


「……ミミコさんが、特区に？」


　もしそれが本当だとしたら、理由があるはずだ。それも、特区奪還計画を放ほうり出してでも彼女が駆かけつけるだけの理由が。


　何よりも、いまの特区は危険だ。彼女が本当に独りでいるのだとしたら、放ってはおけない。


　サユカは眼光を鋭するどくし、


「……ナナ」


「は、はいっ？」


「さっきの話は、いったんお預あずけよ。少し、寄り道をするわ」





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「なんですって？　ミミコちゃんが特区に!?」


　啞あ然ぜんとしたリンスケの声に、隣となりにいたバドリックまで目を剝むいた。端たん末まつを握にぎりしめる手に、否いや応おうなく力が籠こもった。


『──そうだ。「南の朱あけ姫ひめ」が縮地で送ったらしい』


　通信機の向こうの尾根崎も、必死に冷静さを保たもとうとしている。何しろ、極めつけの異常事態だ。あえて淡たん々たんと語ることで、己おのれを律りつしているのだろう。


「どうしてそんな……この、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の動きの活発化と、何か関係があるんですか？」


　リンスケとバドリックがシンガポールの尾根崎と通信しているのは、レジスタンスの基ベー地スにある通信室だ。そして、現在通信室には、特区各地に散っているレジスタンスの拠きよ点てんから、『九龍の血統』の大規模な襲撃を伝える急報が次々と寄せられていた。


　一時期消失していた『結界』も、『九龍の血統』の突然の猛もう攻こうに前後して再ふたたび展てん開かいされている。ここ一、二か月動きが沈ちん静せい化していただけに、『九龍の血統』の時ならぬ──そして不可解な行動は、レジスタンスに大きな動どう揺ようをもたらしていた。だからこそ、最初に『結界』が消えたときに「待機」を命じられたにもかかわらず、再び『カンパニー』に通信を繫げたのだ。現状の推すい移いを報告し、新たな対たい応おう策さくを求めるために。


　ところが、浮き足立つレジスタンスを統とう制せいしつつ指示を求めた『カンパニー』から返ってきたのは、「『乙メイ女デン』が特区に飛んだ」という耳を疑うような報告だった。いったい何が起こっているのか、リンスケもバドリックも想像がつかなかった。


　もっとも、彼らが事態を把は握あくできないのは当然のことではあった。


『待ちたまえ。まず、現時点でわかっていることだけ報告する。落ち着いて聞いて欲しい』


　そうして知らされた事の経けい緯い──その大まかな流れは、「落ち着いて聞く」のに多大な努力を要するほど、あまりにも衝しよう撃げき的だった。


　香港に現れた、九龍王とその配下。


　彼らを撃げき退たいした『銀ぎん刀とう』。


『銀刀』の呼びかけに応じ、単身特区に飛んだミミコ。


　リンスケとバドリックは、絶ぜつ句くし、すぐには二の句が継つげない。いずれも、まったく想定していなかった出来事ばかりだ。頭の中が真っ白になった。


『状じよう況きようから見る限り、九龍王は再び特区に戻っているのだろう。「結界」が復活した事実も、それを裏うら付づけている。また、現在「銀刀」も、香港に調査に赴おもむいたジャネット・ハーゲンダルフ、および「赤い牙レツド・フアング」一個分隊共々、特区に向かって移動中だ』


「……ジローちゃんまで、特区こつちに……」


　リンスケが啞あ然ぜんとつぶやいた。その隣で、バドリックが僚りよう友ゆうから通信端末を奪うばった。


　緊張した、真剣な声で、


「──尾根崎会長。九龍王が香港まで移動した手段が『ウォーカーマン』の縮地法であり、術に集中するために特区の『結界』を解除していた、ということは了解しました。再び『結界』が張られたからには彼らが特区に戻っているはず、という見方も同感です。ですが……」


　バドリックが一度言葉を詰つまらせる。しかし、言い淀よどみつつ、彼は確かく認にんすべきことは確認した。


「ですが、九龍王が縮地法で特区の外に移動可能と判明した以上、我々の進めていた特区奪だつ還かん作戦は……『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の包囲殲せん滅めつを目的とした作戦計画は、事実上破綻したということになりませんか？」


『……ミスター・バドリック。残念ながら、その通りだ』


　尾根崎は動じることなく彼の指し摘てきを認めた。バドリックは思わず目をつむった。リンスケも奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。


　足あし下もとが崩くずれ落ちるとはこのことだろう。特区に戻り、レジスタンスを組織して以来続けてきた努力──そして未来への希望を、あっさりと否定された瞬しゆん間かんだった。


「……なんてことだ」


　すべてが順調。万全の準備。そんなことは、対吸血鬼ブラツク・ブラツド戦においてあり得ない。誰よりもわかっていたはずなのに、バドリックはまるで全身から血を抜かれるような脱だつ力りよく感かんに襲おそわれた。視界が暗くら闇やみに覆おおわれるかのようだった。


　だが、それでも取り乱さずに済んだのは、作戦の崩ほう壊かいを告げる尾根崎が、動じていなかったからだ。


『いいか、二人とも。確かに、我々が進めていた計画は破綻した。しかし、だからと言って我々は、特区奪還を諦あきらめることはできない。むろん、九龍王の打だ倒とうもだ。そんな選せん択たく肢しは、我々には存そん在ざいしない。状況は変わったが、我々の目的そのものは何ひとつ変わってはいないんだ』


「……会長」


　尾根崎の声は強い。そのひと言ひと言が、滑すべり落ちた崖がけにしがみつき、もう一度這はい上がろうとハーケンを打ち込むような、ひたむきな響ひびきを伴ともなっていた。


　特区を失い、シンガポールに落ち延のびて、ようやくつかみかけた捲けん土ど重じゆう来らいの機会。全身全ぜん霊れいを捧ささげて進めていた計画を手放す無念は、誰にも負けないほど強いはずだ。しかし、尾根崎には「諦める」ことは許されない。『カンパニー』や十字軍、無数の協力者や部下、何より彼自身が、諦てい観かんに身を委ゆだねることを許さないのである。彼の口にしている台詞せりふは、特区の二人だけでなく、彼自身にも向けられているのだろう。


　そして、尾根崎のハンマーは、バドリックの胸をも打った。


　強い打撃が、弱まりかけたバドリックの鼓こ動どうを呼び覚ましていく。気がつけば、リンスケも目に力を取り戻していた。リンスケの瞳は自失から覚め、とにかく状況を理解して、打開に向けた努力を行おうとしていた。


『よく聞け』


　と尾根崎は続ける。


『九龍王は特区に戻った。しかも、「結界」を張り直した。「結界」を張っている内は、長距離間の縮地法は使用できないにもかかわらずだ。これは、奴らがまだ特区を出る気がない──もしくは、出られない理由がある証拠だ』


「……はい」


　バドリックは頷うなずいた。


　確かに、尾根崎の指し摘てきには説得力があった。仮かりに、九龍王たちの脱出が『銀刀』に阻はばまれたというなら、単に別の地域に移動し直せば済む話である。


　しかし、九龍王たちは一度特区に戻り、しかも『結界』を展開し直した。そうするだけの理由があったはずなのだ。


「し、しかし会長──」


　と今度はリンスケが、バドリックの通信に割わり込んだ。


「いま『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、特区全ぜん域いきで猛もう攻こう勢せいをしかけています。今回の連中の動きは、これまでとは明らかに違う。特区の人間を生かす必要がなくなったとしか思えない、徹てつ底ていした攻勢です。これはつまり、連中が特区を放ほう棄きする意志を固めたってことでは……？」『……その可能性は高いだろう。だが、それでも奴らが特区に戻り、「結界」を張り直した事実は変わらない。いや、むしろこの矛む盾じゆんした行動は、彼らもまた予定外のトラブルに見み舞まわれている証あかしと見るべきだ』


　リンスケの意見に、しっかりとした口調で尾根崎が応じる。揺ゆるぎない彼の発する熱は、遥はるかシンガポールからでも、確かに特区に届とどいていた。


『生あい憎にく、奴らの事情がどういうものかは、まだ判明していないし、想像もつかない。いつトラブルが解消され、特区を放棄して移動するのかも。しかし──少なくとも「結界」が張られている間は、奴らは特区にいるということだ。ならば、いまがチャンスだ。それも、おそらくは最後のな』


「それは……では……!?」


　バドリックとリンスケが勢い込んで尋ねる。『──そうだ』と尾根崎は断言した。


『不完全な形であるが──我々「カンパニー」と十字軍は、これより特区を奪還する。古血戦士団だんの最精せい鋭えいからなる第一陣じんは、先ほどシンガポールを出た。鎮ちん圧あつチームと「赤い牙レツド・フアング」による第二陣、十字軍の対吸血鬼部隊を主しゆ軸じくとした第三陣も逐ちく次じ出発予定だ。第一陣の特区到着予定時刻は、明朝六時。ミスター・バドリック。ミスター・リンスケ。頼む。どうか夜明けまで、踏ふん張ばってくれ』
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　特区との通信を切り、尾根崎はセンター・コンソールから面おもてを上げた。


『キャッスル』中央センター、情報管制室。腹はらが据すわった顔つきの尾根崎に対たい峙じするのは、十字軍幹かん部ぶの羅ローとスミスだ。神父とギルバートの二人は、派は遣けん部隊の第一陣として、すでにシンガポールを発たっていた。


　香港より九龍王のライブ映えい像ぞうが届けられてから三時間。この、わずか三時間の間に、彼らを取り巻く状況は、信じがたいほどの激変を見せていた。


　いまも情報管制室は戦場の如ごとく怒ど号ごうが飛び交かい、幾いくつもの指示と報ほう告こくが交こう錯さくしている。ここだけでなく、『キャッスル』全体が蜂はちの巣をつついた──というより、サンドバッグ代わりにでもしたような──凄すさまじい有様になっているのだ。それはちょうど、沈ちん没ぼつする豪ごう華か客船の船内を見ているようでもあった。


　ただし、この客船に乗る船員と乗客たちは、船が沈しずむのを座ざ視ししてはいない。脱出を急いでいる訳ですらない。彼らは、海水を残らず搔かき出してでも沈没を阻そ止ししようと、本気で挑いどんでいるのである。


　それが、彼らの信しん頼らいする船長の命令だからだ。


「……まったく」


　と尾根崎は羅とスミスに、強こわ張ばった微笑を向けた。


「パニックになって喚わめき散らせればどれほど楽か。組織のトップになど、なるものではありませんね」


　精せい一いつ杯ぱいの軽口は、自らの精神の均きん衡こうを保たもつためだった。羅とスミスは心から同意して、無理矢理に笑い返して見せた。


　実じつ際さい、彼ら幹部には、突とつ発ぱつ的な変事に動転する自由はもちろん、失意を見せる自由すら与あたえられていない。それどころか、落ち着いて困こん難なんに立ち向かう「義ぎ務む」がある。そうでなくては、彼らに付き従したがう部下たちが立ちゆかなくなるからだ。組織の責せき任にんを背せ負おうということは、ときに非ひ人間的なほど不自由なものなのである。


「……正直、まだ迷まよっていますよ」


　そうもらしたのは、十字軍の最高責任者である羅だ。


「状況は大きく変化した。よって、新たな状況に対応せねばならない、と、頭では理解しているつもりなんですがね。恥はずかしい話、足が震ふるえています」


「私も似にたようなものです。儘ままなりませんな。何事も」


　尾根崎はそう返答したが、彼の瞳ひとみの奥おくには、いまだ折れない心があった。懸けん命めいに食らい付き、自らに可能な範はん囲いで最善の対応を取る。そんな不ふ屈くつの意志が燃もえているのである。


　現に、尾根崎はこの三時間の間に、進めていた計画に見切りをつけ、突つきつけられた変事を「好機」と捉とらえて躊ちゆう躇ちよなく行動に移っていた。その決断力と実行力は、羅やスミスだけでなく、すでに飛び立った神父やギルバートも圧あつ倒とうされるほどだった。ザザが評した通り、尾根崎は組織のトップとして、まさに「果か断だん」な対応をしてのけたのである。


「尾根崎会長。たとえ結果がどのように終わろうと、私はあなたに敬けい意いを払はらいます。『カンパニー』と力を合わせることができて、我々十字軍は幸運でした」


　真しん摯しな面持ちで、羅が尾根崎に告げる。


　尾根崎は苦笑して首を振ふった。


「今回の決定は、私だけでできたものではありませんよ。ある意味、ミミコ君のおかげでしょう」


「『乙メイ女デン』の、ですか？」


　問い返す羅に、尾根崎は皮肉っぽく唇くちびるを曲げた。


　言うまでもなく、尾根崎が今回の決断に至いたるには、余人には想像も及およばない葛かつ藤とうがあった。


　主導権イニシアチブを握にぎること、一いつ斉せいにしかけること、各部隊間の綿めん密みつな連れん携けい等々。特区に攻せめ入り、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を殲滅して故郷を奪還するには、疎おろそかにできない条じよう件けんが無数に存在する。それら、考こう慮りよすべき無数の条件は、いま動くしかないという確信があったとしても、思考を曇くもらせ、判断を鈍にぶらせるものだ。ましてや、尾根崎には確信などなかった。この決断が招まねく結果も、明めい瞭りように想像することはできない。


　それでも、最後に尾根崎を導みちびいたのは、ミミコの背中だった。


　協力者たちを集めた、ホールでの激げき励れい会。『銀刀』の呼びかけに応じてステージから飛び出したミミコは、眩まぶしいスポットライトを全身に浴びて、他の一いつ切さいを顧かえりみず、一心不乱に走り去った。


　そのときのミミコの背中が、なぜか重なって見えたのだ。


　いまは亡き彼の部下──彼女の元上司の背中と。


　そして、聞こえたのである。


　すぐ耳元で。懐なつかしく、頼たのもしい、枯れた声が。





　──会長、ご決断を。





　と。


　ミミコの背中も、その声も、尾根崎に決断を強しいた訳ではない。彼の判断を後あと押おしした訳でも。


　ただ、その瞬間、尾根崎は本来の自分自身を取り戻すことができたのだった。そして、最終的な決断を下すのは、いまも、昔も、尾根崎の仕事なのだ。調停部の曲くせ者ものでも、情報部の切れ者でもなく、彼らの上に立つ、尾根崎自身の。


「……お前がいれば、なんと言っただろうな、張ジヤン？」


　誰にも聞こえない小声でささやき、尾根崎はほろりと笑った。


　そして、戸と惑まどう羅ローやスミスにも笑いかけ、後ろの壁かべ際ぎわへと顔を向けた。


「──ミミコ君の上司も、まさに『機を見るに敏びん』な人物だった。そうだな？」


　尾根崎が問いかけた先には、壁際に沿そって並ならぶ、ヒバリとサキとスワンがいた。


　ミミコの職場放棄を幇ほう助じよした三人組だ。肝心の『南の朱あけ姫ひめ』は、ミミコを特区に送り届けたあと、「疲つかれた」と言って客室に戻ったらしい。黄ウオンも彼女に付き添そっている。


　ヒバリとサキ、スワンの三人は、すでに自らの罪ざい状じようを洗あらいざらいぶちまけていた。まったくえらいことをしてくれる、というのが、最初に報告を受けたときの、偽いつわりのない尾根崎の感想だった。


　いま三人は、踵かかとを揃そろえ、背筋を伸ばし、あごをひいて口を結んだ、直立不動の姿勢を取っている。どのような処しよ分ぶんも覚かく悟ごしているのか、彼女たちの顔に後こう悔かいの色は浮かんでいない。


　三人とも、良い面構えだ。小こ憎にくらしいほど。尾根崎は感心しながら、しかしそんな内面はおくびにも出さずに、静かに息を吸った。


「──ミミコ君の行動が混乱を大きくしたのは紛まぎれもない事実だ。当然、指示を無視して彼女に手を貸した君たちの行こう為いも厳げん罰ばつに値あたいする。君たちは軽けい率そつな判断で、ミミコ君のみならず、『カンパニー』や十字軍、ひいては、我らに賛同するすべての関係者を危険に晒さらした。そのことは肝きもに銘めいじておきたまえ」


　厳きびしい叱しつ声せいは、骨ほねにまで響ひびくかのようだった。


　三人はただちに緊きん張ちようの面持ちになり、


『はいっ』


　と声を揃えて返事をした。


　尾根崎は彼女たちを見つめ、一度頷いた。


　そして、


「ただし……結果的に、ミミコ君は真っ先に戦場に赴くことで、『乙メイ女デン』としての役やく割わりを果たしたとも言える。あくまで、結果的に、だがな」


　会長の台詞せりふに三人組の顔が明るさを取り戻す。もっとも、「ゴホン」と後ろで羅が咳せき払ばらいをしたので、すぐにまたしかつめらしい表情に戻った。この辺はまだまだ可愛かわいいものだ。


「ともあれ、君たちの具体的な処分は後回しだ。現時点で私から君たちに言うことはひとつ。自分の行動には、最後まで責任を持て、ということだ。ミミコ君が特区に行く手助けをした以上、君たちには責任がある。私はこのあと、派は遣けんされる第三陣に加わって特区に向かう。君たちも同行し──彼女の力になってやりたまえ。いいな？」


　尾根崎の命令に、三人は一斉に気を付けをした。


『はいっ』


　と力強い声が三つ、再び返る。


　尾根崎は目を細めた。


　彼女たちもまた、ミミコと同じ師しのもとで育った。


「……よろしい。では、すぐに準備を」


　三み度たび小気味良い返事をして、ヒバリとサキとスワンの三人は情報管制室の出口に向かった。尾根崎は黙って、三人の背中を見送った。


　尾根崎の胸に、様々な想おもいが駆かけ抜ぬけていく。


　見ているか、張、陣じん内ない。


　ちゃんと、見ているか？


「──尾根崎会長」


　羅が声をかけた。尾根崎はただちに頭を切り換かえ、羅とスミスと共に、再び戦場へと思考を戻した。


　大切な部下たちの眠ねむる、彼の戦場へ。





３







　第二地区（セカンド・ヤード）に送り込まれたミミコは、まず最初に自分の小屋に移動した。


　むろん、感かん傷しように浸ひたるためではない。逃にげるようにシンガポールを出たミミコは、ジローの帽ぼう子しを除のぞけば、身ひとつで特区に移動した。何か役に立つ道具がないか探さがそうと思ったのである。


　とはいえ、小屋に近づくにつれ足が速まるのは、抑おさえようもなかった。


　第二地区セカンド・ヤードは旧市街区オールド・ヤードの中でも再開発の遅おくれた地区で、特にこの付近は老朽ろうきゆう化した年代物の建築物が多い。ミミコが居きよを構えていたのも、使用されなくなったまま放置されたおんぼろビルだ。


　もっとも、ミミコが住んでいたのはビルそのものではない。屋上に建てられたコテージ風の小屋──まるでコンクリート・ジャングルに囲まれた山さん賊ぞくのアジトのような小屋が、彼女とジロー、コタロウの三人が暮くらしていた、事じ務む所しよ兼けん住居である。


　ビルの屋上に出ると、湾わんから吹く風が強くなった。


　躍おどる髪かみを押おさえつつ顔を上げれば、目の前に明かりの消えたミミコたちの家が建っていた。懐なつかしい光景なのに、初めて来たような緊張感がある。ミミコはつばを呑のみ、小屋に駆け寄った。


　正面のドアには鍵かぎがかかっていた。出るときに、いつもの癖くせで戸と締じまりをしていたらしい。一いつ瞬しゆん焦あせるが、すぐにスペアキーの隠し場所を思い出した。ドアの手前の短い階段を下り、その裏側を手で探る。あった。埃ほこりまみれのスペアキーを取り出し、鍵を開けて中に入った。


　小屋の中は暗かった。いまも電気が通っているかどうかはわからないが、明かりをつければ目立つだろう。ミミコは照明のスイッチは入れないことにして、代わりに部屋のカーテンを開け、室内に月光を取り入れた。


　振り返って、室内を見直す。


　リビングのテーブルには、食器と鍋なべが置かれたままになっていた。中身はもう原形を留めていないに違いない。しかし、その料理がなんであったか、ミミコは思い出した。


　シチューだ。


「……あ」


　ミミコとジローとコタロウの晩ばんご飯はん。カーサたちが攻せめ込んできた運命の夜、直前まで三人で摂とっていた、最後の晩ばん餐さん。


　ミミコはとっさに両手で口元を覆った。


　嗚お咽えつがもれそうになる。目頭が熱くなる。


　記き憶おくは次々に甦よみがえってきた。そうだ。あの夕食は確か、自分がジローに告白した翌日──好きだと伝えたあと、初めて顔を合わせた食しよく卓たくだった。


　二人とも、妙みようにぎくしゃくして。


　でも逃げずに、少しずつ踏ふみ込んで。


　──『別れがもっと辛つらくなります』


　最後に、ジローはそう言った。自分がした返事も、はっきりと覚えている。


「……それも、一興……」


　そうだ。あのとき確かに、自分はそう答えた。


　あのときの返事に、後こう悔かいはしていない。でも、少し背せ伸のびしていたのは、認めざるを得ないだろう。


　だって、ジローが側にいないいまが、自分はこんなにも辛つらい。格好良く笑って、胸を張って──それも一興なんて、とても言えない。ミミコにその言葉を贈おくってくれた、陣内のようには。


「……んっ」


　──しっかりしなさい。泣くのはあとよっ。


　自らに言い聞かせ、洟はなをすすってミミコは顔を上げた。勇ましい顔つきで、自分の私し室しつへと移動した。


　まず探したのはスニーカーだ。激励会の会場から逃げ出してきたミミコは、途と中ちゆうで走るのに邪じや魔まなハイヒールを脱ぬぎ捨すててきた。おかげでいまはストッキング一枚の裸足はだしなのである。幸い、スニーカーはすぐに見つかった。もう何年も履はき古した安物の、しかもメンズスニーカーだが、いまの状況では履き慣なれた靴くつはむしろありがたい。


　それからサバイバル・キット。これまた、何年も前に『カンパニー』の倉庫からもらってきた余り物だ。中に入っているのは、折りたたみ式のナイフに細いロープ、ライト付のラジオと包帯や消毒薬など。残念ながら、保存食や燃ねん料りようの類たぐいは、もぐりの調停屋稼か業ぎようが貧ひん窮きゆうしていたときに使ってしまっていた。キャンプみたいだと、コタロウにだけは好評だったが。


「……ほんと、リアリティーのない話よね」


　お金も食べ物もなくてサバイバル・キットの中身に手を出していたような貧びん乏ぼう人にんが、いまでは世界のＶＩＰなのである。それも、半年と経たたないうちに。久しぶりに小屋に戻ったせいか、ミミコは自分が夢ゆめでも見ていたのではないかという気分になってきた。質たちの悪い、冗じよう談だんみたいな夢を。


　ともあれ、ミミコはクローゼットからリュックを取り出し、中にサバイバル・キットを詰つめた。目に入ったカーディガンも防ぼう寒かん用ようで入れておく。ついでにジローの帽子もリュックの外側に紐ひもでくくりつけた。


　念のため貯金箱もチェック。残っていた小銭をポケットに入れる。現在の特区では金銭がどれほど役に立つかわからないが、壊こわれずに残っている自じ販はん機きがあれば水分が確保できるかもしれない。


　最後に、衣い装しようケースの一番下から、予備で保存していた武ぶ器きを取り出した。


　ひとつは拳けん銃じゆう。小型のオートマチックだ。


　弾たまはいま弾マガ倉ジンに装そう塡てんされている分で全部。一応銀頭弾シルバー・チップだが、相手が転びたてアンダー・イヤーだとしても、ミミコには当てる自信はない。使わないで済むことを祈いのりつつ、弾倉マガジンをグリップの底に差し込んで安全装置セイフテイーをかけた。腰に差しておこうかとも思ったが、実際やると動きづらかったのでリュックに入れることにした。


　二つめの武器は、長らく使っていなかった携けい帯たい式の太陽灯ライトだ。形状は一いつ般ぱん的てきなマグライトと同じだが、高光度の太陽光を照射する対吸血鬼用の装備である。


　どちらかと言えば、こちらの方がミミコには扱あつかいやすい。電池が切れていないことを確認してから、拳銃と一緒にリュックにしまった。


　立ち上がって確認。


　準備はこんなものだろう。次は行動に移るべきだ。


「……とはいえ、ジローさんはまだ特区に着いてないよね」


　ミミコは腕うで時ど計けいで時間を確認した。


　自分が激げき励れい会のホールを逃げ出した正確な時間は覚えていない。しかし、あのあとミミコは、ヒバリたちと遭そう遇ぐうしてから朱姫を捜さがし出して彼女を説き伏ふせ、中央センターの屋上へ移動してから縮地で特区にやって来た。特区到着後は小屋まで移動し、いま、準備を調ととのえたところだ。なんだかんだで、香港のジローに呼ばれてから、それなりの時間は経けい過かしている。


　しかし──サキから聞かされた情報だが──ジローは『赤い牙レツド・フアング』の小型輸送機で香港から特区まで移動するようだった。となると、当然ミミコより到着は遅れるはずだ。


　──ここで待機してるのも手だけど……


　それでは、ジローが到着しても気がつかない。ジローは戦いに来るのだ。この小屋に寄る可能性は低いだろう。


　──できれば、特区全体に目が行き届く場所で待ちたい。とすると、やっぱりレジスタンスかな？


　レジスタンスの下もとなら通信器機も揃そろっている。ひょっとすると、こちらに向かっている『赤い牙レツド・フアング』の小型輸送機とも連絡が取れるかもしれない。


　また、レジスタンスの一番大きな拠きよ点てんである基地ベースがあるのは第一地区フアースト・ヤードだ。ここから近い。時間はかかるが、歩いていける距離だった。


「唯ゆい一いつの難点は、尾根崎会長からあたしのことが連絡されてるだろうってことね」


　行ったら、バドリック辺りから大目玉を食らいそうだ。彼があまり得意ではないミミコは、想像して渋しぶい顔になった。


　とはいえ、多少行動を束そく縛ばくされることはあっても、いまさらミミコをシンガポールに強制送そう還かんすることは不可能である。基地ベースにはリンスケもいるはずだし、きっと力を貸してくれるに違いない。


　また、特区を占せん拠きよする『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちは、どちらかというと新市街区ニユー・ヤード方面を根ね城じろにしているらしい。ここから基地ベースまでは、比ひ較かく的安全なルートのはずだ。


「……よし」


　方針を固め、ミミコは頷いた。


　私室を出てリビングに。リビングから玄げん関かんに移動。


　ドアの取っ手を握り、外に押おし開けたところで、


「…………」


　つい、動きが止まった。


　肩かた越ごしに振り返る。


　誰もいなくなったミミコの家。彼女はついに帰ってきたが──これはあくまでも、一時的に立ち寄っただけのことだ。まだ彼女は、自分の家にきちんと帰ってはいない。


　──今度は、三人で帰ってくるよ。


　そう、ミミコは胸きよう中ちゆうでささやいた。


　帰るときは、三人で。


　だからいまは、


「……行ってきます」


　そうつぶやいて、ミミコはドアを閉しめた。


　再び沈ちん黙もくする小屋の中に、階段を下りる足音が響ひびく。


　足音は、途中で一度も止まることなく、少しずつ遠くへと離れていった。
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「いいか。やることはこれまでと変わらん。襲しゆう撃げきしてくる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』どもを撃げき退たいする。要はそれだけのことだ」


　出撃準じゆん備びを整えたチームを前に、バドリックは淡々と告げた。


　基地ベースの物流倉庫。慌あわただしく出入りするスタッフたちから離れて、数台のジープが並んでいる。その脇わきに、武装したレジスタンスのメンバーたちが整列していた。


　バドリックが指し揮きするのは、レジスタンスの中でも特に優ゆう秀しゆうな戦闘員からなるチームだ。これまでにも、同じメンバーで幾いく度ども戦闘を経けい験けんしている。彼らは、わざわざ大声で叱しつ咤たするまでもなく、バドリックの言葉を真剣に傾けい聴ちようしていた。


「敵はいよいよ本格的に牙きばを剝むいてきた。しかし、九龍王幹部の古血たちが前線に現れたという報告はない。敵は転びたてアンダー・イヤーだけだ。近ちか頃ごろは奴らも戦術を駆く使ししてくるようになったが、練度でいえば我々の敵ではない。的確に行動すれば、十分対処できる」


　バドリックの台詞に、メンバーたちが頷く。


　すでにレジスタンスの前線チームは、猛もう攻こうを仕し掛かけた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちと交戦状態に入っている。他のチームやレジスタンスに協力する吸血鬼たちも次々と出撃しているところだ。


「ただし、今夜は満月だ。奴やつらの身体能力と闘とう争そう本能は、普ふ段だんと比べ格段に高まっている。その点は決して油断するな」


　今度は、メンバーたちもわずかに顔を強こわ張ばらせた。


　満月の『九龍の血統』がどれほど凶きよう暴ぼうになるか、彼らは身をもって知っている。また、バドリックが直々に指揮するチームは、戦いの中でももっとも激戦となる区く域いきに投入されることになっていた。集まったメンバーは志願者ばかりだが、あくまでも彼らは素人しろうとだ。顔が青ざめるのを止めることはできなかった。


　満月の夜に開始された予期せぬ敵の全面攻勢は、レジスタンスにかつてない苦戦を強しいるだろう。それでも、彼らは逃にげずに武器を取った。もとより、彼らには逃げる場所など存在しないのである。


　ただ、希望はあった。


「あとひとつ。すでに知っていると思うが──シンガポールの『カンパニー』および十字軍から、特区奪還のための救きゆう援えん部隊が出発した。到とう着ちやくは夜明けの予定だ。いいな？　夜明けだ。夜明けまででいい。我々の任にん務むは、彼らが到着する夜明けまで、戦い、生き抜くこと。ただ、それだけだ」


　ただそれだけがいかに困こん難なんか、説明するまでもなく、バドリックもメンバーたちも心得ている。


　それでも、夜の暗くら闇やみで戦う者にとり、やがて来る夜明けの旭きよつ光こうは、たとえようもなく貴き重ちようなのである。確かな希望の存在は、狂きよ気うきの戦場においてもっとも頼たよりになる武器なのだ。殊ことに、吸血鬼ブラツク・ブラツドと戦う戦場では。


「おそらくは、これが最後の戦いになる。俺たちは誰だれ一人欠けることなく、シンガポールからの救援部隊を迎むかえるんだ」


　そう言ったあと、バドリックは彼らの前で初めて、厳いかつい顔をほころばせた。


「……これまで散々働かされたんだ。夜が明けたあとは、駆けつけたルーキーどもが奮ふん闘とうする様子を、祝しゆく杯はい片かた手てに見物してやろう。特区で戦ったベテランとしてな」


　隊長の口からもれた諧かい謔ぎやくに、メンバーたちは太ふて々ぶてしい笑顔で応えた。


「搭とう乗じよう！」


　とバドリックの指令。チームが直ちに指示に従う。


　そこへ、


『──バドちゃん？　聞こえる？』


　インカムから通信が入った。通信室のリンスケだ。バドリックは直ちに通話機能をオンにした。


「聞こえる。どうした？」


『出動してる全チームから報告が戻ってきたの。生あい憎にく、まだミミコちゃんは見つからないみたい。引き続き捜そう索さくは続けてもらってるけど、正直前線を維い持じするのに精せい一いつ杯ぱいだと思うわ。どこも大変なことになってるもの』


　リンスケの報告は、特区に来ているはずの『乙メイ女デン』に関するものだった。それも、芳かんばしくない内ない容ようだ。


　レジスタンスの拠点は、旧市街区オールド・ヤードを中心に特区各地に点在している。そのすべての拠点で戦闘が繰くり広げられているのだ。当然、手の空いている者は、非ひ戦せん闘とう員いんの中にすらほとんどいない。ミミコが送られてきた場所さえわからないのだから、戦いながら彼女を捜索するのは、まず不可能だろう。


『ていうか、Ｘデーに備そなえた弾だん薬やくの補ほ充じゆうが済すんでて良かったわ。さもなきゃ、いまごろ拠点の半分は全ぜん滅めつしてるでしょうよ』


「彼女の方からも連絡はないのか？」


『いまのところなし。尾根崎会長の話から想像すると、結けつ婚こん式しき場じようから逃げ出した新しん婦ぷみたいなものなんじゃない？　通信機の類たぐいは、携けい帯たいだって持ってないと思うわ。いや、ほんと、あの子もずいぶん無茶よねえ』


　通信室のリンスケが、苦く笑しよう混まじりに嘆たん息そくした。


　最後の点はバドリックも同感だ。今回のミミコの行動は、スタンドプレーが過ぎる。組織の代表としてはお話にならないし、個こ人じんとしてもあまりに軽けい率そつだ。


　しかし、バドリックは知っているのである。ミミコが調停員時代、サブマシンガンが乱らん射しやされる吸血鬼狩がりのただ中に、素す手でで飛び込んで来たことを。彼が構かまえる銃じゆう口こうの前に我が身を投げ出して、戦闘を止めようとしたことを。


　戦術的に誤あやまった手法を信念だけで実行する輩やからが、バドリックは嫌きらいだ。自らの立場を弁わきまえない者や、負わされた責任を顧かえりみない者も。その場の感情に流されて大局を見失う者たちを、彼は軽けい蔑べつしている。


　しかし、ときに向こう見ずな鉄てつ砲ぽう玉だまが、道を切り開くこともある。


　バドリックは、嫌いだ。だが、そういうことがあるという事実は、認めているのである。


「……まだ前線は持もちそうか？」


『すぐに崩くずれそうって報告は来てないわ』


「わかった。では、俺たちも彼女の捜索は行う。何か情報が入ったら、教えてくれ」


『了解』


「それから」


『なに？』


「『バドちゃん』は止よせ」


『了解。気を付けてね、バドちゃん』


　リンスケからの通信が切れた。


　バドリックは荒あらっぽく鼻を鳴らし、


「──よしっ。行くぞ！」


　と大声で命じながら、自らもジープに乗り込んだ。
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　サユカたちの道行きは難なん航こうしていた。


「どういうこと？　なんでこんなところにまで『九龍の血統クーロン・チヤイルド』がうようよしてるのよ」


　サユカとナナ、コタロウとバウワウの一行は、第三地区サード・ヤードの浮き市フロー・マートを離れ、第二地区セカンド・ヤードに入っていた。


　第二地区は特区が陥かん落らくする以前から、スラムなどが点在していた地区である。それだけに治安は元から良くないのだが、『九龍の血統』が多く存在しているのは新市街区ニユー・ヤードの方だ。いまとなってはこの辺りは、比ひ較かく的安全な地区のはずだった。


　しかし、サユカたちは移動を開始してから、すでに三度も『九龍の血統』の集団と遭そう遇ぐうしていた。しかも、遭遇した『九龍の血統』たちは、全員興奮状態で暴あばれていたのである。これは異常な事態だ。


「……何かあったんでしょうか？」


「多分ね。でないと、いくらなんでも、おかしいわ」


　ナナに返事をしながら、サユカは苦い顔で前方をにらんだ。彼女たちが隠かくれるビルの陰かげの向こうでは、五、六人からなる『九龍の血統』の集団が騒いでいた。


　第二地区セカンド・ヤードに『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が一人もいなかったとは思わない。今夜は満月だし、彼らが興奮し、活動的になるのも理解できる。


　が、それにしても、この遭遇率はおかし過ぎる。


　まさか、逃げたコタロウを捜さがしているのだろうか？　そうでないことを祈いのるばかりだが、嫌いやな予感は募つのる一方だ。


　とにかく、彼らの目につく訳にはいかない。サユカは来た道を戻り、死角を利用しつつ、またしても大きく迂う回かいした。


『九龍の血統』との接せつ触しよくを避さけるためとはいえ、ルートを変えるのはこれで三度目である。バウワウが示した場所に向かうのも、ひどく遠回りを強しいられていた。


「サユカさんっ。これじゃ、ミミちゃんがどっか行っちゃうよ。サユカさん強いんだから、あいつらなんか蹴け散ちらしちゃってよ！」


「シッ！　静かにしなさい。ミミコさんがいなくならないよう、急いでるんじゃないのっ。ていうか、誰のせいで隠れながら移動してるか、わかってるんでしょうね？」


「え？　誰のせい？」


「……いいえ。なんでもないわ。とにかく黙っててちょうだい。大人しくしてて」


　できれば半はん永えい久きゆう的に、と胸むねの中で付け加えながら、真顔で聞き返すコタロウに、サユカは深しん呼こ吸きゆうをして心を落ち着かせた。


　──この方向……多分ミミコさんが現あらわれたのは、彼女が調停屋をしていた事務所の近くね。けど、そこにいつまでもじっとしているとは考えづらいわ。


　サユカたちは、彼女がナナを、コタロウがバウワウを背せ負おって移動しているので、人間の若わかい女性が歩くのに比べれば、ずっと移動速度は速い。


　とはいえ、ミミコが出現した場所を動いてしまえば、捜すのはひと苦労だ。


　サユカは念話が不得手だし、人間の気配を探る──それも特定の人間の気配を探るような器用な真ま似ねはもっとできない。ましてや、ミミコは「転化したサユカ」に会ったことがないのである。向こうが警けい戒かいして隠れてしまえば、いつまで経たっても合流できない可能性すらある。


　──まあ、そのときはこのガキんちょなりぬいぐるみを見せればいいんだけど……


　とにかく、まずはミミコの側に近づくことが肝かん心じんだ。いまの特区は危険。そう思って彼女を捜しに来た訳だが、どうやら今夜の特区は、サユカが想像した以上に危険らしい。ミミコを保ほ護ごするのは、一刻でも早い方がいい。


　──ミミコさんが移動するとすれば、向かう可能性が高いのはどこ？


　とっさに思いつくのは、比較的距離の近いレジスタンスの基地ベースだろうか。サユカは特区の地図を脳のう裏りに広げ、ミミコの事務所があった場所からレジスタンスの基地ベースへ向かうルートを想定する。


　とはいえ、ミミコが何を目的に特区へ来たのか不明なので、本当にそちらに向かうかは判断がつかなかった。こちらも逃とう亡ぼう中の身である。ミミコの行動が予想と違っていれば、それ以上捜し回る余よ裕ゆうはない。そして、過去の例を振り返る限り、ミミコの行動は往々にしてサユカの予想を上回ってきた。


「……頼むわよ、ミミコさん」


　息を潜ひそめ、足音を立てずに疾しつ走そうしながら、サユカは心で念じるのだった。


　すでに月は天頂近くまで移動している。


　人工の明かりはひとつとしてなく、老ろう廃はいした建築物は、無機質な壁へき面めんを月光に照らされていた。静まりかえったスラムに、時々野犬の遠とお吠ぼえ──もしくは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの叫さけび声が木こ霊だましている。


　まるで、どこまでも広がる死者たちの都市に迷まよい込こんでしまったようだ。サユカたち一行は互たがいに言葉を交かわすこともなく、懸けん命めいにアスファルトを駆かけ続けた。


　と、


「──っ！　もうっ。また!?」


　行く手に不穏な気配を感じ、サユカは手近な路地に飛び込んだ。バウワウを背負ったコタロウも、遅れて駆け寄ってくる。


「どうしたの？」


「シッ。『九龍の血統』よ」


　サユカがささやき返して、そっと路地から顔をのぞかせた。すると、前方の交差点に数人の人ひと影かげが現れた。


　人間でないことは、動きからでもわかる。今度は四人組。サユカは舌した打うちしたくなった。


　──これじゃ切りがない。


　やはりコタロウの言うとおり、戦う方がいいだろうか？　不意打ちで全員を一気に仕留めるなら、彼女たちの存そん在ざいが九龍王に気づかれることはないはずだ。そして、いまのサユカには『九龍の血統』四人を一いつ瞬しゆんで片かた付づける自信があった。九龍王の幹かん部ぶを除のぞけば、特区に蔓延はびこる『九龍の血統』たちは全員転びたてアンダー・イヤーに過ぎない。これまでに幾いく人にんも屠ほふってきた相手だ。


　しかし、


　──……いいえ。やっぱり駄だ目め。


　たとえ一瞬でも戦せん闘とうを行ってしまえば、倒たおした相手はともかく、他の『九龍の血統』たちが騒さわぎを嗅かぎつける。特に、最近では『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの中にも念話を操あやつる者が出現し始めた──とレジスタンスで議題に上ったことがあった。もちろん、念話の技ぎ術じゆつ自体は拙つたないのだろうが、仲間を呼び寄せる程てい度どのことはできるだろう。


　現在この付近にどれほど敵がいるかわかったものではないのだ。自分だけならともかく、いまはナナもいる。危険は冒おかせなかった。


　──仕方がない。やはり、少しずつ前に進むしか……


　サユカはまたしてもルートを変へん更こうし、『九龍の血統』を迂う回かいしようとした。


　ところが、


「……え？」


　突とつ然ぜん、『九龍の血統』たちの動きが止まった。


　それまでは闇やみ雲くもに辺りを跋ばつ扈こしていた彼らが、急に同じ方向へと首を向ける。そして、首を向けた方向に向かって、一いつ斉せいに駆け出した。その動きには、獣けものが狩かりに赴おもむくような好戦的な気配があった。


　彼らが向かった方向。サユカが想定した、基地ベースへ向かうルートの方だ。


「まさか──」


　サユカがナナを降ろして立ち上がる。


　やがて、人気の絶たえた夜の街に、乾かわいた銃じゆう声せいが木霊した。


　一発。二発。ハンドガンの銃声だ。ナナが小さく悲鳴を上げ、サユカが首筋に鳥とり肌はだを立てた。


『九龍の血統』たちも銃は使用する。しかし、人間を襲おそうときは自らの手で襲しゆう撃げきする傾けい向こうが強かった。


　とすると、


「サユカさん！　これ、誰だれかが襲われてるんじゃ!?」


　あたふたしながらコタロウが言った。


　サユカは返事をする前に全力で走り出していた。





４







　弾たまはあっという間に尽つきた。


「ちょっと勘かん弁べんしてよ!?」


　スライドオープンした拳けん銃じゆうを捨すてながら、ミミコは必死に走った。だが、所しよ詮せん吸血鬼ブラツク・ブラツドの脚きやく力りよくに敵かなうはずもない。あっと言う間に先回りされてしまった。


　仕方なく道を折れて、隣となりの公園に逃げ込む。こんな見通しのいい場所に逃げるなんて最悪の選せん択たくだが、他に逃げ道がないのだから仕方がない。


　というより、


「ヤバい！　これ、絶ぜつ対たい追い込まれてる!?」


　転化した直後の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』といえば、本ほん能のうの儘ままに暴あばれ回るイメージが強い。だが、考えてみれば、いま特区にいる『九龍の血統』は転化して数か月経っている者だっているのだ。人間だったころの知ち恵えを取り戻もどしているのかもしれない。


「にしても、数多すぎない!?　旧市街区オールド・ヤードには少ないって聞いてたのに！」


　ぜえ、はあ、と息を切らしながら、ミミコは泣きそうになっていた。尾根崎たちの制止を振ふり切ってまで特区にやって来たのだ。こんなところで死んだのでは、悔くやんでも悔やみきれない。


　しかし、ミミコの心情を斟しん酌しやくする寛かん大だいさは、『九龍の血統』側にはなかったらしい。彼女が公園の反対側に抜けるより早く、その出口を遮さえぎる形で、吸血鬼が立ち塞ふさがった。


「──くっ」


　ぞろりと長い牙きばが闇やみ夜よに光る。鋭するどい眼光がミミコを威い嚇かくする。


　害意を剝むき出しにした吸血鬼ブラツク・ブラツドとの対たい峙じ。久ひさしく味わっていなかった恐きよう怖ふに、ミミコは血を凍こおらせた。


「ま、待ちなさいっ。あなたたち、あたしが誰だか知ってるの？」


　早はや鐘がねを打つ胸を押さえながら、ミミコは必死で息を整えた。


『九龍の血統』が理性を取り戻しているのなら、交こう渉しようが──少なくとも意思の疎そ通つうが可能かもしれない。九龍王たちは一度、ミミコを拉ら致ちしようとカーサらを送り込んできたことがある。ということは、自分の身み柄がらは彼らにとって、それだけの価か値ちがあるはずだ。


　しかし、


「鬼おにごっこはお終しまいか？」


「……え？」


「ようやく許きよ可かが出たんだ。もっと遊ぼうぜ、カノジョ」


　そう言って、『九龍の血統』は低い笑い声を出した。ミミコは奥おく歯ばを嚙かんだ。


　──駄目だっ。クソっ。


　嗜し虐ぎやく性せいに充みちた声には、ミミコの話に耳を貸そうとする意志はまったくうかがえなかった。ミミコは即そく座ざに方ほう針しんを変へん更こうした。


「ま、まま、待って、待って！　いい物あるから！　これあげるから、許ゆるして！」


　みっともなく狼ろう狽ばいしながら、リュックを降ろし、中に手を入れる。


　そして、一瞬『九龍の血統』が気を抜いた隙すきに、太ラ陽イ灯トを取り出し、顔めがけて照射した。


　月明かりの下もと、目ま映ばゆい光線が吸血鬼を打ちよう擲ちやくした。甲かん高だかい悲鳴を上げ、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』はもんどりを打って顔面を押さえた。


　──いまだ！


　踵きびすを返し、公園を出ようとする。


　が、そのときにはミミコが入ってきた入り口は、他の『九龍の血統』に塞がれていた。それも三人。全員余よ裕ゆうの面持ちで、間ま抜ぬけな仲間と哀あわれな獲え物ものをニヤニヤと眺ながめている。


「残念だな、お嬢じようちゃん」


「それで武ぶ器きは種切れか？」


「──クッ！」


　ミミコは両手で太ラ陽イ灯トを構かまえた。だが、不意打ちならともかく、これで三人の『九龍の血統』から逃げ切ることは難むずかしい。


「あ、あたしは『乙メイ女デン』よっ？　あたしに手を出せば、『黒くろ蛇へびカーサ』だって黙だまっちゃいない！　あんたたち、殺されるわよ!?」


「聞いたか？　なんか言ってるぜ、こいつ？」


「メイデン？　カーサ？　知らねえなあ」


　やはり駄目だ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちは聞く耳を持たず、ケラケラと笑った。


　彼らはおそらく、もとはただの一いつ般ぱん人じんだ。転化したあとは世界情じよう勢せいにも触ふれていないし、九龍王の指し揮き統とう制せいもまともに届とどいていないのだろう。


　胃の辺りが冷たくなる。と、背はい後ごで吸血鬼ブラツク・ブラツドが立ち上がる気配がした。


「このアマ……」


　憎ぞう悪おに燃もえた声が、ミミコの耳じ朶だを打った。ミミコは振り向きざまに太ラ陽イ灯トの光を向けたが、『九龍の血統』はあっさり避よけた。


　逆に、


「──キャッ！」


　ミミコの手から太ラ陽イ灯トが叩たたき落とされる。もう視力も回復しているのだ。


　恥はじを搔かかされた『九龍の血統』は、怒ど声せいを張り上げてミミコを殴なぐりつけた。とっさに躱かわすも躱し切れず、ミミコは派は手でに吹ふき飛ばされた。


　公園の土の上に投げ出される。息が詰まる。ミミコを殴った『九龍の血統』が、大きく跳ちよう躍やくして襲おそいかかった。


　そのとき。


　熱波が夜気を引き裂さいた。


　太ラ陽イ灯トとは比べものにならない、強きよう烈れつな閃せん光こう。あまりの熱と眩まぶしさに、ミミコは反射的に目を閉じる。それから慌あわてて目ま蓋ぶたを開け直したが、そのときには宙に飛んでいた吸血鬼は、消し炭に変えられていた。


　何が起きたのか理解できない。


　しかし、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちは理解したらしい。


「ヤバイっ。奴だ！」


「来るぞっ。黒い炎ほのお使つかいだ！」


　三人の『九龍の血統』が弾はじかれたように散開する。戦闘態勢を取る彼らは、顔色を変えていた。ミミコは身を伏ふせたまま、呆ぼう然ぜんとなった。


　──黒い、炎使い？


　その言葉は、ミミコに一人の吸血鬼ブラツク・ブラツドを連想させた。


　そして、ミミコが連想した次の瞬間には、散開した『九龍の血統』の一人が、真っ赤な炎に包まれた。


「……またっ」


　ミミコが息をのむ。


　攻こう撃げきは終わらない。一人目が燃え尽つきるより早く、二人目が炎えん上じよう。猛もう火かに照らされた夜の公園が、白と黒の強きよう烈れつなコントラストを描えがく。そして、光と闇に塗ぬり分けられた中を、優ゆう雅がな人影が俊しゆん敏びんに駆け抜けた。


　黒衣に包まれた、剽ひよう悍かんなシルエット。


　最後の『九龍の血統』は迷わず逃げるが、新たな乱入者は逃がさない。炎の鞭むちが翻ひるがえり、吸血鬼ブラツク・ブラツドをのみ込んだ。吸血鬼は悲鳴を上げて転てん倒とう。激しく身もだえしたが──すぐに、動かなくなった。


　一瞬の出来事。


　そして、鮮あざやかな手並みだ。


　ミミコは頭を痺しびれさせて、大きく目を見開いた。


　炎はすぐに消え、直前より濃こい闇が公園を覆おおった。その濃のう密みつな闇の中を、乱入者は真っ直すぐこちらに近づいてきた。


　まさか──


「……ゼルマン、さん？」


「……いいえ」


　闇の中から返ったのは、予感したのとは違う──だが不思議と違い和わ感かんは感じさせない、女の声だった。


　若わかい女の声。それも、聞き覚えのある声だ。


　──え？　いまの？


　闇に目が慣なれてきた。月光が照らし出したのは、黒いニット帽ぼうを被かぶり、黒いジャージを着た女性だった。


　気品のある美び貌ぼうは、最後に会ったときより磨みがきがかかっているように見える。そして、昔と変わらない華はなのある佇たたずまいに、いまは、冷ややかで艶あでやかな──どこか危険な香かおりが加わっていた。


「サ、サユカ……さん？」


「お久ひさしぶり、ミミコさん。間に合って良かったわ」


　サユカはそう言って、ミミコに手を差し伸のべた。


「立てる？」


「……う、うん」


　まだ呆然としたまま、とりあえずミミコは立ち上がった。


　近くからマジマジと見つめる。間違いない。サユカだ。


　しかし、


「サユカさん……あなた……」
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「ええ。そういうことよ」


　サユカは少し笑うと、口元から牙きばをのぞかせた。


　白く美しい二本の牙。人の物ではあり得ない牙だ。


「ゼルマン様はお亡なくなりになった。私は……あの方の血と意い志しを継ついだの」


「…………」


　ミミコは言葉をなくした。命を助けられた礼すら忘わすれていた。


　ゼルマンが死んだ──より正確には、生存が確かく認にんできないという報告は、シンガポールにいたとき耳にしていた。実じつ際さい、彼が生きているなら、現在の特区で何もせず潜せん伏ぷくしているなどあり得ない。彼の動きがないということ自体、彼がもはやこの世にいないという証しよう明めいだ。少なくとも、彼を知る者たちはすべて、そう判断していた。


　そして、それは事実だった。外でもないゼルマン・クロックの僕しもべだったサユカ本人が言うのだ。大勢の予想通り、ゼルマンはすでに死去していた。おそらくは、先の戦いで。


　しかし、


　──そうじゃない。


　ミミコは不思議な感かん慨がいに打たれた。


　炎が敵てきを駆く逐ちくしたとき、死んだはずと聞いていたにもかかわらず、ミミコは真っ先に、これは『緋ひ眼がんのゼルマン』の仕し業わざだと思った。直感した。


　そして、その直感は間違いではないのだ。


　ゼルマンの血はサユカに繫つながり、彼の火は、彼女の中でいまもまだ燃えている。ミミコを救ったのは、ゼルマン・クロックの火なのだ。


　──これが……黒き血の在り方。


　ジローやコタロウも、その他のあらゆる吸血鬼ブラツク・ブラツドたちも、このようにして血を繫ぎ、生きた意味を残し続ける。人とは違う、彼らなりの形で。


　トクン、とミミコの心しん臓ぞうが鼓こ動どうを刻きざみ、左手の手首に甘あまい痺しびれが走った。


　と、


「ミミちゃん！」


　またしても懐なつかしい声が聞こえた。


　元気と歓かん喜きが爆ばく発はつする声。なんの疑ぎ問もんも抵てい抗こうもなく、直ちよく接せつミミコの胸に届く声だった。


「コタロウ君!?」


　公園を一直線に横切って向かってくるのは、金きん髪ぱつの巻まき毛に大きな青い瞳ひとみの少年だ。小屋では我が慢まんした。が、今度は我慢できない。彼の姿すがたが視し界かいに入った途と端たん、見る間にミミコの視界が涙なみだで潤うるんだ。


　コタロウは真っ直ぐミミコに駆け寄ると、彼女の胸に飛びついた。衝撃でミミコが尻しり餅もちをつく。それでも、飛び込んできた少年を、ミミコは放さなかった。腕うでの中の存在を確かめるように、力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめた。


「コタロウ君。コタロウ君──！」


　柔やわらかな金髪に顔を埋うずめる。両腕に力を込める。


　腕の中で身動きする感かん触しよくが愛いとおしい。その暖かさと柔らかさ、しっかりとした息づかいが、そのままミミコを幸せにしてくれた。特区を離れてからの苦労が、一気に報むくわれるような気分だった。


　二人の隣に立ち尽つくすサユカが、呆あきれたように肩を竦すくめる。それから、我慢できずに笑った。ミミコはようやくコタロウから身体からだを離した。


　万ばん感かんの想おもいで、コタロウを見つめる。コタロウも、嬉うれしくて嬉しくてたまらないという表情で、ミミコを見つめ返してきた。


「よかった！　また会えたね、ミミちゃんっ」


「うん……うんっ」


　なかなか言葉が出てこない。


　こんなに早く会えるなんて夢ゆめにも思っていなかったのだ。それに、よく考えればコタロウはカーサたちに囚とらわれていたはずだ。どうしてここに──しかもサユカと一いつ緒しよにいるのだろう。不思議なことばかりだ。それなのに、ミミコは疑問を口にすることもできず、ただただ再会の喜びに浸ひたっていた。


　やがてサユカが仕方なさそうに、


「水を差すようで悪いけど、ミミコさん。そろそろここを移い動どうしましょう。実は、危険は全然終わってないの」


　静かに促うながされて、ミミコはようやく落ち着きを取り戻した。


　涙を拭ぬぐい、サユカに頷うなずく。そこへ、またしても、声が聞こえてきた。


「お姉様～！」


　コタロウのあとを息せき切って追いかけてきたのは、彼よりは年上らしい、十四、五ぐらいの少女だった。吸血鬼ブラツク・ブラツドではなく、人間の少女。サユカの真似なのか、色こそ赤いが、ニット帽にジャージ姿だ。


　ミミコには見覚えのない少女だった。しかし、サユカの知り合いらしい。少女を見るサユカの顔には、さてなんと説明しようかと、わかりやすく書いてあった。


　そして、コタロウのあとを追ってきたのは、その少女だけではなかった。


　こちらはミミコも顔かお馴な染じみである。


　であるのだが……


「バ、バウワウ卿きよう!?──って、えっ？　な、なんで動いてるの!?」


　ミミコは呆あつ気けにとられて目を丸くした。サユカの表情がさらに複ふく雑ざつさと険けわしさを増ました。どう説明するか悩なやむというよりは、どう誤ご魔ま化かすか考えているような顔だ。


　しかし、


　──あ。


　ようやくミミコは思い出した。


　──そうだ。あたし、あのとき見たんじゃないっ。


　ミミコがシンガポールに落ち延のびて少し経ったころ──ちょうど、『カンパニー』の代表者として悩んでいた時期だ。あのとき、落ち込んでいた彼女は、夢の中でジローとコタロウに再会を果たしたことがあった。今回朱あけ姫ひめがシンガポールと特区を縮しゆく地ちで結べたのも、そのときの「前例」があったからだと言っていた。


　ただ、ミミコはあのとき、兄弟と再会する前に、幾いくつかの幻げん影えい──のようなもの──を見ていたのだ。その中に、サユカとバウワウ卿が一緒に行動している映えい像ぞうもあったはずだ。そのことを、特区行きが決まったリンスケやバドリックに伝えたりもした。


　そして、あの瞬間に感じたのと同じことを、いまバウワウを前にして、ミミコは再び感じていた。


　まるで意志を持っているように動くクマのぬいぐるみテデイ・ベア。その、ぬいぐるみに宿る意志が、ミミコの知る「ある人物」と重なって見える。


　バウワウはミミコに近づくと、安あん堵どしたように丸い頭を傾かたむけた。


　ミミコはバウワウ卿のボタンの瞳を見つめ、


「……そうだ。そうですよねっ。あなた、セ──」
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　──ザザ兄ちゃん！


　情じよう報ほう管かん制せい室しつのマーベリックが、急報を思念で飛ばした。


　視経侵攻アイ・レイドや暗あん示じ、精せい神しん支し配はい等、精神系の魔ま術じゆつに秀ひいでるマーベリックは、カーサやザザが香港での仕事を進める傍かたわら、特区の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』間に念話を用いた精神ネットワークを構こう築ちくする作業を進めていた。いまそのネットワークが、「炎ほのおを使う吸血鬼ブラツク・ブラツド」の目もく撃げき情報を第八地区エイト・ヤードの彼の元まで届けてきたのだ。


　──わかってる。僕ぼくのとこにも来た。


　ザザが立ち上がる。姉弟の視線が彼に集中する。


「第二地区セカンド・ヤードだ。まだレジスタンス本ほん拠きよ地ちには遠い──」


　ザザの口元に、会心の笑みがこぼれる。


「すぐ戻る」


　そう断言した直後、ザザの身体からだが縮地の光に包まれた。
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「ゴホンっ」


　ミミコの台詞せりふは、サユカの刺とげ々とげしい咳せき払ばらいに阻はばまれた。コタロウと少女──それに顔は変わらないはずのバウワウまで──が、ああまた、という顔になる。


「……え？　サユカさん？」


「お願い、ミミコさん。この『ぬいぐるみ』の件けんはあとにしてちょうだい。いまはそれどころじゃないの。さっきの炎は遠くからでも見えたはずよ。敵が集まってくるかもしれない。すぐに場所を移動するわ」


　やけに「ぬいぐるみ」という単語を強調しつつ、議ぎ論ろんの余地がない口振りでサユカは言った。


　ミミコは幾いく度ども目を瞬まばたきさせ、当とう惑わくしつつバウワウに視線を移うつす。バウワウは、よいのだ、と言いたげに両手を広げてみせた。ただのぬいぐるみとは思えないほど、やたらと表現豊ゆたかな仕草である。


　やはり、このぬいぐるみを動かしているのは「あの人」だ。生きていてくれたと思うと、それ以上質問するより先に、嬉うれしさが込み上げてきた。もっとも、この場合は「生きている」と言っていいものか疑問が残るのだけど。


　ともかく、ミミコは気を取り直し、コタロウと一いつ緒しよに立ち上がった。


「なんか色々と聞きたいことだらけだけど──でも、場所を移動するのは賛成。サユカさん。あたし、レジスタンスの基地ベースに向かいたいの」


「わかったわ。どのみち、一度は戻もどるつもりだったし、一緒に行きましょう。とにかく、急ぐわよ。私たちにしてもほんとに拙まずい状じよう況きようなの」


　サユカは深しん刻こくな面持ちで促うながした。


　察したミミコが、確認する。


「拙い状況って、ひょっとしてコタロウ君のこと？」


「ええ。話が早くて助かるわ。敵から逃にげてるのは、私たちも同じ──」


　不意に。


　サユカの言葉が途と切ぎれた。


　美び貌ぼうから血の気が引き、表情が凍こおり付く。


「サユカさん？」


　ミミコが怪け訝げんに顔をしかめたが、サユカは返事をしなかった。神経を集中させて全身を強こわ張ばらせ──


　キッ、と後ろを振り向いた。


　ミミコやコタロウたちの視線も、サユカにつられて移動する。向いた先は、公園のジャグルジム。一見何の変へん哲てつもない。


　──え？


　とミミコが疑問に思ったときだ。


　ジャングルジムの頂上に、淡あわい光が発生した。


　淡い光は膨ふくれあがり、中から小こ柄がらな人影を出現させる。中ちゆう華か風ふうの服を身にまとった少年は、またしてもミミコにとって懐かしい人物だった。


　いや、懐かしい人物の身体だ。


「龍りゆ王うおうセイ!?」


　動どう揺ようした声でサユカが叫さけんだ。


　しかし、違ちがう。そうではない。あれは──あの姿はセイのものだが、あの魂たましいはセイではない。


「違うよ、サユカさん！　あいつはセイじゃないっ」


　コタロウが大声で叫んだ。コタロウに続いて、ミミコも警けい告こく──というより悲鳴──を上げる。


「『ウォーカーマン』よ！　そいつは、セイさんの身体を乗っ取った『ウォーカーマン』なのっ」


　サユカが息をのむ気配が伝わってきた。ゼルマンの下にいただけあって、『ウォーカーマン』の名を知っていたらしい。名前だけでなく、彼が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの幹かん部ぶであることも。自分より遥はるかに格上となる、伝説の吸血鬼ブラツク・ブラツドであることも。


　とっさに戦せん闘とう態たい勢せいを取ったが、サユカの手先はミミコの目にも明らかなほど震ふるえている。瞳ひとみに一瞬、絶ぜつ望ぼうが過よぎるのがわかった。


　一方、驚おどろいたのはミミコたちだけではなかった。


「……なんと。葛城ミミコじゃないかっ」


　縮地で現れた『ウォーカーマン』は、目を疑う様子でミミコを凝ぎよう視ししていた。


「なぜ特区に？──いや、そうか。さっきの縮地。君だった訳だな。これは驚いた。まさか、一人で来たのか？　真銀刀ジエンインタオ──が縮地で送れるはずはない。てことは、身ひとつで？　なんともはや……大だい胆たん不ふ敵てきな。いったいどんな奇き策さくがあって？」


　問うともなくつぶやきながら、『ウォーカーマン』は油ゆ断だんのない面おも持もちでミミコたちを見み据すえた。


　ミミコの息が苦しくなる。のどがひりつき、冷や汗あせがにじむ。


　俄にわかには信じがたい状況を警けい戒かいしているのか、『ウォーカーマン』はすぐにはジャングルジムの上から動かなかった。策士との評ひよう判ばんに相応ふさわしい、慎しん重ちような対たい応おうだ。


　しかし、かといって逃げられる見込みはない。


　セイの身体を乗っ取った『ウォーカーマン』は──まさにいまやったように──自由に縮地を操あやつれるようだ。となると、どこまで逃げても一瞬で追いつかれてしまう。いや、そもそも縮地を使う必要すら生じないだろう。いくらサユカがゼルマンの血を継ぎ、優秀な吸血鬼に育ちつつあるとはいえ、セイの身体を操る『ウォーカーマン』を相手に戦えるとは思えない。まったく勝負にならないはずだ。


　しかも、敵の狙ねらいはおそらくコタロウだったはず。つまり、コタロウばかりかミミコまでが敵に捕つかまり、サユカや連れの少女は、最悪殺されるかもしれない。


　──どうする!?


　襲い来る絶望感と戦いながら、ミミコは必死に頭を巡めぐらせる。しかし、妙みよう案あんなど浮うかぶはずもなかった。焦しよう燥そう感だけが急激に上じよう昇しようした。


「……私が足止めします。ミミコさんは、みんなと逃げて」


　小さくサユカがささやいた。『ウォーカーマン』をにらむ眼まな差ざしには、文字通り決死の覚かく悟ごがある。


「サユカさんっ！」


「……どのみち私は『逃げない』。無む駄だ死じには気にくわないけど、あなたたちを助ける戦いなら、やる気も出るわ」


　ミミコが啞あ然ぜんとする前で、サユカは小さくささやいた。


　ゆっくりと、サユカの瞳に映うつる恐きよう怖ふが、闘とう争そうの興こう奮ふんに塗ぬりつぶされていく。『闘とう将しようアスラ』の血けつ統とうの性さがなのだろうか。以前のサユカにはなかった牙を剝むくその表情は、苛か烈れつで、不敵で、しかも美しい。彼女の主あるじが見せていたのと、同じ種の「美」があった。


　そして、


「…………」


『ウォーカーマン』がふわりと宙ちゆうに浮いた。ミミコたちの緊きん張ちようが極きよく限げんに達した。


「……まあいい。ここにいる理由はよくわからないが……『賢けん者じや』と『乙メイ女デン』を手中に収おさめれば、僕らが得られるメリットは計り知れない。躊躇ためらう理由はないな。同行願うよ、お二人さん」


「むぅ～っ」


「お、お姉様……」


　コタロウが敵をにらんで唸うなり、赤いジャージの少女が震える声でサユカを呼よんだ。ミミコは歯を食いしばった。


　──駄だ目めだ。


　降こう伏ふくするしかない。せめてサユカと連れの少女だけでも見み逃のがしてもらおう。


　だが、諦てい観かんするミミコを庇かばうように、サユカが『ウォーカーマン』と対たい峙じする。


「サユカさんっ。駄目！」


「いいから、逃げて」


　ミミコの制せい止しを、サユカは淡たん々たんと退しりぞけた。『ウォーカーマン』がようやく視線をサユカの方に向けた。


　ミミコの全身が、恐怖に竦すくみ上がる。


　が──


　サユカよりさらに前に、歩み出るものがいた。


　丸い頭に丸い胴どう体たい。愛らしい動きと、不思議な威い厳げん。


　焦あせりも恐怖も感じさせない王者の如ごとく堂々たる動きで、『ウォーカーマン』の前に立ち塞ふさがったのは──
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「……は？」


　己おのれの前に立ち塞がる巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアを見て、ザザは呆あつ気けにとられた。


「……へ？　何、これ？」


　もちろん、『それ』はぬいぐるみだ。サイズこそ特大だが、ただのぬいぐるみである。なかなか良くできた作りで、結けつ構こう可愛かわいらしい。カーサにはまず似に合あわないが、ワインなどはいかにも好きだろう。実を言うとザザ自身も、この手のファンシー・グッズは嫌きらいではなかったりする。いつかのフリル付きドレスは、カーサへの嫌いやがらせも兼かねたザザ自身のチョイスだ。


　ただ、そのぬいぐるみは、歩いていた。


　『賢けん者じや』や黒衣の女吸血鬼が操っているのではない。独ひとりでに動いている。遠えん隔かく操そう作さかと思ったが、どうも魔術でもなさそうだ。黒き血の気配がしない。


　ザザは少しばかり途と方ほうに暮くれた。封ふう印いんが解とかれた理由といい、葛城ミミコの出現といい、まったく訳がわからないことだらけだ。


　だが、そんな余よ裕ゆうでいられたのも、その瞬間までだった。


　ザザは気づかなかった。


　だが、九龍の血に染そめられてなお、ザザの身体は気がついた。目の前に立つぬいぐるみの正体に。


「──カハっ!?」


　突然の衝しよう撃げきに、ザザの全身が痙けい攣れんした。その感覚。とっさにはわからなかったが、それは皮肉にも、これまでに幾度となく彼が他人に対して与あたえてきた感覚だった。


　他者の精神が乗り込んでくる感覚。


　しかも、





　──汝の好きにはさせぬ。





　ザザの内面で雷らい鳴めいの如ごくく木こ霊だまする思念。その雄ゆう大だいで力強い思念に、ザザは凍り付いた。


　──まさか!?　龍王!?


　ザザの身体に侵しん入にゆうしてきたのは、忘れもしない、『東の龍りゆう王おう』の精神だった。半年前ザザが侵入し、『導どう主しゆ』の血の力を借りて放ほう逐ちくした龍王の精神だ。龍王は、ザザの──そして元は自分の──肉体に侵入すると、ただちにその支し配はい権けんへアタックした。まさしく、半年前の再現──ただし、今度は攻こう守しゆが逆転した形だ。


　ザザは抵てい抗こうするが、意い識しきのほとんどは龍王へと向かわざるを得ない。力場思念ハイド・ハンドが途切れ、宙に浮いていた身体が地面に落下した。受け身も取れず、全身を強打する。しかし、ザザには衝撃を味わうゆとりすらない。


　──おのれ……！


　半年前も勝ったのだ。あれからの半年で、ザザもこの肉体に対するコントロールには精通している。しかも、いまやこの身体は完全に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』のものとなっている。いまさら龍王に奪だつ還かんを許ゆるすザザではなかった。


　しかし、龍王は何も、身体を取り戻そうとしているのではなかった。


「……いま、だ」


　一瞬の隙すきを突つき、龍王が身体の一部を支配。大地に横たわって身み悶もだえしながら、声を張り上げた。


「……逃、げよ……」


　──あ、くそっ！


　視界の隅すみ。突然落下して激はげしく身じろぎする敵に呆然となっていた『乙メイ女デン』たちが、ザザの──龍王の──声で我われに返るのがわかった。


　龍王は、九龍に染まった身体を取り戻そうとしているのではない。ただ、ザザの妨ぼう害がいをしようとしているのだ。


　──そうは、させるか！


　ザザは全力で龍王の意識を追いやり、身体の支配に対するガードを固めた。


　よろめきながら立ち上がり、『乙メイ女デン』たちをにらむ。『乙女』はまだ混こん乱らんした表情で、食い入るようにザザの変調に見入っている。


　しかし、女吸血鬼は違った。


「ミミコさん！　行くわっ」


　とっさに『乙女』に腕うでを回し、ザザから距きよ離りを開けて後こう退たいする。『賢けん者じや』も慌あわてて女吸血鬼のあとを追い、同行する人間の少女に手を貸した。


　──逃がすか！


　ザザが強ごう引いんに思念を放つ。女吸血鬼は『乙女』共々吹き飛ばされそうになり、慌あわてて防ぼう御ぎよした。だが、視経発火アイ・イグナイトの熟じゆく練れん度どに比べると、この手の魔術は素人しろうと同然らしい。その場に釘くぎ付づけにされ、動けなくなった。おかげで逃げようとしていた『賢者』も足を止めた。


　──先に向こうの意識を刈かり取る。それから龍王の相手を……！


　ザザはとっさに判断したが、龍王がそうはさせない。ザザが意識を外界に向けた途と端たんに、龍王の精神は反撃に打って出た。


　またしても思念が妨害され、女吸血鬼が自由を取り戻す。ザザは逃がすまいと魔術を操り、それを龍王が横から牽けん制せいする。彼は捨すて身だ。我が身を顧かえりみず、仲間を逃がすことに徹てつしている。


　龍王の精神に打撃を与えて行動不能にするだけなら、集中すれば数分で済すむだろう。しかし、その数分で『賢けん者じや』と『乙メイ女デン』は逃げ切ってしまう。再ふたたび捜そう索さくしたとして、いつ見つかるかは予よ測そくできない。


　──舐なめるな……！


　ザザは数千年もの長い時間を、他者の身体に乗り移ることで生きてきた。そんな生き方をしてきた吸血鬼ブラツク・ブラツドは、古こ今こん東とう西ざい、彼より他に存そん在ざいしない。精神で身体を支配する力においては、彼に敵かなう者など月下のどこにもいないはずだ。


　ザザの精神が唸うなりを上げる勢いで力を増ましていく。龍王は怯ひるむことなく、必死に食らい付いた。


　ザザとセイ、『ウォーカーマン』と『東の龍王』の、身を削けずり合うような精神戦。


　しかし、変化は思わぬ方向から現れた。


「ミミちゃん！」


　突然『賢者』が叫んだ。思わずザザは彼の方に意識を向けた。


「来た！　兄者だ！」


　その、歓かん喜きと誇ほこりに充みちた声。


　少年の歓声は、福音の如ごとく夜の公園に轟とどろいた。


『乙メイ女デン』と女吸血鬼、人間の少女が動きを止める。龍王すら瞬間、攻撃の手を休めた。ザザはすかさず意識を集中。全身全ぜん霊れいをかけて、龍王の意識を身体の外へ叩たたき出した。


　一拍ぱくおいて龍王の意識がぬいぐるみに戻もどる。倒たおれていたぬいぐるみが、止めていた息を吹ふき返すように飛び跳はねた。一方、ザザは即そく座ざに身体を掌しよう握あく。龍王の再侵入を警けい戒かいしつつ、全力で周囲の気配を探った。


　だが、いない。『銀ぎん刀とう』らしき気配はない。


　ブラフか？　もう一度『賢者』へ意識を向けたザザは、少年が遥はるか頭上を仰あおいでいることに気がついた。


　──上!?


　頭上を見上げた。


　晴れ渡わたる空の向こう、星々の海が見える。無む限げんに広がる宇宙。そして、完全な円を描えがき、皓こう々こうと輝かがやきながら地上を照らす、月。


　その遥か下で、月明かりと星明かりの間に潜ひそみ、空中を移動している何かがあった。


　暗色の夜空に溶とけ込みながら、移動する何か。


　航空機だ。


　そして、その航空機から感じる気配は、紛まぎれもなく、香港で垣かい間ま見みた、あの『銀ぎん刀とう』のものだった。


「畜ちく生しよう！」


　いまここに『銀刀』が合流されては厄やつ介かいだ。力を増した彼と、龍王に妨害されながら戦うことは、ザザにもできない。


　──どうする!?


　ここで『賢けん者じや』と『乙メイ女デン』を取り逃がすのはあまりに痛いたい。


　が、かといって、このまま龍王に消しよう耗もう戦へと引きずり込まれては危き険けんだ。いまとなっては、この端たん末まつ──龍王の身体──は、ザザだけのものではない。血族の生命線ともいえる存そん在ざいである。駆けつけた『銀刀』に龍王の精神ごと斬きられでもしたら──そして、当然龍王はそう指し示じするだろう──彼の愛する九龍王と姉弟たちは、特区を脱出することすら覚おぼ束つかなくなる。そうなっては取り返しがつかない。


「……無念っ」


　ザザは歯ぎしりしながら後方に縮地を展てん開かいした。


『乙女』たちがとっさに反はん応のうもできず見守る前で、一いつ切さいの未練を断たち切り、縮地の向こう──第八地区エイト・ヤードの本部へと撤てつ退たいする。


　しかし、龍王は易やす々やすと逃がさない。精神への侵入はザザの警戒で阻はばまれたが、ぬいぐるみに戻った彼は、ザザの精神ではなく、展開した魔術へと干かん渉しようをしかけた。


　──な、なに!?


　縮地法の構成が歪ゆがむ。術が暴ぼう走そうし、ザザの身体を空間の捻ねじれが襲う。


　ザザは必死に魔力を振ふり絞しぼり、強引に魔術の歪みを矯きよう正せい。だが、縮地法は強力な魔術だ。一度制せい御ぎよが崩くずれたものは、そう簡かん単たんには戻らない。ザザは、第二地区セカンド・ヤードと第八地区エイト・ヤードを結ぶ空間の中を、必死の思いで──
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　──くぐり抜けた。


「ップハ！」


　第八地区エイト・ヤードの本部ビル。血族の待つコンベンションルームの床ゆかに、ザザは息も絶たえ絶だえの状じよ態うたいで転がった。


「し、し、死ぬかと思った……」


　さすがのザザも肝きもが冷えた。まだ膝ひざが震ふるえている。


「ザザお兄ちゃん！」


「どうしたっ？　何があった？」


　ワインが仰ぎよう天てんして叫び、カーサが表情を変えてザザに詰きつ問もんした。何しろ、『賢者』を見つけたという報を受けて彼を捕とらえに赴おもむいたはずのザザが、爆ばく発はつから間かん一いつ髪ぱつ逃のがれるハリウッドスターよろしく、縮地法の扉とびらから転がり出たのだ。


　いちいち事情を説明する労はかけず、ザザはさっきの出来事を思念で血族全員に伝えた。カーサたちは息をのみ、アダムですら目を丸くした。


　ラウが唸うなるように、


「龍王が……健在だったってのか……」


　龍王を打だ倒とうしたとき、ラウも現場にいた。ザザが身体を乗っ取る場面を、その場で目撃しているのだ。


　ザザはラウに首しゆ肯こうしつつ、息を整えながら立ち上がった。


「……これで『賢者』の封ふう印いんが解とけた理由もわかった。なるほど、彼ならあの封印だって解かい除じよできる。……くそっ！　おかしいとは思ってたんだっ。『東の龍王』は香港聖せい戦せんのときも、身体が滅ほろんだのち転生した。次も当然そうなると思いきや、それらしい動きは見えないし……てっきり転生に手間取っているのかと思ってたんだけど、甘あまかったよ。まさか、精神体だけで特区に残留していたなんて！　僕の精神移動を、見よう見み真ま似ねでやってのけやがった」


　ザザは地じ団だん駄だ踏ふむ勢いきおいだった。これほど悔くやしそうな彼は珍めずらしいが、何しろ絶好のチャンスをみすみす逃したのだ。痛つう恨こんの思いも当然だろう。


　他方、


「……そうか。ミミコが、特区に」


　カーサはザザの報告に、ニヤリと唇くちびるを曲げた。


「さすがだな。惚ほれ直しそうだ。──そして『銀刀』が到着したというのも確かなんだな、ザザ？」


　カーサがそう確認した直後、


　──カーサ姉ちゃん！　いま、レーダーに反はん応のうがあった。特区上空に未確認の航空機が接せつ近きん中。ザザ兄ちゃんが見たの、こいつなんじゃない？


　情報管制室のマーベリックから、コンベンションルームの血族たちに念話が届いた。


　ザザは即そく座ざに、


「それで間違いない。急ぐぞ。『銀刀』と『賢者』の合流を阻はばむ」


　その台詞に、姉弟の顔が一気に引き締しまった。


　参さん謀ぼうの顔に戻ったザザは、


「ただし、『賢者』と『乙メイ女デン』が龍りゆう王おうと共にいる以上、僕は側に近づけない。そればかりか、ついさっき龍王は、僕の縮地に干渉して見せた。実際、あの瞬間が一番やばかったんだ。空間制御系の術が暴走したら、こっちもただじゃ済まないからね。となると、ターゲットの近くに縮地で飛ぶことすら、危あぶなくてできないってことになる。まったく、特区を陥かん落らくさせたときも彼が一番の障しよう害がいだったが……身体もないくせに、面めん倒どう事を増ふやしてくれるよ！」


　ザザはぐしゃぐしゃと髪を搔かき乱しながら、なんとか冷静さを保たもとうとした。取り乱したところで状況は好転しない。そんな初歩的なことは、この場の誰よりも骨ほね身みに染しみて知っているのだ。


「でも、だからといって『賢者』や『乙女』を見み過すごす訳にはいかない。自由な行動を許ゆるして『銀刀』と合流されるのも厄やつ介かいだ。とりあえず、向こうは半数が人間だった。移動速度には限度がある。少し離れた地点に縮地で送るから、捕ほ獲かく班はんはそこから『賢者』たちを追い、確実に捕らえてきてほしい。あとの段だん取どりは、予定通りだ」


「捕獲には誰を向ける？」


　カーサが確認した。ザザは一瞬だけ黙もつ考こうし、


「──お姉ちゃん、ナブロ君、ハンス君、ヤフリー君。君たちで行ってくれ。王とラウ君、ワインちゃんは待機。マーベリックも引き続き情報管制室で連れん絡らく役を頼たのむ」


「私も捕獲に向かうのか？　『銀刀』の相手ではなく？」


　一瞬不服そうな顔を見せたカーサに、ザザは有無を言わせず「そう」と頷いた。


「『銀刀』の方へは、僕が行く」


「しかし……香港で奴やつを見ただろ？　お前だけでも勝てないとは言わないが──」


「勝つ気はない。僕は、奴の乗る航空機が着陸態勢に入った時点で、その近くに縮地で移動し、機体の方を撃げき墜ついする。それでくたばってくれれば儲もうけもの。駄だ目めなら、距離を取りつつ延えん々えん牽けん制せいし続けるさ。お姉ちゃんたちが『賢者』と『乙女』を確保するまで」


　ザザは強い口調で言い切った。


「それは……」


　カーサは不服そうに反論しかけた。


　しかし、


　──カーサ姉ちゃん。シンガポールからは、すでに部隊が派は遣けんされたみたいだよ。それも結構な数。正確な到着時じ刻こくはわからないけど、「夜明け」っていうザザ兄ちゃんの読みは、良い線いってるんじゃないかな？


　タイミングを見ていたのか、再びマーベリックから念話が届いた。弟の報告を聞いたカーサは、思わず舌打ちをもらした。


　ザザがたたみ込むように、


「僕たちの目的は特区脱出だ。いま『銀刀』と戦う意味は極めて低い。優ゆう先せん順位は、一に『賢者』、二に『乙女』。気配を探る能力はお姉ちゃんが一番なんだから、当然もっとも優先順位の高い任にん務むに就ついてもらう。ＯＫ？」


「……ちぇ。わかったよ」


　我わが儘ままな姉も事態の深刻さは理解している。理り屈くつ屋やの弟に舌を出しつつ、不承不承、承しよう諾だくした。


　ただ、


「ザザ」


　ナブロが前に進み出た。


　意外な人物の発言に、参謀だけでなく他の姉弟も虚きよをつかれた顔をする。


　しかし、ナブロは普ふ段だんと些いささかも変わらぬ無表情で言った。


「着陸を待つ必要はない。『銀刀』は、ボクとヤフリーが墜おとして来よう」


　姉弟の視線が、ナブロからヤフリーに移動した。


　ヤフリーは姉弟の視線を受けて、


「……え、俺？」









　　二章　牙きばたちの帰き還かん










１







　月下を乱みだす一連の激げき動どう──「陽よう」の流れが頂ちよ点うてんに達し、静なる「陰いん」へと転ずる刻とき。


　虎こ仙せんの卜ぼく占せんによると、その刻は次の満月らしい。


　卜占の『卦け』に従したがい、迫せまる運命の日の数日前に、ジローは崑こん崙ろんを出ることになった。
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「……香ホン港コンに？」


「左様」


　四方を雲海に似にた霞かすみに囲まれた、幽ゆう玄げんの領りよう域いき、崑崙。


　そこは、天に達する巨きよ塔とうの如ごとき山々が、どこまでも連なる仙せん境きようだった。そんなこの世のものとも思えぬ風景の片かた隅すみで、ジローは石に腰こしかける『西の虎仙』と対たい峙じしていた。


「儂わしの卜占によると、次の満月の夜、十年以上にわたる月下の『陽気』は、一気に膨ふくれあがり、転じて『陰気』と化す。また、その変へん換かんは『陽気』の生じた地より始まるとある。つまり、すべての騒さわぎの発ほつ端たんとなった地──香港からじゃな」


「しかし……いま香港は廃はい墟きよと化しています。そこで何が起こるというのですか？　第一、香港にいたのでは、特区まで遠すぎます。ひと晩では移い動どうするだけでも──」


「ええい、うるさいのっ。とにかく、儂の卜占ではそういう『卦』が出ておる。どう判はん断だんするかは、お主次し第だいじゃ！　言っておくが、人の世を治めた古いにしえの王どもは、儂に占うらなってもらうためだけに山のような財ざいを捧ささげてきたのじゃぞ？　しかめ面つらを浮かべる前に、少しは有り難がたがるが良いわ」


　まったくこれだから若わか造ぞうは、と虎仙は煙管キセルをくゆらせながら、不ふ機き嫌げんそうに山や羊ぎひげをしごいた。


「とにかく、修しゆ行ぎようは終わりじゃ。画が竜りよう点てん睛せいを欠くこと甚はなはだしいが、時間切れでは仕方あるまい。まあ、おかげでここは静かになるわ。結構なことじゃ」


「……はい。短い間でしたが、ありがとうございました」


　憎にくまれ口を叩たたく虎仙に、ジローは笑え顔がおで深々と頭こうべを垂たれた。


　修行でボロ切れのようになったジローの服は、出発を前に真新しい物に取り替かえられていた。手には、旅りよ装そう用の漆しつ黒こくのマントまである。すべて虎仙が、彼に仕える一族に命じて用意した物だ。


　渡わたされたとき、驚おどろき戸と惑まどうジローに対し、虎仙はニンマリと笑って言った。


「ま、餞せん別べつというやつじゃ。お主のことなぞなんとも思わんが、儂は人物ができておるからのう」


　それが本心か照れ隠かくしかはわからない。しかし、気持ちは嬉うれしかった。そうでなくとも、虎仙には本当に世話になったのだ。偉い大だいな吸血鬼に、ジローは心から感かん謝しやしている。もっとも、感謝が尊そん敬けいに昇しよう華かしないのは、いかにも虎仙らしかったが。


　虎仙はこれまでにも、こうやって若い吸血鬼ブラツク・ブラツドたちを見送ってきたのかもしれない。長い長い時間を生きる彼の目に、自分はどう映うつっただろうか。


　生意気な小こ僧ぞう？　いや、そんな風に憎まれ口を叩いているのは、虎仙の表ひよう層そうに過ぎない。彼は、ここ崑崙の化け身しんのような存そん在ざいだ。ジローのことも、たまたま迷い込んだ瘦やせっぽちの野の良ら犬いぬを少しばかり鍛きたえてやったと、その程度に思っているのだろう。


　崑崙は相変わらず平へい穏おんそのものといった穏おだやかな顔を見せていた。


　大気には豊ゆたかな力と芳かぐわしいにおいが溶とけ込み、微び風ふうは山やま肌はだを撫なでるようにゆるやかに流れている。虎仙の煙管からたゆたう紫し煙えんが、崑崙に吹くそよ風に誘さそわれて、紐ひものように伸のびながら山やま間あいへと消えていた。


「──ジローよ」


　不意に、虎仙がジローの名を呼んだ。


　彼がジローの名を口にするのは珍めずらしい。いつも「お主」か「ひよっ子」、もしくは「青二才」なのだ。改まった物言いに、ジローはすぐさま、


「はい」


　と答えた。


　虎仙は頷き、


「お主が身につけた力は、儂ですら生なま半なかには太た刀ち打うちできぬ代しろ物ものじゃ。その真銀を混まぜた剣けんにせよ、幾いく多たの血統の『血』の力にせよ」


「はい」


「じゃが、儂がお主に負けることはない。何せ、儂はただお主をいなし、お主がぐしゃりと自滅するのを待っておれば良いだけじゃからな」


「……はい」


　虚こ仮けにするような虎仙の物言いに、しかしジローは厳しく面おもてを引き締しめた。


「お主の力は、その剣と『血』の相そう克こくから成っておる。どちらもお主自身を傷きずつける力よ。前者を満足に操ろうと思うほどに、お主は後者を解き放たねばならず、後者が暴れれば暴れるほど、お主の自じ我がはあっという間に食い潰つぶされて行くじゃろう」


「……はい」


　ジローは神しん妙みように返事をする。しかし虎仙は、「ケッ」とまたしても悪態をついて顔を歪ゆがめた。


「なあにが『はい』じゃ。お主、本当にわかっておるのか？　儂が言っとるのは、お主の心構えのことじゃぞ。『賢者』の護衛としてのな」


「え？」


　ジローが戸と惑まどった顔を見せる。すると虎仙は、滅めつ多たに見せぬほど真剣な眼まな差ざしで彼を見み据すえた。


「よいか、ジロー。心せよ。お主に残された時間は少ない。じゃが、お主に残された機会はもっと少ない。どうせ『賢者』の定めが待つ身ゆえここで力を使い尽つくそうなどと、決して思い上がるな。そのときが来るまで、お主は存えねばならんのだ。力を振ふるうときは、努ゆめ々ゆめ手た綱づなを緩ゆるめるでないぞ。お主が自滅して何かを為なしたところで、その何かに意味はないと知れ」


「虎仙……」


　ジローは虚きよを突つかれた。虎仙には散々口くち汚ぎたなく罵ののしられてきたが、彼が『賢者』の血統の宿命にまで口を出すのは、これが初めてなのだ。


　同時に、ジローは見み透すかされた気がした。


　主を助けるため、ミミコたちを助けるためなら、この身を捧ささげても悔くいない。そう、ジローは確かに思っていたのである。『賢者』を助けねば、そもそも自分が生き存ながらえる意味はないのだから、と。


　いまジローの身体には『賢者』から預かった『血』が流れている。新たな銀ぎん刀とうを制せい御ぎよできるのも、結局はその『血』の力だ。ジローはこの『血』を賢者に戻さねばならないが、そのために自分が健在でいることの意味を、真剣に自覚してはいなかった。虎仙は、ジローのその自覚を促うながしたのだろう。


「わかりました」


　とジローは思わず片かた膝ひざをついて、面おもてを伏ふせた。


「この身に預かる『血』の蓄ちく積せき。必ず我が君にお返しし、『賢者』の転生のために──」


「たわけ」


「──え？」


　伏せていた顔を上げる。虎仙は石に座ったままやれやれと肩かたを竦すくめ、出来の悪い弟で子しを見る表情で、煙管を口にくわえ直した。


「お主自身のために、じゃ。お主自身のために、生きて、『賢者』に捧げるがよい」


「……虎仙」


　虎仙は「ふん」と鼻を鳴らし、飄ひよう々ひようとして続ける。


「あらゆる生に貴き賤せんなし。永えい久きゆうに生きる月夜の生も然しかり。刹せつ那なに生きる太陽の生も然り。また、残りわずかな生とても、な」


　そのときの虎仙の真意は、ジローには量れなかった。ジローはただ、自分より遥はるかに巨きよ大だいで深遠な存在が、そっと自分のことを見守っているような不思議な印象を受けただけだ。


　だが、言葉の真意はわからずとも、ジローの身を熱くするには、その印象だけで十分だった。魂たましいの滋じ養ようとでも呼ぶべき何かが、身体からだ中の細さい胞ぼうに染み入るようだった。


　自分は、本当に、この人の世話になった。この人の助けを受けた。


　それが実感できた。だからジローは、無言でただただ頭を下げた。


　そして虎仙は、ジローの宿命を承知の上で、最後に彼に言ったのだ。


「達者でな」


　と。





　その翌日。


　ジローは再び剣を取り、虎仙に別れを告げて崑崙を辞じした。


　もう会うことはないと、互たがいに熟じゆく知ちしつつ。





２







「着いたぞ。特区だ！」


　ジャネットの興こう奮ふんした声がコクピットからキャビンに届いた。黙もく想そうを続けていたジローが、ゆっくりと目ま蓋ぶたを上げる。


「……特区に」


　暗くら闇やみに包まれたキャビンの中で、ジローの眼光が鋭するどく閃ひらめいた。


　全身の『血』がざわめく。戦いの予感──使命を果たす予感に、武む者しや震ぶるいしているのだ。


　落ち着け、とジローは念じた。


　落ち着け。すぐに、暴れさせてやる。


　ジャネットがコクピットから顔を出し、


「『銀刀』。どこに降りる？」


「……特区上空で静止することは可能ですか？」


「な、なに？　上空で？　着陸しない気か？」


　ジャネットが驚いて聞き返した。


　ジローは頷うなずき返して、感覚を足あし下もと──地上へと向けた。


「……特区には『結界』が張られています。内部の人間に招まねかれない限かぎり、中には入れないはず。着陸は困こん難なんでは？」


「ああ。それなら大だい丈じよう夫ぶだ。特区には『カンパニー』の支し援えんを受けるレジスタンスがいる。あちらと連れん絡らくを取って招いてもらえばいい」


「そうでしたか。では、その手て筈はずはお願いします。ただ、それでも着陸は、私を空中で降ろしたあとにしてください」


「な、なぜ？」


「降りればおそらく、すぐに『ウォーカーマン』が来ます。香港でも見たでしょう？　九クー龍ロン王おうたちを移動させた縮地は、龍りゆう殿どのの身体を乗っ取った『ウォーカーマン』の仕し業わざだ。私と共に着陸すれば、全員を戦いに巻まき込こむことになる。私は独ひとり、先に飛び降ります」


　ジローの冷静な予想に、ジャネットは口をつぐんだ。


　ジローたちの乗る小型輸送機ＣＶ─22オスプリ改かいには、彼とジャネットだけでなく、『赤い牙レツド・フアング』の隊員が一個分隊、さらにはベンと彼のスタッフも同乗している。特に、ベンとスタッフたちは、ただの人間だ。ジローと『ウォーカーマン』の戦いに巻き込まれれば、命を落とす可能性が高い。


　当のベンたちは、「特区に着いたのか？」と遠足にでも来たように浮かれている。キャビン後方の彼らを苦く笑しようしながら眺ながめ、ジローは再びジャネットに視し線せんを戻した。


「あなた方は、私を降ろしたあと、そのレジスタンスと合流して下さい」


「……ではお前は、独りで『九龍の血統クーロン・チヤイルド』どもと戦う気か？」


「いいえ。私は独りではありません。弟もいるし、パートナーもいる。ただ、剣を振るうのは、私だけでいい」


　平然と、ジローは答えた。その静かな自信と覚かく悟ごに、ジャネットは鼻白んだ。


「……九龍王の陣じん営えいは強敵揃ぞろいだぞ？　『黒くろ蛇へびカーサ』にダール卿きよう。『橙蜂オレンジ・ビー』。『ウォーカーマン』……」


「わかっています」


　応おうじる声は小こ揺ゆるぎもしていない。ジャネットはしばらく眉み間けんにしわを寄せて彼を見つめていたが、やがてそっぽを向いた。


　舌した足たらずな声で、ぶつぶつと不ふ機き嫌げんそうに、


「……まったく小こ憎にくらしい奴やつ。ケイン殿の苦労が知れる……」


「え？　なんです？」


「なんでもない！　とにかく、話はわかった。この機はお前にハイ・ジャックされてるんだからな。要求は聞き入れてやる。それで？　我々はもうすぐ特区の──ええと、第六地区シツクス・ヤードかな？　そこに到とう着ちやくするが、お前は特区のどこに投下してほしい？」


　再度ジャネットに問われたジローは、礼を言ったのち、もう一度意識を地上に向けた。


　──コタロウ。どこにいます……


　半眼になって、気配を探る。


　ざわつく『血』を制せい御ぎよしつつ、ゆっくりと感覚を広げていく。


　やがて、


「──見つけた」


　ジローは思わず腰こしを浮かせた。ジャネットがつい後ずさった。


「な、何を？」


「我が君です！　しかし、これほど早く見つけられるとはっ」


　しかも、ジローが見つけたコタロウの気配は、とても自由な──少なくとも敵に捕とらわれているとは思えないものだった。カーサたちに捕らわれている以上、気配を見つけるのも困難なはず。そう、半ば諦あきらめながらジローは気配を探ったのだ。


　まさか、カーサたちの元から脱だつ出しゆつしたのだろうか？　コタロウが自力で？　わからない。ひょっとすると、いま特区では何か起きているのかもしれない。とにかく、事情は会えばわかるはずである。いまは、一刻も早くコタロウと合流することだ。


「場所は……第二地区セカンド・ヤードか？　ジャネットさん。この機を第二地区セカンド・ヤードの上空──やや第一地区ファースト・ヤード寄りの地点に向けて下さい！」


　ジローが興奮して身を乗り出す。「わかったわかった」とジャネットはコクピットを振ふり返った。


「パイロット！　機を第一ファースト、第二地区セカンド・ヤード方面に──」


　しかし、ジャネットが指し示じを出し切ることはできなかった。言下に、コクピットからキャビンまで、アラームが鳴り響ひびいたのだ。


　真っ赤な非ひ常じよう灯とうが点灯し、キャビンに詰つめる『赤い牙レツド・フアング』の隊員たちが、一様に凍こおり付いた。「クソッ」とジャネットが顔色を変えて舌打ちした。


「パイロット！　チャフとフレアを投とう射しや。回かい避ひしろ！」


「何事です？」


「ロックオンされたっ。攻こう撃げきを受けたんだ！」


　ジャネットが叫さけぶのと同時に、機体が激しく傾かたむいた。


　席を立っていたベンたちが、悲鳴を上げて倒たおれ込む。ジャネットと彼女の部下たちは、緊きん張ちようしつつ機体の動きに身を任まかせた。


　ジローは二本の足でバランスを取りつつ、機体の外側に感覚を広げる。機体を中心に放射状に広がるのは、投射された金チ属ヤ片フや疑似熱源弾フレアだ。そして、翼つばさのように広がるそれらの軌き跡せきを縫ぬって、下方から駆かけ上がってきた鋼こう鉄てつの矢。間かん一いつ髪ぱつ機体を掠かすめて、上空へと通り過ぎて行った。


「ミサイルですか？　地上から!?」


　最初の一撃は回かい避ひできた。だが、ジローの感覚は足下から次々と迫せまるミサイルの軌道を捉とらえていた。


「第二、第三波来ます！　第四波もっ。回避不能！」


　コクピットのパイロットが悲鳴を上げた。しかし、ジローが反はん応のうするより先に、ジャネットが動く。ハッチに駆け寄り、厳げん重じゆうに施ほどこされたロックをマニュアル解かい除じよ。分ぶ厚あついドアをスライドさせた。


　気き圧あつ差で機内の空気が急激に外へと吸すい出されていく。ジャネットはハッチから首を突き出し、眼下をにらんだ。ジローも彼女の後ろにつく。轟ごう音おんがジローの耳じ朶だを打ち、黒い長ちよう髪はつが大きく舞まい踊おどった。


「あれか！」


　ハッチの外には、機内の狭せま苦くるしさと対照的な、広大な夜空があった。眼下には、もう特区の姿がはっきりと見える。


　光が消えた人工島は、まるで海に浮く巨きよ大だいな墓はか場ばだ。が、死に絶たえたかに見える特区から、空に放たれた複ふく数すうの光点が急速に近づいてくる。


　夜空を目ま映ばゆい軌跡で切り裂さき、空を駆け上る地対空ミサイル。


　その数、三つ。


　ジャネットが思念を放った。


　もっとも接近していたミサイルが、念動で押おし潰つぶされ、空中で爆ばく散さんした。夜空に火球が生じ、黒い爆ばく煙えんが膨ふくれあがる。その爆ばく炎えんを突っ切って、次のミサイル。さらに、次。ジャネットは眦まなじりを決し、全身から眩霧リーク・ブラツドを発した。波状に迫るミサイルを、順に破は壊かいしていった。


　平へい穏おんだった夜空に爆煙の花が咲さき乱みだれる。爆煙は、膨れあがる側そばから上空の気流に流されて、形を崩くずしていった。発射されたミサイルすべてを破壊してから、ジャネットはようやく息をついた。


　しかし、


「──しまった！　囮おとりです！」


「なに？」


　ジローが叫んだ瞬しゆん間かん、コクピットから悲鳴が上がった。


「パイロット!?」


　ジャネットが慌あわてて機内に向き直る。


　ジローが身を翻ひるがえしてコクピットの入り口に張り付き、中を見て歯は嚙がみした。ジャネットもジローに続き、こぼれそうになる悲鳴をのみ込む。


　コクピットはキャノピーにひび割われが走り、機内の空気が急速にもれ出ていた。周辺の器機も破壊され、火花を飛ばしている。操そう縦じゆう席せきのパイロットと副操縦士コパイロツトは灰はいに。フライト・エンジニアは気を失っていた。


　キャノピーを割っているのは、突き刺ささった一本のレイピアである。


「馬ば鹿かな！　いったい何が!?」


「最初に側を掠めたミサイルだ。あれに乗って来たんです！」


「乗──!?」


　その瞬間。


　ジローの足下で機内の空気が渦うずを巻まいた。


　霧。


　ジローがジャネットを突き飛ばす。ジローの足下で、霧が旋せん回かいする。ジローはスラックスの裾すそを切り裂かれつつ跳ちよう躍やく。身を屈かがめて天井に着地した。


「『橙蜂オレンジ・ビー』！」


「なんだと!?」


　ジローの怒ど声せいとジャネットの驚きよう愕がくに応こたえるように、機内の床ゆかに渦巻いていた霧が、瞬しゆ時んじに密みつ集しゆうして形を成した。特とく徴ちよう的なオレンジ色の髪かみに、感情を感じさせない氷の瞳ひとみ。元『老ろう牙がニザリ』の暗殺者、『橙蜂』ことナブロだ。身体を霧に変える高等魔ま術じゆつ『霧化フオグ・ラン』は、彼の十八番おはこである。


　ジローは銀刀を抜ばつ刀とうしかけたが、途と中ちゆうでピタリと動きを止めた。


　いま抜ぬけば、銀刀の威い力りよくはジャネットや『赤い牙レツド・フアング』の隊員にも及およぶ。そもそも、オスプリは小型機である。キャビンには、ベンたちや隊員たちがすし詰づめになって座すわっていて、まともに剣を振ふることさえ難むずかしい。


　ジローの逡しゆん巡じゆんを見抜いたのか、実体化しかけたナブロは再び身体を霧む散さんさせてキャビン後部に移動した。事態を察した隊員たちが身構えるが、この状態では発はつ砲ぽうできない。装そう備びしている対吸血鬼ナイフも、下へ手たに振るっては味方を傷つけるだけだ。


「拙まずいっ」


　ジローは歯嚙みした。ナブロの最大の武器は、その牙きばだ。霧状になった彼の牙から逃のがれるのは困こん難なんだし、こんな状じよう況きようで隊員が一人でも九クー龍ロン化かすれば、全ぜん滅めつも考えられる。


　しかし、


「総そう員いん、個こ別べつ思念防ぼう御ぎよ！」


　ジャネットが鋭く命じる。隊員たちは即そく座ざに反応した。ナブロの迎げい撃げきを諦あきらめ、各自が自分一人の周囲のみに集中して思念の防ぼう壁へきを張ったのだ。続いて、ジャネットはコクピット脇わきのコンソールを操作。貨物搭載用傾斜路カーゴランプの口を開けた。


　キャビン後こう端たん部ぶの傾けい斜しや路ろが、外に向かって開かれる。同時に、開いたままのハッチと亀き裂れつの入ったコクピットから、一気に風が流れ込んだ。霧と化していたナブロは不意を突かれ、そのまま機外に放出された。


「やったか!?」


「──いえ、まだです！」


　ナブロの気配は、放出された機体後方から、機体の上へと移動した。ジローはハッチに駆け寄り、機外に飛び出した。


　轟ごう音おんが耳を圧あつする。一瞬の無重力が、ぞわりと身体からだを這はい回る。


　ジローは腕うでを伸のばしてハッチ上部をつかむと、軽かる業わざ師しの如ごとく身を翻ひるがえし、機体の屋根に取りついた。


　主しゆ翼よく両端にあるチルトローターが、激しい気流を巻き起こしている。長髪とマントが音を立ててなびき、ジローは屋根にしゃがみ込む。


　パイロットを失ったオスプリは、大きく右に傾いたまま旋回していた。右主翼の向こうに太平洋と特区。左主翼の向こうに空と月。機首の彼方かなたには地平線が広がっている。すでに高度は、かなり下がっていた。


　ナブロは機首方向に移動していた。コクピットのキャノピーに突き立っていたレイピアが、霧に遊ばれるようにふわりと引き抜かれる。月光を弾はじいた細身の刃やいばは、ぴたりと切っ先をジローに据すえた。


「…………」


　ジローの顔つきが、剣けん士しのそれになった。


　左手の親指を銀刀の鍔つばに添そえ、静かに、鯉こい口ぐちを切る。その、わずかに外気に触ふれただけの刀身に、霧状に変化しているナブロが、ぎくりと身を竦すくませるのがわかった。


　──なるほど。


　と、銀刀を構えるジローに、ナブロの思念が届いた。


　──ダールが手こずる訳だ。


　言いつつ、霧は密集して濃のう霧むとなり、その中にレイピアを隠かくした。ナブロはそのまま躍おどり上がり、一気にジローに詰つめ寄よった。


　ジローは迎むかえ撃うつ。しかし、彼の間合いに入る直前、密集していた濃霧は、津つ波なみのように膨れあがって視界を覆おおった。


　霧の煙えん幕まくの向こうから、鋭い殺気が同時に幾いくつもジローに突き刺ささる。そして、煙幕とフェイントに紛まぎれ、足下を這うようにレイピアが霧を突き破った。狙ねらいは心しん臓ぞう。至し近きん距きよ離りから放たれた弩いしゆみの矢のように、神速でジローに迫る。


　ジローは避けなかった。


　のみならず、前に出た。


　踏ふみ込みつつ、わずかに身を捻ひねって、狙いを心臓から外す。そのまま、レイピアの刺し突とつを胸に受ける。


　──なっ!?


　とナブロが驚愕したとき、踏み込んだジローはすでに彼を間合いに捉とらえていた。


　銀刀を一いつ閃せん。


　鞘さや走ばしった刀身が月光を吸すい込んで燃え上がったかのようだった。銀色の炎ほのおを噴ふく斬ざん撃げきは、実体のない霧と化したナブロを、ごっそりと刮ぎ取った。


　ダメージに耐えきれず、ナブロが『霧化フオグ・ラン』を解いて実体化。機体の上に落ち、強風に吹き飛ばされながら、傾いた右主翼の方に転がっていく。


「……ク!?」


　ナブロは腕を伸ばし、がりがりと主翼にしがみついた。辛かろうじて落下から逃れるが、受けたダメージは凄すさまじい。ジローが直前に身を捻っていなければ、斬撃は致ち命めい傷しようとなっていただろう。


　気を抜くと消えそうな意識を懸けん命めいにつなぎ止めながら、ナブロは機上に屹きつ立りつするジローを見上げた。


　レイピアの一撃を受けたジローは、銀刀を振り抜いた姿し勢せいからゆっくりと背筋を伸ばして振ふり返った。


　禍まが々まがしい銀刀の刀身は、それを振るう主にも凶きよう悪あくな牙を向けている。だが、ジローはその牙を抑おさえ込んでいた。彼の体内で何匹びきもの黒い大だい蛇じやが、のたうちながら対たい抗こうしているのだ。真銀の力と『血』の力が拮きつ抗こうしているのである。特に、銀刀を持つ右手など、大蛇の幻げん影えいが見えるかと思うほどだった。


　やがて、その幻影を証しよう明めいするかの如ごとく、ジローの胸の傷口から流れる血が、生物のように蠢うごめいた。突き立っていたレイピアが、血の内圧に押し出されて足下に落ちる。跡あとに残った傷口さえ、あっという間に流血に塞ふさがれた。
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「……とんだ化け物だ……」


　霞かすむ目でジローをにらみ、ナブロが苦々しく言った。


　ジローは暗殺者の揶や揄ゆには耳を貸さず、鬼き神しんの面持ちで機体の上を駆かけた。ナブロに止とどめを刺さすべく、銀刀を手に肉にく薄はくする。


　ナブロは手を放した。


　身体が宙に浮き、右主翼に沿そって落下した。


「逃にがすか！」


　ジローはなお追いすがろうとした。


　しかし、


「──墜おちろ」


　ナブロは落下しながら、死力を振り絞しぼって再び『霧化フオグ・ラン』。霧きりと化したナブロの身体が、右主翼の先せん端たんで回転するチルトローターに吸い込まれる。


　一拍ぱくおいて、ローターが内部から火を噴ふいた。


「しまっ──！」


　念動によって破壊されたローターから、回転していたプロペラの羽根ブレードが弾はじけ散る。一枚は眼下に消え、もう一枚はジローの頭上を高速で掠かすめ飛んだ。が、最後の一枚は、振り下ろされた鉈なたよろしく、オスプリの機体に横から突き立った。ジローの念動も間に合わなかった。


　片側のローターを破壊されたオスプリは、一気にバランスを失った。錐きり揉もみ状態に陥おちいりかける機体を、ジローは必死に念動で制せい御ぎよした。


　機内のジャネットから、


　──『銀刀』！　どうしたっ？


　──右のプロペラが破壊されました！　機体がバランスを失っています！


　ジローの返事にジャネットが思念で悪あく態たいをつく。


　──わかった！　左側もパージするから、機内に戻れ！　『橙蜂オレンジ・ビー』は？


　──気配は消えました。おそらく、落下し──


　ハッ、とジローは思念を止めた。


　ナブロの気配は消えた。だが、完全にではない。わずかに残留する気配が──とジローがその気配に気づいたとき、死角を突いてレイピアが飛来した。


　機体の制御に集中していたジローの右足に、投とう擲てきされたレイピアが突き刺さる。ジローはバランスを崩して機体から滑すべり落ち──


「『銀刀』！」


　ハッチからジャネットが飛び出して手を伸ばしたが、届かない。ジローはオスプリから落下。猛もうスピードで地上へと吸い込まれていく。


「……くそ！」


　大気の圧力が身体を包む。ジローは奥おく歯ばを嚙かんで頭上を見上げた。挙動を乱みだすオスプリの機き影えいが、急速に小さくなっていく。だが、まだ戻れない距きよ離りではない。ジローはレイピアを引き抜いて捨すて、念動で身体を浮かせようとした。


　だが、


　──させない……


「『橙蜂オレンジ・ビー』！」


　落下するジローを、霧が追つい尾びしてきた。ナブロだ。すでに身動きするのも困こん難なんなはずだが、ジローに向けられた闘とう志しは、氷のように冷ややかで堅い。ジローが捨てたレイピアを拾い、その切っ先を縦じゆう横おうに振るった。


　ジローの銀刀がレイピアを弾はじいた。空中での動きは『霧化フオグ・ラン』を使うナブロに分ぶがある。だが、彼の動きには銀刀の一撃が大きく響ひびいていた。


「無む駄だだ！　もう貴き様さまに勝ち目はない！」


　ジローが吠ほえる。だが、ナブロは意に介かいさなかった。ジローも気がついた。ナブロは、ジローを倒たおそうとしているのではない。このまま落下させようとしているのだ。


　しかし、たとえこの高度から落ちたとしても、いまのジローなら直前に念動を駆く使しすれば無事に着地できる。それぐらいのことは、ナブロにもわかるはずだ。


　何が狙ねらいだ。そう勘かんぐった次の瞬間、ナブロの戦術がジローの全身を強打した。


「ガッ──!?」


『結界』。


　特区を包む『ウォーカーマン』の『結界』が、招まねかれざる吸血鬼ブラツク・ブラツドを打ちのめす。ほとんど自由落下状態にあったジローは、『結界』の表ひよう層そうを突き破やぶった。だが、突き抜ぬけるには及およばなかった。『結界』はジローの身体を捉え、空中に磔はりつけにした。


『結界』に阻はばまれないナブロは、宙ちゆう吊づりのジローにレイピアを突き入れる。ジローは必死に身を捩ねじって、銀刀を振るった。しかし、『結界』は蜘く蛛もの巣のように絡からみつき、ジローの動きを妨さまたげる。しかも『結界』に込められる「排はい斥せき」の念が、ジローの心身を蝕むしばんでくる。まるで高こう圧あつ電流が流れる網あみに絡まったかのようだ。


　──しまった。このままでは……!?


　ジローは『結界』を断たち切ろうと銀刀を振るう。真銀を混ぜた銀刀は、黒き血の魔ま術じゆつである『結界』を切り裂いた。だが、それも一瞬だ。真銀刀ジエンインタオのように『結界』そのものを破壊することはできず、切り裂かれた箇か所しよは瞬またたく間に埋うめられた。


　ナブロのレイピアが迫る。


「ちっ！」


　ジローは銀刀を跳はね上げたが、刺し突とつを完全に逸そらすことはできなかった。心臓を狙ねらった剣けん鋒ぽうが、左肩に突き刺さる。ジローが歯を食いしばる前で、霧が半ばだけ実体化し、ナブロの上半身を形作った。


「……殺とったぞ、『銀刀』……」


「ふ、ざけるな！」


　ジローが牙きばを剝むいた。だが、このまま抵てい抗こうし続けることはできない。


　──『結界』から抜ぬけなければ！


『結界』を抜ける方法。それは、特区の住人──それも吸血鬼ブラツク・ブラツドではなく人間から招かれることだ。しかし、誰が？　『カンパニー』は特区から脱出し、現在はシンガポールにいる。いまの特区に、ジローを招き入れる人間が、誰かいるだろうか？


　──そうかっ！　コタロウ！


　ジローは全力で、弟に思念を送った。


　ジローが機内でコタロウの気配を見つけたとき、弟は自由の身になっていた。とすれば、いま彼の側には、誰か人間がいるかもしれない。特区を自らの居い場ば所しよと、心から思う人間が。そして、もしそんな人間が側にいるなら、弟の思念を介かいし、自分を招き入れてもらうことができるはず。


　一いち縷るの希望を託たくし、ジローは弟に助力を請こうた。


　──コタロウっ！


　コタロウを見つけた第二地区セカンド・ヤードの方向へ、思いの丈たけを全力で投げる。


　答えは、返った。





　──この遅刻魔っ。さっさと来なさい、望月ジロー！





　怒おこっているような──それでいて嬉うれし泣きするような、面おも映はゆい思念。コタロウのそれに沿って送られてきた思念は、『結界』の束そく縛ばくを跡形もなく吹き飛ばし、しかもジローの胸に灼しやく熱ねつを吹き込んだ。


　太陽の欠片かけらのような、赤い血の灼熱を。


『結界』の束縛が解ける。ジローの身体が自由になる。気づいたナブロが慌あわてて回避しようとするが間に合わない。ジローは銀刀を天空に向けて振り抜いた。切っ先が、半ば実体化していたナブロの胴どうを、深々と切り裂いた。


「……ック……！」


　返り血が跳ね、点々とジローの顔に付着した。ナブロは完全に『霧化フオグ・ラン』を解除した状態で意識を失い自由落下。ジローは諸もろ共ともに落下しつつ、ほとんど反射的に刀を返し、ナブロに止とどめとなる二の太た刀ちを放つ。


　だが、


　──兄あに貴きぃ！


　突とつ然ぜん届いた新たな思念にジローの警けい戒かいが逸それた。


　遅おくれて、地上からミサイルが飛来。おそらく、さっきオスプリを狙ったのと同じ射手だ。ジローは銀刀の動きを止め、迫るミサイルを念動で破壊した。


　ナブロは何者かの念動に操あやつられているのか、落下しながらジローから離はなれていく。そして、大地が急速に接近。ジローはそれ以上ナブロに構わず、銀刀を鞘さやに収めて眼下をにらんだ。


　高層ビルの脇わきを高速で通過。アスファルトに舗ほ装そうされた道路が、一気に間近へと迫る。


　ジローは思念の力を練り上げ、足下に放射した。


「──ハッ！」


　着地。


　衝しよう撃げきと共にアスファルトが大きく陥かん没ぼつする。路面は、水面の如く波打ったあとひび割れ、飛び跳はねるように逆さか立だった。


　地ち核かくにまで届きそうな重たい音が響ひびき渡わたる。膨れあがった粉ふん塵じんは、砲ほう撃げきを受けた直後の光景を彷ほう彿ふつとさせた。


　そして。


　轟ごう音おんが静まり、粉塵が少しずつ薄うすれゆく中、身を屈かがめて着地したジローが、ゆっくりと両足を伸ばした。


　頭上を振ふり仰あおぐ。


　夜空には、ミサイルの爆煙の名残なごりが、消えた花火のように点々と残っていた。高層ビルの陰かげに、煙けむりを噴くオスプリの機影が消えていく。しかし、オスプリの挙動は安定を取り戻していた。おそらく、ジャネットが念動で操作しているのだ。機には彼女だけでなく、『赤い牙レツド・フアング』の吸血鬼ブラツク・ブラツドたちが一個分隊搭とう乗じようしている。全員の力を合わせれば、不時着することも可能だろう。


　周囲を見回す。


　すぐ側に、新しい高層ビルが林立していた。見覚えのある光景は、新市街区ニユー・ヤードのものだ。この通りも覚えがある。第七地区セブン・ヤード。やや遠方に、以前ゼルマンと戦ったホテルの姿すがたが確かく認にんできた。


　それから、ジローはおもむろに、唇くちびるを固く結んで第二地区セカンド・ヤードの方角へと向き直った。


　共に来て欲ほしい──そう、自分は確かに伝えた。また、来てくれると信じてもいた。


　だが、いまの彼女には立場がある。彼女一人の意い志しで行動するのは難むずかしいはずだ。何より、自分が呼んだとき、彼女はまだシンガポールにいたはずである。いったいどうやって、香港にいた自分より早く、特区に来ることができたのだろう。しかも、囚われていたはずのコタロウの側に。


　わからないことは幾いくつもある。


　しかし、さっき自らを招き入れた思念を、他の誰かと間ま違ちがうことはあり得ない。


　彼女はいるのだ。この特区に。弟と一いつ緒しよに。


　護衛時代から数え、果たしてこれが何回目の遅刻だろうか。まったく、我ながらろくでもない護衛である。


　けれども、


「お待たせしました、ミミコさん。いま、参ります」





　爆炎と剣けん戟げきの前奏曲プレリユードを経へて。


　ジローはついに、特区の地を踏ふんだのだった。





３







　ミサイルの爆音は、ミミコたちの元まで届いていた。


　俄にわかに空中戦を演えんじた小型機は、煙の筋すじを残しながら東の空へ去っていったようだ。そして、その小型機から転落した人ひと影かげも、ここから東南の方に落下していった。もちろん、ミミコの視力ではそこまで細かく夜空を見通すことはできない。吸血鬼の視力を誇ほこるサユカとコタロウが、わかる限りの状じよう況きようを伝えてくれたのだった。


「……空中に停止してた『銀刀』の姿が見えなくなったわ。『結界』を無事突とつ破ぱしたんじゃないかしら」


「間ま違ちがいないよ！　ぼく、ちゃんと兄者に返事したもん。ミミちゃんの声と一緒に！」


「…………」


　サユカとコタロウの声を聞くともなしに聞きながら、ミミコはじっと公園から見える東南の空を見つめていた。


　あの空の下にジローが来ている。


　いまはまだ顔も見えない。声も聞くことができない。だが、ジローはいま、あそこにいる。自分とジローとコタロウは、三人とも特区にいるのだ。


　帰ってきたのだ。


「……ジローさん……」


　しかし、感かん慨がいに浸ひたるミミコの肩かたを、ぽふぽふと叩たたくものがいた。『ウォーカーマン』を退しりぞけ、ミミコたちの窮きゆ地うちを救ったバウワウだ。


　バウワウは、『ウォーカーマン』が消えたジャングルジムの付近を指してから、公園の出口に腕を向けた。公園を出るように言っているらしい。ぬいぐるみの仕草を見ていたサユカも、同意して頷うなずいた。


「そうね。まだ私たちが安全になった訳わけじゃない。早くこの場所を移動しましょう。幸い、『ウォーカーマン』は『なぜか』この『ぬいぐるみ』を恐おそれているみたいだけど、九龍王の配下は彼だけじゃない。すぐにまた追っ手が来るはずだわ。それも、今度は十分に『ぬいぐるみ』を警けい戒かいしながら」


　所々に妙みようなアクセントを置きつつ、サユカは再度注意を促うながした。


『ウォーカーマン』が恐れている理由については、なんとなく想そう像ぞうがつく。しかし、サユカはあくまでも認みとめたくないようなので、ミミコも苦く笑しようするだけであえて追つい及きゆうしなかった。


　軽く腰こしを屈かがめて、「ありがとうございました」と礼を言う。バウワウは、よい、と言いたげな態度で頷いた。横目に見ていたサユカは鼻を鳴らした。


「どうするの、ミミちゃん？　兄者はあっちに落ちたけど？」


　そわそわした様子で、コタロウがミミコに相談した。


　ミミコはすぐには返事ができなかった。少しの間熟じゆつ考こうして考えをまとめる。


「……少しでも早く合流したいのが本音だけど、いま下手に動くより、ジローさんがこちらに来るのを待つ方がいいと思うわ。特区の現状も知りたい。とりあえず、当初の予定通りレジスタンスに合流しましょう」


「え？　でも、兄者が落ちたのと逆方向になるよ？」


「……大だい丈じよう夫ぶ。ジローさんならすぐに追いつくわ」


　再び『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に遭そう遇ぐうすれば、その場では勝てたとしても追っ手を招き寄よせることになりかねない。それに、サユカには連れの少女もいる。危き険けんを冒おかすべきではなかった。


　コタロウが側にいる限り、ジローにはこちらの位置が把は握あくできるはずだ。そして、コタロウに言った通り、ジローが全力で移動すれば、ミミコたちの移動距離などあっという間に埋められるのである。


　また、合流したあとのことも肝かん心じんだ。ジローは戦うために特区に来た。ならばやはり、特区の現状に詳くわしいレジスタンスの情報は貴きち重ようなはずだ。


　──そうよ。ジローさんは来たんだ。もうすぐ。もうすぐ、会えるんだから。


　そして、ミミコは逸はやる気持ちを抑おさえ、サユカやコタロウたちと共に基地ベースに向かって移い動どうを再さい開かいした。
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　ヤフリーの切せつ迫ぱくした思念を受け取ったザザは、ただちに彼とナブロを縮しゆく地ちで回かい収しゆうした。


　待機していたラウとワインは、ヤフリーに担かつがれたナブロを見て、かけようとした声を引きつらせた。ヤフリーがナブロを床に横たえると、引きつった声は悲鳴に変わった。腹ふく部ぶに見るも無む惨ざんな裂れつ傷しようが走り、激はげしく出血していたのだ。腰こしに巻いたヤフリーのパーカーが、流れ出る血を吸って赤黒く変色しているほどだった。


　まだ息はしているが、その呼こ吸きゆうは弱々しい上に乱みだれている。全身から血の気が引き、顔には死相が浮かんでいた。


　ザザは直ちにナブロの出血を念動で止めた。ただし応おう急きゆう処しよ置ちだ。ナブロには、自力で回復するような余力は、まったく残っていない。


「お兄ちゃん！　ナブロお兄ちゃん！」


「ワイン。身体を揺ゆすっちゃいけない。なるべく──ああ、そうだ。手を握にぎっていてあげて。あと、静かに呼びかけてあげなさい。ナブロ君も、君の声なら聞こえるはずだよ」


　ザザは静かな声で、動転する妹を落ち着かせた。


　もっとも、妹に話しかけながら、意識の大半はナブロに向けられている。『銀刀』が弟に与あたえたダメージの深しん刻こくさ、その危険度がどれほどのものか、冷静に見み極きわめているのだ。ナブロのため。また、敵の脅きよう威いを計るために。


「ザザ兄貴っ。俺おれ……俺が、こんな……」


「馬ば鹿か言うな。君はよくやった、ヤフリー君。むしろ、お手て柄がらだ。君がいなければ、ナブロ君は死んでいた」


　ヤフリーは地上から携けい行こう式の対空ミサイルでナブロの襲しゆう撃げきを支し援えんしていた。彼がいなければ、いまごろナブロは本部に帰り着くこともできず、『銀刀』に斬きられて灰はいになっていただろう。


「にしても、ナブロ君ほどの手て練だれが……いや、これは僕ぼくのミスでもあるな。彼を行かせるなら、機体ではなく『銀刀』本人を狙うよう、はっきり指し示じすべきだった」


　ナブロの本ほん領りようは暗殺だ。しかし、今回彼は機体の撃げき墜ついを優ゆう先せんした。ミサイルによる機への侵しん入にゆうには成功していたのだから、『銀刀』の暗殺を第一に考えて不意打ちを敢かん行こうしていたなら、異ことなる結果が出ていたかもしれない。


　だが、いまさらそんなことを考えても仕方がなかった。


「ラウ君。急いで血けつ液えきパックを。ありったけ頼たのむ」


「……あ、ああ。わかった」


　滅めつ多たなことでは動どう揺ようを見せぬラウすら、浮き足だっているようだった。ラウはこれまでの戦いで、姉弟きようだいの圧あつ倒とう的な回復力を幾度も目まの当たりにしている。それだけに、このような瀕ひん死しの重傷を負った姿を見るのは初めてだし、動揺も大きいのだろう。


「とにかく血で回復を……とはいえ、これは単に外傷の問題じゃない。あの刀……まともにやり合うのは相当リスクが高いな……」


　吸血鬼ブラツク・ブラツドは傷を負っても、いずれは回復する。しかし、銀による傷だけは例外だ。回復しないわけではないが、他の場合に負った傷と比べ、銀による傷の回復には極きよ端くたんに時間がかかる。銀でコーティングされた剣を操る『銀刀』が、吸血鬼の間で恐れられていた所以ゆえんである。


　ましてや、いま『銀刀』が振るう剣は、真銀が配合されている可か能のう性せいが高い。ナブロの負ったダメージは、致命傷と言っても過言ではなかった。


　しかし、


「──ラウ。待ちなさい」


　ラウが血液パックを取りにコンベンションルームを出る直前、アダムが彼を呼び止めた。


　アダムは立ち上がってナブロの側に歩み寄ると、ワインが手を握る反対側で腰を屈めた。


　意識のないナブロの頭部を抱だきかかえてわずかに起こし、彼の口元に自らの手首をかざす。


　ザザやヤフリー、ラウ、ワインらが、声もなく見守る前で、


「ナブロ」


　それは、アダムが日ひ頃ごろはまず口にしないほど、強い、厳げん粛しゆくな声だった。


　ナブロの顔がピクリと動いた。


　閉とざされたまま固まっていた目ま蓋ぶたが、ほんのわずかだけ持ち上がる。氷のような印象の瞳が焦しよう点てんを合わさぬまま揺ゆれ動いて──王の手に止まった瞬間、大きく見開かれた。


「──ッカ！」


　首をもたげ、ナブロがアダムの手首に嚙かみ付く。血の滴しずくが弾けて王の腕を汚よごす。


　アダムは顔色ひとつ変えなかった。ナブロは朦もう朧ろうとしたまま、夢む中ちゆうで王の血を嚥えん下げした。


　やがて、


「……お兄ちゃん！」


「兄貴！」


　ワインとヤフリーが安あん堵どの声を上げる前で、ナブロの傷口が塞ふさがっていった。


　ナブロが牙きばを離し、最後の死力を尽くした感で、再び目を閉じる。意識を失った血族を、王はゆっくりと床に横たえた。


　アダムはザザに顔を向け、


「ザザ。一命は取り留めたが……」


「はい。それでもダメージは深刻だ。当分は動くこともできないでしょう。大丈夫です。ナブロ君の穴あなは、僕が埋めます。ありがとうございました」


　ザザはアダムに頭を下げたあと、ラウとヤフリー、ワインに、ナブロを安静な場所へ移すよう指示を出した。


　次いで、一人情報管制室に籠こもっているマーベリックに念話を飛ばす。


　──マーベリック。


　──ザザ兄ちゃん！　ナブロ兄ちゃんは……!?


　──保もった。だが、当分戦力にはならない。『銀刀』を乗せていた機体はどうなった？


　──助かったんだね？　良かった！　あの機体はまだ飛んでる。と言っても、飛んでると言うより、念動だね、これは。状況から見て、香港にいた『赤い牙レツド・フアング』の輸送機だろう。多分ジャネット・ハーゲンダルフも同乗してるんじゃないかな？　場所は第十地区テン・ヤード方面。もう間もなく不時着すると思う。


　マーベリックの報告に、ザザは頷いた。


　機は小型機だった。乗っている『赤い牙レツド・フアング』はせいぜいが一個──もしくは二個分隊ほどと予測できる。その程度の戦力なら、当面は無視しても構わない。


　だが、ジャネット・ハーゲンダルフの参戦は、ダールが行方ゆくえ不明でナブロが戦線離り脱だつしたいまとなっては厄やつ介かいだ。特に、彼女が『賢けん者じや』や『乙メイ女デン』に合流されると、目的達成の手間が増ふえることになる。


　とはいえ、ジャネットが不時着するのは第十地区テン・ヤード。『賢者』たちがいる第二地区セカンド・ヤードとは正反対の場所である。彼女には特区の土と地ち勘かんもないはずだし、合流には時間がかかるはずだ。


　──念のため、不時着後の動向は確かく認にんしておきたい。済まないが、お前の駒こまを何人か差し向けておいてくれるか？


　──じゃあ、九龍化したあと精神支配してる、元『赤い牙レツド・フアング』の連中を使おう。ちょっと情報管制室ここを離れるけど、何かあったら呼んで。


　そう返したあと、マーベリックの念話は途と切ぎれた。


　龍王の身体を手に入れてからザザが前線に出る機会が増えた分、後方ではマーベリックの存在感が増している。わざわざ元『赤い牙レツド・フアング』の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を差し向けているのも、合流までの時間を稼かせぎたいというザザの思おも惑わくを読み取り、いざというときはジャネットの足止めに使うつもりなのだ。


　とにかく、これでザザは『銀刀』の方に集中できる。


『銀刀』の落下地点も、ある程てい度どわかっている。だが、彼はすでに移動を開始しているはずだった。向かう先はひとつしかない。彼の主あるじのいる場所だ。おそらくは──いや、まず間違いなく──最短ルートで向かう。


「……でも、そうはさせないよ」


　ザザはぼそりとつぶやいた。彼には珍めずらしい、凍いて付いた鋼こう鉄てつのような声だ。


　感覚を広げ、『銀刀』の気配を探さぐる。


　いた。


『銀刀』は、己おのれの気配を隠そうともしていなかった。敵が来たなら斬きり捨てて進む。そんな不ふ屈くつの意志を見せつけているかのようだ。


「……陛へい下か。申し訳ありませんが」


「うん。本こ部こは任せてもらっていい」


　アダムは鷹おう揚ように答えた。ザザはもう一度王に頭を下げ、すぐに縮地を展開しようとした。


　が、その直前に念話が届く。


　──ザザっ。


　──お姉ちゃん？


　カーサからだ。彼女は、ナブロの出しゆつ撃げきに合わせて、ハンスと共に第二地区セカンド・ヤードに飛んでいた。目的は『賢者』と『乙メイ女デン』の捕ほ獲かく。


　思わず鼓こ動どうを早くする弟へ、姉は冷笑の気配と共に告げる。


　──二人ターゲットを発見した。これよりデートを申し込む。
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「ミミコちゃんが見つかった!?」


　その報を受けた瞬間、基地ベースの通信室で、リンスケは椅い子すから腰を浮かせた。周りにいたレジスタンスのスタッフも、顔を輝かがやかせて目配せを交かわし合った。


　連れん絡らくしてきたのはバドリックだ。なんでも、運河沿いにミミコを捜そう索さくしていた彼らを、対岸にいた白しら峯みねサユカが発見し、念話を送ってきたらしい。


　しかも、ミミコだけでなくコタロウもサユカと同行していたと言うのである。リンスケは興奮を隠かくせなかった。


「みんな無事なのね？」


『そのようだ。もう姿も確認できる』


　バドリックの声もいつになく興奮気味だ。捜索は難なん航こうするものと予想していただけに、サユカの存そん在ざいは思わぬ僥ぎよう倖こうだった。


『戦せん況きように変化は？』


「戦線が崩ほう壊かいしたところは、いまのところないわね。けど、どの地域も戦況は悪化──というより激化してる。全体的にジリジリと後退中」


　スタッフたちに目を向け、彼らが頷くのを確認しながら、リンスケは答えた。


　実際、レジスタンスは善戦していた。各チームの連れん携けいが最さい適てき化かされていないが、これは突然勃ぼつ発ぱつした事態だということを考こう慮りよすれば仕方がない。あるいは、全体的な作戦行動が取れないからこそ、各チームごとに必死の奮戦を繰くり広げているのかもしれない。レジスタンスの士気が高い証しよう拠こである。


　だが、一方でこのような状態は長続きはしないと考えるべきでもある。孤こ立りつ無む援えんのまま戦っていたのでは、いずれは消しよう耗もうし、次々に崩くずれていくしかないのだ。


　そして、そうした不安については、誰よりもバドリックが詳くわしい。リンスケの報告を聞いたあと、『きつそうだな』と重々しく返事をした。


「実際、ぼちぼち音ねをあげてる現場も出てるはずよ。士気を維い持じする方法を弁わきまえた、優ゆう秀しゆうな指し揮き官かんが必要になるころだわ」


　士気を維持する術すべを持つ指揮官。つまりは、バドリックのことだ。レジスタンスのリーダーも現在チーム間を飛び回っているが、彼だけでは荷が勝ちすぎるだろう。


「とにかく、現時点では、まだ大だい丈じよう夫ぶ。まだ、ね」


『……了りよう解かいした。葛かつ城らぎミミコたちと合流したあとは、一度基地ベースに戻る。シンガポールにも連絡を──』


　と、


　突とつ然ぜん音声が途切れた。「え？」とリンスケ。慌てて通信機を操作するが、もれてくるのは雑音ノイズばかりだ。


　安堵から一転、リンスケは一気に青ざめた。


「ちょ、ちょっと！　こんなときに悪い冗じよう談だん止めてよ、バドちゃん！　ハロー？　ハロー!?　応答してってば！　バドちゃん!?」


　どれほど叫んでも返るのは沈ちん黙もくばかりで、バドリックからの応答はない。周りのスタッフが何事かと視線を向ける中、リンスケは思わず通信端たん末まつを投げ捨てた。


「くそっ。冗談じゃない……っ！」


　居ても立っても居られなくなって、発作的に通信室を飛び出そうとする。


　しかし、その直前に沈ちん黙もくしていた通信機が音を立てた。リンスケは急停止し、慌てて端末を拾い上げた。


　通信機にしがみつき、ボリュームを上げる。


「もしもし!?　バドちゃん？　バドちゃんなの？　聞こえる？」


　音量を増した雑音ノイズの奥おくから、微かすかな声が聞こえて来る。細い──というより、遠い。しかし、間違いなく、こちらの声に応答している。


　リンスケは必死に焦しよう燥そうを抑おさえ、周波数の同調に集中した。


　やがて聞こえてきた、こちらを呼ぶ声。


　しかしそれは、バドリックのものではなかった。





４







「……うん。やっぱり、バドリック・セリバンよ。こっちに来るから、動くなって」


　サユカの報告に、ミミコとコタロウは歓かん声せいを上げた。


　第一地区フアースト・ヤードと第二地区セカンド・ヤードの境さかい。両地区を区切るのは、一本の運河だ。ミミコたちの一行は、その運河を間に挟はさんで、バドリック率ひきいるレジスタンスのチームと対面を果たしていた。


　バドリックのチームを発見したのはサユカである。この一帯は、運河の両岸とも倉庫が密みつ集しゆうする物流センターとなっている。ミミコたちは公園を出たあと、第二地区セカンド・ヤードから第一地区フアースト・ヤードに渡わたるため、このセンターの敷しき地ちに入った。その際、倉庫に挟まれた路地を進むしかないミミコたちと離れ、サユカは倉庫の屋根を移動しながら索さく敵てきを行っていたのだ。そして、対岸でミミコを捜索しているバドリックたちを見つけ、慌てて念話で連絡を取ったのだった。


　いまミミコたちは、物流センターの駐ちゆう車しや場じようにいる。


　後方の倉庫群ぐんと運河の間にある駐車場なのだが、アスファルトで舗ほ装そうされ、フェンスに囲まれた広大な空間は、ちょっとした滑かつ走そう路ろのようだった。特区では大型トラックの行き来は少ないが、『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』で本土と繫つながっていた第一地区フアースト・ヤード付近は別である。以前はここに何台ものトラックが並び、集積された貨か物もつの上げ下ろしが行われていたのだろう。いまでは所々アスファルトにひびが入り、雑ざつ草そうが生えている。


　ミミコはフェンスにしがみつきながら、対岸に見えるバドリックに大きく手を振った。


　運河の幅はばは百メートルほどだろうか。河かわ岸ぎしには、上流で散り落ちた桜さくらの花びらが流されてきている。対岸は暗いが、それでもバドリックらしき大おお柄がらな人ひと影かげが手を挙げて応えるのがわかった。


　バドリックのもう片かた方ほうの手は、耳元に当てられている。おそらく、インカムでレジスタンスの本部と連絡を交わしているのだ。彼の背後には何台かのジープが停車し、レジスタンスのメンバーとおぼしき者たちが周囲の警けい戒かいに当たっていた。


「あとは兄者だね、ミミちゃん」


「ええ。きっと、すぐに来てくれるわ」


　ミミコとコタロウは安堵の笑顔を交わし合った。


　しかしその隣となりでは、


「お姉様。やっぱり私は連れて行ってもらえないんですか？」


　サユカの連れの少女が不安そうに問いかけていた。


　彼女の名前はナナと言うらしい。『乙メイ女デン』のことも知っていたらしく、ミミコが自じ己こ紹しよう介かいをしたときは、緊張して気を付けの姿勢になっていた。サユカを慕したっているようで、レジスタンスに戻れば自分だけ置いて行かれると危き惧ぐしているのだ。


　一いち途ずなナナの訴うつたえに、サユカは複ふく雑ざつな表情で口をつぐんでいた。ミミコは悪いと思いつつクスリとした。サユカとナナの関係は、どうしてもゼルマンとサユカの関係を思い出させるのである。きっとサユカも自覚しているのではないだろうか。


「……ねえ、ナナちゃん」


　ミミコはそう言って、サユカの代わりにナナに話しかけた。ナナは緊張しつつ、腰を屈かがめるミミコに目を合わせた。


「ナナちゃんの気持ちはよくわかるわ。あたしもいつも、最後は何もできなかったから。サユカさんだって、人間だったときはそう。大切な吸血鬼ブラツク・ブラツドの友達が戦いに行くのを、ただ見送ることしかできなかったわ」


　吸血鬼と吸血鬼の戦い──特に、古血オールド・ブラツト同士の戦いを前にしたとき、人間にできることはほとんどない。せいぜい、血を与あたえることぐらいだ。同じ戦場に立つことは難しいし、ジロー──あるいはゼルマンが劣れつ勢せいで死にかけたところで、助けに入ることもできない。身を挺ていしたところで盾たてにすらなれないのだ。ジローが傷きずつくのを見るたびに、ミミコは己おのれの無力感を嚙かみ締しめてきたのである。


「でもね、ナナちゃん。ナナちゃんは、力になれない自分が役立たずだって思うかもしれないけど、そうじゃないの。それは、あたしたち人間側の勝手な思い込みなの」


「人間側の……ですか？」


「そうよ。だって、ナナちゃん。あなたの存在は、サユカさんにとって大事だもの。血を与あたえるだけじゃない。あなたがいるってだけで、サユカさんは頑がん張ばれるのよ？　いまよりもっと強くなれるの」


　たとえばジローは、ミミコやコタロウがいるからこそ、これまでに幾度も限界を超こえて戦ってきた。守るべき人間がいるということは、大きな枷かせであると同時に、「負けられない理由」にもなるのだ。


　それは何も吸血鬼ブラツク・ブラツドに限らないことだろう。しかし、吸血鬼──特に長く生きる古血にとっては、重い意味を持つことである。というのも、吸血鬼は長く生きるほど、自分の本質が血けつ統とうの『血』であることを本能的に理解するからだ。そして理解するほどに、「個」としての執しゆう着ちやくが薄うすれ、己の生死さえも絶対ではなくなるからである。


　しかし、吸血鬼と人との繁つながりは、血統の『血』としてのものではなく、その吸血鬼個人としての繫がりだ。自じ我がと自我の間の絆きずなと言ってもいい。従って、絆を重視すればするほど、翻ひるがえって自らの「個」をも大切に思い、絆のためにさらなる力を発はつ揮きできるようになるのである。


　かつてジローはミミコにこう言った。ミミコのおかげで、自分の生が深みを増した気がする、と。


　それはつまり、ジローが『賢者』の血族としての宿命や諦てい観かんから離れ、望月ジロー個人として己を意識したことを意味している。ミミコはジローに、「個」としての執着──あるいは、「意地」と表現してもいいかもしれない──という「負けられない理由」を与えたのだ。百年と少ししか生きていないジローが幾いく人にんもの強敵たちと渡わたり合ってこられたのは、『賢者』の護衛者としての宿命と、ミミコの護衛クローザーとしての意地とを、合わせ持っていたからなのかもしれなかった。


　香港に現れたジローは、ミミコに「来てくれ」と頼たのんだ。力を貸してほしい、と。


　それは多分、彼なりの自覚の表れなのだ。ミミコがいることで発揮できる、自分の底力に対する。


「だから、一緒に戦えなくても関係ない。武ぶ器きが使えなくても。応おう援えんしかできなくても。それでも、あなたはサユカさんにとって、立りつ派ぱな戦力なの」


「……『乙メイ女デン』さん……」


　ナナは、いま初めてミミコを見たような顔で、ミミコの顔を見つめた。ミミコは少しくすぐったそうに「ミミコでいいよ」と微笑ほほえんだ。


　二人の隣ではサユカが、口を挟はさむこともできず気き恥はずかしげに突っ立っている。さらにその後ろでは、バウワウが両りよう腕うでを組んで、うむうむと首を上下させていた。


　だが、そんな風に親しく会話を交かわせたのも、それまでだった。


「あれ？　どうしたのかな？」


　対岸を見つめていたコタロウが、不思議そうにつぶやいた。ミミコが振り返って、腰を上げた。


「どうしたの？」


「ほら。バドリックさんが──」


　コタロウが指さすままに、ミミコも対岸を見やる。


　バドリックたちがいる対岸は駐車場がなく、河岸のフェンスと運河沿いの道路を挟んで、すぐに倉庫が建ち並んでいる。バドリックたちがいるのは、運河沿いの道路だ。


　ところが、そのバドリックが、なぜか慌てた風に両手を頭上に上げて動かしていた。まるで、帽ぼう子しが風に飛ばされて、とっさに腕を伸ばしているような仕草だ。


「なんだろ？　何か、バドリックさんの上に浮いてる」


「……インカム？」


　コタロウが目を凝こらしながら言うと、サユカが怪け訝げんそうにつぶやいた。ミミコには何も見えなかったのだが、「それ」が対岸のフェンスの高さを超え、バドリックたちの後ろに並ぶ倉庫の屋根まで浮ふ上じようしたとき、ようやく月明かりに照らされて、小さな点のような何かが動いているのがわかった。


「え？　あれ、バドリックさんのインカムなの？　なんであんな──」


　力場思念ハイド・ハンドだろうか。しかし、誰が？　どうして？　ミミコはよく事態を理解できないまま眉まゆをひそめた。その、次の瞬間。


　倉庫の屋根に人影が舞まい上がり、宙に浮くインカムをさらって握にぎりつぶした。


　ミミコの思考が停止する。


　同時に、





　──こんばんは、諸君。素す晴ばらしい満月の夜だな。





　その思念は、ミミコのみならず、運河の両岸にいたすべての者に届けられた。


　屋根の上で月光を浴びるのは、髪かみの長い女性。艶つややかな黒髪と白い肌はだ、切れ長の翠みどりの双そう眸ぼうまでが、はっきりと見える気がした。


　カーサだ。ミミコは息をのんだ。


「ミミコさん！　ナナ！」


　サユカが鋭い警告を発した。固まっていたミミコが、慌ててフェンスから離れる。コタロウが「大変だ！」と早くも逃にげる体勢に入り、ナナは「え？　えっ？」と不安そうにサユカと対岸を交こう互ごに見た。


　バドリックたちもとっさに反応できなかったようだ。しかし、カーサの姿を確認したバドリックが何かを怒ど鳴なり──チームのメンバーもようやく機き敏びんに動き始めた。


　サブマシンガンの銃じゆう声せいが、夜の静せい寂じやくを引き破る。


　暗くら闇やみの中に目ま映ばゆい銃火がいくつも明めい滅めつした。チームのメンバーたちは銃口を頭上に向けて銀頭弾シルバー・チツプを猛もう射しやする。平穏だった河岸の光景は、一瞬で姿を変えた。


　しかし、敵かなわない。敵うはずがない。


　発射された銀頭弾シルバー・チツプは、一発残らず空中で停止した。カーサは眼下の敵など、見ようともしなかった。


　だが、それが当然なのだ。カーサを相手に、サブマシンガン如ごときで勝負ができる訳がない。レジスタンスの太た刀ち打うちできる相手ではない。いや、そもそもカーサに太刀打ちできる者など、この場には一人もいない。全員が束になったところで、勝てる見み込こみは万にひとつも──


「逃げるわ！　急いで！」


　サユカがナナを抱だき上げ、ミミコの腕を引いた。バウワウの態度も切迫したものになっていた。「あなた、どうにかできないの!?」と激しく詰きつ問もんするサユカに、ぶるぶると頭を左右に振った。


　バドリックの怒号は続いている。が、チームの銃声が突然乱れた。横から新たな敵が現れたのだ。


　小こ柄がらな男性の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』。手に日本刀を持っている。


　サユカが鋭く舌した打うちし、


「拙まずい！　あいつも九龍王の幹部の一人よっ」


　カーサは、バドリックたちの相手は、もう一人の仲間に任まかせるつもりらしい。いかにも軽けい妙みような足取りで倉庫の屋根の端はしまで助走し──


　跳ちよう躍やく。


　満月の月光が降り注ぐ中、長髪をなびかせた優ゆう美びなシルエットが、弧こを描えがいて運河を横切る。ミミコは恐きよう怖ふと焦しよう燥そうで、自分の感情が麻ま痺ひするのを感じた。サユカに手を引かれるまま走りつつ、空を飛ぶカーサの姿に視線が釘付けになった。


　逃げ切れないと見たサユカが、ミミコを放し、ナナを降ろして、構かまえを取る。だが、『ウォーカーマン』と対たい峙じしたときと同じく、サユカとカーサではおよそ相手にならないのは確実だ。


　そして──


　カーサは少しだけ膝ひざを曲げ、猛もう禽きんが枝えだに止まるような動きで、カシャン、とフェンスの上に降り立った。


　黒髪が流れるように背中に寄り添そい、前髪がひと房ふさ、白はく皙せきの美び貌ぼうにかかる。


　前髪の下の双そう眸ぼうが、ピタリとミミコに視線を合わせた。目が合った瞬間、ミミコは強く唇を嚙んだ。


「ミミコ」


　カーサがささやく。決して大きくないその声は、しかしなぜか、くっきりとミミコの耳に届いた。


「シンガポールでは失礼した。今度は正式に──君を誘さそいに来たよ」


　ミミコは為なす術すべもなく立ち尽つくした。


　隣でコタロウが大きく息を吸った。


　東南の空に向かい、
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　──兄者ぁー！





　その切実な思念は、全力で特区を駆けていたジローに、激しい悪お寒かんをもたらした。


　──コタロウ!?


　弟の、助けを求める声。ジローは空むなしく奥歯を嚙み締しめた。


　第七地区セブン・ヤードに落下したジローは、その後全力で特区を横断していた。すでに第五地区フイフス・ヤードを抜け、第三地区サード・ヤードの中華街チヤイナ・タウンに入ったところだ。コタロウの思念も、ジローを特区に招いたときより遥はるかに近づいていた。


　しかし、それでもまだ遠い。思念が放たれた位置は第二地区セカンド・ヤードから第一地区フアースト・ヤードに渡る直前の辺りだと思われた。だが、そこに辿たどり着くには、どれだけ急いでも十分はかかる。


「……くそっ。間に合ってくれ……！」


　中華街チヤイナ・タウンは高層ビルなどはひとつもなく、背の低い商店や民家が密みつ集しゆうしている地区だ。その分道は込み入っているため、ジローは道路を進むような真ま似ねはせず、連なる屋根の上を瓦かわらを踏ふみ砕くだきながら疾しつ走そうしていた。


　障しよう害がい物ぶつが少ないので見通しはいいが、さすがに第二地区セカンド・ヤードや第一地区フアースト・ヤードまでは見えない。焦燥に胸を焦こがして屋根を駆けるジローを、遥か天空の満月が、深々と照らしていた。


　しかし、


「──なにっ？」


　必死に走っていたジローが、屋根を踏み抜く勢いで急停止した。


　ジローの前方。瓦屋根が連なる中、頭ひとつ高い尖せん塔とうがあった。中ちゆう華か風ふうの造つくりをした寺院の尖塔だ。その頂上に、淡あわい光の固まりが生じたのである。


　光の中から現あらわれたのは、


「……弟が世話になったね、『銀刀』」


「『ウォーカーマン』!?」


　ジローは思わず歯は軋ぎしりした。


　いまこのタイミングで『ウォーカーマン』が現れたということは、コタロウの窮きゆう地ちにも彼らが関かかわっているということだ。つまりはそれだけ弟が──そして、その側にいるミミコが──危険に晒さらされているということである。


「そこをどけ、『ウォーカーマン』！」


「もちろん断ことわる。何しろ僕は、お前の足止めをするために来たんだからな」


『ウォーカーマン』は妙みように淡たん々たんと──不気味な迫はく力りよくを感じさせる口調で、ジローに告げた。ジローは怒るよりもまず絶望感に駆かられそうになった。


　──拙いっ。


　セイの身体からだと力を手に入れている『ウォーカーマン』は、正面から戦ったとしても苦戦が必死の難敵だ。ましてや、彼が足止めに徹てつする気なら、これを突破するのは至し難なんの業わざである。一分一秒が惜おしいときに、最悪の戦法を取ってきたと言える。


　いずれにせよ、交こう渉しようの余地は──時間も──ない。


　ジローは全神経を眼前の敵に集中。無言のまま銀刀を抜きはなった。


　銀刀が抜かれた瞬間、『ウォーカーマン』はわずかに顔をしかめた。しかし、一歩たりとも退ひく気配は見せない。静かにジローと対たい峙じした。


　周辺の空気が、瞬まばたきする間もなく沸ふつ騰とうする。


「セアアアッ！」


　鬼おにの如ごとき形相のジローから、裂れつ帛ぱくの気合いが放たれた。


　残像を残してジローの身体が霞かすみ、真っ向から間合いを詰める。


『ウォーカーマン』が身構えた。同時に、小さな身体からは想像が及およばない、莫ばく大だいな念動がジローに押し寄せた。


　ジローは怯ひるまない。勢いのまま銀刀で念動を引き裂さく。それは、目の前で決けつ壊かいしたダムの奔ほん流りゆうを、ひと振ふりの剣で押し返すようなものだった。にもかかわらず、銀刀は黒き血の力を打ち破り、怒ど濤とうの念動を叩き割わった。


　念動の余波がジローを襲おそう。余波とはいえ、並の古血オールド・ブラツドには練り上げることが困難なレベルの念動だ。しかし、彼の身体から迸ほとばしる『血』の力が、打ち寄せる衝撃を弾はじき返した。負ったダメージは、直後には回復。ただでさえ暴ぼう走そう寸すん前ぜんの『血』が、『賢けん者じや』の危機を察知してさらに猛たけっている。ニトロを燃もやした大馬力のエンジンのように、ジローの中で唸うなりを上げていた。


　しかし、自らの念動をジローが力尽ずくで押しのけても、『ウォーカーマン』は冷静なままだった。ジローが斬きりかかっても、些いささかも動じない。肉薄する敵の刃から、あっさりと身を躱かわした。


　寺院の尖塔が斬り倒されて崩壊する。もうもうと粉ふん塵じんが舞い上がる。


　ジローは攻撃を避よけた『ウォーカーマン』には構わず、一気にその場を駆け抜けようとした。


　だが、


「──おっと」


　回避した『ウォーカーマン』が再び念動を放射。ジローはやむなく向き直ってこれを斬る。今度はジローの足あし下もとの民家が、隣りん接せつする建たて物ものもろとも念動の余波で瓦が解かいした。


　ジローは跳ちよう躍やくして崩壊から逃れたが、そこに『ウォーカーマン』の追い打ちが来る。銀刀が間に合わず、今度は自ら念動で防ふせいだ。わずかに力負けして吹き飛ばされ、離れた屋根に着地した。


「くそっ！」


　ジローは愛あい刀とうの柄つかを、きつく握にぎりしめた。


　銀刀の威い力りよくに対抗する『血』が、ジローの右みぎ腕うでを覆おおうようにのたくっている。ダメージもすぐに回復しているし、負傷もないに等しい。


　しかし、


「言っただろ？　行かせないよ」


「……貴き様さまっ」


　ジローは血を煮にえたぎらせたが、その面おもては青ざめつつあった。


　自ら宣せん告こくした通り、『ウォーカーマン』は足止めのみを固持する構えだ。その分、隙すきがない。龍王の力を用いればジローを破ることも十分可能なはずなのに、驕おごることも侮あなどることもなく、冷徹に戦おうとしている。まさに鉄てつ壁ぺきの構えと言えた。


「どうした『銀刀』。まだまだこれからだぞ」


　歯は嚙がみするジローに向かい、『ウォーカーマン』はゆっくり手を差し向けた。


　少年の指が、空中に複雑な文様を描く。


　すると、さっきの念動とは違ちがう力の気配が、『ウォーカーマン』からではなく、ジローを中心にして集まり始めた。ハッとしたジローが慌てて後方に跳躍。すると、直前までジローがいた屋根が押し潰されるように陥かん没ぼつした。屋根を押し潰したのは、念から成る分厚い障しよう壁へきだった。


『結界』だ。特区を覆っているのと同じ魔術であるが、こちらは招かれれば通り抜ぬけられるという類たぐいのものではない。より単たん純じゆんな、念動の壁かべだった。


　障壁は一枚に留まらず、ジローを囲むように次々に形成された。ジローはやむなく後退していく。これらの障壁は、形成に費やされた念より過大な念を注げば破壊できるはずだ。が、逆に言えば、それだけジローは消しよう耗もうを強いられることになる。精神力だけでなく、破壊するための時間も。


　ジローは慌あわてて銀刀を振るい、『ウォーカーマン』を攻撃した。『ウォーカーマン』は慌てずに回避し、回避しながらさらに障壁でジローを追い込んだ。


　見晴らしの良い中華街チヤイナ・タウンの屋根の上に、念動の障壁が幾いく重えにも立ち塞ふさがっていく。ジローの焦あせりは頂点に達した。


「おのれ──『ウォーカーマン』！」


「吠ほえたところで無意味だ。諦あきらめるんだね」


　絶対零れい度どの冷ややかさで、『ウォーカーマン』は無む慈じ悲ひに言った。


　ジローは後退するのを止やめた。


　いま、『賢者』の危機を察した『血』は、右手に持つ銀刀に対抗する以上に、その意い識しきを主あるじのいる方角へと向けていた。ジローの焦燥も加わって、怒いかり、喚わめき、狂くるわんばかりに激げきしている。


　ジローは震ふるえながら大きく息を吸った。こんなことをしている場合ではないのだ。こうなったら、力尽くで押し通るしかない。


　──奴を、斬る。


　ジローの顔から一いつ切さいの表情が失うせ、能のう面めんのようになった。ただ、能面のような顔の中で、黒い双そう眸ぼうだけが危あやうい炎を燃やして『ウォーカーマン』を見み据すえている。ぞっとするほど非人間的な眼まな差ざしだ。


「参る」


　腹はらの据すわった底冷えのする声で、ジローがつぶやく。


「……無む駄だだよ」


　素っ気なく、しかし絶対の自信に満ちた声で、『ウォーカーマン』が応じる。


　ジローが跳ねた。


　銀刀が刀身を霞かすませ、縦じゆう横おうに月光を弾く。障壁が破られ──さらに新しく形成される。力と技、剣と魔術が、真っ向から衝しよう突とつした。


　ジローが跳躍。障壁を飛び越こえる。『ウォーカーマン』の念動。ジローの身体が屋根に叩たたきつけられる。ジローは屋根と壁を突き破って大地へ。路地を走り、『ウォーカーマン』の足下を駆け抜けようとする。が、突然足あし下もとの地面がうねり、針はり山やまの如ごとく隆りゆう起きした。『ウォーカーマン』の魔術だ。ジローは再び屋根の上に跳躍。


　文字通り一進一退の攻こう防ぼうが、凄すさまじい勢いで繰くり返された。二匹の吸血鬼ブラツク・ブラツドの発する膨ぼう大だいな力が、辺りの街並みを次々に崩ほう壊かいへと導みちびいていく。『銀刀』と『ウォーカーマン』は、炎と氷の気配でしのぎを削けずった。


　が、


　──兄者っ。早く！


「くっ!?」


　再び届いた弟の思念が、ジローにさらなる焦燥をもたらした。ジローは死に物もの狂ぐるいになる。内ない圧あつの高まりに血管が弾け、噴き出た血流が毒どく蛇じやの如くうねった。眩霧リーク・ブラツドがジローを覆おおい尽つくし、人の形すら判別できなく変えていく。


「……まったく。少し見ない間に、ずいぶんとんでもないものになったもんだ」


　荒あれ狂うジローを見つめ、『ウォーカーマン』がぼそりとつぶやいた。


　しかし、ジローが熱し、猛たければ猛るほど、『ウォーカーマン』は冷めていく。冷静に、揺ゆるぎなく、深海を流れる潮ちよう流りゆうの如く、眼前に立ち塞ふさがった。


　──コタロウ……ミミコさん……！


　ジローの牙きばが折れんばかりに嚙かみ締しめられた。『ウォーカーマン』は息をするのも忘わすれて、若わかき「怪かい物ぶつ」の阻そ止しに集中した。


　そこへ、





　──ジローっ。通すぞ！





　加熱し、圧あつ縮しゆくされたカオスの中に、突とつ如じよ差し込まれた、清流の如き思念。


　その、的確な、そして芯しんのある思念と共に、ジローの身体からだが淡い光に包まれた。ギクリとジローの動きが止まった。


　縮地法。


「なっ!?　馬ば鹿かな！」


　魔ま術じゆつに没ぼつ頭とうしていた『ウォーカーマン』が、信じられないという声をもらす。ジローの頭が真っ白になる。


　次の瞬しゆん間かん。


　我に返って縮地法に干かん渉しようしようとした『ウォーカーマン』の腕かいなをすり抜け、ジローの身体が光の扉とびらの向こうに消えた。
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「……さて」


　つぶやき、彼は次の戦場に意識を向けた。









　　三章　heat up










１







　絶ぜつ体たい絶命だ。


　ミミコが立ち尽つくす前で、カーサは軽やかにフェンスからアスファルトの上へと飛び降りた。


　対岸ではバドリックたちが激しい戦いを繰くり広げている。銃じゆう声せいは途と切ぎれることなく続き、瞬またたく銃火がイルミネーションのように河かわ面もに映うつっている。


　しかし、カーサは背はい後ごなど気にも留めず、夜風を楽しむ猫ねこの足取りで、ミミコたちの前に近づいてきた。


　ミミコの後ろでは、コタロウとバウワウがナナを庇かばうようにしてカーサをにらみつけている。一方、ミミコの斜ななめ前のサユカは、全身を強こわ張ばらせ、牙きばを剝むき出しにしていた。


　近づいたカーサは初めてサユカに視し線せんを送り、


「ふむ。ゼルマン・クロックの娘むすめか？」


「…………」


　サユカは返事をしなかったが、肩かたが微び動どうしたのがわかった。緊きん張ちようは極きよく限げんにあるに違ちがいない。鼓こ動どうがミミコの耳にまで聞こえてきそうな気がした。


　カーサはごく気さくに──そう、彼女はいつだって気さくなのだ──微笑ほほえんだ。


「なかなか筋すじが良い。どうだ？　君も私たちの仲間にならないか？　ゼルマンの血を引く者なら、闘とう争そうは好ましいはず。私たちと来れば、世界中のどの勢力よりも、激しく果てしない戦いの中に生きられるぞ？　それに……むざむざ灰はいにならずに済む」


　カーサの甘あまい勧かん誘ゆうに、サユカは震ふるえる声で答える。


「……忘れたの？　我が闇の父マイ・マスターはあなた方の誘さそいには応じなかった」


「彼は気まぐれだったからな。少しすれ違いがあっただけさ」


「いいえ。彼は、自分自身以外に戦う理由を求めるような真ま似ねはしなかったわ。私も、私のために戦う。私の『血』が示しめす、理由のためだけに」


　ゆっくりと告げたあと、サユカの中から震えが去ったように見えた。美び貌ぼうが誇ほこりに輝かがやき、月下に美しく映える。カーサの妖よう艶えんな美とは異ことなる、凜りんとした清すが々すがしい美だ。


　カーサは目を細めた。


　そして視線を落とし、クスクスと肩を震わせた。


「……ゼルマンめ。ただの戦闘マニアと思っていたが、なかなかどうして。良い後こう継けい者しやを用意したものだ。隅すみに置けないな」


　楽しそうに言った。


　その瞬しゆん間かん、サユカが動いた。


　抜ぬき手も見せぬ素早さで、腰こしからナイフ──刀身の刃はが銀ぎん製せいとなった、対吸血鬼用のナイフだ──を突き出した。


　カーサは笑いの残ざん滓しを残したまま、ステップを踏ふんで刺し突とつを躱かわす。サユカは追つい撃げき。最小限の動きで敵の急所を狙ねらい続ける。


「サユカさん！」


　ミミコが叫さけぶが、サユカには届かない。完全に戦闘に集中している。


　サユカのナイフ術は様になっていた。レジスタンスに協力していた際、バドリックの指し導どうを受けたのだ。身体の使い方は合理的になり、足運びも以前とは見み違ちがえるほどだが──所しよ詮せん、カーサの敵ではない。


「せっかちだな。少しぐらい喋しやべらないか？」


「……！」


　からかうようなカーサの口くち振ぶりに、サユカは無言のままナイフで応じる。しかし、つれないサユカの態度にも、カーサは気を悪くする素振りは見せなかった。性急なサユカの動きと対照的に、まるでワルツでも踊おどるように、優ゆう雅がに舞まいながら攻こう撃げきをやり過ごした。


　カーサがステップを踏むごとに、彼女の足あし下もとに霧きりが生まれる。眩霧リーク・ブラツドとは違う、魔ま術じゆつの霧だ。いつしか二人は、霧の湖面で円えん舞ぶを踊る、ひと組のダンサーのようになっていた。


　と、カーサの動きに一定のリズムが生まれ始めたとき、サユカは突とつ然ぜん身を屈かがめた。地を這はうような低姿し勢せいから、敵の足下をナイフで薙なぐ。


　意表を突く一撃だったが、やはりカーサには通用しない。カーサはひらりと蜻蛉とんぼを切って、サユカの斬ざん撃げきを宙ちゆうに躱した。


　しかし、サユカの狙いはナイフではなかった。カーサが宙に舞った瞬間、サユカの気配が一気に膨ふくれあがった。


　余力など気にせず、全身の力を絞しぼり尽つくす勢いで一気に練り上げ、放出する。視経発火アイ・イグナイト。宙に飛んでいたカーサ目がけ、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが渦うずを巻いた。


　しかし、


「えっ!?」


　空中で宙返りを打つカーサの瞳ひとみが、妖あやしく笑って炎を捉とらえた。すると次の瞬間、サユカの放った火球は、爆ばく発はつする前に凄すさまじい蒸じよう発はつ音と共に消失した。


　啞あ然ぜんとするサユカの前に、カーサは何事もなかったかのように着地。


　黒いルージュの唇くちびるから、小さく舌したを出し、種明かしをする。


「『闘とう将しようアスラ』の視経発火アイ・イグナイトだけは油断がならないのでね。一応、対策は取らせてもらった。この霧。別に演えん出しゆつで張ってた訳じゃないんだよ？」


　サユカやゼルマンら『闘将』の血族が炎の魔術を能よくするように、『魔ま女じよモーガン』の血族は霧の魔術を得意とする。サユカの炎は、カーサがあらかじめ展てん開かいしていた霧の魔術に、完全に抑おさえ込まれたのだ。


　本来、炎の魔術と霧の魔術では、正面から打ち消し合うには前者の力が強すぎる。しかし、カーサの強大な魔力は、魔術の性質の差を補おぎなって余りあった。


「とはいえ、些いささか驚おどろいたな。見たところ転びたてアンダー・イヤーに見えるが……とすると末すえ恐おそろしい力だ。将来有望じゃないか。ますます欲ほしくなった」


「……クッ」


　カーサが凄せい艶えんな微び笑しようを見せる。サユカは頰ほおを引きつらせ、再びナイフで斬きりかかった。


　だが、


「あっ！」


　足を取られた。霧がまとわりついている。


『魔女モーガン』の血族が操る通つう称しよう『魔女の霧』は、術者の腕うで次し第だいでどのようにでも変化する。鉛なまりの重みとゴムの粘ねん度どを有する霧が、サユカの足をすくい、アメーバのように背はい後ごからのしかかった。さっきの一撃に賭かけて力を使い果たしたサユカは、まともに抵てい抗こうもできずアスファルトに押おしつけられた。


「お姉様！」


　ナナが悲鳴を上げたが、サユカは身動きができない。唸うなり声を上げて立ち上がろうとするも、身を起こすことさえできなかった。単に重量だけではない。関節技と同じ要よう領りようで動きを抑え込まれているため、膂りよ力りよくだけではどうにもならないのだ。


　サユカを封ふう殺さつしたカーサは、おもむろにミミコたちへ向き直った。


　ミミコとコタロウ、バウワウが緊きん張ちようを、ナナが恐きよう怖ふの表情を浮うかべる。


　カーサの視線は一同を見回したあと、まず、バウワウに飛んだ。


　半眼でバウワウを見み据すえる。切れ長の、暗い光を放つエメラルドのような双そう眸ぼうが、ぬいぐるみのボタンの瞳ひとみと、視線を交こう錯さくさせた。


　五秒後、


「……ぷ」


　カーサは目め尻じりを下げ、口を手で押さえて噴ふき出した。


　バウワウが悔くやしそうにバタバタと地じ団だん駄だを踏んだ。カーサは殊こと更さらからかうように、クククと意地の悪い笑い声をこぼし続けた。


「龍りゆう王おうというより、熊くま王おうだな。このところずいぶんと、愛らしい姿に縁えんがあるじゃないか？」


　と皮肉たっぷりに告げたあと、カーサの笑みは鮮あざやかに冷笑に変じた。


「だが……思った通り、ちょっかいが出せるのはザザが相手のときだけと見える。見苦しい真ま似ねはしてくれるなよ」


　最後のひと言には、氷柱つららの冷たさが混じっていた。バウワウに釘くぎを刺さしたあと、カーサは気持ちを切り替かえるように両手を腰に当てた。


　ちらりと東南の方向へ首を向け、


「……ザザの奴、柄がらにもなくシリアスにやってるようだ。仕方ない。こちらもおふざけは止やめにしよう。──という訳で、ミミコ。悪いが、無理にでも同行してもらうぞ。ついでに、そっちのちびもな」


　古い悪友と交わすような親しげな微笑は、ミミコがカーサと対面したとき、いつも彼女が浮かべていたものだ。コタロウが歯を食いしばり、「兄者っ。早く！」とつぶやいた。


　ミミコはゆっくりと深しん呼こき吸ゆうした。


　いま自分にできること。それは、ジローの到とう着ちやくを待つことだ。彼が来るまで、時間を稼かせぐことだ。カーサがそんな猶ゆう予よを与あたえるはずがないと百も承しよう知ちの上で、それでも、やるしかない。


　では、具体的には？　ミミコの鼓こ動どうが加速する中、彼女が長年鍛きたえ抜ぬいてきた調停員コンプロマイザーの頭ず脳のうが高速で回転した。


「……カーサさん」


「ミミコ。悪いが、今回だけは君の時間稼ぎには付き合え──」


「あのダンピールの子は、どうしました？」


　会話を遮さえぎろうとしていたカーサが、思わず絶ぜつ句くした。


　目を見開いて、ぽかんとなる。鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったようだ。カーサにこんな顔をさせられる者は、人だろうと吸血鬼ブラツク・ブラツドだろうと、滅めつ多たに存在しない。


　やがてカーサは弛し緩かんし、我が慢まんできない様子でクククと笑った。


「……クッ。ククク……アハハハハ！　ああ、やれやれ。まったく君は大したものだな！　言葉の力というものを、実に巧うまく使う。その件けんを聞かれたんでは、答えない訳にはいくまい。もちろん無事だよ。いまも、家族と共にいる」


「家族？　あの子はいったい……」


　ミミコが続けて問うと、カーサは懐なつかしそうな顔になった。


「覚えてるかな？　前に特区で会ったとき、言ったことがあったろう？　妹が世話になった、って」


　カーサは優やさしい面持ちで答えた。


　ミミコはとっさに思い出すことができなかったが、


　──あっ。


　と記き憶おくを掘ほり返した。


　特区が陥かん落らくしたときのことだ。カーサはセイを罠わなに嵌はめるべく、魔術でヒバリの姿になって、調停部にいたミミコに接せつ触しよくしてきたことがあった。あのときカーサは、「妹が世話になった」とミミコに礼を述べたのだ。


　あのときは何を言っているのかわからなかった。


　しかし──


「い、妹って……でも、あの子は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』じゃ……!?」


「うん。厳げん密みつには違ちがう。でも、私たちにとっては、愛いとしい妹なのさ。王女と言ってもいい」


「王女？」


　聞き返したあとしばらくして、急にミミコは理り解かいした。理解し、驚きよう愕がくした。


「まさか……九龍王の!?　で、でもっ、それならあの子だって半分は──」


「違う。彼女には、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の血は流れていない」


「どういうことなの？」


「わからないか？　王がまだ人だったときの子なんだ。あいつと……私の孫に当たる女吸血鬼の間に生まれた子。それが彼女だ。名前は、ワイン。覚えておいてやってくれ」


　カーサは、本当にごく親しい友人に話すような口振りで、わずかにはにかむ様子さえ見せながら話した。ミミコは信じられない思いで、カーサの台詞せりふを聞いていた。


　──九龍王が、人だったときに……？


　それは、まったく予想もしていなかった言葉であり、想像していなかった光景だ。


　ミミコにとって──いや、『九龍の血統』を除のぞく世界中の人間と吸血鬼にとって、九龍王とは、謂いわば悪の象しよう徴ちようである。人間社会を混こん乱らんに陥おとしいれ、月下の血族社会に騒そう乱らんを持ち込んだ元げん凶きよう。数えきれぬ血を流した、流血の狂きよう王おうだ。夢ゆめの中で対たい峙じした経けい験けんがあるミミコでさえ、彼は「王」という超ちよう越えつ的な存在だと、最初から認にん識しきしていた。個人としての人格など、考えたこともなかった。


　だが、以前もカーサは言っていたのだ。始祖ソースブラツドは、その者の想おもいと世界の要望が合がつ致ちしたとき、転化して誕たん生じようすると。


　始祖は特別な存在である。しかし、神仏ではない。人と同じ感情、喜き怒ど哀あい楽らくを持っているのだ。時には誰だれかを愛し、結ばれて、子を儲もうけることもあるのである。少なくとも、ミミコがもっともよく知る始祖は、いつも楽しげに笑い、周りの者たちに惜おしみない愛情を向けているではないか。


　──あの子も……


　ミミコがあのダンピールの少女──ワインと出会ったとき、彼女は第十一地区イレブン・ヤードを捜さがしていた。父親の眠ねむる場所を。それに……そうだ。姉がいるとも言っていたではないか。家族のことも口にしていた。とても大切に。愛いとおしそうに。


　──あの子だけじゃない。


　目の前のカーサにせよ、凶きよう悪あくな吸血鬼に違いはないが、魅み力りよく的な一面を持っていることは否ひ定ていできない。他の吸血鬼たちも同じだ。個人差はあるとしても、多かれ少なかれ、血を吸い、暴力を用い、裡うちに獣じゆ性うせいを秘ひめている。人間とは違う種だが──人間とわかり合うことができる。


　──このひとたちも……


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とて、ひとつの血族である。現に『南の朱あけ姫ひめ』は、彼らを「『導どう主しゆ』の血族」と呼よんでいた。


　禍まが々まがしく、哀かなしい業ごうを背負ってはいるが、彼らも、吸血鬼なのだ。


　ミミコが何人も見てきた、月下の住人なのである。


「どうした、ミミコ？　それほどショックな内ない容ようだったとも思えないが」


　カーサは片かた方ほうの眉まゆを持ち上げ、からかう口調で言った。彼女の声や態たい度どには、世界を敵に回して戦う者の太ふて々ぶてしさが、瑞みず々みずしい英えい気きとなってにじんでいる。


　災いをもたらす血族。人と吸血鬼、共通の敵。


　しかし、彼らにとってそれは、避さけて通ることのできない運命でもあったのだろう。


「あたしに……」


　気がついたとき、意識することなくミミコは口走っていた。


「あたしに、できることはないの？」


「なに？」


　カーサが不意に険けわしい眼まな差ざしになった。しかし、ミミコは怯ひるまなかった。カーサが見せた繊せん細さいな過か敏びんさに、気づきもしなかった。


「あたしは……あたしは『カンパニー』の代表になって『乙メイ女デン』なんて呼ばれてるけど、ほんとはただの調停員コンプロマイザーよ。吸血鬼のために、人と吸血鬼や、吸血鬼同士のトラブルを調停するのが仕事なの。人と吸血鬼が一いつ緒しよに暮くらせるように──赤い血レツド・ブラツドと黒い血ブラツク・ブラツドが共存できるように頑がん張ばって骨ほねを折るのが、あたしの本当の仕事だわ」


「……だから？」


「だから、その……もちろん、あなたたちは罪つみを犯おかした。数え切れないぐらい。その罪は罰ばつに値あたいするだろうし、償つぐなわなきゃならないけど……でも、あなたたちが犯した罪と、あなたの血族の尊厳は別のものだわっ」


　カーサの白はく皙せきに戸と惑まどいが過よぎった。しかもその戸惑いには、不安の色が混じっていた。誇ほこり高い彼女が、まず他者に見せることがない種類の表情だ。


「……私たちと講和すると言うのか？」


「違ちがう。そうじゃないの。あたしたちは戦うわ。あなたたちの好きになんて、絶対にさせない。……ただ、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に対して──『導主アダム』の血族に対して、あたしにできることは何かないか考えたいの。血を吸った相手を転化させたり、乱を好む性質があったり、『導主』の血が罪深い血なのは、残念だけど間違いないでしょう。けど、あなたたちは罪を犯したから悪いんであって、『導主』の血だから悪い訳じゃない。あなたたちの罪に荷か担たんする気はないし、許ゆるすつもりもないわ。でも……それとは別に、力になれることがあるなら……」


　──何言ってるんだ、あたしは。


　戯ざれ言めいた言葉の羅ら列れつ。気持ちが上う手まく言葉にならない。感情と理り屈くつが嚙かみ合わない。ほとんど支し離り滅めつ裂れつになりながら、ミミコはもどかしく言い募つのった。


　あるいはそれは、ミミコの勘かん──調停員としての直感が、カーサたちの立場を見抜いた結果だったのかもしれない。「宿命的に弱者」と始祖ソースブラツド自らが認めた、彼女の血族の素性を。


　だから、一人の調停員コンプロマイザーとして、弱い立場の吸血鬼ブラツク・ブラツドを見み過すごすことができなかったのだ。


「……ミミちゃん」


　コタロウが驚いた顔で、ミミコを見ている。サユカやバウワウやナナも、息を詰つめて二人のやり取りを見守っていた。


　カーサは口を挟はさまなかった。


　ミミコの言葉に耳を傾かたむけるカーサの顔には、いかなる表情も浮うかんでいない。視線はミミコの瞳ひとみに据すえられていたが、視経侵攻アイ・レイドで彼女の真意を暴あばこうとする素振りは見せなかった。


　ミミコが言葉を尽くして口を閉とざすと、カーサも目を閉じる。そして、じっと何かを嚙かみ締しめるように押おし黙だまった。


　無言の吸血鬼を、月光が優しく照らす。


　精気に溢あふれた翠みどりの双そう眸ぼうを閉ざすと、カーサはまるで、月の女め神がみを象かたどった氷の彫ちよう像ぞうのようだった。美しい。カーサの姿に目を奪うばわれながら、ミミコは素直にそう思った。生物とは思えない、無機的で透とう徹てつで、儚はかない陽かげ炎ろうのような美だ。


　やがてカーサが目を開けた。彫像に命が吹ふき込まれた。


　さっきまで感じていた恐きよう怖ふは、ミミコの中から去っている。カーサはそっと唇を持ち上げた。


「では約束をしてほしい」


「……約束？」


　ミミコが問い返した。カーサはミミコを正面から見つめた。


「いつの日か、君の前に罪なき『導主』の子が現れたとき、その子の力になってやってくれ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と『乙メイ女デン』としてではなく、どこにでもいるただの吸血鬼と、酸すいも甘あまいも嚙み分けたベテラン調停員として」


　そのときのカーサは、ミミコの知らない顔を見せていた。ミミコには知ることができない顔。九龍の血を受ける前の──ジローやアリスたちの側にいたころの、孤こ独どくで捻ひねくれた混血児の顔だ。


　もっとも……


「──いや」


　急に自じ嘲ちようめいた表情を浮かべ、カーサは黒い唇を皮肉っぽく歪ゆがませた。


「ありもしない未来を語っても仕方ないな。道はとっくに分かたれている。多分、ずっと前から」


　そう言い終えたときには、カーサからかつての面おも影かげは消えていた。そして、いつになく冷たい表情になり、「これくらいにしておこう」と何かから逃のがれるように言い放った。


「君と『賢けん者じや』の身み柄がらを預あずかる。抵てい抗こうはするな」


　高圧的で凍いて付いた声だった。二人の間の会話と交流を、一方的に断たち切る声。にもかかわらず、そのときのカーサは寂さびしそうに見えた。


　ミミコを見据える双眸の奥おくに、果てしない虚こ空くうを感じる。その虚空の中で、剝むき出しの魂たましいがじっと極ごつ寒かんに耐たえているように思えた。


「……ミミコさん……逃にげて」


　動けないサユカが唸うなり声を上げた。


　たちまち、目を背そむけていた現実が戻もどってきて、悪意に充みちた嘲ちよう弄ろうを浮かべる。ミミコは唇を嚙んだ。確かに触ふれた何かが、指の間からこぼれ落ちた気がした。形の見えない喪そう失しつ感が、剃かみ刀そりのように胸むねを傷きずつけた。


　だが、そのときだ。


　まるで、失った何かと入れ替かわるかのように──


「──なに？　ザザ？」


　驚いた声でカーサがつぶやき、後方を振ふり向いた。えっ、とミミコもつられてカーサの背後を見やる。


　その直後、カーサの後ろ──彼女が足場に使ったフェンスの五メートルほど上の空間に、淡あわい光の束が生じた。


　縮地法の光だ。


　事態を察したバウワウが、『ウォーカーマン』に備そなえ、魔術に干かん渉しようしようと両りよう腕うでを伸のばした。「馬ば鹿か、なぜっ!?」とカーサが慌あわててバウワウを牽けん制せいしに動く。


　そのき、ミミコはとっさにカーサの行く手を遮さえぎった。


　考えてしたことではなく反射的な行動だった。しかし、自殺行こう為いには違いない。カーサが舌打ちして動きを止めなければ、ミミコはカーサにぶつかって大怪け我がを負っていただろう。


「抵抗するなと言ったぞ！」


　カーサが一いつ瞬しゆんで体を入れ替え、ミミコの手首をつかんで捻ねじり上げた。ミミコが呆あつ気けなく悲鳴をもらした瞬間──


　ミミコの手首をつかむカーサの指が強こわ張ばった。


　手を放して、飛び退すさる。直後、彼女がいた位置に鈍にぶい光の矢が飛来し、硬い音を立ててアスファルトに突き立った。


　ミミコの足下で、彼女を守るかのように屹きつ立りつするそれは、ひと振りの日本刀。


　水銀を溶といたような刀身を、月光の滴しずくが涼すずしげに滑すべり落ちた。


　バウワウがぽてんと尻しり餅もちをつく。


　ナナが目を丸くする。


　サユカが全身に怖おぞ気けを走らせ、


　コタロウが大きく息をのむ。


　カーサは牙をのぞかせて、突き立った日本刀をにらんだ。そして、額ひたいに前まえ髪がみを落としたまま、鋭するどく背後を振り返った。


「……え？」


　ミミコがつぶやいて、ゆっくりと首を巡めぐらせる。


　頭上の光はすでに消えている。代わりに、光が発生した空間の真下──フェンスの少し手前に、一人の青年が立っていた。


　乱れた長ちよう髪はつと、強い光を放つ双眸。四し肢しはしなやかに長く、屹立する佇たたずまいは巌いわおのように揺ゆるぎない。


　全身からわき上がる鬼き気き迫せまるオーラが、ここに来るまでの激戦を物語っていた。尋じん常じようならざる迫はく力りよくが、人と吸血鬼ブラツク・ブラツドの別なく、見る者すべてを無言の裡うちに威い圧あつした。


　グローブを塡はめた右手が胸むな元もとに伸のび、金色の鎖くさりを外して、漆しつ黒こくのマントを取る。脱ぬぎ捨てたマントが翻ひるがえって宙を舞い、舞ぶ台たいの幕を落としたかのように、アスファルトの上に着地した。


　マントの下から現れたのは、赤いスーツ。


　月下に熱と輝かがやきを灯ともすかのような、鮮せん烈れつな深しん紅くのスーツだ。


「兄者！」


　コタロウが破は顔がんして叫んだ。弟の歓かん喜きに、兄はしっかりと頷うなずいて応こたえた。


　そして、


「……遅ち参さんしました、ミミコさん。もう、大丈夫です」


「ジローさん……」


　それっきり、ミミコは言葉を続けることができなかった。それどころか、ジローの姿を見ることさえできなくなった。


　馬ば鹿かみたいに涙なみだが溢あふれてきた。





２







「……ミスったな。私としたことが」


　いや、それとも自分らしいだろうか？　肝かん心じんな所で、詰つめを誤あやまる。


　カーサは速すみやかにショックから立ち直ると、慎しん重ちようにジローと向き合った。


　視線は向けずに、ミミコやコタロウとの位置を計る。二人に駆かけ寄より、かっさらって離り脱だつするのは、もう難むずかしい。盾たてにすることなら可か能のうだが──プライドが許ゆるしてくれそうにない。それは、安っぽいプライドだとしても、自分の核かくを成すものだ。利口ぶって、なんでもないように手放して良いものではない。


　つまり、


「やるしかないか。ま、それもいい」


　むしろ望むところだ。カーサは強制的に身体からだの力を抜いた。


　感情を交えぬ声で、


「ジロー」


　ジローがこちらを向いた。


　香ホン港コンでも見たが、『血』の暴ぼう走そうが残した爪つめ痕あとは激しい。人相すら変わっている。


　ただ、外見がどれほど変化しようと、根本にあるものは変わっていないように見えた。それこそ、十二年前の香港から、何ひとつ変わっていないように。


「さっきの縮地はどうしたことだ？　まさか、『西の虎こ仙せん』に仕し込こまれたのか？」


「…………」


　ジローは答えない。強いくせに静かな眼差しで、黙だまってカーサを見返している。その態度が示すものが、断絶なのか、それとも別の何かなのか、カーサには判断することができない。


　なら確かめるとしよう。言葉ではなく力で。


　カーサは息を吸すって、吐はいた。


　戦術を立て、魔力を練り、話術を用いながら自分の得意なペースへ引きずり込む。わざわざ考えるまでもなく脳のう裏りに浮かぶいくつものプランを、しかしカーサは守れなかった。気がついたときには磁じ力りよくで吸い寄せられるように、ふらり、とジローに向けて身体が傾かたむいていた。


　そのまま走り出し、加速。接せつ近きんする。ジローがスッと腰を落として迎げい撃げき姿し勢せいを取る。カーサの心しん臓ぞうが大きく跳はねる。


　戦いが始まった。


　それも、剣けんでも魔術でもない、格かく闘とう戦だ。


「──ヒュッ！」


　ジローの首筋目がけて放たれた、カーサの鋭い回し蹴げり。ジローが左ひだ腕りうでを上げて、カーサの蹴りを受ける。衝しよう撃げきがジローの身体を縫ぬい、アスファルトに亀き裂れつが走る。が、ジローは構えたまま動かない。完全に受け止めた。


　のみならず、ジローの全身から、血が弾はじけるように眩霧リーク・ブラツドが噴ふん出しゆつした。しかも、噴き出した眩霧リーク・ブラツドは、蠢うごめき、うねり、蛇へびのように鎌かま首くびをもたげる。カーサは強こわ張ばった顔で獰どう猛もうな愉ゆ悦えつを浮かべた。伝説に語られる猛もう獣じゆうと出会った、凄すご腕うでの狩人かりゆうどのように。


「ミミコさん。コタロウ。下がって下さい！」


　カーサを見据えたままジローが叫んだ。


　受け止めた蹴り足を押おし返し、体勢を崩くずしておいて拳こぶしを叩たたきつける。カーサはひらりと躱かわす。が、躱しつつも後ろには下がらない。間合いを維い持じしたまま、次の攻撃に移る。次の。また、次の。


　カーサの突き出す手刀を、右手で弾はじくジロー。ジローの繰くり出す蹴りを、腕で流すカーサ。膝ひざ蹴げりを手のひらで止め、肘ひじ打ちを屈かがんで躱す。つかんだ手首を外し、ローキックを脛すねで弾き返す。突き上げられた靴くつ底ぞこがあご先を掠かすめ、突き込まれた掌しよう底ていが内臓を揺ゆさぶる。


　肉と肉が打ち合う音。夜気が裂さかれる音。短く切れの良い呼気。くぐもった呻うめき声。


　肉体が接触するたびに、熱と衝撃が互たがいの間を行き交かった。意識せずとも念が迸ほとばしり、打撃の威い力りよくを増すと共に、相手のリズムを崩しにかかる。負けじとそれぞれの心臓がペースアップ。敵の攻撃を撥はね返すほど強い鼓こ動どうを刻きざみ始める。


　鼓動と鼓動のぶつかり合い。互いの心臓が直接繫つながって、相手を押し潰つぶそうと圧力を上げている。カーサの動きも、魔力も、思考までもが、心臓の鼓動にのみ込まれた。存在そのものが血流となって、強く、激しく、脈動した。相手の心臓──ジローをも、のみ込んでしまおうと。


　しかし、


「……行くぞ、カーサ」


　初めて、ジローが声を掛かけた。底冷えする眼光が、危険なほどに鋭さを増した。


「なにっ？」


　カーサが反射的に警けい戒かいした次の瞬間、ジローの全身が炎えん上じようしたかのように眩霧リーク・ブラツドが吐はき出された。


　気配が一気に複雑化し、密みつ度どを増し、膨ぼう張ちようして弾けそうになる。その気配に当てられるだけで、未み熟じゆくな吸血鬼は灰はいになりかねない。そんな猛もう毒どくじみた眩霧リーク・ブラツドが、大だい蛇じやとなってあぎとを広げた。


　ジローが手た綱づなを放したのだ。『賢者』から預あずかる、月下の『血』。そのすべてが襲おそいかかってきた。


「くそっ!?」


　カーサが慌てて間合いをあける。追うようにジローの正せい拳けん突づき。なんの術も用いないただの拳が、込められた途と方ほうもない出力の念でカーサの全身を打ちのめす。とっさに張った思念の防ぼう壁へきが、圧力に負けてぐしゃりと潰された。衝撃で脳まで揺さぶられ、カーサは派手に吹ふき飛ばされた。


　ジローが追撃。人の形をした吸血鬼を、人ならざる怪かい物ぶつの気配が鎧よろっている。だが、カーサも魔術の天才だ。瞬しゆん時じに魔力を練り、術を放った。


　研ぎ澄すまされた念動の槍やりが、槍やり衾ぶすまとなってジローを迎むかえ撃うつ。すると、ジローを覆おおう念動が、ぐわりと巨きよ大だいに膨ふくれあがった。野生動物が敵を威い嚇かくするような変化。膨れあがった念動は無数の首を持つヒドラと化し、カーサの放った念動の槍をひとつ残らず嚙かみ砕くだいた。


　しかもそれは、魔術ではない。『血』の本能が勝手に反はん応のうしているのだ。ジローは念動の鎧よろいをまとったまま、一直線にカーサに突とつ進しん。黒い双眸は、ただ愚ぐ直ちよくにカーサのみを見据えている。


「ちい！」


　カーサの心臓が早はや鐘がねを打った。


　同時に三つの魔術を展開。念動の礫つぶてを散さん弾だんの如ごとくばらまき、『魔女の霧』をアスファルトに溢れさせてジローの動きを妨ぼう害がい。さらに、霧の幻げん影えいを発生させ、移し身で複数に分身した。


　シンガポールで経験したアンヌ・ウォーロックとの魔術戦は、カーサの技量を以前とは比ひ較かくにならないほど高みへと押おし上げていた。また、戦いのあと吸収した元長老の血によって、魔力そのものも大おお幅はばに増強されている。いま現在カーサの魔術は、並の魔ま術じゆつ師しが束になってかかったところで敵かなわないほど強大なものに成長しているのだ。


　しかし、対するジローに力を与えているのは、月下の歴史そのものである。幾いく星せい霜そうという時間をかけて『賢者イヴ』が拾い集めた、あらゆる血統のエッセンス。吸血鬼ブラツク・ブラツドという「存在」の集結なのだ。


　カーサの魔術は次々突とつ破ぱされ、左腕のひと薙なぎで、霧の分身も搔かき消された。そのときには本体はなんとか攻こう撃げき範はん囲いから逃れていたが、ダメージを与えるどころか、ジローの気配は力を増している。次から次へと溢あふれ出る固形化しそうな濃のう密みつ度どの眩霧リーク・ブラツド。それは、ジローの心臓が火を噴ふく火口とすれば、灼しやく熱ねつのマグマさながらだった。


　カーサはやむなくバックステップで後退。後退するカーサをジローが追い、彼よりさらに早く、眩霧リーク・ブラツドが追いすがる。次々に肉にく薄はくして牙を剝むくヒドラの首を、カーサは片っ端ぱしから叩たたき落とした。だが、間合いが詰つまるに連れ、防ぼう御ぎよが追いつかなくなる。ついに念動の牙がカーサの肩に食いついた。「ぐっ!?」とカーサは異様な悪お寒かんと痛いたみに顔をしかめ、手刀でヒドラの首を叩き切った。


　しかし、一度捕つかまると隙すきができる。ひとつの首を相手する間に、ふたつの首が。ふたつの首を相手する間にみっつの首がカーサを襲おそい、その間にもジローは彼女との距きよ離りを急激に詰めてくる。


　だが、


「姉上！」


　横から日本刀の斬撃が割って入った。対岸にいたハンスだ。ジローの出現を知って、慌てて駆かけつけたのである。


　ハンスの居い合あいに、ジローは即そく応おう。カーサの蹴りを受け止めたのと同じように、腕で、刃を正面から受けた。


　肉が裂さけ、血が飛び散り、骨ほねに直接衝撃が伝う。ガキリと刃やいばを食い込ませたまま、ハンスはさらに突進の勢いと念動を乗せてジローを攻め立てた。


　刃と骨の競せり合い。しかし、ハンスが啞あ然ぜんとする前で、腕を伝う流血がどろりと脈動する。出血が激しさを増したかと思うと、食い込む刃を、血が、押し返した。


「なっ──」


　ハンスが絶句した瞬間、ジローの足が跳はね上がった。つま先がみぞおちに吸い込まれる。ハンスの身が折れ、後方に吹き飛ぶ。ジローもまた横っ飛びで追撃。腕を振ふり上げ、五本の指を牙のようにハンスへ叩きつける。


　しかし、ハンスに届く直前、カーサがジローの視界を霧で塞ふさいだ。


　カーサは念動でハンスを安全圏けんに突き飛ばした。同時に霧の重量を増してジローを抑え込もうとするが、効果なしと見て直接攻撃する。飛び込んで、蹴り。念動のヒドラがカーサを迎撃。躱かわし、かいくぐってジローに密みつ着ちやくした。


　掌底を突き入れる。


　ドスンと鈍にぶい手て応ごたえが返った。ヒットした瞬間、直接体内に念動を叩きつけようとしたが、あえなく内圧に弾き返された。外から念を送り込む余地などないほど、ジローの体内は『血』の力で荒あれ狂くるっている。


　再びジローの攻撃。カーサはジローの乱打を捌さばこうとするが、ヒドラが邪じや魔まをする。復活したハンスが後方からジローを攻せめたが、ジローが反応するまでもなくヒドラが反撃して足止めされた。


「──ええいっ！」


　カーサは全力で念動を放射した。


　夜気が唸うなり、絶ぜつ叫きようを上げる。足下のアスファルトがバラバラに粉ふん砕さいされる。


　カーサは怒ど濤とうの念動でジローとヒドラの動きを止め、その隙になんとか間合いをあけた。ハンスも呼応して一度距離を置いた。


「あ、姉上っ。こやつは──!?」


「わかっている！　一瞬たりとも気を抜くな。死ぬぞ！」


　カーサとハンスはジローを前後から挟はさんで緊きん迫ぱくした声を交わした。二人の敵に挟まれたジローは、低い声で唸りながら、熱い息を吐き出した。


　まだ突き立ったままだった愛刀に近づき、おもむろに抜ぬき放つ。刀身が震えるように輝いた。まるで、血に飢うえた魔物が解かい放ほうを喜んでいるようだ。ジローの『血』は一いつ瞬しゆん怯ひるむも、すぐさまいままでより猛たけ々だけしく、無言の雄お叫たけびを月下に放った。


　銀ぎん刀とうを手にしたジローが、双眸をカーサに向ける。


　カーサは戦せん慄りつを禁きんじ得なかった。


　ジローの長い黒くろ髪かみは、電流を通されているように逆さか立だっている。双そう牙がは唇くちびるを割って伸び、感じる気配は怪物そのもの。目を閉じれば、そこにいるのがジローだとは思えないほどである。


　ただ、カーサを見据える真しん剣けんな瞳にだけ、彼女の知る青二才の光が宿っていた。


「──返してもらうぞ、カーサ」


「な、なに？」


「預けていたものを。弟も、特区も……そして、勝負の決着も」


「…………」


　カーサがぐっと唇を嚙み締める。


　それから、ゆっくりと息を吐き出した。


　もう一度、全身の力みを解放し、前髪を指で搔かき上げる。身体を流れる血に、紛まぎれもない恐怖が混じっていた。手足の末まつ端たんには痺しびれが残り、わずかな手合わせで泥どろのような疲ひ労ろうがこびりつき始めていた。まるで、何日間にもわたる戦闘を、凝ぎよう縮しゆくして経験したかのようだ。神経がピリピリと張り詰つめているのがわかった。


　しかし、カーサの胸は高鳴っていた。息は熱く、肌はだは汗あせばみ、頰ほおはわずかに紅こう潮ちようして、翠みどりの瞳が潤うるんでいた。


　互たがいの血と汗を混ぜ合わせるような、どろどろの死し闘とう。勝者の未来にも忘わすれられぬ傷きず跡あとを残すような、取り返しのつかない戦い。


　それはきっと、互いの血を口にし合う以上に──あるいは血の共鳴よりもさらに密な、他では味わうことのできない何かに違いない。そんな戦いを、外でもない、ジローと繰くり広げられるのだ。百年の仇きゆう敵てきであり、旧きゆう友ゆうであった男と。


「……上等だ」


　カーサは舌したなめずりをして、己おのれを奮ふるい立たせた。


　一匹ぴきの獣けもののように。ジローに負けない、怪物のように。


「ハンス。手出しは無用だ」


「姉上っ。それは……」


　ハンスは反論したが、カーサは耳を貸さなかった。


　双眸が針の如く細められる。呼吸を整え、全神経を収しゆう斂れんさせる。


　ジローが吠ほえた。


　カーサが応じた。


　二人は同時に、弾けるように動いた。カーサは雌し雄ゆうを決すべく、眼前の戦いに没ぼつ頭とうする。ジローのことだけを思う。過か去こも、現げん在ざいも、未来も。他の何もかもを忘ぼう却きやくして。


　だが、





「そうではないっ。頭を冷やせ、カーサ」





　深いバリトンが月下に響ひびいた。


　同時に、念動で形成された竜巻が、いくつも駐ちゆう車しや場じように飛来する。傲ごう然ぜんと夜気を切り裂さき、フェンスを粉砕して巻き上げる竜たつ巻まきの群むれ。念動の竜巻群は、訓練された猟りよ犬うけんのように四方からジローに襲いかかった。


　ジローはすぐさま表情を引き締しめ直し、銀刀を頭上に掲かかげる。そして、その場でアスファルトに足を踏み降ろし、


「──チェアッ！」


　と切っ先で弧こを描えがきながら銀刀を振ふり下ろした。


　わずか一刀のもとに、すべての竜巻が斬きり崩くずされた。剣けん圧あつが風を巻き、攻めようとしていたカーサの長髪がなびいた。が、そのときばかりはカーサも、ジローに集中してはいられなかった。


「まさか」


　とカーサがつぶやいた。


　ジローが視線を頭上に上げる。すると、運河の対岸から、カーサと同じ軌き道どうを取って、巨大な人ひと影かげが宙ちゆうに舞った。


「ダール！」


「兄上!?」


「二人とも、下がれ！」


　カーサとハンスに大声で答えたのは、姉きよう弟だいの三番目、ダール・ディーンだ。香港からの縮地で行方ゆくえ不明となっていたダールの登場に、姉と弟は目を瞠みはった。


　他方、九龍王たちの事情を知らないジローは、ただちに新たな敵に牙を剝く。


「ダール卿きようっ」


　叫び、空中でダールを迎え撃つべく、アスファルトを踏み割る勢いで、ジローは空に跳ねた。


「待たせたな、『銀刀』」


　迫るジローに、ダールは空中でニヤリと骨太な笑みを浮かべた。


　赤いスーツと白いコートが、運河の上で交差する。銀刀と三日月刀が、月下に光の筋を引く。


　ところがダールは、刃が嚙み合ったかと思った直後には、するりと剣を引き、体を入れ替えた。二の太た刀ちを振るおうとするジローを念動で牽けん制せいしながら、すれ違う。そして、注意はジローに据えたまま、運河を飛び越こえてカーサたちの側に着地した。


　反対に、ジローは対岸の倉庫の屋根に降りる。獲え物ものを逃にがしたジローの『血』が、悔くやしげにのたうった。


　駐車場に降り立った兄に、ハンスが喜色を浮かべて駆け寄った。


「兄上！　よくぞご無事で」


「うむ。心配を掛けた、ハンス」


　ダールは頼たのもしい笑顔で応えた。彼の方も、特区に辿たどり着くまで気が気ではなかったのだろう。笑顔には隠かくしきれぬ安あん堵どが混じっている。


　しかし、それで油断するほどダールは甘くない。わずかな会話の間にも、持ち前の高出力で念動を繰り出してジローを対岸に釘くぎ付づけにすることは忘れない。それも、ジローを直接攻撃するような真ま似ねはせず、彼の足場──倉庫を破は壊かいすることで、彼が反撃する機先を制した。


　轟ごう音おんと共に粉ふん塵じんが夜空に舞まい上がり、赤いスーツ姿が瓦が礫れきに埋うもれる。


　その隙に、


「カーサ。状じよう況きようを」


　カーサはまだダールの登場に心がついていかなかった。「ダール……」と忘ぼう我がの体で巨きよ漢かんを見やっている。それほど、さっきの一瞬──ジローと激げき突とつ寸すん前ぜんだった彼女は、戦いに没ぼつ頭とうしていたのだ。


「カーサ！　状況を伝えろっ」


　ダールが厳きびしい声で促うながした。カーサがビクリと身体からだを震ふるわせ、慌てて弟に思念を送った。


　ダールは瞬時にカーサたちの置かれた状況を把は握あく。視線を吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの戦場と化した駐車場の隅すみに巡めぐらせた。


　立ち並ぶ倉庫の、閉ざされたシャッターの前。そこでは、縛いましめから解き放たれたサユカに守られながら、ミミコとコタロウ、バウワウとナナが、息をのんでジローの戦いを見守っている。


　ダールは苦々しく、


「カーサ。血ち迷まようのもいい加か減げんにしろ」


「な、なんだと？」


「ザザの指し示じが全面的に正しい。いま『銀刀』と正面からぶつかってどうする？　目的を見失うな」


　ダールがカーサにこれほど手厳しい意見を告げるのは珍めずらしい。ハンスが思わず二人を見み比くらべたほどだ。


　カーサは幾いく分ぶんムキになって、


「『賢者』と『乙メイ女デン』をさらって逃げるのを、奴やつがすんなりと見み逃のがすと思うかっ？　特区を脱だつ出しゆつするためには、結局奴を倒たおしておく必要があるはずだ！」


「まず『銀刀』を叩き、然しかるのち捕ほ虜りよを確かく保ほするというのはわかる。俺が言っているのは、お前の態度だ。さっきも言っただろ。『そうではない』と」


　姉の強い口調にも、ダールは動じなかった。


　落ち着き払はらった態度で、


「すでに奴の力の正体は、香港で見抜いているはずだ。ならば、適正な戦術というものがある。お前がそこに思い至いたらぬのは、単に私し情じようが絡からんでいるからだ」


　ダール自身、ジローの恐おそろしさは身に染みている。香港では追い詰つめられたのだ。


　しかし、再びジローと対峙するダールには、不安の色は見当たらない。カーサは「何を……」と言い返そうとしたが、そんな余よ裕ゆうは与えられなかった。


　対岸で崩ほう壊かいした倉庫が爆発。瓦が礫れきが吹き飛び、運河に幾いくつも水柱を立てる。そして、爆ばく炎えんの如ごとき『血』の力を漲みなぎらせ、赤い吸血鬼ブラツク・ブラツドが雄叫びと共に大地を蹴った。


　運河の上を、ジローは矢のように飛来する。


　ダールは厳げん然ぜんと愛刀「ライオンの尾シヤムシール」を構かまえた。


　そして、


「カーサとハンスは俺の援えん護ごを。『銀刀』の暴走を加速させる」
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「……どうなってるの？　信じられないわ」


　率そつ直ちよくな驚きよう嘆たんをにじませ、サユカはつぶやいた。慣なれない念動の防ぼう壁へきを張り続けながらも、意識は戦場に向かっている。傍かたわらのミミコが、「えっ？」とサユカの横顔に目を向けた。


「どういうこと、サユカさん？」


「そのまんまよ。あの新しく加わったアラブ系けいの男は、九龍王の宿将ダール・ディーンでしょ？　長い時を生きた高名な古血オールド・ブラツドのはずだけど、『銀刀』は──望もち月づきジローは、彼を圧あつ倒とうしている。同じ古血オールド・ブラツド同士とはいえ、ダール・ディーンの方が遥はるかに格上のはずなのに！」


　目を針はりのように細めて、サユカは二人の戦いを説明した。


　正確には二人ではない。カーサともう一人の吸血鬼ブラツク・ブラツド──以前ヤフリーと共にサユカを追って来た『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だ。確か、ハンスと名乗っていた──にしても、戦せん闘とうから離り脱だつしている訳わけではない。主に剣を交えているのはダールだが、彼と連れん携けいして攻せめ込むこともあれば、後方から魔術の支し援えんも行っている。ダールとコンビネーションを組んで、ジローにプレッシャーをかけているのだ。つまり、実質的には一対三の戦いなのである。


「……にもかかわらず、望月ジローの優ゆう勢せいは明らかよ。『九龍の血統』の三人は、彼に翻ほん弄ろうされている。凄すごいわ」


　サユカはそう言って、首を振ふった。


　驚嘆──そして戦せん慄りつと畏い怖ふ。戦いを凝ぎよう視ししているだけで、息苦しくなってくる。


　しかし、


　──でも……妙みようだわ。


　自らの動どう悸きが早い。じわりと嫌いやな汗が浮ういてくる。理由のわからない不安感があるのだ。


　サユカは心臓の上に手を当てた。


　この不安感はサユカというより、自分の『血』によるものだろう。『血』が何かを訴うつたえている。『闘将』の『血』──ゼルマンの『血』が、サユカに警けい鐘しようを鳴らしているのだ。


　しかし、どうして？


　サユカはちらりと、ミミコを横目に見た。


　ミミコは、ハラハラしながら食い入るように戦場を見つめている。人間の動体視力ではろくに判別することもできないはずだが、見ずにはいられないようだ。さっき彼女がナナに告げていた言葉が、皮肉にも、早さつ速そく彼女自身に降りかかっていた。


　ただ、ジローが優勢だというサユカの報告を聞いたあとも、ミミコの顔色は一向に晴れなかった。


　戦場を見つめる表情が険けわしい。ジローの戦いを──というより、戦うジローを──見ているのが辛つらいようだ。


　想おもい人が傷つく姿を見たがる女はいないだろう。しかし、ミミコはこれまでに幾度もジローの死闘を目まの当たりにしてきたはずなのだが。


「……サユカさん」


　ぽつりと、ミミコが言った。


「なに？」


「ジローさんは……ジローさんは、大丈夫なの？」


　ジローたちから目を離はなせないまま、ミミコは恐怖を押おし殺して尋たずねた。「勝てるのか」ではなく、「大丈夫」という彼女の問いに、サユカは虚きよを突つかれた。


　慌てて他の者たちの様子を窺うかがう。すると、何もわからないナナはともかく、コタロウまで表情が優すぐれない。普ふ段だんの彼なら声を嗄からして兄にエールを送っていそうなものだが、いまはミミコ以上に不安そうな面持ちで兄の姿に見入っている。


　バウワウもだ。いや、バウワウがもっとも焦あせっているように見える。ヤキモキしながら、しかし何もできずに苦く悶もんしているようだ。


　──で、でも、なぜ？


　ジローはいま勢いに乗っている。敵は完全に守勢に回っており──その分決定打は与えられずにいるが、戦場を支配しているのは明らかにジローだ。次から次へと溢れ出る莫ばく大だいな『血』の力は、まさに圧倒的だった。


　それに、あの剣。ジローの二つ名となった日本刀もまた、直視しかねるほどの威圧感を放っている。ジローはその剣を、有り余る『血』の力を用いて、自在に操っているのだ。


　──確かに……確かに攻め切れてはいないけど……


　だとしても、このまま戦いが推すい移いすれば、自おのずからジローの勝利は確定する。少なくともサユカの目にはそう見える。何しろ、あれほどの力を振るいながら『血』の力は一向に衰おとろえる気配を見せないのだから。


　──そうよ。あれほどの力があれば……


　サユカ自身、『血』の力に身を任まかせて戦ったことがある。あのときの全能感は目め眩まいがするほどだった。あれ以来、サユカは戦闘の度たびに『血』の脈動に沿そって戦うよう心がけていた。そして勝ってきた。いまのジローも同じではないのか？


　だが、


　愚か者。


　心しん臓ぞうがドスンと大きく跳ねた。サユカの全身が感電したように痙けい攣れんした。


　──ゼルマン様!?


　心臓の脈動が激しく乱れる。呼吸すら難しくなる。サユカは慌てて防壁の維い持じに集中した。心を落ち着け、呼吸を整え、鼓こ動どうのリズムを──


　──リズム？


　サユカはハッとして、もう一度ジローを見やる。


　ジローの優位に変化はない。ジローの力は際限なく迸ほとばしり、心臓の鼓動は戦場を圧あつするかのように乱打している。


　そう、乱打しているのだ。


「……あ」


　対して、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちのリズムは緩かんき急ゆう自在。それでいて破は綻たんなく、一連の流れを構こう築ちくしていた。決して、ジローのリズムに振ふり回されてはいない。


　──しまった！　これは……!?


　それまで見えなかった部分が、ようやくサユカの目にも明らかになった。戦いを支配するのはジロー。しかしこの支配は、ジローの意思によるものではなく、『九龍の血統』たちによってもたらされているのだ。ジローは力を無理矢理引き出されている。莫ばく大だいな出力を、強しいられているのである。


　ダールを中心に連携を取る『九龍の血統』たちは、猛もう牛ぎゆうを翻ほん弄ろうする闘牛士マタドールのようだった。時に退ひき、転じて攻め、反撃を流し、巧こう妙みように力を誘ゆう導どうしている。限界までジローを猛たけらせ、間かん一いつ髪ぱつスルリと避よけているのだ。剣けんと『血』。その危あやういバランスで成り立つジローの力を、さらに際きわどいタイミングで狂くるわせ続けているのだった。自らも多大な危険に──敵の刃で肌を撫なでるような、死と紙かみ一ひと重えの危険に身を晒さらしながら。


「なんてこと……」


　一度視点を変えてみれば、ただ翻弄されているように見えていたダールたちの動きが、まったく違うものに見えてくる。それはまるで、緻ち密みつに計算され尽くした舞ぶ踏とうだった。薄はく氷ひようの上で舞う、美しく完成された、残ざん酷こくな剣舞だ。


　ダールの異いみ名ようは、舞踏戦士。


　それは何も、彼の個人的剣けん技ぎのみに由来している訳ではない。彼の戦術の中にあるとき、カーサもハンスも──ジローでさえも、彼の剣舞に取り込まれ、その意のままに舞い踊おどるのである。


　そして、


「兄者！　駄だ目め！」


　コタロウが叫んだ。ついにジローが限界を超こえたのだ。


　その瞬間、ジローの血管が破は裂れつし、全身が血ち飛沫しぶきに染まった。ジローの呻うめき声は、しかし、『血』のヒドラが上げた無音の雄お叫たけびに搔き消された。力の奔ほん流りゆうが無む秩ちつ序じよに吐き出され、周囲のアスファルトを埋うめ尽くすほど広がった。


「『銀刀』!?」


「ジローさん！」


　サユカとミミコが悲鳴を上げた。


　吐き出されたヒドラの群むれは、ジローを中心に大きくのたうっている。まるで死に際に足あ搔がく大蛇のようだ。しかも力の放出は止まらない。ジローは己に楔くさびを打つかの如ごとく、銀刀を逆さか手てに持ち、刃を自らの胴どうに向けた。


　しかし、そこにダールが飛び込んでくる。


　触れれば消し飛ぶかと思われるほどの荒れ狂う奔流を、ダールは眉まゆひとつ動かさずにかいくぐる。肉薄し、ここぞとばかりに曲刀を斬きりつけた。ジローはとっさに銀刀で受けようとする。


　だが、ダールは直接ジローを狙わなかった。突き出した曲刀を生物のようにしならせ、ジローの手から銀刀を絡からめ取って弾はじき飛ばした。そして、それ以上の追撃には固こ執しつせず、暴走する力の危き険けん域いきから速すみやかに退たい避ひした。


　銀刀を失ったジローは、その場に膝ひざを突いた。


　最後の防ぼう波は堤ていが決けつ壊かいした勢いで、力の放出が激しくなる。もはやそれは、力の放出というより、流れ出る血流だった。暴走の果てに瓦が解かいしたジローから、生命いのちが流れ落ちているのだ。


　──駄目だわ！


　これ以上はサユカの防壁も持たない。撤てつ退たいするしかない。そう判断した直後、ミミコがサユカの横を駆け抜けた。サユカは何が起こったのか、一瞬理解できなかった。


「ミミちゃん！」


　コタロウが真まっ青さおになって叫んだ。バウワウがぎょっとして止めようとするが間に合わない。サユカはあんぐりと口を開けた。


「何してるの!?　ミミコさん、戻って！」


「血を──！」


　サユカの怒ど鳴なり声に、ミミコは振り向きもせずに怒鳴り返した。


　血を与あたえるつもりなのか？　こんな状じよう況きようでどうやって？　そんなことでジローの暴ぼう走そうが収おさまるのか？　いや、そもそも辿たどり着く前に死んでしまう。力の奔流はジローにもコントロールできていないのだ。


　サユカはミミコの背中を追った。だが、追いつく直前、隣となりからヒヤリと殺気。ハンスだ。転ぶようにしゃがんだ頭上を、日本刀の斬撃が通り抜ぬける。サユカはアスファルトに身を投げ出した。


　視界が逆転して、天と地が逆さかさまに映うつる。頭上のアスファルトを、ミミコは振り向かず駆かけていく。真っ直すぐ、ジローの元に。


「ミミコさんっ！」


　サユカが絶叫した。


　ジローがミミコに気づいた。蒼そう白はくになって何か叫ぶ。同時に、ヒドラがミミコの上に鎌首をもたげる。跳はね起きるサユカ。その鼻先にハンスの切っ先が迫る。目まぐるしく揺ゆれ動く視界。あらゆる状況が崩くずれていく。


　もう駄目だ。


　サユカが絶望した瞬間、視界が淡い光に覆おおわれた。
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「また!?」


　ジローの足止めに失敗したのち本部に戻っていたザザは、カーサたちが戦う戦場で、またしても縮地の波動を感じとった。


「くそっ。誰なんだ、これはっ？　いまの特区に、縮地法を操あやつれる術者なんかいないはずだぞ！」


　ぬいぐるみに取り憑ついている龍りゆう王おうではない。他者の魔ま術じゆつに干かん渉しようするならともかく、いまの彼には、自力で術を行使する力はなかった。とはいえ、奇き門もん遁とん甲こう術じゆつは『真しん祖そ混こん沌とん』の血を引く者でなければ操ることはできない魔術だ。それも、血の濃こい者や魔術に秀ひいでた一部の者だけが用いられる高等魔術なのだ。


　ダール帰き還かんの朗ろう報ほうに沸わいていたヤフリーやワインも、ザザの苛いら立だちを目まの当たりにして口数が減へっている。ラウも厳きびしい顔で、ザザの報告に耳を傾かたむけていた。


「誰だ？　誰なんだ？　縮地を操る『真祖』の血族。しかし、この気配は『真祖』というより、まるで……い、いやっ。誰であれ、現在の特区にめぼしい吸血鬼など……」


　ザザは参さん謀ぼうとして、特区の戦力は残らず把は握あくしている。条じよ件うけんを無視したとしても、そもそも『銀刀』たちに助力できるレベルの吸血鬼ブラツク・ブラツドすら、現在の特区にはいないはずなのだ。


　ザザはぶつぶつと独ひとり言をつぶやきながら煩はん悶もんする。意味もなくコンベンションルームをうろつく参謀を、周りの者たちは無言で見守っている。


　すると、


　──ザザ兄ちゃん、ただいま。ジャネット・ハーゲンダルフの方には、手勢を差し向けておいたよ。もうすぐ報告が上がると思う。


　──あ、ああ。マーベリックか。ご苦労だった……


　マーベリックから思念が届とどいた。ザザは反射的に、弟の労をねぎらった。


　が、返事をしたあとで、ザザはぎょっとして問い返した。


　──ま、待て、マーベリックっ。ただいま？　ただいまって……！


　──え？　いや、だから。兄ちゃんの指示通り、不時着した『赤い牙レツド・フアング』の偵てい察さつに、元『赤い牙』の連中をさ。言ったじゃん。ちょっと情報管制室ここを離はなれるけど、何かあったら呼んでって……


　そうだ。マーベリックは情報管制室を空けていた。当然、レーダーからも。この間、特区は『結界』こそあれ、外部からの侵しん入にゆうにノーマークだったのだ。


　現在の特区にめぼしい吸血鬼などいない。では、特区の外には？　マーベリックが不在だった間に、特区の何者かに招まねかれ、『結界』を抜けた者がいたとしたら？


　いまこの大事に、特区に駆けつける可能性が高い者。


　特区奪だつ還かんの熱意に燃もえる者。


　高度な魔術に通じ、特区の地理に詳くわしく、ザザを出し抜く機転を持ち、且かつ、『銀刀』たちのこともよく知っている──


　直感が走った。


「まさか」


　ザザがつぶやく。


　同時に、アダムが立ち上がった。


　姉弟の視線が集中する中、王はおもむろに声を掛ける。


「ザザ。いいかな？」
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「……え？」


　気がついたとき、ミミコは倉庫の屋根の上にいた。


　足あし下もとの傾けい斜しやにバランスを崩して転びそうになる。ミミコがいたのは屋根の先せん端たんだ。下に落下しそうになり、慌あわててしゃがみ、手を突いた。


「な、なんで？」


　周りを見るとサユカとコタロウとナナ、それにバウワウが、それぞれ屋根の上──ミミコよりさらに頂上付近に座すわり込こんでいた。皆みな、判はんで押おしたように、呆ほうけた表情を浮かべている。


　それからミミコは我われに返り、


「ジローさん！」


　屋根の高さは十メートルほど。すぐ眼がん下かにはさっきまでいた駐ちゆう車しや場じようが広がっており、その中央に蹲うずくまるジローが見えた。カーサたちの姿すがたも。しかし、なぜか彼女たちは、ミミコたちと同じほど愕がく然ぜんとして、こちらを──屋根の上を凝ぎよう視ししているようだった。


「な、何があったのっ？」


　ミミコがサユカたちを振り返る。サユカたちは無言でこちらを見ている。ようやくミミコは気が付いた。サユカたちもカーサたちも、自分を見ているのではない。自分の背はい後ごを見ているのだ。


　気配がした。


　どっしりと大きい、頼たのもしい気配。


　その気配が揺ゆらぎ、


「──相変わらずの無茶ぶりだな、ミミコ君。まあ、暴走するまで止まらない、ジローの馬ば鹿かとは良い勝負か」


「……！」


　ミミコが息をのんで真後ろを振り返る。視界の端はしに辛かろうじて見えたのは、翻ひるがえる灰はい色いろのインバネスと、樫かしの木でできた杖つえの先のみ。気配とわずかな温ぬくもりを残し、すでに彼は、屋根から身を躍おどらせていた。


　ジローに向かって、飛ぶ。


　カーサやダール、ハンスは、とっさに手出しすることができない。そうでなくとも、いまやジローの周辺は『血』が荒あらくれるヒドラの海だ。近づこうにも近づけない。無論、彼とて簡かん単たんにはいかなかった。迫せまる異分子に気づいたヒドラは、ほとんど本能的に迎撃する構えを取った。


　すると彼は、手にしていた杖をヒドラに突きつけた。


　先端を動かし、空中に印を描えがく。ミミコは当然知らないが、それは、崑こん崙ろんに赴おもむく途と中ちゆうで、暴走しかけたジローの力を虎仙が空転させたときに描いたものと同じ印だった。


　襲いかからんとしていたヒドラが、印に誘導されて蜷局とぐろを巻く。しかし虎仙のときとは違い、誘導された先はジローの内部ではなく、あふれ出した外側だ。


　迸る力が、捻ねじれ、縒より合わせられて、激突する。ヒドラの首が互たがいに互いを嚙かみ合うように、力と力が弾けて爆ばく散さんし、一瞬の空白が生まれる。その隙に、彼はジローの眼前に着地した。


　ジローが蹲ったまま彼を見上げ、目め尻じりが切れるほどに目を見開いた。


　彼は悠ゆう然ぜんと笑い、


「あとは自分でやれ」


　杖を大きく振るった。


　杖の動きに合わせて念動がジローを捉とらえ、ゴムボールのように空中へと放ほうり出す。ジローが放り出された先には、ダールに弾き飛ばされた銀刀が転がっていた。


「クッ──!?」


　ダールが歯嚙みするが、どうしようもない。投げ出されたジローは受け身を取る素振りも見せず、必死に愛刀をつかみ寄せた。


　身内の怪かい物ぶつを鎖くさりに繫つなぐべく、刀身を胸に抱だきかかえる。凄すさまじい苦く痛つうのはずだが、反応はヒドラの方が顕けん著ちよだった。外に向かって暴走していた『血』の力は、銀刀という強敵に意い識しきを向け、結果ジローの支配下に戻ってきた。


　ジローの気配が抑よく制せいされるのを見み届とどけてから、彼は三人の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に向き直った。


　一番近くにいたのは、カーサ。


　カーサは、一気に百も歳としを取ったような面持ちで、幽ゆう鬼きを見るように彼を見つめ──





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「……ケイン……」


　いや、違う。自分が発したつぶやきを、カーサはすぐに否ひ定ていした。


　違ちがう。絶ぜつ対たいに違う。


　確かに、目の前の男はケイン・ウォーロックの姿すがたをしている。鷹たかのように鋭するどい灰色の双そう眸ぼうや、撫なでつけられた灰色の髪かみ。その髪は以前より長くなり、頰ほおは瘦こけ、堂々たる体たい軀くは瘦やせて引き締しまっているが、外見はカーサのよく知るケインの姿だ。


　だが、彼ではない。彼であるはずがない。


　気配が違うのだ。『血』の気配が。


　ケイン・ウォーロックは『魔女モーガン』の血けつ統とうに連なる吸血鬼ブラツク・ブラツドだ。しかし、目の前の男は、『魔女』の血族ではない。


　いや、それどころか、彼の気配はどの血族のものでもなかった。『魔女』の『血』の気配がない訳ではないが、しかし、違うのだ。違っている。混じっている。これは……これでは、まるで……


「ケイン。お前……!?」


　魂たましいが抜け落ちたかのようなカーサの問いに、ケインは表情ひとつ変えず頷うなずいた。


「ウォーロックの名は捨すててきました。混血児ケイン。これより、特区奪だつ還かんの戦いに身を投じる所しよ存ぞんです。カーサ様──」


　ゆっくりと、ケインはカーサの前で己おのれの魔力を練り上げる。


「お覚かく悟ごを」


「…………」


　カーサはケインが練り上げる魔力の波動に見入っていた。


　以前とは別人のように強大で深遠な魔力。その波動は、カーサとは似にて非ひなるものだ。しかし、複ふく雑ざつに織おり交ぜられたそれは、まさに混血の吸血鬼特有のものだった。


　ケインが混血になった方法なら想そう像ぞうがつく。長おさだ。ウォーロック家の長老。いまは亡なきアンヌではなく、マーハかネヴァ──おそらくネヴァだろう。彼女がケインに、ウォーロック家の禁きん術じゆつを授けたのだ。


　だが、強制されたものとは思えない。古血オールド・ブラツドの混血化など例がない上、この情勢下で彼女たちが優ゆう秀しゆうな血族を禁術の実験台にするはずがない。自ら望んで──ケインが己の意い志しで、混血化を望んだのだ。


　しかし、なぜ？


　意味が理解できない。どうして？　どうしてそんな真ま似ねを？　ケインは知っているはずだ。誰よりも知っているはずなのだ。混血児がどういうものか。一いつ般ぱん的な吸血鬼にとって、どれほど忌いまわしい存そん在ざいか。血族社会において、どんな扱あつかいを受けるのか。常つねにカーサの側にいた彼は、その呪のろわしさを彼女の次に熟じゆ知くちしているはずなのである。


　なのに──


　どうしてケインは、カサンドラ・ジル・ウォーロックの過ちを繰り返す？


「無む論ろん──」


　カーサの内面を見抜いているのか、ケインははっきりと告げた。


「戦うためです。あなたと。九龍王と。特区を取り戻もどすために」


　カーサは、喘あえいだ。


「……馬ば鹿かな」


「かもしれません」


「……わかっているのか？　取り返しがつかないことだぞ？」


「重々承しよう知ちしております」


「戯たわけたことを！　混血児がどういうものか……お前は……お前なら！」


「はい」


　ケインが首しゆ肯こうする。その眼まな差ざしは、どこまでも透とう徹てつしている。


「もう百年──いや、せめて香ホン港コンまでにこうしていれば、いまとは違う未来があったのかもしれません。許ゆるして下さい」


　最後のひと言を、ケインは本気で口にしていた。


　しかし、ケインの厳きびしい面持ちは揺ゆるがない。かつての主あるじと対たい峙じした従じゆう者しやは、すでに腹はらをくくっているのだ。


「ですが、いまは戦いましょう。カーサ様。ウォーロック家との因いん縁ねんは置き、一人の牙として、私はあなたに挑いどみます」


　カーサは返事ができなかった。


　心が麻ま痺ひし、胸むねに穴あなが開き、手足の感覚が失われていた。


　ただ、涙なみだだけがこぼれそうになった。自分でも、自分の感情が理解できなかった。


「カーサ！」


　ダールの一いつ喝かつ。しかしカーサは我に返ることもできず、為なす術すべもなく震ふるえるのみだ。と、場の緊きん迫ぱく感が崩くずれた瞬間を突いて、ハンスが地を駆けた。無言で駆け寄り、ケインに斬りつける。振り抜かれた日本刀が、月光を弾はじいて一いつ閃せんした。


　ケインはハンスの斬ざん撃げきを、手にした杖つえで受け止めた。


　衝撃が杖を伝って、インバネスが爆ばく発はつするように閃ひらめく。しかし、杖を構えるケインは微動だにしなかった。逆に、斬りつけたはずのハンスが、一拍ぱくおいて後方に弾き飛ばされた。杖を介かいして念動を叩たたきつけられたのだ。刀を落としはしなかったが、ハンスは痺しびれを庇かばうように刀の柄つかを両手で持った。


　ケインが手にする樫の木の杖に、カーサは見覚えがあった。始祖モーガンが愛用したと言われる、ウォーロック家の秘ひ宝ほうだ。ケインの背せ丈たけほども長く、鋼はがね以上の硬こう度どを持つ杖である。


　ハンスと入れ替わって、ダールが斬撃を浴びせた。ケインはこれも杖で受ける。が、さすがにハンスのときのようにはいかず、ダールの勢いに押される形で後退した。それでも、一方的に攻め込まれはしないで、下がりつつ受け流していく。


「ダール卿！　貸しを返して頂く！」


「ケインっ。お前の覚悟は、しかと見た。だが、勝つのは今度も我々だ！」


　ダールの咆ほう哮こうに、怒ど濤とうの連撃が重なる。ダール必殺の、剣の舞い。ケインは受けて捌さばくのが精せい一いつ杯ぱいで、反撃はおろか、ダールの間合いから抜け出すこともできない。


　しかし、ケインに焦あせりはなかった。もとより、剣でダールを相手取ろうなどとは考えていないのだ。一方的に攻め込まれながら、魔力を練り上げ、魔術を展てん開かいした。


　途と端たんに一面が乳にゆう白はく色の霧きりに染まる。『魔女の霧』。だが、単なる目め眩くらましでも妨ぼう害がいでもない。高こう濃のう度どの霧は、蠢うごめき、牙きばを剝むいた。それはまるで、白い狼おおかみだ。それも一匹ではない。次から次へと形を成し、霧の中を跳ねてダールに襲いかかった。


「むっ!?」


　ダールの巨きよ軀くが旋せん回かい。曲刀が縦じゆう横おうに舞い、霧の狼を斬きり伏ふせる。だが白はく狼ろうは、斬られ、形を崩される側そばから、復ふく元げんしてダールに喰くらいついた。


　白狼たちの動きは、鋭く、苛か烈れつで、統とう制せいされていた。しかも霧に阻はばまれ、視界は悪い。闇やみ夜よの中、狼の群むれに包囲されたようなものだった。身動きが取れず、ダールはその場に釘くぎ付づけになる。


「兄上っ！」


　霧の外に飛ばされていたハンスが、日本刀を横よこ薙なぎに振り抜いた。


　込められた念が霧を吹き飛ばすも、霧は舞い上がり、今度は頭上から降ふり注ぐ。飛びかかる白狼たちは、ダールとハンスを牙で切り裂いた。


「ダール！　ハンス！」


　傷きずつく弟たちを目にして、ようやくカーサが歯を食いしばる。カーサも『魔女の霧』を生みだし、ケインの霧に吹ふき付けた。


『魔女の霧』と『魔女の霧』が、互いに混じり合い、相手を抑おさえ込む。空間にのしかかる重量に耐えられず、ハンスが呻き声と共に片かた膝ひざを突いた。しかし、ダールは屈くつしない。四し肢しを襲う圧力を撥はね除のけ、白はく濁だくする視界の中を、目を光らせてケインに接近する。


　だが、ダールの曲刀がケインを襲うより早く、横から割り込んだ刃が音を立てて弾き返した。


　ジローだ。


「──ッツェア！」


　銀刀が霧を裂いてダールを襲う。ダールの愛刀が斬撃を受ける。鋭い刃音が霧む中ちゆうに反はん響きようした。


　瞬またたく間に数合撃うち合ったあと、両者は激突し、鍔つば迫ぜり合いに。念と念、力と力が、激しく拮きつ抗こうする。溢あふれる二人の念に押され、霧が逃げるように二人の周囲から押おしのけられた。


「うおおおっ……！」


　ジローの全身が捻ねじれる。ぞわり、と『血』のヒドラが首をもたげた。瞬間、ダールは舌した打うちを残して剣を退ひき、ジローから距きよ離りを取った。


　ケインとカーサが同時に霧の魔術を解く。視界が晴れ、霧の名残なごりが足下を漂ただよってフェンスから運河に流れ落ちていく。


　ジローとケイン。


　カーサとダール、ハンス。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドたちは二手に分かれ、霧の晴れたアスファルトの上で対たい峙じした。


　ジローはちらりとケインに目をやり、


「……助かりました」


「ま、いつものことだな」


　ケインは平然と答える。しかし、彼の傲ごう岸がんな物言いに、そのときばかりはジローも軽口を返すことができなかった。


「ケイン……あなたは……」


　それ以上は何も言うことができない。ケインは剛ごう気きに笑った。


「お前に言われるのは業ごう腹はらだぞ、ジロー。よくぞそこまで化け物に成り果てたものだ。しかもその剣、真銀を混ぜてあるな？　凶きよう悪あくなこと、この上ないではないか」


「…………」


「まあ、お互たがいここまでせねば意地を通すこともできぬ未み熟じゆく者同士と言うことか。分不相応の望みを抱いだいた報むくいだな」


「……ケイン」


　自じ嘲ちようめいたケインの台詞せりふに、ジローは唇を嚙む。


　二人の脳のう裏りを過よぎるのは、特区を奪うばわれた夜のことだった。大切なものを失い、己の無力に打ちひしがれたあの夜。あの夜を生き延のびて、二人はいま、再ふたたび特区に立っているのである。


「だが、ジロー。少なくとも俺おれは後こう悔かいしていない。お前も、そうではないのか？」


「はい」


　静かに、ジローは首しゆ肯こうする。


　ケインは頷き、「これを」と言って、ジローに何か粒つぶのような物を投げ渡わたした。


　ジローが受け取ったそれは、一見大粒のルビーのように見えた。しかし、実は液えき体たいだ。力場思念ハイド・ハンドで極限まで凝縮された血液だった。気配でわかる。ケインの血だ。


「いつものやつ。いくぞ」


「……わかりました」


　ジローは表情を引き締めて、固化された血の滴しずくを口に含ふくんだ。


　嚙み砕き、飲み下す。三百年を生きた古血オールド・ブラツド──しかも混血化によって飛ひ躍やく的に力を増したケインの血が、ジローの全身を駆かけめぐっていく。同時に、共鳴現状が起こり、ケインとジローの間に感応が発生する。


　強大な魔力が込められた血は、ジローに力を与えるのみならず、ケインの魔術の触しよく媒ばいとしても作用する。また、ケインはジローとの共鳴によって、彼のコンディションをリアルタイムで把は握あくすることが可能となる。これこそ、『銀刀』ジローと魔ま術じゆつ師しケインが、互いの利点をもっとも活いかした戦闘スタイルだった。二人はこの戦術を、香港聖せい戦せん以来磨みがき上げてきたのだ。


　対して、


「……カーサ」


「わかっているっ」


　念ねん押おしするダールに、カーサは鋭すぎる声で応じた。まだケインが混血化した──自分と同じ運命を背負ったことに対する動どう揺ようが抜けきっていないのである。彫ほりの深いダールの顔に、わずかに翳かげりが差した。


　そして、


「行けっ、ジロー！」


　ケインが杖の下か端たんでアスファルトを突く。杖を起点に濃のう霧むが巻き起こり、唸うなりを上げて渦を巻いた。


　ジローが駆ける。霧が、ジローの背はい後ごを津つ波なみのように追う。


「ハンス、来いっ」


　ダールが進み出た。あとから、ハンスも続いた。ジローとダールの雄お叫たけびが吸すい寄よせられ、一点で衝しよう突とつ。銀刀と「ライオンの尾シヤムシール」の刃やいばが、高らかに打ち鳴らされた。


　直後、覆おおい被かぶさるように、ケインの霧が剣けん士したちを包む。加勢しようとしていたハンスは、白はく狼ろうたちの波状攻撃に阻はばまれた。ジローとダールの一いつ騎き打うちだ。


　とはいえ、霧に包まれたダールは、正面からジローと打ち合おうとはしなかった。一合斬きり結んだあとは、すぐに力を抜き、ジローの剣を誘導するかの如く受けに回った。ジローの暴走を狙って、剣けん戟げきを己のリズム──舞まいの中に取り込む構えだ。


　対して、ジローは躊躇ためらわなかった。ダールの術中に自ら飛び込む勢いで、真っ直ぐ攻め続けた。


　自らの剣の本ほん領りようが「攻」にあることを、ジローは心得ている。一いち途ずに、ひたすらに、力の限り真っ直ぐ打ち込む「火の剣」にこそ、ジローの剣の真しん価かがあるのだ。ましてや、ダールは月下にその人ありと讃たたえられた名剣士である。たとえ銀刀が特別だろうと『血』の力を有しようと、己の最良の剣を以てせねば、相対することは不可能だった。そして、結局のところダールがもっとも取り込みづらいのは、そうした愚ぐ直ちよくな剣なのだ。


「ダール！」


　カーサが魔術を展開。念動による竜たつ巻まきをぶつける。ダール顔負けの竜巻はアスファルトに屹きつ立りつする剣と化し、ケインの霧を切り裂さいた。


　霧の裂け目を突いて、ハンスが飛び出しジローに斬きりかかる。だが、ジローはあくまでダールに集中。ジローが迎え撃つまでもなく、


「……む!?」


　ジローから念動の刃がハンスに飛んで足を止めた。ジローの中の血を介かいして、ケインが魔術で牽けん制せいしているのだ。さらにケインは『魔女の霧』を再さい生せいさせ、ダールの周囲に展開させる。ジローを際どくも捌さばいていたダールの、剣けん筋すじが重くなった。


「……ケイン……！」


　歯を食いしばり、カーサが地を駆けた。


　斬り結ぶジローとダールを迂う回かいしつつ、念動で手首の血管を切る。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の回復力が傷を癒いやす前に、噴ふん出しゆつした血を宙に撒まく。魔力を込められた血は、滴しずくのまま宙に浮いた。


　カーサの魔力を有し、術の中ちゆう継けい点てんともなる血の滴は、その一いつ滴てき一滴がいわば魔術上の分身だ。カーサの動きを察知したケインもまったく同様の行為を行い、戦場に血の滴を散開させた。


「……行くぞ！」


　散開した血の滴が、一いつ斉せいに念動をケインに向ける。まるで千の針が射しや出しゆつされたような念動。が、ケインの血が呼応して念動を発し、それぞれの軌き道どうを狂くるわせた。千の針は、逸それ、打ち消され、搔かき乱されて、虚こ空くうに消える。


　カーサの念の威力は、混血化したケインの念動をも上回っていた。ケインは、かつての主あるじにいまだ自分の力が及およばないことを見抜き、ジローに対するダールの如く、柔じゆうよく剛ごうを制してみせたのだ。


　しかし、カーサは即そく座ざに次の念動を発動する。今度は、カーサ自らが念を練り上げて放出。血の滴を介して故こ意いに軌道を曲げつつ、複数に分かれ、頭上と四方から一斉にケインを襲った。


　苛か烈れつで急激な攻撃は、ケインの血による妨害をものともしない。予期せぬ動きで枝分かれしながら、バリバリと空気を裂いて雷らい鳴めいの如き轟ごう音おんを発した。


　ところが、


「なに!?」


　念動の牙きばがあぎとを閉とじる瞬しゆん間かん──ケインの身体からだに触ふれる寸前に、彼が杖が旋回させた。同時に、全方位から襲いかかった念動の牙が、杖の動きに沿そって空転。互いにぶつかり合い、打ち消されたのだ。


　魔術だ。ただし、念動ではない。


「空間を曲げた!?　空間制せい御ぎよ──奇き門もん遁とん甲こうか！」


　その直後、今度はケインが反撃に出た。


　杖を振るう。すると、杖の動きに連動して、宙に浮いていた血の滴が、雹ひようのようにカーサに降り注いだ。カーサはとっさに念の盾たてを頭上に張る。ケインの血は盾に弾かれ、次々地面に落ちてぶしゃっと潰つぶれていった。


　だが、大地に落ちた血けつ痕こんが消えない。それどころか、路面を這はうように流れ、他の血痕と結びついて巨大な紋もん様ようを描えがき始める。カーサがその動きに気づいたとき、血痕は彼女を中心として、大地に巨大な魔ま方ほう陣じんを形成していた。


「しまっ──！」


　ケインが杖の頭で、鋭く大地を打ち据すえる。


　ダンッ、と地面を叩いた響ひびきが──


　ドゴンッ、と数百倍に増大して魔方陣に反響。カーサの全身を震わせ、直後、大地から力の奔ほん流りゆうが空に向かって噴出した。


　龍りゆう脈みやくだ。近くを通る龍脈の力を、ケインが誘導し、地上に向かって爆発させたのである。


　大地の力を利用し、操あやつる技わざ。さっきの奇門遁甲術と同じく、『真祖混沌』の血統が得意とする魔術だ。もう間違いない。ケインは『真祖』の血を、自らに混入したのだ。そして、その血がもたらす力を、見事なまでに使いこなしている。


　それに、血の滴を用いて魔方陣を形成する──術式の複雑な大規模魔術を、自在にアレンジして実戦に取り入れる戦法。あの老練な手管は覚えがあった。魔術戦の天才児、ネヴァ・ウォーロックの戦法だ。おそらくケインは、混血化したのち彼女に手ほどきを受けたのだ。それも、徹てつ底てい的に。


「くうっ!?」


　圧力に押され、カーサの身体が宙に浮く。足下から噴ふき上げる龍脈の力に耐えるべく、カーサは全身を念動で覆い尽くした。それでも巨大な滝たきに打たれているようで身動きが取れない。少しでも気を抜けば呆あつ気けなく揉もみくちゃにされて吹き飛ばされそうだ。


　そして、動けないカーサに、ケインの次の魔術が迫る。


　『結界』。有り余あまる龍脈の力をそのまま防壁に変へん換かんし、カーサを閉とじ込こめにかかった。


「いかんっ、カーサ！」


　カーサの状じよう況きようを見て取ったダールが、ジローから離れて姉を救出しようとする。むろん、ジローはダールの動きを妨害。息つく間もない猛もう攻こうで、ダールをその場に釘付けにした。


　足止めされる兄に代わり、ハンスが日本刀を龍脈の流れの中に突き入れる。しかし、所しよ詮せんは焼け石に水だ。彼の力ではどうにもできない。


「くそ！　ケインっっ……！」


　宙づりのカーサが死力を尽くして『結界』の魔術に干かん渉しよう。術の構成を乱しつつ、龍脈の流れから逃のがれようと足あ搔がく。ケインは歯を食いしばり、カーサを抑おさえ込む。彼は龍脈そのものの流れを変えたわけではない。龍脈の一部を誘導しただけで、いまの噴ふん出しゆつは永えい遠えんには続かないのだ。


　しかし、魔術師同士のせめぎ合いを制したのはケインだった。


　龍脈の噴出が途切れる寸前、ついに『結界』が完成。愕がく然ぜんとするダールたちの前で、カーサはケインの『結界』に封ふう印いんされた。
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　ハンスがカーサの加か勢せいに向かったため、バドリックのチームは辛かろうじて全ぜん滅めつを免まぬがれた。しかし、それ以い降こうは手出しすることも叶かなわない。チームは大打撃を受け、バドリック自身負ふ傷しようしている。何より、自分たちの装そう備びでは、到とう底てい太た刀ち打うちできない。現あらわれた『銀刀』の──そしてケインの戦いを、対岸から固かた唾ずをのんで見守ることしかできなかった。


　ただ、ここに来てようやく、戦いの趨すう勢せいがバドリックたちにも明らかになった。カーサの動きが止まったのである。ケインの魔術が、『黒くろ蛇へび』を捉とらえたのだ。


「やった……！」


　吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの戦いは、人間では目視することさえ難しい。無力感を嚙み締めながらただ見守るしかなかったバドリックは、思わず歓かん声せいをもらしていた。


　そこに、


「──間に合ったみたいね！」


「リンスケ!?」


　バイクに乗って倉庫街に現れたのは、基地ベースにいるはずのリンスケだ。ヘッドライトが無灯火なのは敵を警けい戒かいしてのことだろうが、余よ程ほど急いでいたのかヘルメットも被かぶらず、上着もいつもの制せい服ふくのままだった。


「どうしてここに？」


「抜けて来ちゃった。だって、急に通信が途と切ぎれるんだもん」


　と、驚くバドリックにリンスケは舌したを出した。


「でもよかった！　基地ベースを飛び出す直前に、ケインの旦だん那なから通信が入ったの。それで旦那のこと特区に招き入れて、現状についてもあらかた説明できたのよ」


「そうかっ。いつミスター・ケインが特区にと思っていたが──お前が招き入れていたのか！」


　リンスケはバイクをバドリックの真横に止めると、すぐに持参した双そう眼がん鏡きようで対岸の様子をのぞき込んだ。バドリックが戦せん況きようを報ほう告こくする。リンスケは頷うなずきながら、吸血鬼たちの戦場を見回した。


「ミミコちゃんは？」


「向こうの倉庫。屋根の上だ」


　言われるままに双眼鏡を向ける。確かく認にんして口笛を吹ふいた。


「あの子だけでも先に救出しておきたいところね」


「ああ。さっきまでは危き険けんだったが、ついに『銀刀』たちが優ゆう位いに立った。いまなら向こうに近づける」


　バドリックもリンスケの意見に同意した。なんと言ってもミミコは『乙メイ女デン』だ。万が一にも死なれてしまっては困こまるのである。


「どうやって向こうに渡わたるの？」


「それはすでにルートを想定している。すぐに移い動どうしよう」


　バドリックはそう言って、さっそく部下たちに指し示じを出した。


　しかし、指示を出した部下の一人が、バドリックに報告する。


「なに？　基地ベースから通信？」


　そう言って、ジープに積つんでいた通信機を手渡された。


　無む視しすることもできないので、慌あわただしくやり取りをする。しかし、いまはそれどころではないという顔だったバドリックが、途中から急に表情を明るくした。


「リンスケ！　朗ろう報ほうだぞ。こちらに向かっている隊長と、通信が繫つながったらしい」


　バドリックの本来の身分は『カンパニー』鎮ちん圧あつチームの副隊長である。隊長不在の間は長らく隊長代理を務つとめていた。彼がただ「隊長」と呼ぶとき、それは彼が本来所しよ属ぞくする鎮圧チームの隊長を指す。


　神父のことだ。


　シンガポールを発たち、特区奪還部隊の第一陣じんとしてこちらに向かっている神父と、レジスタンスとの間で、連れん絡らくが繫がったのだ。


「リンスケ！　聞いてるのか？」


　珍めずらしく興こう奮ふんを隠かくせぬバドリックが、ジープからリンスケに声を掛ける。


　しかし、リンスケは双眼鏡をのぞき込んだまま、返事もせずに固まっていた。


　レンズを駐車場の隅すみ──対岸の倉庫街の路地に固定し、倍率を最大に上げている。


　そして、バドリックの声など聞こえぬかのように、


「……噓でしょ」


　呆ぼう然ぜんとつぶやき、リンスケは双眼鏡を降ろした。
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「やったよ、ミミちゃん！」


　ケインがカーサを封ふう印いんするのを見て、コタロウが歓声を上げた。


　サユカも目を輝かがやかせ、


「凄すごい。これで形勢逆転よ」


　サユカとコタロウの傍かたわらでは、バウワウもじっと戦場に見入っている。特にケインだ。よほど深い感かん慨がいを抱いだいているのだろう。物言わぬぬいぐるみからでも、ケインに向けられた視線からは、深い深い思いが感じ取れた。


　それは、単にケインの勝利を祝うだけのものではない、もっと複ふく雑ざつで込み入った感情だ。驚おどろきや戦せん慄りつ、哀あわれみや戸と惑まどい。ただ、そこには間違いなく、ケインに対する尊そん敬けいの念も込められていた。


　そして、バウワウの抱く感慨は、ミミコにしても同じだった。


「……ケインさん」


　ミミコは込み上げる熱い思いに、声を震わせた。


　ジローだけではない。ケインもまた、特区を取り戻すために駆けつけてくれたのだ。彼がウォーロック家に伝わる禁きん術じゆつを自らに施ほどこしたということは、以前アンヌから聞いている。禁術の内ない容ようは詳くわしく知らないが、おぞましい呪のろいなのだそうだ。ケインはそんな犠ぎ牲せいを払はらってまでして力を得え、特区に戻ってきた。


　同じ志こころざしを持つ仲間が、また一人帰ってきたのだ。


　そして、仲間たちの想おもいは、いま結実しつつあった。


　戦せん闘とうの傷きず跡あとが生々しい駐車場では、劣れつ勢せいに追いやられた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちが集まっていた。


　封印されたカーサは片かた膝ひざを突いたまま身動きも取れずにいる。白はく皙せきの美び貌ぼうには、苦く悶もんと怒いかり、それに拭ぬぐいがたい焦しよ燥うそうが浮かんでいた。


　そんな姉を庇かばうように、ダールとハンスが剣けんを構かまえて立ち塞ふさがっている。どちらも勝負を諦あきらめる様子は微み塵じんもない。虐しいたげられ、追い詰つめられてなお立ち向かう強さこそ、彼ら『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の真しん骨こつ頂ちようなのだ。


　だが、信念や生き様だけではどうにもならないことがある。ダールにせよ、ハンスにせよ、そのことは痛いたいほど知っているはずだ。当然、封印されているカーサも。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの戦いは、完全にジローとケインの優勢に傾いていた。


「さあ。敵がここから、どう出るか……」


　サユカが真剣な口振りでつぶやいた。


　カーサを庇うダールとハンスの前に、慎しん重ちような足取りでジローが進み出る。長髪を乱し、抜ぬき身の銀刀を携たずさえたジローは、まるで地じ獄ごくの悪あつ鬼きのようだ。ケインも油断なく全身に魔力を充みたし、膨ぼう大だいな念を練り上げている。


　ハンスは青ざめた表情で、しかし何も言わず神経を張り詰めていた。ダールの表情は、むしろ冷れい徹てつだ。左手を突き出して腰を落とし、右手に持つ曲刀の切っ先を、ピタリと両眼の間に構えていた。


「……逃げろ」


　動けないカーサが弟たちに命じる。だが、二人の弟は振り向きもしない。彼らの意志を見て取ったジローが、静かに銀刀を正眼に構えた。


　剣けん戟げきの途と絶だえた駐車場に、月明かりが降り注ぐ。さっきまでの激げき闘とうとは対照的に、ひどく静かなまま、戦場の空気が緊きん迫ぱくしていく。


　ところが、


「お、お姉様！　あそこっ。向こうの倉庫に誰かいます！」


　唐とう突とつにナナが叫んだ。引き込まれていたミミコたちは、全員意表を突かれて息を乱した。


「ナ、ナナ？　いまは──」


「ほら！　あそこです。駐車場に出てきましたよ!?」


　ナナは一生懸けん命めい腕を伸ばして、駐車場を挟んだ反対側の倉庫を指さした。ミミコたちの顔がつられて動く。


「あ」


　いた。そして、見た瞬間わかった。そのときには、戦場にいる吸血鬼ブラツク・ブラツドたちも、新たに登場した者たちに気が付いた。


　三人だ。


　一人は小こ柄がらな人ひと影かげ──『ウォーカーマン』。もう一人は、パーカーを着た少年──ヤフリーである。


　そして、長身の白い人影は──


「九龍王……」


　ミミコが啞あ然ぜんとして呻うめいた。サユカやバウワウ、戦場のジローとケイン、ダールたちでさえも目を疑うたがっているようだった。


　そんな絶句と驚愕の中、九龍王アダムは、念動で飛ひ翔しようするでもなく、吸血鬼の脚きやく力りよくで駆けるでもなく、泰たい然ぜんと歩きながら戦場に近づいた。


『ウォーカーマン』がいながら縮地法を使わないのは、バウワウの存在を警戒してのことだろう。おそらく、少し離れた場所まで瞬間移動し、そこから歩いて近づいてきたのだ。


　アダムの足取りに焦あせりや恐おそれはまるでなく、表情は穏おだやかですらある。しかし、真冬の月光が人に化身したような儚はかなげな姿すがたとは裏うら腹はらに、居い合あわせた者たちが絶対に無視できない、強い存在感を漂ただよわせていた。


　アダムは全員が彼に気づくのを待って足を止めた。


　戦場を見み渡わたし、離れた倉庫の屋根を見上げると、頰ほおを綻ほころばせた。


「直ちよく接せつ会うのは初めてかな。こんばんは、葛かつら城ぎミミコさん。それに──まだこう呼ぶべきだね。望月コタロウ君」


　彼ひ我がにかなりの距きよ離りを挟みつつ、ミミコとアダムの目が合った。そして、コタロウとアダムの目が。アダムの瞳は印象的な淡あわい紫むらさき。その瞳が、二人を包み込むようにこちらを見つめている。


　息をのむ、一瞬の空白。


　そして、


「──チェアアアッ！」


　ジローが斬きり込んだ。


　他の一いつ切さいを顧かえりみず、一直線にアダムを狙ねらう。ダールが瞬時に割り込んだ。ほとんど反射的な──捨て身の動きだ。ジローが銀刀を振るい、受けたダールが剣圧に後あと退ずさる。兄に続いてハンス。必死に、ジローを行かせまいとする。


　ケインも動いた。杖を手に前方に出て、直接ジローを援えん護ご。そこに、『ウォーカーマン』の念動が襲いかかる。ケインをジローの側から弾き飛ばし、同時にカーサを封ふうじる『結果』を解除せんとする。ケインが慌てて『ウォーカーマン』の魔術を妨害した。そのケインを、今度はヤフリーが攻撃。バウワウも屋根の端はしに駆け寄り、腕を伸ばす。ケインを助けて『ウォーカーマン』の『結界』解除を阻そ止しすべく、空中に印を描き始めた。


「行──！」


「──せるかっ」


「援護──！」


「──舐なめるな！」


　息つく間もなく怒ど号ごうが飛び交かい、あっという間に乱戦になった。しかも、予期せぬ王の登場で、全員目の色が変わっている。どちらの陣じん営えいも冷静に戦術を組み立てる余よ裕ゆうをなくし、「いま」決着をつけようと──あるいはそうはさせまいと、死に物狂ぐるいで戦い始めた。


「みんな……」


　戦場を見下ろしながら、ミミコは奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。


　ミミコの傍らでは、サユカが身を乗り出して戦闘をにらんでいた。戦いに加わるべきか否いなか迷まよっているのだ。だが、難むずかしい。このような乱戦──自分より格上の戦士たちが敵味方入り乱れた戦いなど、サユカには経けい験けんがない。下へ手たに手出ししては、かえって足を引っ張りかねない。


　また、何かの拍ひよう子しでこちらに攻撃が飛んでくるかもしれない。そのときミミコたちを守れるのはサユカだけだ。軽々しくこの場を離れることはできなかった。


　もどかしい思いをしているのは、サユカだけではない。


「馬ば鹿かっ……何を、しに来た……!?」


　封印されているカーサが、アダムをにらみつけて怒ど鳴なった。


　言葉を発するだけでも苦しいのだろう。カーサは髪を乱したまま、息を荒あらくしている。だが、アダムは平然として肩を竦すくめた。


「もちろん助けに来た。この戦いは総そう力りよく戦だ。私だって貴き重ちような戦力だろ？」


「王が前線に立つなど……負け戦いくさ、だ！」


「現に、我々はいまにも負けそうに見えるぞ？　形なり振ふり構ってはいられまい」


　周囲の激戦などどこ吹く風と、アダムは飄ひよう々ひようとした顔で答えた。


「それに、動けない君を見てると思い出すじゃないか。あのときも、私は君を助けたはずだぞ？　もっとも、あのときは意識してああした訳じゃないけどね」


　穏おだやかな微笑ほほえみの中に、一瞬鋭い眼光が過よぎる。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の王に相応ふさわしい、不敵な眼光だ。


「あの……とき？」


　カーサが聞き返したとき、アダムの長い──膝ひざ裏うらにまで届とどく白はく髪はつが、ぞわっと大きく膨ふくれあがった。そして、心しん臓ぞうが脈打つ気配と共に、『導どう主しゆ』の力が唸うなりを上げて外に噴き出してきた。死闘のただ中にあった戦士たちが、思わず身を竦すくませた。


　アダムが世界と一体化する。


　アダムを中心に、嵐あらしが吹ふき荒あれる。


　香港で見せたのと同じ技だった。『脈動』を紡つむいでいるのだ。


「な、なんだこれはっ!?」


　初めて見るケインが、とっさに念動で防御する。しかし、そもそもアダムの『脈動』は魔術ではない。引き起こされる空間の捩ねじれなどは、副次的な結果に過ぎない。魔術と同じく黒き血に関かかわることではあるが、説明することはアダム本人にもできない、より高次の現象なのだ。


「ケイン！　下がって！」


　ジローが怒鳴り、大上段から銀刀を振り下ろした。銀の刃が猛もう獣じゆうの如く、アダムの『脈動』を喰くい千切る。一いち陣じんの暴風が嵐あらしを搔き消すように、銀刀の斬撃は『脈動』の流れを断ち切った。


　ジローが『脈動』を分断した瞬間、アダムは衝撃で大きくのけぞった。『脈動』は彼を心臓に見立てて『導主』の『血』の力を放出するものだ。それを断たれるのは、血の通う血管を切られるようなものなのだろう。現に、香港ではジローの一撃で、『脈動』による九龍化は挫くじかれたのである。


　しかし、今度はアダムは諦めなかった。


　ふらつきながらさらに『脈動』を展開。それどころか出力を増していく。ジローが次々に銀刀で流れを断つ──その勢いを上回るほど、激しく力を噴出させた。新しい流れを生み、断たれた流れを繫つなげ直して再生させ、『脈動』を循じゆん環かんさせた。


「バ!?　アダムっ……止よせ！」


　カーサが青ざめて叫んだ。だが、アダムは聞かない。


「……私は若わかい、未み熟じゆくな始祖ソースブラツドだ」


　と、双そう眸ぼうをぎらつかせながら言う。


「だが、お前の言った通り、いまを生きる『血』の源げん泉せんでもある。甘あまく見てもらっては、困こまる……」


　ニッと笑った口元から、二本の鋭い牙がのぞく。


　アダムは大きく息を吸うと、胸を張り、目を閉ざし、命を捧ささげるかのように『脈動』を迸ほとばしらせた。その様は、我が身を触しよく媒ばいに天地と交感する、神代の王の祭さい儀ぎを思わせる。彼の周囲だけ、降り注ぐ月光が輝きを増すかのようだ。


　一方、王の捨て身の援護に、彼の宿将たちも全ぜん霊れいで応こたえようとしていた。


「『銀ぎん刀とう』だ！　奴を阻はばめっ」


『ウォーカーマン』が檄げきを飛ばす。ダールとハンスに指示を出しつつ、自らもケインやバウワウの干渉をかいくぐって念を絞しぼり出した。ダール、ハンスがジローに圧力を掛け、彼に『脈動』を断つ余裕を与えまいとする。ヤフリーは、どうにかジローを援護しようとするケインを相手に剣を振るった。


　アダムの『脈動』は『導主』の『血』の力。他の血族には毒となるが、『導主』の血族には祝福となる。新たに加わった『ウォーカーマン』とヤフリーはもちろん、さっきの激闘で消しよう耗もうしていたダールとハンスまで、新たな活力を得て動きに勢いを取り戻していた。


「クッ！」


「ジロー、焦あせるな！」


　名剣士ダールに、『ウォーカーマン』。絶ぜつ妙みようの間で斬りつけてくるハンスの居合い。ジローは奮ふん迅じんの剣捌さばきを見せるも、敵てきの連れん携けいを崩くずすことができない。ケインにせよ、ヤフリーの相手をする一方、カーサの封印を維い持じせねばならない。ジローの援護に注意を向けた途端に、『ウォーカーマン』が『結界』を破やぶろうとしてくるのだ。バウワウも後方から支援してくれているが、自由な行動はとても取れなかった。


　そして、戦局が激戦のまま膠こう着ちやくする中、アダムの『脈動』はついにジローの銀刀をかいくぐった。


　ジローやケインの後方へと迸り──背後にある倉庫の屋根を打ち据える。


「しまった！」


　とジローが叫んだ瞬間、


「ウア!?」


「サユカさんっ？」


「お姉様！」


　波動に打たれたサユカが、悶もん絶ぜつして倒たおれた。屋根から転げ落ちそうになり、ミミコとナナが慌てて捕つかまえた。


　アダムの『脈動』は人間にも効こう力りよくをもたらすが、その影えい響きようで言えば黒き血の方がより顕けん著ちよだ。特に、鍛きたえられているとはいえ、サユカは転びたてアンダー・イヤーである。『脈動』に対する抵抗力は弱い。ましてや、波動に直ちよ撃くげきされたのではひと溜たまりもなかった。


　バウワウが慌てて振り返るが、彼にはどうしようもない。彼自身は黒き血が「ない」状態のため『脈動』の影響も少ないが、だからといって波動を防ぐことはできないのだ。サユカだけでなく、このままではミミコやナナも『脈動』の侵しん食しよくを受けることになってしまう。


　だが、アダムの真の狙いは、サユカでもミミコでもなかった。


　ナナが悲鳴を上げ、ミミコがハッとして振り返る。


「コタロウ君！」


　コタロウが苦しげに蹲うずくまり、胸を──心臓を──抑おさえていた。顔からは血の気が失うせ、額ひたいに汗がにじんでいる。ミミコはサユカをナナに任せ、急いでコタロウに駆け寄った。


「コタロウ君。しっかりして！」


「……ミミちゃん……」


　コタロウが呻き声で答えた。右手でぎゅっとミミコのジャケットの袖そでをつかんだ。


　まだ意識がある分、サユカほど深しん刻こくではないのかもしれない。しかし、コタロウを抱だきかかえたミミコは、なぜかギクリと嫌いやな予感を覚えた。


　ミミコ自身感じている、アダムからの波動にではない。アダムの波動によってコタロウの奥おく底そこからわき上がる予兆に、ミミコは悪お寒かんを感じたのだ。


　何か、巨きよ大だいなものが身じろぎする気配。


　まるで、目覚めの直前のような──


「ジローさん！　コタロウ君が！」


　ミミコがジローに大声で叫さけんだ。むろん、ジローとてその気配は感じている。「おのれっ！」と毒づいて『脈動』を断とうとするが、ダールが、ハンスが、その持てる剣技のすべてを尽くして、彼を妨害する。封印されているカーサが、アダムの狙いに気づいて目を剝むいた。


「アダム、危険だ！」


「……承知の上さ」


　疲労と消耗を気力で燃焼させつつ、アダムはカーサに答えた。


「私が甦よみがえったときのことは覚えているだろ？　あれ以来、こうなることを恐おそれて、私は彼に会うのを避さけていた。しかし、いまはこれに賭かけるとしよう。何しろ、我々には後がない」


　第十一地区イレブン・ヤードに眠ねむっていたアダムが灰はいから甦ったとき、彼の復ふつ活かつに居い合あわせたコタロウが、『賢けん者じや』として目覚めかけたことがある。始祖ソースブラツドという特別な存そん在ざいが、ただそこにあるだけで互たがいに反応を示したのだ。あのときは、コタロウの時間を凍とう結けつすることで、その「結果」を先さき延のばしにした。


　いまアダムは、あのとき先延ばしにした「結果」をもたらし、死中に活を求めようとしているのである。


　屋根の上のコタロウを──『賢者』をにらみながら、王は牙を剝き、呼ぶ。


「どうした？　私の『血』を感じとれ。私はここにいるぞ！」


　ドグン、とアダムの気配が膨れあがり、さらなる脈動がコタロウたちを打ち据える。意識のないサユカが痙けい攣れんし、ナナまで身体をぐらつかせる。ミミコは目眩に襲われながら、


「コタロウ君！」


「コタロウ！」


　ミミコとジローが絶叫した。


　次の瞬間、





「……ジロー……」





　兄の名を呼んだ少年の全身が、黄金の光を放った。


　いや、実じつ際さいには光ってなどいないのかもしれない。だが、そうとしか思えないほど強く目ま映ばゆい何かが、コタロウの中から迸ほとばしったのだ。ミミコは思わず、抱だきかかえていた腕うでを放した。安あん易いに触ふれてはいけない。そんな禁きん忌きにも似にた畏い怖ふの念が、ミミコの本能に命じていた。


　蹲うずくまっていたコタロウが、ゆっくりと立ち上がる。


　小さい身体からだが超ちよう新しん星せいの如く鮮せん烈れつな存在感を放っている。アダムのオーラが陰いんとすれば陽。新月に対する満月のような存在感だ。柔やわらかな金きん髪ぱつは月下に光の粉を撒まき、大きな青い瞳ひとみは真っ直すぐ「世界」と向き合っている。


　そして、「世界」も。月が、夜風が、春のにおいが、大地の息吹いぶきが、息をのんで少年に見入っているようだった。


「コタロウ……君……」


　ミミコが啞あ然ぜんと見守る前で、コタロウの気配はさらに大きく──爆ばく発はつするかのように大きく、大きく、膨ふくれあがろうとしていた。


　また、


「……ぁぁああっ……」


　ジローが銀刀を取り落とし、膝ひざを屈くつして蹲った。


　額ひたいがアスファルトを打ち、両腕で肩を抱きながら唸うなる。路面に広がる長髪が、飛び散る血ち飛沫しぶきのようだ。丸まった背中から、空そら恐おそろしい量の眩霧リーク・ブラツドが溢あふれ出た。


『賢者』の転生には、『血』の譲じよう渡とが伴ともなわれる。護衛者であるジローが預あずかる『血』を、『賢者』の元に還かえさねばならない。それが、永と遠わの時間を生きる、『賢者イヴ』の転生のシステムだ。コタロウが──『賢者』が孵る気配を受けて、ジローの中の『血』が呼応しているのだ。


　ケインが血相を変えて『血』の動きを抑よく制せいしようとしたが、不可能だった。『ウォーカーマン』やヤフリーが妨害するまでもなく、ケインの手に負えるレベルを超えているのだ。身体を丸めたジローの周囲で、『血』のヒドラがのたうち回っている。それはもう、暴走とすら呼べない。死。そして昇しよう華か。強制的にもたらされた『賢者』の転生に、『血』が激しく共鳴していた。


　このままでは破は滅めつする。何か、取り返しの付かないことになる。


　ミミコがそんな確信と絶望を抱いたときだった。


「いまだ！」


『ウォーカーマン』が大だい音おん声じようを発した。


　同時に思念が送られたのだろう。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちが感電するようにビリリと震ふるえ、次いで一いつ斉せいに動いた。


　ハンスとヤフリーがケインに攻せめ込んで彼の足を止める。ダールが跳ちよう躍やくし、念動でバウワウを弾き飛ばす。


　意表を突かれたバウワウが、蹴け鞠まりのように屋根に弾はずみながら、反対側に落とされた。その直後、ミミコの真横に光の扉とびらが開き、『ウォーカーマン』が縮しゆく地ちで現れた。


「──ひっ」


　と悲鳴をもらすミミコは、しかし『ウォーカーマン』の眼がん中ちゆうにない。彼は、屹きつ立りつするコタロウに向けて両手を翳かざすや、凄すさまじい勢いきおいで印を描えがき始めた。


　我われに返ったミミコが慌あわてて突き飛ばそうとするも、金かな縛しばりに遭あったように念動で動きを拘こう束そくされる。彼女の前に降り立ったのは、バウワウを弾き飛ばしたダールだ。目の前に立つ巨きよ漢かんに、ミミコは全身を凍こおらせた。


　ケインが憤ふん怒ぬの声を上げ、ハンスとヤフリーをまとめて大地に叩きつけた。が、今度は頭上からダールの念動が襲いかかる。ケインが魔力を増したとはいえ、ダールは千年を生きる大吸血鬼。単たん純じゆんな出力では太た刀ち打うちできない。


「クソッ。ジロー、立て！」


　ケインが怒鳴った。しかし、ジローは身動きが取れない。それどころか、『血』の荒あれ方が酷ひどすぎて、いまにも身体が消し飛びそうだ。異様な力の膨ぼう張ちようを見せている。


　そして、


「……よし！」


　パンッ、と大きく円を描いてから、『ウォーカーマン』が掌てのひらを打ち合わせた。


　時間凍とう結けつだ。今度はすぐさま、動きを止めたコタロウ共々、縮地で待たい避ひ。悲鳴を上げるミミコの眼前で、『ウォーカーマン』とコタロウの姿すがたが光と共にかき消えた。ザザが飛んだ先は、当然のようにカーサの前である。


　コタロウの時間が停止した途と端たん、ジローの『血』も動きを鈍にぶらせた。ジローは息をついて身体を起こし、壮そう絶ぜつな形相で片かた膝ひざを立てた。


「……コタロウ！」


　そこに、ハンスとヤフリーが同時に斬きりかかった。


　ジローは転ぶような動きで辛かろうじて斬ざん撃げきを躱かわす。躱しながら落とした銀刀に腕を伸のばしたが、ハンスの切っ先がそれを阻はばんだ。


　まだ動きが鈍い。『血』の猛たけりが消え切らず、身体が思うように動いていないのだ。念動もまともに使えない。ヤフリーの追撃に、ただ後退することしかできない。


　一方、


「カーサ、出すぞ！」


　コタロウを伴ともなって移い動どうした『ウォーカーマン』が、カーサを封ふうじていた『結界』を瓦が解かいさせた。ケインはダールの念動に耐えるのに精せい一いつ杯ぱいだ。カーサの復活を、歯は嚙がみしながら見守るしかなかった。


『結界』から逃のがれたカーサに、アダムが走り寄り肩を貸す。カーサはアダムの力を借りて、なんとか立ち上がった。その様子を見たハンスとヤフリーが、ジローを牽けん制せいしつつ後退を開始した。


　ジローが歯を食いしばって追撃しようとする。しかし、踏ふみ出した足あし下もとでアスファルトが弾はじけ、出で鼻ばなを挫くじかれた。念動を放ったのはカーサ。ぐったりとアダムに寄りかかっているが、目は炯けい々けいと輝かがやき、油ゆ断だんなくジローを見み据すえている。


　血族が『ウォーカーマン』の元に集結するのを見て、ダールは無言でミミコに顔を向けた。いや、ミミコにではなく『乙女』にだ。彼女の身み柄がらには政せい治じ的価か値ちがある。ミミコはまだダールの念動で縛しばられている。抵てい抗こうすることもできない。


　ところが、


「彼女は残せ！」


『ウォーカーマン』が怒鳴った。すでに彼の背はい後ごには、一回り大きな縮地法の光の扉とびらが開いていた。この場を脱だつ出しゆつする構えなのだ。


　ダールがミミコを残し、倉庫の屋根から跳ちよ躍うやく。同時に、意識が逸それた隙すきを突いて、ケインがダールの念動下から脱出した。


「まだだっ」


　ケインはすぐさま『ウォーカーマン』が準じゆん備びする縮地法に干かん渉しようした。


　時間凍結は多大な魔力を消費する高等魔術だ。コタロウの時間を止めたままとなると、さすがの『ウォーカーマン』でもそう易やす々やすとは縮地法を駆く使しできない。ましてや、縮地法で空間制せい御ぎよをしくじれば、全ぜん滅めつすらあり得るのである。ケインの干渉を振ふり切って強ごう引いんにこの場から逃のがれることは、事実上不可能なはずだった。


　案の定、カーサがケインの干渉を打ち消しにかかった。


　一度後れを取ったとはいえ、カーサはケインの「筋」を知っている。奇き門もん遁とん甲こう術じゆつの魔術構成が理解できずとも、ケインの魔力自体を打ち消すことなら十分可能だ。対して、ケインはカーサの妨害をかいくぐりつつ、なんとか『ウォーカーマン』の縮地法を妨害。魔術構成を乱みだそうとし──打ち消され──さらに干渉する。瞬まばたきする間に百度もしのぎを削けずり、ギリギリのところで九龍王たちを足止めした。


　敵にはまだ、ダールもいる。


　だが、こちらにはジローの銀刀がある。


「ジロー！　『ウォーカーマン』の縮地を、剣で打ち払はらえ！」


　コタロウを奪うばわれたいま、逃がせばもはや勝機はない。敵は特区外に逃とう亡ぼうし、二度と捕つかまらないだろう。


　しかし、ケインの干渉が打ち消されても、ジローの銀刀があれば縮地法は阻そ止しできる。みすみす敵を逃がしはしない。


　ジローの疲ひ労ろうは頂ちよう点てんに達している。息を荒あらげて、ケインに答えることもできない状態だ。それでも彼の指し示じに従したがい、今度こそ銀刀を拾い上げた。


「コタロウ……！」


　時間を凍結されたままの弟が、霞かすむ視界にはっきりと映うつる。


　一いち団だんとなった『九龍の血統クーロン・チヤイルド』目がけ、銀刀を手に、ジローは走った。直後、ケインの干渉が、カーサに打ち消された。ジローが速度を増まし、銀刀を握にぎりしめた。『ウォーカーマン』が縮地法を再調整。同時に、ジローが敵を間合いに入れる。


　銀刀が、ぬるりと光った。


　間に合う。そう思った。


　しかし、


「……『詰みチエツクメート』だ」


『ウォーカーマン』が言った。


　ダールが念動を放った。


　狙いは、急きゆう迫はくするジローでも、ケインでもない。


　後方のミミコ。


「──！」


　ジローの右手が動き、


　銀刀を頭上へ跳ね上げた。


　切っ先が天を突き、


　ダールの念動を断ち切った。


「あ……」


　とミミコが喘あえぎ声をもらした。


　それはまさに、半年前の再さい現げんだった。『ウォーカーマン』はあの場にいたのだ。半年前の特区。主あるじを救わんと『血』が猛たけるまま荒ぶっていたジローが、一瞬だけ見せた素顔。主ではなく、反はん射しや的にミミコを助けた、あの場面。あの場面を、むろん、『ウォーカーマン』は覚えていたのである。死力を尽つくした激げき闘とうの中、この一瞬のために、彼はミミコを残したのだ。


　凍こおり付くジローとケインの前で──


　縮地法の光が消える。


　あとには、何ひとつ残されていなかった。
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　本部に戻った途と端たん──


　ハンスとヤフリーは精せい魂こんを涸からしてぐったりと膝ひざを突き、アダムとカーサはもつれるようによろめいて、後ろのダールに支ささえられた。そのダールにしても、わずかな間に別人の如くやつれている。頭に巻いたターバンが、ほつれて額ひたいにかかっていた。


　もちろん、もっとも疲労が激しいのはザザだ。張り詰めた糸が切れたかのように、ペタン、と床ゆかに尻しり餅もちをついた。


　本部で彼らを待っていたのは、負ふ傷しようしたナブロを除のぞく三人。マーベリックとラウ、それにワインである。三人は血族全員の生せい還かんを確かく認にんして、まずは喜びの声をもらした。


　血けつ液えきパックを手に、満身創そう痍いの彼らに駆け寄る。しかし、ザザの後ろに立つコタロウの姿を見て、足を止めた。


「兄ちゃん！」


「ザザ、こいつは──！」


　マーベリックとラウが相そう好ごうを崩くずす。ワインが大きく目を見開く。


　疲労困こん憊ぱいで座すわり込こむザザが、それでも得意そうに親指を立てた。


「さあ、みんな。条件は整った。早いとこずらかって──上等のワインで乾かん杯ぱいしよう」





４







　──あたしのせいだ。


　ミミコは屋根の上で棒ぼう立だちになったまま、コタロウたちの消えたあとを馬ば鹿かみたいに見続けていた。


　──あたしが……あたしがこんなところにいたから……ジローさんたちの戦いに、のこのこ居い合あわせたりしたから……


　ついさっきまで隣となりにいたコタロウが、目の前で、いとも容易たやすく奪うばい去られた。自分は何もできないばかりか、ジローたちの足かせになってしまった。これではまるで、足を引っ張りに特区に戻ってきたようなものだ。


　──あたし……


「悪いが、ミミコ君。後こう悔かいはあとだ」


　ふわっと光が瞬またたいたかと思った直後、立ち尽くすミミコの隣にケインが現れた。


　ケインはミミコに、怒いかりも失望も見せなかった。彼の性せい格かくなら当然だ。ただ、励はげましや慰なぐさめの言葉をかけることもなかった。峻しゆん厳げんとした引き締しまった表情のまま、機械のように冷静に、短く告げただけだった。


　ミミコに声をかけたあとは、倒たおれたままのサユカに近づく。彼女にしがみついているナナも、いつの間にか気を失っていた。だが、どちらもとりあえず無事ではいるようだ。


　そして、ケインが二人を調べている間に、


　スタッ、


　とジローが屋根に着地した。ミミコの胸むねに氷ひよう片へんが滑すべり落ちた。


「ジローさん……」


　ミミコは顔を合わせられない。うつむき、全身から血の気をなくしていた。


　ジローは無言でミミコに近づき、その肩に手を置いた。ミミコはビクリと身体からだを震わせた。


　顔を上げる。


　そして、目を瞠みはった。


「……ジ……」


　ジローはもちろん、ミミコを責せめてなどいなかった。彼が責めるというなら、それは自分自身のはずだ。しかし、そのときジローの顔には、己おのれを責め苛さいなむ色も浮うかんではいなかったのである。


　ケインと同じだった。後悔や絶ぜつ望ぼうなどという贅沢は、いまのジローには許ゆるされていないのだ。いまはそれどころではない。歯を食いしばり、藻も搔がき、足搔いて、ただただ食い下がらねばならないのである。


　ミミコに対しても、ジローは余計なことは一切口にしなかった。


　ただ簡かん潔けつに、


「……『ウォーカーマン』が一枚まい上手だった。それだけのことです」


「でもっ」


「ミミコさんを助けたことは、コタロウも間違いなく承しよう知ちしてくれます。それに、敵が強大なことなど、最初からわかっている。私がどうしようもない未み熟じゆく者ものだってこともね。ですが、だからと言って諦あきらめる訳わけにはいかない。そうでしょう？」


　ごく真しん剣けんな面おも差ざしでジローは言った。彼の瞳ひとみに映うつるのは、遥はるか以前に口にし、嚙かみ締め続けて己の血肉とした「覚かく悟ご」のみだ。


　奪われたなら、取り戻す。


　そのことしか、いまのジローにはないに違いない。ジローの「覚悟」は熱を発し、血ち潮しおとなって全身を駆けめぐっている。その熱はミミコを炙あぶり、凍り付いていた心しん臓ぞうを、もう一度動かした。


　ミミコが辛かろうじて頷うなずくのを見み届とどけたあと、ジローはケインに振り向いた。


「ケイン。すぐに追ってもらえますか」


　ケインの縮地法なら、九龍王たちを追える。しかしケインは首を横に振った。


「ただ追ったのでは間に合わん」


「敵の居場所はわかります。コタロウの気配が──」


「そうではない。リンスケから事情を聞いた。おそらく奴らは、大規き模ぼな縮地法を使って特区を出る気だ。俺の縮地では追いつけない」


「しかし、弟の気配はまだ──」


「そう。賢けん者じや殿どのの時間凍結を維い持じしたまま、同時に縮地を──特区の外に移動するような大規模な縮地を操あやつるのは、『ウォーカーマン』でも無理だろう。しかし、方法はある」


　たとえば、時間凍結の魔術構成を変へん更こうし、魔術の維持に必要な力をカーサやダールに一時的に負担させる。そうしておけば、『ウォーカーマン』本人は縮地法に集中できる。他にも、考えられる方法は幾いくつか存そん在ざいする。いますぐ彼らが特区を離れないのは、その準備が必要だからだ。そして、準備に必要な時間は、最大に見積もっても二、三十分というところだろう。


「ならばなおさら、すぐに攻めるべきでしょう！」


「忘わすれるな。向こうも俺の縮地法には干渉できるんだ。それも、俺よりもずっと遠方からな。『ウォーカーマン』のことだ。どれほど特区脱出の準備を急いでいようと、こちらの動きをマークしないとは考えられない」


「で、では、敵の長ちよう距きよ離り縮地を妨ぼう害がいすればいい！　さっきもあなたはそうやって、奴らの足止めをしていたではありませんか」


「向こうの状じよう況きようが把は握あくできていなければ危き険けんだ。仮かりに、展てん開かい中の縮地が暴ぼう走そうすれば、術中にいた者はまず助からん。そして、俺が『ウォーカーマン』なら、縮地を展開している間は、常つねに賢者殿を術中に置く」


　もしケインの予想通りだった場合、彼の干渉が成功して縮地法が失敗すれば、コタロウはただでは済すまない。『賢者』といえど、助からないだろう。


　ケインの冷れい徹てつな反はん論ろんに、ジローは悔くやしげに歯を食いしばった。ミミコも、魔術のことは門外漢だけに、意見することもできない。ハラハラしながら二人を見守るだけだった。


「ケイン。案はないのですか？　ないならお願いです。せめて私を、できるかぎりコタロウの近くに！」


「だから、それでは──」


「お願いします」


　ジローは強く言った。ケインは唇くちびるを嚙み、そのまましばし黙もつ考こうする。魔ま術じゆつ師しの頭ず脳のうがフル稼か働どうする音が、ミミコにまで聞こえてきそうだ。


　そして、


「……これしかないな。『径けい』を乱みだす」


「『径』？　縮地のルートのことですか？」


「そうだ。縮地法は万能な瞬間移動術ではない。特に規模が大きくなるほど、様々な外的要よう因いんを必要とする。おそらく『ウォーカーマン』は特区の外に縮地を繫つなげる際さい、龍りゆう脈みやくを『径』として利用するはずだ。だから、龍脈を乱し、縮地のルートに使用できなくする」


「どうやって？」


「龍りゆう穴けつから念を送るんだ。以前龍殿に聞いたことがある。特区ではいくつかの龍脈がある一点で交わり、地表近くまで昇のぼっている。そこを制してしまえば、特区の龍脈はすべて封ふうじることが可能だと」


「つまり、そこを押さえれば『ウォーカーマン』の縮地も阻はばめるのですね？　少なくとも、特区の外に出ることはできなくなる！　では、そのある一点というのは──」


「第十一地区イレブン・ヤードだ」


　ジローとミミコが顔を見合わせた。


　九クー龍ロン王の遺い灰はいが封印されていた、因いん縁ねん深い場所である。二人には知る由よしもないことだが、以前コタロウが夢ゆめの中でミミコやジローと再会できたのも、彼が封印されていた場所の特とく殊しゆ性が大きく影えい響きようしていたからなのだ。


「……ただし、龍脈を乱すとなると莫ばく大だいな念が必要だ。それこそ、天候を左右するようなレベルの。俺が全力を出した程てい度どでは、小こ揺ゆるぎもしないだろう」


「私がやります。私の『血』の力なら──」


「愚おろか者。ついさっき自じ滅めつしかけたのを、もう忘れたか」


「しかし、他に方法はないのでしょう？」


　ケインとジローは無言でにらみ合った。実際、他の方法など思いつかないのだろう。しかし、ミミコがケインの表情を見る限かぎり、あまりに分ぶの悪い賭かけとしか思えない。


「ケイン！　お願いします」


　ジローがケインに懇こん願がんする。ケインが歯を食いしばる。


　そこに、


「──みんな、無事？」


「リ、リンスケさん!?」


　倉庫の屋根にひょっこり顔を出したのは、懐なつかしい顔、リンスケだった。倉庫の裏うら側がわにあった非ひ常じよう階かい段だんから上のぼってきたらしい。いかにも彼らしく、驚おどろくミミコやジローに、ぱちりとウィンクする。そして、彼の後ろから厳きびしい面持ちのバドリックと、動くぬいぐるみ──バウワウが屋根に上ってきた。


　屋根から落とされたバウワウも──表面が汚よごれてはいるが──元気そうだ。思わずミミコの表情が弛ゆるんだ。


「良かった、無事だったんですね、セ──」


「──『バウワウ』」


　口を挟はさんだのは、気き絶ぜつしていたはずのサユカである。ようやく目が覚めたらしく、しかめ面つらで起きあがった。ジローとケインの姿を見、眼がん下かの駐ちゆう車しや場じようを見回してから、戦闘がすでに終わったらしいことを確認した。


「……あのガキんちょがいないじゃない。まさか連れ去られたの？」


　サユカの質しつ問もんに一同の口が重たくなった。


　ジローはすぐにも飛び出していきたいのを必死に自制していた。「ケインっ」ともう一度戦友に懇願する。それでも、ケインはまだ動かない。


　やはり、龍脈を乱すなどという荒あら事ごとは、ジローだけでは無理なのだろう。仮かりに一時的に成功したとしても、ジローが破は滅めつするのは目に見えている。そうなれば、九龍王たちの脱出が少しばかり遅おくれるだけで、結局彼らは逃にげ切り、コタロウは取り戻もどせないまま終わってしまう。


　サユカに説明を請こわれたので、ミミコは彼女や、リンスケ、バドリックに事情を話した。バウワウにもだ。しかし、ミミコの期待も虚むなしく、バウワウは難むずかしそうに頭をうつむかせるだけだった。彼にも、打開策さくは見いだせないらしい。


「クソッ。夜明けにはシンガポールの部隊が到とう着ちやくするって言うのに……！」


　バドリックが歯は軋ぎしりして言った。


「シンガポールの部隊？」


　と、初耳のミミコが驚いて聞き返す。今度はリンスケがミミコに、彼女がシンガポールを飛び出したあとの、尾お根ね崎ざきの決けつ断だんについて説明した。


「ついさっき、神父からも連れん絡らくがあったの。こっちに向かってる途と中ちゆう。急だったから空中給油の手配ができなくて、代わりに『豪ごう王おう』のコネでアメリカ海軍の空母に寄ってるらしいわ。予定通り、明け方の六時には着けそうなんだけど……」


　そう説明するリンスケも口く惜ちおしげだ。


　しかし、


　──え？


　その瞬しゆん間かん、ミミコの脳のう内ないで、何かがスパークした。


「神父さんが？　空母？」


　心しん臓ぞうが鼓こ動どうを早める。身体からだがカッと熱くなる。


　──待って……待って！　え、なに？　いまあたし……


　神父がいま、米軍の空母にいる。特区奪だつ還かんのため、こちらに向かう途中の神父が。


　その事実の「何が」ひっかかったのか？　ミミコの脳が猛もう烈れつなスピードで回転した。いま閃ひらめいた何かを追って、全力で駆かけだした。


　リンスケが不ふ審しんそうな顔で「ミミちゃん？」と聞くが、ミミコは顔を強こわ張ばらせたまま身じろぎひとつしなかった。これではない、これでもない──と、必死に罵ののしりながら、頭の中をかき分ける。


　そして、


「あっ!?」


　全身の神経が感電したようだった。


　ミミコは絶ぜつ叫きようして、リンスケの両りよう肩かたをつかんだ。


「まだっ？　まだ神父さんは空母にいるんですか？　連絡は繫がってるの!?」


「つ、繫がってるけど……」


　啞あ然ぜんとしたリンスケが答えた。他の者たちも──ジローとケインさえ──何事かとミミコを見ている。


　だが、ミミコは周りの反はん応のうなど気づかない。もう一度頭の中でさっきの考えをまとめながら、ケインに振り返った。


「ケインさん！　聞いて下さい。こういうの、駄だ目めでしょうか？」
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『銀刀』とケインに動きはなかった。諦あきらめたとは思わない。これで諦めるような柔やわな敵てきなら苦労はないのだ。しかし、打つ手がないのも事実なのだろう。ザザは油断することなく、時間凍とう結けつのアレンジを進めた。


「……よし」


　と、後ろに控ひかえていたカーサとダールを振り返る。


「安定した。あとはこの術式を、そのまま維い持じしてくれ」


　そう説明するのと同時に、二人に思念でより細かいニュアンスを伝達する。魔術に造ぞう詣けいの深いカーサはもちろん、ダールも心得た様子で頷うなずいた。


　コタロウはいつかのように、安らかな寝ね顔がおになって空中に固定されている。倉庫街で見せたような始祖ソースブラツドの風格は身を潜ひそめていた。


　時間凍結の維持はカーサとダールに任まかせられるようになった。いよいよ、特区を出る長ちよう距きよ離り縮しゆく地ち法の準じゆ備んびだ。


「といっても、香港まで行く訳わけじゃない。とりあえず、日本。それから中国かロシア。とにかく、特区さえ出てしまえば、あとはどうとでもなる」


　特区を覆おおっていた『結界』は、アダムの要よう請せいでカーサらの加か勢せいに駆けつける前に解かい除じよしてある。だからこそ、時間凍結といった大おお技わざを繰くり出せたのだ。アダムの要請を聞いたときには二の足を踏ふんだザザだったが──何しろ、王を前線に出すなど、リスクが大き過ぎる──結果的には賭かけに勝った形だった。


「……あの二人、本当に何もしてこない気か？」


　疑うたがわしそうにつぶやいたのはカーサだ。


　ジローとケインは、己おのれの気配を隠かくしていなかった。二人はまだ、さっきの戦場に残っている。それは間ま違ちがいない。だが、それが逆ぎやくに気になった。


　彼らに状じよう況きようが読めていないとは思えない。いま自分たちを逃にがせばもはや挽ばん回かいはあり得ないことぐらい、わかっているはずなのだ。どうして手を拱こまぬいているのか、無む性しように気になった。


「カーサ」


　心ここに在あらずといったカーサに、ダールが声をかける。カーサは舌した打うちして、注意を戻した。


　ジローとの戦いでは冷静さを失い、混こん血けつ化かしたケインには後れを取った。カーサとしては不満の残る結末だ。しかし、だからといって血族の得た勝利を喜べない訳ではない。いまはこの勝利を確かつ固こたるものにするのが先決だった。


　ザザはすでに縮地の準備に取りかかっている。立て続けに大魔術を用いているのだが、その手て並なみに衰おとろえはない。帰き還かんしてすぐに血を吸すっているとはいえ、彼もまた、相当な無茶を己に強しいているのだ。カーサは魔術に専せん念ねんする参さん謀ぼうに代わり、場を仕切る顔つきで部屋に集まる血族を見回した。


「アダム。調子は？」


「もう大だい丈じよう夫ぶだ。心配をかけたな」


「ハンス？　ヤフリー？」


「私も問題ありません」


「ああ。俺もいつでもいけるぜ、姉あね貴き」


　アダムとハンス、ヤフリーがそれぞれに答えた。彼らの顔には、早くも精せい気きが戻っている。カーサは頷き、ラウとワインに視線を向けた。


「ラウ。ナブロの様態はどうだ？」


「意識は戻ってない。だが、安定はしてる」


「わかった。ワイン。ラウと一いつ緒しよに、ナブロを連れてきてくれ。それに……マーベリックはどうした？　さっきはいただろ？」


　カーサは少し意外そうに尋たずねた。ザザとのやり取りに集中していたので、マーベリックが消えていることに気がつかなかったのだ。


「マーベリックお兄ちゃんなら、通信室に戻ったわ。最後まで気が抜けないからって」


　カーサの疑問にワインが答えた。「あいつらしいな」とカーサは苦く笑しようした。


「ついでに声をかけてきてくれ。置いてくぞ、ってな」


　カーサの台詞せりふに、ワインが笑いながら頷うなずき、椅い子すから立ち上がる。


　その直後だ。


　──緊急事態エマージエンシー！


　通信室に戻っていたマーベリックから、切せつ迫ぱくした思念がカーサたちの元に届いた。


　──レーダーに反応！　六時の方向より特区に高速で接近する物体があるっ。くそっ。離れてて発見が遅おくれた！　それに、こいつは航空機じゃない！


「なんだと？」


　コンベンションルームに動どう揺ようが走った。カーサはダールと素早く目配せを交かわす。時間凍結の維持を弟に任せてから、自身の感覚を一気に広こう域いきに向けた。


　意識を上空へ。カーサが本気を出せば、特区の反対側であろうとある程度の気配は探さぐれる。開けた場所ならなおさらだ。すぐに、レーダーに反応した物体を発見した。


　大気を切り裂さき、轟ごう音おんを響ひびかせ、火を噴ふいて猛もう進しんするそれは──


「ミサイル!?　巡航ミサイルか！」


　反射的に、最悪の可能性がカーサの脳のう裏りを過よぎった。


　核かく。


　世界を牛ぎゆう耳じるひと握にぎりの人間たちが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の活発化を知り、特区の人質を切り捨てて凶きよう悪あくな吸血鬼ブラツク・ブラツドどもの殲せん滅めつを命じた。それは、決してあり得ないことではない。ザザが常に警けい戒かいしていた、現実に起こりうる可能性のひとつなのだ。ましてや、まともな防空システムも持たない特区に対してなら、何も弾だん道どうミサイルを使用するまでもない。巡じゆん航こうミサイルでも十分なはずだった。


　──このままだと特区のど真ん中に落ちる！　着弾まで二十──いや、十秒！


　マーベリックの思念も悲鳴に近い。他の者たちも真っ青さおになる。カーサは感覚で捉とらえていたミサイル目がけ、全力で念動を送った。ほんの少しでも、軌き道どうを逸そらせようとした。だが、距きよ離りが遠すぎる。


「ダール！」


　事態を察したダールも援えん護ごに加わった。間に合え。そう念じながら、カーサがもう一度力を集中。ダールの力に上乗せする形で、カーサは念動を辛うじてミサイルに届かせた。


　だが、


「──な」


　念動が打ち消された。


　そして、ミサイルは特区に着弾。着弾地点が陥かん没ぼつし、大きく土つち煙けむりが膨ふくれあがる。


　しかし、それだけだった。


　ミサイル着弾地点では、いかなる種類の爆ばく発はつも発生しなかった。


「……不発？」


　様子を窺うかがったダールが、些いささか呆ぼう然ぜんとした体でつぶやいた。


　ところが、彼の背後で、


「──どういうことだ」


　ザザが呻うめいた。ダールが慌あわてて振り向いた。


「どうした？」


「……と、突とつ然ぜん龍脈に乱れが生じた。いや、そっちはいずれ収まると思うんだけど……なぜか『径』が通せなくなった。原げん因いんがわからない。調べようにも、感覚を向けただけで威圧感が……これじゃあまるで……」


　ザザが呻き、ダールが顔を翳かげらせる。動転する弟たちを見て、カーサは獰どう猛もうに──しかし苦々しく──微び笑しようした。


　──マーベリック。いまのが落ちたのは、どの地点だ？


　──え？　えっと、第五地区フイフス・ヤードの……あ！　ここって、『カンパニー』調停部の事じ務む所しよがあった場所だ！　陛へい下かの遺い灰はいが封ふう印いんされてた場所だよ！


　第十一地区イレブン・ヤードだ。特区の龍脈が集中する、魔ま術じゆつ上の要よう衝しよう。


　不意に、カーサが笑い出した。


　愉ゆ快かいそうに、身体からだを震ふるわせて笑う。ザザとダールが驚おどろいて振ふり返り、血族全員が注目する前で、


「やられたな」


　とカーサは髪かみを搔かき上げた。


「さっきの巡航ミサイル、狙ねらいは龍脈だった訳だ。特区を脱だつ出しゆつする縮しゆく地ちを妨ぼう害がいするため、魔術的に楔くさびを打ったんだ」


「し、しかし……ミサイルで？　そんなことが可能なのか？」


「ただのミサイルじゃない」


　信じられない様子のダールに対し、カーサは皮肉っぽく頰ほおを歪ゆがめる。瞳ひとみに宿る鋭えい敏びんな光が、冷たい美び貌ぼうに熱を灯ともした。


「真銀刀だ。あのミサイルの弾頭に仕込まれていた。誰の案だか知らないが……やってくれるじゃないか！」









　　四章　決戦










１







　柔やわらかな春の夜。


　風には花と緑の香かおりが混じっている。夜空は遥はるか上空まで澄すみ渡わたり、満月は太陽の光を吸すい込こんで自みずからを白く輝かがやかせていた。


　第八地区エイト・ヤードの西せい端たん。街灯の消えた幹かん線せん道路が延のびる先に、新市街区ニユー・ヤードの摩ま天てん楼ろう群ぐんが林立して聳そびえている。人工の照明がないからだろうか。高こう層そうビルが連なる夜景は、静かで、無機的で、どこか非ひ現実的だ。月明かりの下もと、眠ねむりについた魔法の国のように見えた。語り終わられてしまったあとの、お伽とぎ噺ばなしのように。


　新市街区ニユー・ヤードは計画的に設せつ計けいされた地区のため、どの幹線道路にも整った街がい路ろ樹じゆが植樹されている。


　目の前の幹線道路を彩いろどるのは、満開の桜さくら。


　青白い月光に濡ぬれて美しくも妖あやしく咲さきながら、訪おとずれた者たちを道の向こうへと誘いざなっている。


　この先にコタロウが──そして宿命の強きよう敵てきたちが待ち受けているのだ。おそらくは、最後の決着も。


「……綺き麗れいね」


「はい」


　ミミコがもらしたささやきに、ジローがそっと返事をした。


　二人がいるのは、幹線道路の脇わきの歩道だった。すぐ隣となりに枝えだ振ぶりも見事なソメイヨシノが立っている。風に手を引かれた一枚の花びらが、小さなステップを踏ふんでミミコの髪かみに止まる。ジローは手を伸のばし、羽う毛もうのような薄はく片へんをつまんだ。ミミコが気づいて、小さく礼を言った。


「……あなたには、また救われました。本当に、敵かなわない」


「みんなのおかげ。それに運が良かったのよ。というより、奇き跡せきよね」


　真銀刀ジエンインタオによる龍りゆう脈みやくの封ふう鎖さは、ミミコのアイデアだった。


　神父が空母にいるというリンスケの情じよう報ほうを耳にしたとき、ミミコは思ったのだ。神父が特区奪だつ還かんのために駆かけつけるなら、当然対吸血鬼戦の切り札である真銀刀を持参するはずである。そのまま待っていては間に合わないが、米海軍の空母ならミサイルの類たぐいもあるだろう。それで、まず真銀刀を大急ぎで届けてもらえばいい──と。いま振ふり返っても呆あきれるほど乱らん暴ぼうな、極きわめつきの奇き策さくだった。


　もっとも、この作戦は発案より実行が千倍も困こん難なんな代しろ物ものだった。何しろ、アメリカの軍隊に、日本の領りよう土ど内へミサイルを撃うち込んでもらおうというのだ。しかも、最長でも三十分以内に。普ふ通つうに考えれば、政せい治じ的にも、また技術的にも、およそ実行不可能な絵空事であるはずだった。


　しかし、ミミコからの要よう請せいを受けた神父と、その場に同席していたギルバートは、彼女の突とつ飛ぴな作戦を即そく座ざに実行してのけた。


　米軍に対するギルバートのコネクションをフル活用した二人は、海軍上層部、および空母艦かん長ちように掛かけ合って、巡じゆん航こうミサイル一基きをその場で購入。エンジニアの手を借りて弾だん頭とうを抜ぬき出し、代わりに真銀刀をミサイル内部に収しゆう納のうした。着弾目標には特区第五地区フイフス・ヤード、旧『カンパニー』調停部事務所の隣となりを設せつ定てい。さらには、空母から発射したのでは間に合わないので、搭とう載さいしていた最速の戦せん闘とう機きに巡航ミサイルを装そう備びして緊急出動スクランブル。特区の近くまで全速で飛ばしてから空中発射したのである。無茶も無茶。あらん限りの金と権力を──実のところ視経侵攻アイ・レイドさえも──駆く使しした、前代未聞の離はなれ業わざだった。


　他方、関係各部への伝達と交こう渉しようは、神父とギルバートから連れん絡らくを受けた尾お根ね崎ざきが行った。シンガポールを発たつ寸すん前ぜんだった彼は、羅ローやサマンサ、それにヒバリ、サキ、スワンたちの協力を仰あおぎながら、想そう像ぞうを絶するネゴシエーションの末に、許きよ可かや追認──もしくは事後承しよう諾だくや黙もく認にん──を取り付けたのである。


　去年以降、弛たゆむことなく積み重ねてきた『カンパニー』の信しん頼らいや十字軍の実じつ績せきがあってこその結果である。激げき励れい会のために軍と政府の外交関係者が集結していたのが幸いした──というより、さもなければ絶対に不可能だったはずだ。ミミコが口にした通り、作戦が成功したのは限りなく奇跡に近かった。


「……でも、その奇跡を呼んだのは、みんなの気持ちだと思う」


　仲間たちが放ってくれた奇跡の矢。


　このチャンス、この猶ゆう予よを、無む駄だにすることはできない。今度こそ、決着をつけるべきときだった。


「とはいえ、まさかあんなことになるとは思ってなかったけど」


　とミミコが渋しぶい顔になった。


「いまはいいけど、ひょっとするとあたし、取り返しのつかないことしちゃったのかもしれないわね」


「いいえ。おかげで結果的に次の一手も生まれたのです。あとはこの奇跡を、我われ々われの手で完成させましょう」


　ジローの声や態度には、冷ややかな熱とでも言うべき矛むじ盾ゆんした緊きん張ちよう感がある。彼がいまこの瞬しゆん間かんも戦闘態勢でいる証しよ拠うこだ。ただ、ジローの隣に立つミミコは、もう彼に「危あやうさ」を感じなかった。


　ジローは変わった。


　主あるじを奪うばわれた焦しよう燥そうの日々や、崑こん崙ろんで己をいじめ抜ぬくことしかできなかった逆ぎやつ境きようの時間が、ジローを叩たたき、磨みがき上げたのだろう。思えば、香ホン港コンでミミコに呼びかけたときもそうだった。青あお臭くさい未み熟じゆくな面がなくなった訳ではないが、一方で大人びた落ち着きを漂ただよわせるようになっていた。身内の熱を無自覚に発散するのではなく、制せい御ぎよし、収しゆう斂れんさせ、必要なとき確実に、全力で解とき放てるように。


　その一方で、ジローの本質的な部分は以前のままのジローなのである。


『血』の暴走すら力とし、愛刀に真銀を混ぜて振ふるう。そんな無む謀ぼうを選せん択たくしながら、なおジローは自らを保たもっている。無謀を己のものとして受け入れ、共存している。それは、彼が変わった──「成長した」証明なのかもしれなかった。


「……そうだね」


　とミミコはジローの台詞せりふに、素直に答えて頷うなずいた。


　ジローとミミコの後方には、二人から少し離はなれて、ケインが立っていた。


　杖つえを手に、厳きびしい面おも持もちで行く手を見つめている。他にも、彼の足下にはバウワウが。さらには、ニット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、桜さくらの木に背中を預あずけて、への字口をするサユカもいる。


　このメンバーが、コタロウ奪還の戦いに赴おもむく戦士たちだった。


　彼方かなたの摩天楼を見み据すえていたケインが、ゆっくりとサユカに顔を向けた。


「調子は？」


「いいわけないでしょ。大変な精せい神しん的苦く痛つうだわ」


　ケインの問いに、サユカが答えた。ニット帽に覆おおわれたこめかみの辺りを指先でつつく。ぶすっとしたしかめ面は、まだ顔色が良くなかった。


「にしても……やっぱり夜明けまで待つのが得策だと思うけど？　シンガポールから向かってるのは、凄すご腕うでの古血オールド・ブラツドばかりなんでしょ？」


　両手をジャージのポケットに戻もどし、サユカは不ふ機き嫌げんそうにケインに意見した。もともと彼女はゼルマンの僕しもべであり、ケインとは親しくない──というより、どちらかと言えば「かつての敵」と思っている。混血化した彼に嫌けん悪お感などは抱いだかない代わりに、仲間意識もあまりないのだ。


　もっとも、ケインはサユカの複ふく雑ざつな感情など気にしている風ではなかった。


「真銀刀による龍脈の封ふう鎖さは、過か去こに例のないことで確実性がない。いまのところ上う手まく行っているようだが、絶対に安全とは言い切れないからな。何より、こういうときは徒いたずらに敵に猶ゆう予よを与あたえるべきではない。特に、この敵には」


　神父たち第一陣じんは、想定した以上に順調に、特区に向かっていた。真銀刀の到とう着ちやくが間に合ったのも、それだけ特区に接近できていたからこそだ。


　もっとも、強ごう引いんなミサイル発射の影えい響きようで、スケジュールが大おお幅はばに狂くるったらしい。到着が最速で夜明けというのは変わらない模も様ようだ。


「図らずも策はできた。賭かける価か値ちのある策だ。今度こそ、決着をつける」


「……策を練ってるのは私たちだけじゃないでしょう？　『九龍の血統クーロン・チヤイルド』も、当然真銀刀を排はい除じよしに攻せめてくると思うんだけど？　下へ手たに突とつ撃げきするより真銀刀の守りを固めた方がいいんじゃない？」


「奴やつらも俺たちも、真銀刀の影響範はん囲い内ではろくに動くことさえできん。だが、奴らはともかく、俺たちには信頼に足る人間が大勢いる。バドリックとリンスケを信じて、レジスタンスに任まかせる方がいい。他にも、援軍が駆かけつけてくれたことだしな」


　そう言うと、ケインは少し柔やわらかい目つきになってサユカに笑いかけた。


「君は残ってくれてもいいんだぞ？　あの人間の少女──ナナと言ったか？　心配だろう」


　ケインの指し摘てきにサユカはいよいよ仏ぶつ頂ちよう面づらになった。


　結局、あのあとナナは基地ベースに戻もどった。それも、彼女が自分から言い出したのである。吸血鬼ブラツク・ブラツドの戦いを目にして、自分がいては迷めい惑わくがかかることがよくわかったらしい。信じて待っている、と健けな気げに告げてサユカを困らせなかった。


「あの子は大だい丈じよう夫ふよ。もちろん、私もね。それに、私は自分の意い志しであなたたちについていくの。心配は無用よ」


　サユカは無ぶ愛あい想そうに答えた。しかし、素っ気ない彼女の返答に、彼女を見るケインの視し線せんが、真しん剣けんなものになる。


「……奴やつらがゼルマンの仇かたきだからか？」


　ぴくり、とサユカの柳りゆう眉びが反はん応のうした。


　しかし、


「違ちがうわ」


　と答えた声は、動どう揺ようを感じさせなかった。


「腐くされ縁えんとはいえ──放っておけないのがいるからよ」


　答えたサユカの視線が、前方にいるミミコの背中に飛んだ。


　鼻でため息をもらし、


「ま、戦う理由としては、悪くはないわ」


　そう言って、サユカはわずかにうつむき、目を閉とざした。


　うつむくサユカの唇くちびるには、太ふて々ぶてしい微び笑しようが浮うかんでいる。ケインはじっと彼女を見つめたあと、おかしそうに首を振ふった。


「なるほど。血だな」


　それから表情を引き締しめ、「ジロー！」と声をかけた。


　ジローはケインたちを振り返ると、重々しく頷いた。


　ミミコに向き直り、


「ミミコさん。その帽ぼう子しは──」


「うん。もう少し預かっとく。返すのは、三人が揃そろってからね」


　ミミコは、シンガポールから持ってきた赤い帽子に指を引っかけ、くるりと回転させる。二人は見つめ合うと、どちらからともなく頷き合った。


　桜の花びらが、ひらひらと落ちる。


　ミミコは首元に手をやると、シャツのボタンをひとつ、ふたつと外していった。指で髪をすくい上げて、肩かたの後ろに払はらった。


　しなやかな首筋が、月明かりの下で露あらわになる。


　その一いつ瞬しゆん、ジローは少年のような顔になり、


「ミミコさん。少し髪が伸のびましたか？」


「いまごろ気づいたの？　相変わらず鈍にぶいわね」


　ミミコは軽やかに笑って、ジローの首に両手を伸ばした。


　ジローの手がミミコの腰こしに伸びる。ミミコは背せ伸のびをしながら、ジローの首に両りよう腕うでを巻まく。


　悪いた戯ずら好きの子こ猫ねこのような上うわ目め遣づかいで、


「野や暮ぼで鈍どん感かんなジローさん。せっかくの雰ふん囲い気きが台無しになっちゃうから、いまから少しの間、何も言わずに黙だまっててね」


「なんです、急に？　そんな……」


「あたし、やっぱりジローさんが好き」


「…………」


　野暮で鈍感な吸血鬼ブラツク・ブラツドは、何も言わずに黙っていた。代わりに、ミミコの身体からだを抱き寄せると、首を傾かたむけ、可か憐れんな首筋に牙きばを立てた。


　ミミコはもれそうな声をのみ込んで目を閉じる。目ま蓋ぶたを閉ざす寸前に視界に飛び込んできた満月が、二人を祝福して笑っているように見えた。


　血が、ジローの中に吸い込まれていく。


　ジローの中で、ひとつになる。


　良かった、とミミコは思った。


　これまでに色んなことがあり、これからも色んなことがある。それでも、ミミコはそのすべてを肯こう定ていし、良かった、と思った。





　天頂にあった満月は、いま緩ゆるやかに西の空へと傾かたむき始めている。


　特区を揺ゆるがす春の嵐あらし。その安らかな凪なぎの時間は終わり、最後の突とつ風ぷうが吹ふき荒あれようとしていた。
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　廃はい墟きよというより荒こう野やに近い風景だ。そこは、半年前、外でもないダール自身が破は壊かいした場所だった。ダールと、いまは亡なき『緋ひ眼がんのゼルマン』が。


　第五地区フイフス・ヤードのただ中に、ぽっかりと広がる瓦が礫れきの荒野。ダールはその荒野に立っていた。傍かたわらにいるのはマーベリックである。そして、二人の周囲にはおびただしい数の吸血鬼──『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちが集結していた。


　月明かりの他ほかに明かりもない薄うす暗ぐらい廃墟に、吸血鬼たちの眼光が無数に灯ともっている。牙きばを剝むくあぎとから吐はき出される呼気が、穏おだやかな夜気を血のにおいで穢けがしていた。何も知らない者が見れば悪あく夢むとしか思えないような、寒々しくもおぞましい──しかし目を逸そらすことができない、異様な光景だ。


　ただ、獣けものじみた吸血鬼たちの中央で屹きつ立りつする巨きよ漢かんの姿は、怖おぞ気けを震う光景の中に、粛しゆく然ぜんとした何かを投じていた。ダールが発する戦士の気配が、『九龍の血統』の転びたてアンダー・イヤーをして、獣ではなく兵士としての自覚を促うながしているかのようだ。


　ダールが仁に王おう立だちで見据える先は、かつて王が眠ねむっていた墓所、第十一地区イレブン・ヤードである。そちらには、ここにいる『九龍の血統』に勝ろうかという数の人間の気配がした。真銀刀の防ぼう御ぎよについたレジスタンスたちだろう。


　こうして『九龍の血統』を率ひきいながら人間たちと対たい峙じしていると、香港での戦いの日々を思い出す。当時は、まさか人間たちと互たがいに兵を率いて対立する日が来ようとは、想像もしていなかったものだ。彼は、もう千年もの長い間、ずっと夜の側から人々の営いとなみを眺ながめ続けていたのである。


「思えば数すう奇きなものだ……」


　それは、カーサが折に触ふれてはつぶやいていた台詞だった。ダールは自らもその台詞を口にし、強こわ面もてを微かすかに綻ほころばせた。


　東の方角を望む。


　荒野と街並みのさらに向こうには、夜空を背景に聳そびえる、新市街区ニユー・ヤードの高層ビル群ぐんが見えた。彼の王と血族が待つ場所が。


「……戦力を二分する」


　そう、参さん謀ぼうザザが苦く渋じゆうの決断を下したのは、散々トライしたあげく、どうあっても龍脈が使えないと判断したあとのことだった。


「やはり、真銀刀を奪だつ取しゆ、もしくは破は壊かいするしか手はなさそうだ。少なくとも、龍りゆう穴けつの上からどかす必要がある。とはいえ、陛へい下かの守りを手て薄うすにはできない。また、陛下を守りながら全員で真銀刀の排はい除じよに向かうのも危険が大きい。何しろ、真銀刀の影響下では、僕ぼくらは完全に無力だ。陛下は真銀刀からは、可能な限り遠ざけたい」


　しかし、真銀刀を放置していては特区からの脱だつ出しゆつができない。他の脱出手段を模も索さくする時間も、もはや残っていないのだ。


「だから、戦力を二分する。片方は真銀刀の排除を。もう片方は陛下の護衛だ」


　だが、そう告げたときのザザは、常になく苦しげな面持ちだった。いまこの戦局で味方の戦力を二分すること自体、リスクが大きいのだ。しかし、他に手がない。土ど壇たん場ばで生まれたミミコの奇策は、九クー龍ロン王おうたちを足止めするのみならず、戦せん略りやく的にも追い詰つめていたのである。


「当然、真銀刀を排除するといっても、僕らには触さわることはおろか近づくことさえ満足にできない。最終的にはラウ君に頼たのむしかないんだが……彼が動きやすいよう、他にも手を打つ必要があるだろう」


　そうして、ザザが計画を練り上げ、さらには「ある人物」のアイデアを採用した結果、ダールとマーベリックはここにいるのだった。


「あいつももう、一人前だな」


　本部での作戦会議を思い起こし、ダールはうっすらと微笑する。


　そして、傍かたわらの弟を横目に眺め、


「顔色が悪い。無理はするなよ、マーベリック」


「ハハ……せっかく心配してくれてるとこ悪いんだけどさ、ダール兄ちゃん。いま無理しないで、いつするのさ」


　ダールの指し摘てき通り、マーベリックの顔は蒼そう白はくだった。強がってはいるが、激しい疲ひ労ろうに極度の緊張が見て取れる。いまにも吐きそうなほどだ。


　現在マーベリックは、この場にいる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの精神に魔ま術じゆつの手を伸ばしている。もちろん、この場の全員を精神支配している訳ではない。マーベリックが行っているのは、精神の誘ゆう導どうと意思の伝達。彼が構築した精神ネットワークを使って、集めた『九龍の血統』たちを統とう率そつしているのだ。戦せん闘とうの指し揮きはダールが執とる予定だが、彼はその中ちゆう継けいを行っているのである。


　とはいえ、それにしても大変な大技であることに違ちがいはない。マーベリックはカーサやザザに次いで精神系の魔術に強いが、姉や兄のように魔術師としての才覚がある訳ではない。性せい格かく的に実戦も不得手だ。凡ぼん庸ような才能を努力と機転でカバーし、裏うら方かたとして活用するのが、マーベリックのいつものスタイルだった。


　しかし、今回ばかりは自分のやり方に固こ執しつしていられない。


「日ひ頃ごろは気にしてないけど、これでも実は姉きよう弟だいの中じゃ年長組なんでね。やるときはやらなきゃ、男が廃すたるって」


「そう言えば、聞いたことがあったな。陛下の元に来るまで、お前は長らく『名無し』の血族だった、と」


　ダールが思い出した風に尋たずねた。


　マーベリックは『導どう主しゆ』の血に染そまったとき、すでにそれなりの歳さい月げつを生きた古血だった。カーサには及およばないが、ナブロよりは長く生きているのである。


　そして、『導主』に染まる以前のナブロの血けつ統とうが、『名無し』の血統だ。


　これは自分の血統がわからない『断絶血統ブラツド・オーフアン』とは違ちがう。そもそも、血統の名が現代に伝わっていない──遥はるか昔に始祖ソースブラツドの名が失われている血統なのだ。その歴史は古いのだが、由来は当然不明。血を重んじる血族社会においては、日ひ陰かげ者とされる一族である。マーベリックはその血を引いていた。彼が九龍王に与くみした理由のひとつは、『導主』という強く確実な『血』を得ることだったのだ。


　ところが、ダールの何気ない台詞せりふに、マーベリックは不思議と複ふく雑ざつな表情を見せた。


「うん、まあね。そうなんだけどね。最近ちょっと、『まさか』と思ってることがあって……まあ、『まさか』とは思うんだけど」


　弟のおかしな韜とう晦かいに、ダールは怪け訝げんな目を向けた。しかしマーベリックは、「ま、まあ、その話はいいや」と軽く笑って誤ご魔ま化かした。


「俺おれの過か去この話は置いといてもさ。今回はみんな、身体張ってる訳じゃない？　この期ごに及およんで俺だけ裏方ってのも、なんか申し訳なくって……」


「お前は十分役立っている。お前のバックアップがなければ、我々の戦略は成り行かん」


「ハハ。ありがとう……でも、やっぱりじっとはしてられないよ。第一──可愛い妹の前な訳じゃん？　こういうときは兄貴ぶって、涼すずしい顔で格好つけたいじゃない」


　そう言って、マーベリックは無理矢理太ふて々ぶてしい表情を作った。ダールは笑みを隠かくすようにあごひげを手で撫なでた。


　こういうときなのだ。ダールが、己おのれの血族を誇ほこりに思うのは。


　そして、


「──っ！　兄ちゃん、これ！」


「……ああ。この気配。『銀刀』が動き始めたな」


　龍脈を封鎖して以来気配を隠かくしていた『銀刀』が、いま、猛もう然ぜんと闘とう志しを燃もやし、移い動どうを開始した。


　場所は第八地区エイト・ヤード。明らかに、九龍王の許もとを目指している。


「ヤバイよ、兄ちゃん！」


「落ち着け。想定内だ。王の許には、カーサもいれば、ザザもいる。ハンスも、負ふし傷ようしたとはいえ、ナブロもな」


　また、口には出さなかったが、いよいよとなれば『賢けん者じや』を盾たてにすることもできるとダールは考えていた。始祖ソースブラツドを人質に使うなど普通の吸血鬼ブラツク・ブラツドには畏おそれ多くてできないだろうし、誇ほこり高いカーサもそんな手段は選ばないだろう。しかし、ザザなら躊ちゆう躇ちよしないはずだ。その点、ダールはザザの「本気」を信頼していた。甘あまさがない、という意味では、姉弟の中でも年長であるザザとダールが、姉や弟たちとは一線を画しているのだ。


「王の守りはあいつらに任せるんだ。俺たちは俺たちの役やく割わりを果たす。こちらも始めるぞ」


「……わかった」


　そして、ダールは愛刀「ライオンの尾シヤムシール」を腰こしから抜ぬきはなった。


　白しら刃はが月下に躍おどり出て、仄ほのかな光の残ざん滓しを描えがく。


　マーベリックが精神を集中。彼を媒ばい体たいに、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの注意が中央のダールへ集中する。


　ダールは剣けん鋒ぽうで天を突つき──


　凄すさまじい大だい音おん声じようで、猛たけ々だけしい雄お叫たけびを放った。


　ビィン、と夜気を弾はじく雄叫びが、瓦礫の荒野に響ひびき渡わたる。声に籠こもったダールの戦意が、吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの血と魂たましいを揺ゆさぶる。


　遅おくれて、『九龍の血統』たちが一いつ斉せいに声を上げ、彼らの将しようの雄叫びに応こたえた。獰どう猛もうな鬨ときの声が、大気と大地を震わせた。


「マーベリック！　まずは細工は無用。正面から敵を突つき崩くずせ！」


　ダールが吠ほえる。マーベリックは返事をする余よ裕ゆうもなく、真っ青さおになったまま兄の指示を伝達した。


　瓦礫が崩くずれ、粉ふん塵じんが舞まい、吸血鬼たちが津つ波なみのように荒野を駆かける。香港を壊かい滅めつせしめた凶きよう軍ぐんが、特区の夜に甦よみがえる。


「お前は後から続け。武ぶ運うんを」


「……ん。お互たがいにね」


　兄弟は視線を交わし、ニヤリと互いの牙を見せる。


　そして、ダールはマーベリックを残し、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの頭上を飛び越こえて疾しつ走そうし始めた。


　荒野の果て、民家がまだ残る辺りで跳ちよう躍やく。屋根の上を駆け、さらに南を目指す。同時に、力を練り上げ念動の竜たつ巻まきを無数に放った。天地を繫つなぐ巨きよ大だいな渦うずは、残っていた街並みを次々切り裂さき、粉ふん砕さいした。


　あとに続く『九龍の血統』のために道を造っているのだ。持ち前の馬力を活いかし、大出力の念動で戦場を制圧する。絨じゆう毯たん爆ばく撃げきの如ごとき大規模な支し援えん攻こう撃げきは、ダールの得意とするところだった。


　やがて、前方から銃じゆう声せいがあがり始めた。レジスタンスの張る防衛ラインに近づいたらしい。ライフルの連射。重火器の轟ごう音おん。彼らもここが正念場と理解し、特区中の火力を集結させているようだ。ダールは四方に放っていた攻撃を前方に集中させる。


　ダールの念動が生み出す暴風の大たい剣けんの前では、レジスタンスの銃じゆう火かなど火の粉に等しい。だが、ダールの竜巻は前方に進むに連れて、急速に威い力りよくが弱まった。すでに真銀刀の恐おそるべき威力が、ダールの魔ま力りよくに影響を及およぼしている。レジスタンスはその範はん囲いを巧こう妙みように見み極きわめて防ぼう衛えいラインを敷しいていた。


　しかし、これもまた想定内だ。ダールは念動での直接攻撃を放ほう棄きし、手近な建けん築ちく物ぶつを念動で持ち上げた。


　投とう擲てき。


　鉄筋三階建ての住居が、重力を撥はね除のけて空を横切る。下手な合成映像のような、冗じよう談だんじみた光景だ。が、その質感は圧あつ倒とう的である。


　前方で身を隠かくしていたレジスタンスたちの悲鳴が上がった。蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ惑まどう。ダールが投げた建たて物ものは、敵が防ぼう壁へきに使っていた辺りの民家をなぎ倒たおしながら、豪ごう快かいな破壊音を奏かなでて落下した。


　真銀刀は黒き血の魔力を打ち払はらう。しかし、純じゆ粋んすいに物理的な攻撃には作用しない。魔術を駆使せずとも、攻めようはあるのだ。


　ダールの後方から、遅れていた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちが続々と到着し出した。彼らにも、この戦術は教えてある。真銀刀の影響下にまで進入することはできないとしても、レジスタンスを翻ほん弄ろうすることは十分可能だ。


「まだまだ……」


　次は同時に二棟とう。ダールの強大な念動が、二つの建物を重力のくびきから引き抜ぬく。力を溜ため、砲ほう弾だんのように放った。


　しかし、


「なに!?」


　ダールの放った二棟の建物は、共に途と中ちゆうで止められた。


　ゴオッ、と空気が渦を巻いて──静止。そのまま、真下の大地に叩き落とされる。


　墜つい落らくした建築物が、ぐしゃりと音を立てて圧あつ壊かいした。その瓦礫が、今度は左右に念動で押おしのけられた。むろん、ダールの仕業ではない。


　押しのけられた瓦礫の向こうから現れた人物を見て、ダールは剽ひよう悍かんな顔を強こわ張ばらせた。


「……馬ば鹿かな。お前は香港に……」


「『銀刀』は香港から泳いで来たわけじゃない。誰があいつを特区まで連れてきたと思っている」


　ジャネットは幼おさない容よう姿しに緊張感を漲みなぎらせつつも、傲ごう然ぜんと言い放った。わずかに息が荒あらいのは、ダールと違い、彼女にとっては荒あら技わざとも言える念動を駆使したばかりだからだろう。


「昔の部下まで差し向けて足止めしてくれたようだが……生あい憎にくだったな。部下も、私も、半年前とは違う」


　そう告げるジャネットの背はい後ごに、対吸血鬼ブラツク・ブラツド戦用に武装した『赤い牙レツド・フアング』の隊員たちが姿を見せた。一個分隊。その数は、ほとんど減げんじていない。


　ダールは奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。香港からの帰き還かんが遅れた彼は、ジャネットが──いまは亡き旧きゆう友ゆうの娘むすめが特区に到着していたことを知らなかったのである。


　ジローと離れたあと、ジャネットの部隊はレジスタンスと連絡を繫つなげて『結界』を通る許きよ可かを得え、第十地区テン・ヤードに不時着した。マーベリックが放った、九龍化した元『赤い牙レツド・フアング』の隊員たちを殲せん滅めつし、ベンとスタッフを安全な場所に避ひ難なんさせた上で、レジスタンスと合流したのだ。そして、コタロウ奪還に向かうケインに請こわれ、部下共々真銀刀の防衛に加わったのだった。


「ケイン殿どのの読みでは、敵は九龍王を守る者と真銀刀を排はい除じよする者、二手に分かれるだろうということだった。貴き様さまがどちらに回るか気を揉もんでいたが……これも父の導みちびきだな」


　父の──剣友ペンテウスの導き。だとすれば、彼は何を望んで、この再さい会かいをもたらしたのか。ダールの胸きよう中ちゆうで、複ふく雑ざつな想おもいが去来した。


　また、もうひとつの事実も、ダールの心を搔かき乱みだす。


「……ケインに、会ったのか？」


　聞かれた瞬しゆん間かん、ジャネットは全身にさざ波を立てた。


　しかし、次の瞬間には、茶色い双そう眸ぼうに強い光を灯ともして仇きゆう敵てきを見返した。


「ああ、会ったとも。正直に言おうか？　私は、怯おびえていた。変わってしまったあの人に会うことを。私が逆の立場なら、やはり会うことを恐おそれただろう。けど、あの人は私の前で、どんな怯えも卑ひ屈くつさも見せなかった。堂々と誇ほこり高かった。我が父のように。以前のあなたのように」


「…………」


「あなたはどうだ、ダール卿きよう？　九龍王の血に染まり、父と対たい峙じしたとき。彼のように堂々と胸を張っていたか？　特区で私と会ったとき、いかなる怯えもなかったか？」


　ジャネットは真っ直すぐダールを見て問うた。彼女の問いは、思いもかけずダールの胸を抉えぐった。鉛なまりの固まりをのみ込んだかのようだった。


　手にした愛刀の切っ先が揺ゆれる。唇が固く結ばれる。


　ジャネットの問いに、ダールは答えられなかった。


　ダールの沈ちん黙もくを見取ったジャネットは、それ以上の問答は無用とばかりに腰の剣けんに手を伸ばした。


　抜ばつ刀とうする。月光を弾き返すのは、父から譲ゆずり受けた十字剣。香港でもダールの前に立ち塞ふさがった名剣だ。固い闘志を刃やいばに託たくし、ジャネットはゆっくりと、剣を構えた。


「……もう、一人前……か」


　ジャネットに応じ、ダールも曲きよく刀とうを構える。隊長の背後では、『赤い牙レツド・フアング』の隊員たちも戦闘態勢に入っていた。ジャネットも部下の加勢を止めようとはしなかった。逆に、一人も死なせまいとする決意が、新たな闘志となって彼女の身体を覆おおったかに見えた。


「ダール卿。勝負──」


　ジャネットが言う。


　ダールはあごひげを揺ゆらし、わずかに頷うなずいた。





３







　月夜に佇たたずむ第八地区エイト・ヤードの近代的オフィス街。


　そのただ中を、幻げん惑わくの霧きりをまとった、赤い死神が疾走していた。


　九龍王の本ほん拠きよがあるため、第八地区エイト・ヤードには『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が多い。だが、赤い死神を阻はばむ者はなく、その歩みをわずかに鈍にぶらせる者さえ皆かい無むだった。


　銀の刃が閃ひらめくたびに、鮮せん血けつが飛び散り、灰はいが躍おどる。剣けん圧あつが起こす暴風に、ガラスが砕くだけ、並なみ木きの桜さくらが舞まい狂くるう。剣だけではない。まとわりつく念動のヒドラも、近ちか寄よる者すべてを容よう赦しやなく喰くらい、引き裂さいていた。


　ジローが駆ける。


　その視点は前方に据すえられ、四方から吸血鬼ブラツク・ブラツドたちが押おし寄せようと微び動どうだにしない。切れ長の双眸に磨き上げた玉たま鋼はがねの如き眼光を浮うかべ、まだ見えぬ彼方かなたの標的を執しつ拗ように狙ねらっていた。


　そして、その後方。


「大だい丈じよう夫ぶか、ミミコ君！」


「……正直、頭が変になりそうです」


　怒ど鳴なり声で尋ねるケインに、ミミコは奥歯を嚙み締めながら答えた。


　ミミコとケイン、サユカとバウワウは、先行するジローからやや距きよ離りを置いて彼を追っていた。ミミコはケインが霧の魔術で作った白はく狼ろうに跨またがり、バウワウはケインが背中に背負っている。サユカはミミコたちの斜ななめ後ろに、無言で続いていた。


　周囲に『魔ま女じよの霧』で結界を張り、必要以上の戦闘を回かい避ひしながらの移動である。だが、そんなものは必要ないほど、ジローの通ったあとには血と灰しか残らない。足を踏ふみ降おろした路面はひび割れ、剣筋が竜りゆ神うじんの爪つめ痕あとのように至いたる所に刻きざまれている。尾おを曳ひく眩霧リーク・ブラツドが、破壊の跡あとを爆ばく煙えんのように覆っていた。


　いま、ジローに血を与あたえたミミコは、共鳴現象によって彼の五感を共有している。これまでに幾いく度ども体験してきた現象だ。


　しかし、今回は凄すさまじかった。過去の経験とはまるで別物だ。


　戦闘に入ったジローの内部は、暴走寸前までヒートアップする『血』の坩堝るつぼと化していた。幾いく星せい霜そうの時をかけ、『賢者イヴ』が蓄ちく積せきしてきた月下の『血』。そのすべてが荒あれ狂くるう中に、放り込まれているのだ。目眩めまいがする──などという生なま易やさしいものではない。生きた心ここ地ちがしない。


　もちろん、ジローが『賢者』から預かる『血』と、彼が直接摂せつ取しゆしたミミコの血は、同列では語れない。だが、共鳴しているミミコにすれば、溶よう鉱こう炉ろの中に頭から飛び込んだような気分だった。


「俺も気を抜くとのまれそうになる。あまり共鳴に意識を持っていかないよう注意するんだ！」


「……はい」


　同じくジローと共鳴しているケインの忠ちゆ告うこくに、ミミコは弱々しく頷うなずいた。


　言われるまでもなく、ジローとの共鳴にまともにのめり込めば、ミミコの──というより人間の──精神で耐たえられる訳がないのだ。幸い、ミミコはジローとの共鳴は慣なれている。自分の意識をはっきり保たもてるよう、限界ラインは見極めているつもりだった。


　ただ、一方では必死になってジローの感覚にしがみつく自分もいた。


　共鳴していると『血』の存在感がリアルに伝わってくる。それは、『血』が象しよう徴ちようする時の重みであり、月下の広大さなのだろう。ミミコが漠ばく然ぜんと認にん識しきしていた「世界」という概がい念ねんに匹ひつ敵てきする、圧あつ倒とう的なスケール感だ。


　だが、その真ん中にいるのは、ジローなのである。


　一いつ徹てつに弟を案じるジローの心が、ダイレクトに伝わってくるのだ。たとえ意味などないのだとしても、ミミコはその気持ちを共に感じていたかった。


　ジローは小細工なしに、幹かん線せん道路をひた走る。


　やがて、林立する大小の摩ま天てん楼ろうの向こうに、目的地が見え隠がくれし始めた。


　満月を背景に聳そびえる、五十階建てのハイテク高層ビル。かつて『カンパニー』本部が置かれた建造物だ。半年前に占せん拠きよされた本部ビルが、現在九龍王の居きよ城じようとなっていることは、レジスタンスが調ちよう査さ済ずみだった。


　そして、


　──いる。感じる……！


　本部ビルの最上階に、時間を凍とう結けつされたコタロウの気配があった。ジローが弟の存そん在ざいを確認するのを、共鳴を介かいし、ミミコもしっかりと感じ取った。


　ジローの速度が跳はね上がった。滑かつ空くうするように、アスファルトを駆ける。赤い矢が、赤い稲いな妻ずまと化した。もう、待ち構えていたはずの『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちも追いつけない。ケインも合わせてスピードを増ました。ミミコを乗せた白狼が唸うなり、サユカも真剣な面持ちで古血オールド・ブラツドたちのあとを追った。


　──もうすぐ！


　次の角を曲がれば、その先──突つき当たりがもう本部ビルだ。しかし、あまりの速度に、ミミコはろくに目を開けていられない。白狼の背中──霧のような毛皮のような不思議な手て触ざわりの背中に、身体を伏ふせた。


　目を閉じ、ジローの躍やく動どうに意識を合わせる。ジローはまるで、火を噴ふき、爆ばく発はつしながら稼か働どうするエンジンだ。壊こわれるのが先か、役目を果たすのが先か。銀刀でセーブしているが、それでダメージが相そう殺さいされている訳では、決してない。単に破は滅めつを先さき延のばしにしているに過ぎない。無茶が前ぜん提ていの戦法なのだ。ミミコには、祈いのることしかできなかった。


　ジローが交差点を曲がる。


　すると、眼がん前ぜんに銃じゆう器きを構かまえた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちが列を組んでいた。ジローが現れると同時に、一いつ斉せいに発はつ砲ぽう。視覚を共有していたミミコは、思わず息をのんだ。炸さく裂れつする横並びの銃火に目がくらんだ。


　しかし、ジローは当然敵の気配を察知していた。


　銃じゆう弾だんの速度を上回る勢いきおいで、逆に敵の弾だん幕まくに突つっ込んでいく。敵が撃ったのは銀頭弾シルバー・チツプだったが、すべて念動のヒドラが食い止めた。突とつ進しんの勢いのまま、銀刀を一いつ閃せん。敵の横おう陣じんを、バターのように切り裂いた。


　突とつ破ぱ。


　泡あわを食った『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が、反転してさらにジローを銃じゆう撃げき。が、反転した背後に、今度はケインの魔術が襲おそいかかる。結界に利用していた『魔女の霧』が白狼の群むれに変じて吸血鬼ブラツク・ブラツドたちを嚙かみ砕くだいた。さらに、サユカの視経発火アイ・イグナイト。一斉射しや撃げきの銃火を圧倒する炎えん熱ねつが、崩くずれかけていた敵陣を壊滅へと追いやった。


　ケインたちが、敵陣を抜ぬける。


　そのときには、ジローは本部ビルの足あし下もとに辿たどり着いていた。


　跳躍。


　アスファルトを粉々にして、大きく飛ひ翔しようする。五十階建ての高層ビル。その壁へき面めんに念動で着地した。


「ジロー！」


　ケインが叫さけび、担かついでいたバウワウを、ジローに向かって放ほうり投げた。


　ケインの念を帯びたバウワウが、バックホームの遠投よろしくジローの元へと吸い込まれる。ジローは無言でバウワウを受け取ると、ぬいぐるみの背中にあるストラップに素早く片かた腕うでを通した。


　ジローはガラス窓の多い正面側ではなく、向かって左側面へ回り込んだ。そのまま、壁面を駆かけ上る。コタロウの元へ。最上階目指し、月まで飛び立つ勢いで疾走する。


「俺たちはこっちだ！」


　バウワウを渡わたしたケインは、本部ビルの隣に立つビルへと向きを変えた。本部ビルより少し高い高層ビルだ。ジローと同じように跳躍し、隣りん接せつするビルの壁面へと取りついた。


　ミミコが乗る白狼も、躊躇ためらうことなく主に続く。ミミコは狼おおかみの背中に伏ふせた姿し勢せいで、首に両腕を回し、しがみついた。ただでさえ目まぐるしい動きをする上に、霧の魔術で作られた狼は実体があるのかないのかもよくわからない。振ふり落とされまいと無む我が夢む中ちゆうだ。


「落ち着いて、ミミコさん。危あぶないときは、私が支ささえるから」


「あ、ありがとう！」


　隣に降り立ったサユカが、全身を強こわ張ばらせるミミコの背中に手を添そえた。


　格上の吸血鬼──それも歴戦の戦士であるジローとケインの二人に、転びたてアンダー・イヤーのサユカは難なくついてきている。それどころか、戦場のサユカは活いき活いきとし、生命力に充みちていた。人だったころのサユカと親しかっただけに、彼女の変わりようにミミコは目を瞠みはる思いだった。


「サユカ君！　君は君で、『溜ため』を忘れるな。そうでなくとも、いまの君にやらせる時点で、相当無茶な話なんだからな！」


「わかってるわ！　二人して、うるさく言わないでちょうだい」


　サユカは顔をしかめて抗こう議ぎした。もっとも、その口くち振ぶりも態度も、どこか太ふて々ぶてしい。


「心配しなくても、ばっちり決めて見せるわよ。私も、私の『血』もね！」


　その通りだ、と答える鼓こ動どうが、背中に置かれたサユカの手から、ミミコにまで伝わってくる気がした。


　戦闘の愉ゆ悦えつで楽しげに牙きばを剝むく、赤い──輝かがやくルビーのような双眸が、ミミコの脳のう裏りに浮かぶ。困難であればあるほど、逆境に遊び、真しん価かを発はつ揮きする。そんなサユカたちの『血』が、人間であるミミコにもはっきりと感じられる。


「そもそも、一から十まで無茶だらけの作戦じゃない。いちいち目くじら立てたところで、成るようにしか成らないわ」


「ふっ。言い返せないのが痛いたいところだ！」


　ビルの壁面を空に向かって走りながら、ケインが苦い微び笑しようを過よぎらせた。


　ジローも無茶。サユカも無茶。ケインも、そうと承しよう知ちの上で無茶をしている。もちろん、バウワウも。そもそもミミコが戦場にいることからして──当たり前だが──大きな大きなリスクであり、無茶なことなのだ。


　──でも……！


　それだけの無茶を必要とする状じよう況きようが目の前にある。


　ならば、全身全ぜん霊れいで無茶を押おし通すだけのことだ。


「……さあ、来たぞ！」


　ケインが声を荒あららげた。ミミコはとっさに白狼の背中から顔を上げ、首を捻ひねって本部ビルを見やった。


　壁面を駆ける赤い人ひと影かげが、ミミコたちよりさらに上に見える。そして、さらにその上──ビルの屋上から、駆け上るジローに向かい、壁面スレスレを落下する二つの人影。敵の迎げい撃げきだ。ジローさんっ、と念じた瞬間、ミミコの意識がジローの中に飛んでいた。


　ジローの五感が自分の感覚と重なる。足下の壁面。前方の夜空。耳元ではビル風が唸うなりを上げている。黒い長ちよう髪はつが風に乱れる。


　視界の真ん中。急速に拡かく大だいする人影から、強きよう烈れつなプレッシャーが降りかかっていた。カーサ。もう一人は、ハンスだ。カーサの碧みどりの双眸が、ジローの双眸と重なった。


　瞬間──


　視経侵攻アイ・レイド。むろん、ジローの内圧はカーサの侵入を許さない。逆にジローも視経侵攻アイ・レイドを仕し掛かけたが、カーサはするりと躱かわした。どちらも本気ではない。まずは軽い手合わせだ。カーサの手には、ひと振りの剣がある。その剣を構えたまま、カーサは重力に身を任せ、ジローの胸に飛び込んでくる。


　斬きり結んだ。


　刃と刃が火花を飛ばし、銀刀に潜ひそむ真銀が牙をむく。黒き血を滅めつする力が、二人の間でスパーク。ジローの目が焼けるように痛いたんだ。カーサの方はさらにダメージが大きいはず。だが、彼女の唇くちびるは微笑に彩いろどられている。


　カーサはそのまま鍔つば迫ぜり合いに持ち込み、


「……さっきは良いところで水を差された。今度こそ、とことんやるぞ？」


「望むところだ……！」


　ジローが力で押おし返した。カーサは受けて下がり、勢いを流しつつ身を躱かわした。


　逃にげる黒くろ蛇へびにヒドラが追い縋すがる。カーサは誘ゆう惑わくするかのような艶えん笑しようを浮かべたまま、壁面で弧こを描く。軽やかに跳はね、身をくねらせ、ヒドラの首をかいくぐる。


　同時に──


「くっ!?」


　いったいいつ放ったのか。追おうとするジローに、背後から銀の鎖くさりが絡からみついた。カーサが昔から得意とする魔術だ。しかも一本ではない。五、六──全部で、七本。互いに連れん携けいしながら、ジローの四し肢しにまとわりついて動きを妨さまたげた。


　銀鎖に縛しばられたジローが白はく煙えんを上げる。ミミコがジローを襲おそう苦く痛つうに萎い縮しゆくする。


　しかし、


「舐なめるな！」


　愛刀に真銀を混まぜるようないまのジローにとって、ただの銀が与える苦痛など物の数ではない。動きを封ふうじられたのも束つかの間、銀の縛いましめを強ごう引いんに引き千切った。


　だが、敵の狙ねらいはジローではなかった。銀鎖は千切られたと見せかけ、バウワウの方に絡みついたのだ。


　バウワウがジローから引き剝はがされて下に落ちる。ジローがハッとして手を伸ばす。


　その瞬しゆん時じの隙すきに、


　──きゃ!?


　足下が爆発した。本部ビル内部から、壁かべを突つき破って念動が噴ふき上げた。ジローが堪たまらず、空中に投げ出される。追って、大おお穴あなの開いたビルの壁面から、『ウォーカーマン』が飛び出してきた。


「今度こそケリをつける！」


　バウワウさえいなければ、『ウォーカーマン』は存分に力を発揮できる。魔術を編あみながらジローに接近。ジローは空中に投げ出された姿勢のまま、銀刀を振るって牽けん制せいした。が、『ウォーカーマン』は銀刀を警けい戒かいするどころか、前に出た。銀刀に肌はだを焦こがされながらギリギリで剣筋を見切り、至近距離から──まるで、直接拳こぶしを叩たたきつけるように──魔術を発動。『結界』だ。


　ジローは銀刀で魔術そのものを斬きり裂さこうとし、しかし、できない。カーサの銀鎖。バウワウを引き剝がした物とは別の二本が、銀刀を持つ右みぎ腕うでに絡みつき、再びジローの動きを鈍にぶらせる。思わず舌した打うちした瞬間、ジローは『結界』に封ふう印いんされた。


「終わりだ！」


　立て続けに『ウォーカーマン』の魔術。今度は縮地。『結界』ごとジローを光の扉とびらに投げ入れた。それも、どこかに飛ばそうとするのではなく、あえて術を暴ぼう走そうさせ、空間断だん裂れつで止とどめを刺さそうとしている。一歩間ま違ちがえば自らも巻まき添ぞえになりかねない──しかし、防ぼう御ぎよ不能の荒技だ。


　だが、ジローの身体が光の粉に包まれたとき、間かん一いつ髪ぱつケインの干かん渉しようが間に合った。


　隣のビルの壁面から、空中に投げ出されて落下するジローに魔力の手を伸ばす。縮地法の魔術構成を吹ふき飛ばすと同時に、ジローを封じる『結界』もキャンセル──できない。ケインの魔術干渉を、さらにカーサが干渉し妨ぼう害がいする。たたみ掛かけるようにハンスが念動を放ち、ケインはやむなく防御に回った。


　その隙に、再び縮地を用意する『ウォーカーマン』。しかし、ケインの魔術干渉は無駄にはなっていなかった。わずかに生じた『結界』の綻ほころびを、ジローは自ら銀刀で抉こじ開ける。そして、銀刀が『結界』を破った瞬間、押おさえ付けられていた念動のヒドラが、一斉に牙を剝いた。


『ウォーカーマン』は、怒いかり狂うヒドラとまともにやり合う愚ぐを避さけ、用意していた二度目の縮地を自らに使用。ケインが干渉をしかける間もなく、襲い来る牙の雨から離り脱だつした。現れた先は本部ビル高層階の壁面。跪ひざまずいた姿勢で顕けん現げんした弟の側に、黒くろ髪かみをなびかせてカーサも着地。ハンスも二人の元に戻って体勢を立て直した。


　一方、ジローは身体からヒドラの首を伸ばし、壁面に食らい付いて落下を止める。そのまま己の身体を引き寄せさせて本部ビルの壁面に戻ると共に、下方に落下していたバウワウを念動でキャッチ。絡からまっている銀鎖を振ふり解ほどき、もう一度手元に引き寄せた。


　再び対峙する、敵てき将しようたちと赤い吸血鬼。破壊されたビルの瓦礫が、ようやく地面に落下した。


　硬こう直ちよくしていたミミコが、ようやく息をつき──感情が緩かん和わすると同時に、ジローの中から自分の身体に意識が戻る。意識が己に戻った途と端たん、どっと汗あせが噴ふき出してきた。


　──なんて恐おそろしい……


　瞬まばたきする間もない攻こう防ぼう。刹せつ那なに圧縮された時間の濃のう密みつさたるや凄すさまじいばかりだ。しかも、とっさに交わされる攻防の中に、無駄な手がひとつもないのだ。あらゆる攻撃が練りに練られており、あらゆる防御は莫ばく大だいな経験の蓄ちく積せきの上に成り立っている。


「参るわね」


　とサユカがぼやいた。さすがに彼女も美び貌ぼうを青ざめさせていた。


「私の中のゼルマン様は手出ししたくて歯は嚙がみしてるみたいだけど……さすがに動きようがない。レベルが高すぎるわ」


「……当然だ。繰くり返すが、君は自分の仕事に集中していろ」


　戦場をにらみながらケインが釘くぎを刺す。サユカは一瞬悔くやしげな表情を過よぎらせたが、何も口答えしなかった。


　水上に立つ摩ま天てん楼ろうの影えい響きようで、特区の新市街区ニユー・ヤードはビル風が強い。本部ビルの周囲もびゅうびゅうと風が吹き荒れ、時折地上から桜さくらの花びらが、ミミコたちのいる高さまで舞まい上がってきていた。


　晴れ渡わたる夜空には、真円を描く目ま映ばゆい満月。冴さえ冴ざえとした空中の戦場を、澄んだ月光が照らしている。


　ジローが再び構えを取った。カーサとハンスが剣を持ち直し、ザザが新たな魔術を組み始める。


　ミミコは思わずケインを見やり、


「ケインさん！　やっぱりケインさんも向こうに──」


「……駄だ目めだ。俺たちが動くのは、ジローが九龍王の側に辿たどり着いてからだ」


　戦場をにらむケインの表情は苦く渋じゆうに満ちている。それでも、彼はきっぱりと答えた。


「ダール卿は、真銀刀ジエンインタオの方に回ったらしい。『橙蜂オレンジ・ビー』もまだ傷きずが癒いえないと見える。なら、勝算はある。……綱つな渡わたりなのは認みとめるがな」


　そして。


　ジローが再び壁面を駆け上る。


　ミミコは意を決し、もう一度ジローの中へダイブした。





４







「ここが正念場だ！　弾だん幕まくを絶たやすな！　なんとしても奴やつらの足を食い止めろ！」


　バドリックの号令に、レジスタンスたちが銃じゆう声せいで応こたえる。もっとも、バドリックが指示するまでもなく、銃声は途と切ぎれる気配を見せなかった。無数の銃声に怒ど鳴なり声、爆ばく音おんが重なって空間を埋うめ尽つくしている感がある。鼓こ膜まくだけでなく、皮ひ膚ふで、さらには内ない臓ぞうの震しん動どうで、戦場の「揺ゆれ」がわかるほどだった。


　ある者はライフル。ある者は機関銃。カービン銃にサブ・マシンガン、ロケット砲ほう、手しゆ榴りゆう弾だん……また、ある者はハンドガンすら手にとり、必死になって戦場を「叩いて」いる。音と衝しよ撃うげきで周りを埋め尽くし、心を麻ま痺ひさせているのだ。でなくば、次々に襲い来る『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちに──彼らが放つ暴力の気配に、精神が先に押おし潰つぶされる。狂きよ気うきの一歩手前で、レジスタンスは戦線を維持していた。


　だが、果たしていつまで持つか。


「数が数とはいえ転びたてアンダー・イヤーだけでこの圧力だ……敵の古血オールド・ブラツドが前線に出てきたら、ひと溜たまりもないな……」


　いまのところ、駆けつけてくれたジャネットの部隊が、決死の覚かく悟ごで敵てき将しようダール・ディーンの足止めをしてくれている。しかし、このような乱戦では、戦場全体を俯ふ瞰かんするのは難むずかしい。ジャネットたちとダールの戦いがどうなっているか、バドリックには知る術すべがなかった。


　夜明けに到とう着ちやくする援えん軍ぐんの中には、腕うで利ききの古血が揃そろっているはずだ。バドリックは無意識の裡うちに、何度も腕時計で時間を確かく認にんしていた。だが、彼の焦しよう燥そうとは裏うら腹はらに、東の空は闇やみに包まれたまま、一向に日が差す気配を見せていない。戦場の轟ごう音おんは、いつ止やむとも知れず続いていた。


「駄目です！　右う翼よくはこれ以上持ちません！」


「中央もそろそろ限げん界かいですっ。負傷者多数！」


　前線からの報ほう告こくが、次々にバドリックの元に寄せられる。ほとんどは戦線の悪化、もしくは激化を告げる内ない容ようだ。


「……わかった。各前線チームに伝達。手持ちの地対地ミサイルを一斉に発射し、敵の勢いを一時的に弱める。そのタイミングで、一区画分だけ後方に撤てつ退たい。防衛ラインを張り直すんだ」


　バドリックは直ちに指示を下した。


　このような力と力のぶつかり合いの中で、部隊を後退しつつ再構築することがどれほど困こん難なんか。また、すでに最良と思われる地点に部隊を配置しているのだ。下がれば下がるほど、戦線の維持は難しくなる。


　しかし、やるしかない。唯ゆい一いつの救いは、後退するほどに真銀刀の影えい響きよう力りよくで敵の動きが鈍るということだろう。だが、満月の影響か、あるいは精せい神しん系けいの魔術がかけられているのか、敵の攻こう勢せいはいつになく執しつ拗ようだ。怯ひるむ気配を見せない。まるで決死隊だった。


「他の戦線に動きは？」


「いまのところ見られません！　あっても散発的なもので、指揮統制は取れていませんから、すぐに撃げき退たいできています。敵は北側からのみ攻めている模も様ようです！」


　部下の報告に、バドリックは頷いた。


　敵の狙いが第十一地区イレブン・ヤードなのは明確だ。本来なら包囲して攻めるのがセオリーのはずであるのに、敵は戦力を北側に集中させている。おそらく、敵にはレジスタンスを殲せん滅めつするつもりなどないのだろう。第十一地区イレブン・ヤードから追い散らし、真銀刀の守りを裸はだかにすることだけが目的なのだ。


　また、以前神父が指し摘てきしていた「士官不足」が浮うき彫ぼりになっているとも考えられる。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は兵力こそ多いが、指揮系統に難がある。特に、部隊を指揮する士官の数が圧あつ倒とう的に不足しているのだ。だからこそ、複雑な部隊運用を行うこともできず、真正面から攻せめているのである。


　さらに言えば、レジスタンスとは逆に、敵には夜明けまでにここを攻め落とさねばならないというタイムリミットが存在する。バドリックたちが粘ねばれば粘るほど、追い詰められていくことになる。


　敵も、絶ぜつ対たい的優ゆう位いにいる訳ではないのだ。


「……よし。最低限の戦力を残して、他方面に回している予備戦力を北側に集中させる。すぐに伝達を」


「了りよう解かいしました！」


　なんとしても持ちこたえてみせる。バドリックは火薬に煤すすけた強こわ面もてを、淡たん々たんと引き締めた。
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　銃撃戦の騒そう音おんは、第十一地区イレブン・ヤードを挟はさんだ反対側にまで届いていた。炎えん上じようする街並みや銃火の照り返りで、戦場付近の空が明らんでいるほどである。ピリピリとした戦場特有の空気が漂って来るような気がした。


　しかし、肌がひりつく独特の空気は、ラウにとってはむしろ懐なつかしい。ラウの人生は、その大半が戦場にあった。香港聖戦以前も。そして、香港聖戦以降も。


「……ありがたい。哨しよう戒かいが減へったな」


　路地に隠かくれて前方を窺うかがいながら、ラウが微笑をこぼした。


　ダールとマーベリックの陽動が功を奏そうしているのだ。レジスタンスの注意が、北側に偏かたよっている。おかげで、南側──第六地区シツクス・ヤードから第五地区フイフス・ヤードに潜入したラウたちは、自由に動きやすくなった。


「……行くぞ」


　背後に声をかけ、ラウは路地から飛び出した。


　目指すは第十一地区イレブン・ヤード。人知れず密ひそかに侵しん入にゆうするのは、ラウにとって二度目になる。奇くしくも、真銀刀の奪だつ取しゆという目的まで、前回と同じだった。今回ばかりは自分の出る幕まくはないかと思っていたが、土壇場で思わぬ大役が回ってきたものだ。


　戦場の音を遠くに聞きながら、ラウは人気の絶えた街を走る。


　ラウが吸血鬼ブラツク・ブラツドでなく人間なのは、その動きからも一いち目もく瞭りよう然ぜんのはずだ。いざ発見されても問答無用で発砲されることはないと踏んでいるが……何しろ相手は素しろう人とである。特に今回は、日常的なルーチン・ワークとしての警けい戒かい任にん務むではない分、レジスタンスの個こ人じん個人は浮うき足立っている節がある。老練なラウは下手に隠れながら進むのではなく、堂々と道の真ん中を走り抜ぬけることにした。


　──こっちには時間もないことだしな。


　本部が『銀刀』の襲しゆう撃げきを受けたらしいことは、さっきバックアップのヤフリーから伝えられている。特区脱だつ出しゆつは、一いつ刻こくでも早いほうが望ましいのだ。


　すぐ後ろの足音が自分について来ているのを確かく認にんしながら、なるべく速度は落とさないよう走る。レジスタンスの哨戒に引っかからずにどこまで行けるか。仮かりに引っかかったとしても──


「止まれ！　何者だ!?」


　小しよう銃じゆうを構えた男に呼び止められたのは、第十一地区イレブン・ヤード──『カンパニー』事じ務む所しよの墓ぼ地ちまで、あと二区画のところだった。二人組。レジスタンスのメンバーだ。さすがにここまで近づくと警戒網もうも密になっているらしい。ラウは抵てい抗こうする素そ振ぶりは見せず、大人しく両手を上げた。


　背後に目配せを送る。


　頷いて、前に出たのは、


「え？　メ、『乙メイ女デン』？　どうしてこんな所に！」


　ラウの後ろから現れたミミコに、レジスタンスのメンバーは目を丸くした。バドリックたちが捜そう索さく指示を出したので、『カンパニー』の『乙メイ女デン』が特区に来ていることは、レジスタンス中に知れ渡わたっているのである。


　ミミコはごくりと唾つばをのむと、


「……バ、バドリックがどこにいるかわかりますか？　大至急彼に伝えたいことが……」


　そう言いながら、緊張の面持ちで二人組に近づいた。レジスタンスの二人は、戸と惑まどいながらも銃口を下げる。


　そこへ、疾しつ風ぷうのように襲おそいかかる影かげがあった。小こ柄がらな人影は一いつ瞬しゆんで二人組の背後に回ると、それぞれの首筋に手刀を打ち込み、声を上げる間もなく昏こん倒とうさせた。


　バックアップのヤフリーだ。ミミコが大きく息をつき、ラウも身体の力みを解いた。


「助かったぜ、ヤフリー……って、おい。お前、大丈夫か？」


　ラウが駆かけ寄る前で、二人組を襲ったヤフリーは、崩くずれるようにがっくりと膝ひざを突いた。


　顔面は蒼そう白はくで、手足が小さく震ふるえている。見えない重圧に押し潰されそうな姿だった。


「真銀刀の影響か？　これだけ離れて、もう？」


「ああ……済まねえ、ラウ。俺はここらが、限界みたいだ。これ以上は、行っても役に立ちそうにねえや……」


　無念そうな口振りで、だが強がることなくヤフリーは言った。ラウは首を振って、「十分だ」と、跪ひざまずく少年の肩を叩たたいた。


　何しろ、向かう先にあるのは、『銀刀』の剣とは比べものにならない──本物の真銀刀である。半年前の戦いでは、ダールすら近づくことができず、カーサやザザもあえなく屈くつ服ぷくしているのを、ラウはその目で見ているのだ。


「もともとお前さんには脱出のときに頑がん張ばってもらう計画だ。いまダウンされちゃ、元も子もない。ちょっと離れて回復しながら、俺が真銀刀を始末するのを待っててくれ」


「悪い……」


「いいさ。帰りの方がずっと危険なんだ。俺たちは、真銀刀と心中するつもりはないんだからな。なあ、ワイン」


　ラウが、彼らしく地に足のついた口振りで振り返る。ミミコは──『化身メタモーフイシス』で彼女の姿すがたに変化したワインは、兄の台詞せりふに頷いた。


「待っててね、お兄ちゃん。それで、仕事が終わったら、大急ぎで助けに来て」


「ああ……気を付けて行けよ、ワイン。ラウ」


　とにかく、時間を無駄にはできない。ラウはヤフリーをその場に残すと、ワインを連れてさらに墓地へと接近した。


　真銀刀を奪取、あるいは破壊できるのは、九龍王陣じん営えいではラウしかいない。しかし、ラウがいかに有能でも、レジスタンスの警戒網を単たん独どくで突破するのは難しい。そこで参さん謀ぼうのザザは、ダールとマーベリックに大だい規き模ぼな陽動作戦を決行させ、ヤフリーにはギリギリまでラウの身を守るようバックアップを命じたのである。


　ただ、その作戦に異い議ぎを唱える者がいた。それがワインだ。


「わたしはダンピールだから、ヤフリーお兄ちゃんより真銀刀に近づけるはずよ。実際、シンガポールではそうだったもの」


　カーサたちがミミコの九クー龍ロン化かを目もく論ろんでシンガポールの『キャッスル』に潜せん入にゆうした際、ワインは姉の指示を破って、単身ミミコに接近した。そして、真銀刀を抜いたミミコの前で『化身メタモーフイシス』を駆使し、彼女の油ゆ断だんを誘さそって血を吸うことにも成功しているのである。そのとき、同じ場所にいたナブロは身動きすらできなかったというのにだ。


　真銀刀の影響を受けない訳ではないが、姉や兄たちに比べ、ワインは耐たい性せいがあるのだ。これは、真銀刀の影響を受ける吸血鬼ブラツク・ブラツドの黒き血が、人と吸血鬼の子こ供どもであるワインには、半分しか流れていないからだった。


「わたしがミミコさんに変身してれば、ラウお兄ちゃんの危険は、ずっと減らせると思うの。お願い。わたしにも手て伝つだわせて」


　ワインの提案に、ザザはもちろん反対した。他の姉弟たちもだ。しかしワインの意志は固く、結局はアダムが許きよ可かしたのである。


　転化していないラウや、非ひ戦せん闘とう員いんであるワインすら前線に出る。まさに総そう力りよく戦だった。


「実際、いまのは助かった。だが、ワイン。くれぐれも無理はするな？」


「うん。わかってる……」


　シンガポールでは自分の勇み足でカーサたちに迷めい惑わくをかけている。それだけに、今回はワインも慎しん重ちようだった。真しん剣けんなワインの眼まな差ざしを見て、ラウの口元がほころんだ。


　──香港じゃ赤ん坊ぼうだった、こいつがな……


　ラウにとって、ワインは実の姪めいに当たる。その成長に、こんなときだというのに──それとも、こんなときだからこそだろうか──ラウは目を細めた。


　そのあとも、二人はレジスタンスの哨戒に二度呼び止められた。一度目は主戦場に移い動どうする途とち中ゆうのグループに。二度目は、第十一地区イレブン・ヤードの墓地を囲む鉄てつ柵さくの手前で。しかし、いずれの場合もワインがミミコの姿で警けい戒かいを解とき、近づいたラウが相手を倒たおして事なきを得た。


　特に二度目など、墓地を直接守るチームだけに警戒心が強く人数も多かったのだが、ワインは軽い視経侵攻アイ・レイドまで仕し掛かけて、ラウをサポートした。


　ワインに流れるのは、カーサと同じ血だ。魔術の手ほどきも、カーサから受けている。あるいはワインは、姉の才能をも受け継ついでいるのかもしれなかった。


　しかし、


「──ワイン！」


　ラウが最後の一人をスタンガンで──銃声など響ひびかせていては、敵地に潜入している意味がない──無力化したとき、ワインの『化身メタモーフイシス』が解けて、幼おさない姿が露あらわになった。さっきのヤフーと似にた症しよう状じようで、よろめき、鉄柵に寄りかかる。ラウが慌あわてて肩を支えると、身体からだがひどく熱を持っていた。


「無理はするなと言っただろっ」


「ごめんなさい……まだ平気だって思ってたんだけど、いまので……」


　息が切れている。ラウは周囲を警戒し、誰もいないのを確認してから、ワインをその場に座すわらせた。


　鉄柵に頭を寄りかからせるワイン。その鉄柵の向こうは、もう目的地の墓地だ。真銀刀もすぐ側にあるはずである。


　ワインは座り込んだままラウを見上げた。少女の幼い容よう貌ぼうには、疲ひ労ろうと苦く悶もんがにじむ他に、清すが々すがしい達成感も見受けられる。


「この墓地が……第十一地区イレブン・ヤードだよね？　ちゃんと、辿たどり着けたんだ……」


「そうだ。よくやったな、ワイン」


　ラウがワインの額ひたいから汗あせを拭ぬぐう。ワインは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「すぐに行って、真銀刀を鞘さやに収おさめてくる。鞘が側にないようなら、いっそ粉々にしてやるさ。だからお前は、先にヤフリーと合流していろ。真銀刀の気配が消えたら、俺のことはあとでいいから、まずダールの元に向かうんだ。いいな？」


「駄目だよ……ラウお兄ちゃんも、一いつ緒しよでなきゃ……」


「俺の身ひとつぐらい、どうとでもなる。真銀刀さえ押おさえちまえば、電話一本でザザが飛んでくるんだからな」


　そう言って、ラウは姪であり妹でもあるワインに、元気づけるように笑いかけた。「あとでな」と言い残し、髪かみを撫なでてやる。そして、立ち上がると、助走をつけて鉄柵の上に飛びついた。


　鉄柵を乗り越こえ、墓地の敷しき地ち内に飛び降りる。この墓地は広い。南側からの侵入は今回が初めてだが、大まかな地図は半年前に頭に入れていた。


　振り返り、ワインを見る。


「……お兄ちゃん……」


　ワインの瞳ひとみは朦もう朧ろうとしていた。気が抜けたのか、真銀刀への抵てい抗こう力が落ちているらしい。ラウは、彼女を独ひとりで残すことに罪ざい悪あく感を覚えた。しかし、彼女の安全を守るなら、一刻も早く真銀刀の影響を断たつことだ。ダンピールの身体能力は人間を上回る。真銀刀さえなければ、独りでもここから脱出できるはずだ。


　ラウは妹にもう一度強く頷きかけると、足音を殺し、墓地の奥おくに進んだ。


　苦しんでいるのはワインだけではない。ヤフリーも、他の戦場で戦っている姉弟たちも同じなのだ。それに、いまこうしている間にも、『銀刀』の刃がアダムに──敬愛する兄に迫せまっているかもしれない。あるいは、姉弟の誰かが、敵の手にかかっているかも。血族の命運は、ラウの働きにかかっているのである。


　静まりかえった夜の墓地を、月光を頼たよりに、ラウは走った。





５







　戦闘は膠こう着ちやくしている──ように見えた。だが、実際は違う。ジリジリと押されている。


　防戦に徹てつしていると言えば聞こえはいいが、要は打つ手がないのである。徒いたずらに時が浪ろう費ひされているのを、ザザは認みとめざる得なかった。


　壁へき面めんで繰くり広げられる戦闘は、変へん則そく的な形ではあるが、両陣じん営えいともフォワードとバックアップがはっきり分かれるようになっていた。ジローとカーサ、ハンスが前線で、それを後方からケインとザザが援えん護ごする形だ。


　ザザが前に出ないのは、ジローの側にバウワウがいるためである。最初は不意打ちでバウワウを引き離はなすこともできたが、この状況で再ふたたび龍王に憑ひよう依いされては、致ち命めい傷しようになりかねない。しかし、ザザが力を発揮しきれない分、九龍王陣営はジローたちに一歩──いや半歩及ばずにいる。


　──くそっ。やはりダールがいないとキツいか？


　息つく暇ひまもない激戦の中、ザザは戦局を見み渡わたし、胸中で歯は嚙がみしていた。実のところ彼は、『銀刀』たちは夜明けを待つ可能性の方が高いと考えていたのである。


　シンガポールから送られる増ぞう援えんは、間ま違ちがいなく九龍王陣営を圧倒する戦力のはずだ。『銀刀』たちにしてみれば、敵が脱出する手段を封ふうじた以上、真銀刀ジエンインタオを死守して増援を待つ方が確実である。だからこそザザは、彼らが守りを固めていると仮定し、マーベリックだけでなくダールも陽動作戦に加えたのだった。


　しかし、『銀刀』たちはこちらの裏うらを突ついてきた。しかも龍王が『銀刀』の側にいるため、ザザの力まで実質的に封殺された形だ。


　──ダールではなく僕が陽動につくべきだったか……いや、最悪の可能性を考えれば、縮地を使う僕は、やはり王の側にいなければ……


　ザザは、いよいよとなればアダムだけでも、縮地でこの場から離脱させるつもりだった。その後特区を脱出できるかどうかはわからないが、自分たちが残って敵を引きつければ、不可能ではないはずだ。


　他の誰が灰はいになろうと、王さえ残れば『血』は繫つながる。吸血鬼ブラツク・ブラツドの本質は『血』。ましてや『導どう主しゆ』の『血』は、王がいれば瞬またたく間に勢せい力りよくを盛もり返せるのである。ザザがダールを外に出したのは、陽動作戦のためだけではない。最悪の事態に備そなえ、アダムの「脱出先」と「最後の護衛」を確かく保ほするためでもあるのだ。


　と、


「兄上っ！」


「──！」


　ハンスの警告に、ザザは我われに返った。


　背後に気配。ケインの操あやつる霧きりの白はく狼ろうが、死角から迫せまっていた。ザザはとっさに白狼の牙きばを避よけたが、その分カーサに対する魔術支援が遅おくれた。ジローが即そく座ざにカーサを追い詰め、ハンスが必死に姉を援護する。


「クソ！」


　ほんのわずかなミスで、一気に均きん衡こうが崩くずれる。それほど、目の前の戦いはハイレベルであり、危あやうい。


　ザザは白狼を蹴け散ちらし、念動をジローに向けた。干渉される恐おそれのある複雑な魔術ならともかく、単たん純じゆんな念の塊かたまりならばバウワウにも防ふせぎようがない。のしかかる圧力に、壁面がひび割れ、ジローの足が止まる。カーサとハンスはジローから距きよ離りを開け、ただちに態勢を立て直した。


　危うく窮きゆう地ちを脱だつしたカーサは、


「愚ぐ弟てい！　殺すぞ！」


「ひえっ……ご、ゴメンなさい！」


　カーサは切れ長の双そう眸ぼうを吊つり上げ、罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はき散らしながら、ジローとの攻防に戻もどった。ハンスはやや青ざめつつ、知らん顔をしている。ザザは本気で肝きもを冷やした。


　が、姉の一いつ喝かつで、彼はようやく彼らしい苦く笑しようを取り戻すことができた。


　──そうだ。最悪の事態についてなら、考えられることは、とっくに考え尽くしたじゃないか。


　どのような事態に陥おちいっても何らかの対応が取れるよう、あらかじめできる限りの布ふ石せきを敷しき詰つめる。単純ではあっても結局はそれが、あらゆる策さく略りやくの初歩にして神しん髄ずいである。九龍王の参謀──大吸血鬼『ウォーカーマン』にしても、そのようにして何千年もの時間を生き抜ぬいてきたのだ。


　──とにかく、いまはラウたちを信じて待つしかない。


　真銀刀の排はい除じよが成功すれば、それ以上の陽動は必要がない。すぐにもダールを呼び戻すことができる。そして、ダールさえいれば──少なくとも、王を縮地で特区の外に逃にがす余よ裕ゆうはできるはずだ。姉弟たちにしても、揃そろって脱出する算さん段だんはついている。


　勝機は、十分にあるのである。


「……そうとも。こちらには『賢けん者じや』って、最高の盾もある」


『銀刀』が第八地区エイト・ヤードで動き始める前に、『賢者』に対する時間凍とう結けつは強化しておいた。当分は魔力の供きよう給きゆうがなくとも、術が維持するようアレンジしてある。また、ザザの意志次し第だいでは、一瞬で凍結を解かい除じよできるようにも。


『賢者』を人質として利用することに、ザザは一片の躊躇ためらいもない。現時点で『賢者』の身み柄がらを利用していないのは、可能な限り彼の時間凍結を解除したくないからだ。時間凍結が解けた『賢者』が周囲にどんな作用をもたらすか、予よ測そくがつかないからなのである。


　しかし、逆に言えば、それだけのことに過ぎない。いよいよとなれば、最大限に活用するつもりだった。


　現在コンベンションルームにいる『賢者』の側には、アダムについてもらっている。アダムがここにいないのは彼を戦闘で傷きずつけないためだが、同時に『賢者』という「保ほ険けん」の側に置くことで身の安全を確保してもいるのである。


　──ダール。マーベリック。ヤフリー。ラウ。ワイン。みんな、頼たのんだよ……


　そう祈いのったとき、不意にザザはおかしくなった。


　──『ウォーカーマン』ともあろうものが、まさか己おのれの運命を他人に託たくして祈るとは。


　ただ独り、悠ゆう久きゆうの時を彷徨さまよい、数々の運命を裏で操ってきた月下随ずい一いちの陰いん謀ぼう家か。それが運命を作る者フエイト・メーカー『ウォーカーマン』だ。かつての自分なら、いまの自分の心しん境きようなどせせら笑っていることだろう。


　しかし、悪い気分ではない。多分、自分は変わったのだ。果たしてこれは堕だ落らくなのか。それとも別の何かなのか。


「……チッ。また！」


　短くも狂くるおしい想おもいに駆かられていたザザに、ケインの白はく狼ろうが襲おそいかかってきた。


　空を駆ける狼おおかみの群むれを、ザザは念動でなぎ払はらう。バウワウだけでなく、『真祖』の血で混血化したケインも、ザザにとっては厄やつ介かいな相手だ。彼が奇き門もん遁とん甲こう術じゆつに干渉できるがために、ザザは戦術上の選せん択たく肢しを大おお幅はばに制せい限げんされている。でなければ、ザザとカーサという強力な魔術師が二人もいるのだ。『銀刀』のパワーが絶大であろうと、ここまで押されはしなかった。


　──いっそ、奴から先に始末するか？


　実は、ラウが無事に任にん務むを達成したとしても、ダールを縮地でこの場に召しよう還かんするには条じよう件けんがある。ザザが魔術に集中でき、且かつケインと龍王の魔術干渉による妨ぼう害がいがないという状況が必要なのだ。つまり、ザザ抜ぬきでケインと龍王の両方を封じていなければいけないのである。


　龍王の方は、彼を背負うジローをカーサが一時的にでも遠ざけてくれればなんとかなる。しかし、そのときケインはノーマークになってしまう。いずれは何らかの形で、ケインの動きを封じる必要に迫られるのだ。


　霧きりの白狼を散らし、ザザは頭上を見上げた。


　隣りん接せつするビルの壁面には、インバネスをビル風に翻ひるがえし、長大な杖つえを振るう魔術師の姿が見える。その貫かん禄ろくたるや、彼の生きた歳さい月げつを大きく上回っていた。


　ケインの側には、あの『闘とう将しよう』の女吸血鬼の姿も見えた。


　そして、二人に守られる、人間の少女も。


　──葛かつら城ぎミミコ……


　誰の案だか知らないが──とカーサは言った。しかしザザにはわかった。根こん拠きよはまったくないにもかかわらず、ほとんど確信していた。あのミサイルは、彼女の案だ。陣じん内ないショウゴの直じき弟で子し、葛城ミミコの案に違いないのだ。


　言うまでもなく、ザザは真銀刀について、事前に十分警戒していた。何も武器として利用するだけではない。『結界』を破る、縮地を妨害する、敵の侵入を防ぐ等々、真銀刀には戦略的な利用方法が無数に存在する。『カンパニー』がその点に着目しないとは考えていなかったし、対策も用意していた。


　ただ、真銀刀はその性質上、吸血鬼ブラツク・ブラツドが操る魔術と絡からめて運用することができない。たとえば、縮地法で特区に瞬間移動させることは──たとえ鞘さやに入った状態でも──できない。真銀刀が黒き血の魔力に悪あく影えい響きようを与あたえるからだ。よって、真銀刀がシンガポールにある状態で戦せん端たんを開いた時点で、真銀刀という不確定要素は戦場から遠ざけたことになる。そう見み込こんでいたのだった。


　それがまさか、「ミサイルで特区に運ばせる」とは。


「ほんと、してやられたよ……」


『乙メイ女デン』の演えん説ぜつで傾かたむいた世界情勢を、ザザは特区を放ほう棄きすることで切り抜けようと目もく論ろんだ。そして、九割方確定していた自分たちの勝利を、『乙メイ女デン』はまたしても引っ繰くり返して見せた。


　敵てきながら見事な機転。それは認みとめる。


　だが、ザザにとっては、まさに痛つう恨こんの一打だった。忌いま々いましいことこの上ない。


　──そう言えば……


　いまも、こんな戦場に『乙メイ女デン』を連れてきているのは疑うたがわしいことだ。血を吸って回復する──などという余よ裕ゆうがあるはずはない。ついさっきの物流センターでも、最終的に彼女の存在が足を引っ張っている。一応護衛に『闘将』の女吸血鬼をつけてはいるようだが、意味なく『乙メイ女デン』を危険に晒さらすというのは、『銀刀』たちの行動としては頷うなずけなかった。


　何か裏があるのか。ザザは隣のビルを見やる双眸を鋭するどくした。


　ところが、


「……え？」


　視線が逸それた。


『乙メイ女デン』ではなく、ケインでもなく、その隣。『闘将』の女吸血鬼の方に、ザザの視線が吸い寄せられた。


　突とつ然ぜん彼女がバランスを崩くずしたのだ。


　よろめき、身体からだを支ささえていた力場思念ハイド・ハンドが消えた。壁面から滑すべり落ちそうになり、隣にいた『乙女』に慌あわてて腕うでを捕つかまれる。ケインが気づき、すぐさま彼女を支えた。


　女吸血鬼は、顔面を蒼そう白はくにして歯を食いしばっていた。だが、ザザが彼女に気を取られたのは、そんな理由からではなかった。


　力が溢あふれていたのである。


　それも、恐おそろしく高こう密みつ度どの力が。


「バ──」


　とっさに気配を探さぐったザザは、馬ば鹿かな、と目を疑った。


　女吸血鬼から感じる力。それは、力の余剰だった。


　あまりに強大な魔力が、未み熟じゆくな術者の制せい御ぎよ下かから逃のがれて、揺ゆらぎ、外にこぼれ落ちている。しかも、気配はまだ途中──いまよりさらに力が膨ふくらむ過か程ていにある。女吸血鬼は、自らが紡つむぐ強大な力を持て余あましているのだ。そして、それでも諦あきらめることなく、必死に練り上げようとしているのだった。


　彼女の力は明めい瞭りように、ある気配を漲みなぎらせている。


　火。


　それも、ただの火か炎えんではない。


「羅炎!?　冗じよ談うだんじゃない。あ、あの女は転びたてアンダー・イヤーじゃないのか!?」


　ザザは慄りつ然ぜんとした。


　羅ら炎えん。火の神アグニの矢。『闘将アスラ』の血族が操る、火の魔術の最さい高こう峰ほう。


　吸血鬼が能よくする魔術の中でも、特に攻撃力に優すぐれる術が視経発火アイ・イグナイトだ。そして、その魔術系統の頂点にあると伝えられるのが、『闘将アスラ』の羅炎だった。いまは亡なきゼルマン・クロックの、最後の切り札だった技である。


　むろん、女吸血鬼が練り上げようとしているのは、ゼルマンのそれとは比ひ較かくにならない。いかにも拙つたない羅炎に過ぎなかった。まるで、ぐずつく火か竜りゆうの子を、駆かけ出しの狩かり人ゆうどが必死にあやしているようだ。


　だが、彼女の腕の中で育っているのが、火竜であることは間違いない。小なりといえど、月下に轟とどろく破壊の化身だ。


「ええい、次から次へと……！」


　当人にかかる負荷は凄すさまじいらしく、もう力場思念ハイド・ハンドで身体を支えることすらできなくなっている。あんな状態で、まともに羅炎が撃うてるとは思えない。あのゼルマンですら、羅炎を操る際は極きよく端たんな精神集中を要していたのである。同じ『闘将』の血を継つぐとはいえ、転化して半年そこそこの転びたてアンダー・イヤーが手を出そうなど、土台無謀な話なのだ。


　が、だからといって放置することはできない。


　ザザは双そう眸ぼうを怒いからせ、両腕を頭上に翳かざした。


　怒ど濤とうの如ごとく念動を放出。ケインが気づき、慌あわてて防御する。出力で敵かなわないと判断したケインは、念を受け流し、散らしにかかった。空間制御。カーサ相手に使った技だ。


　しかし、ザザは容よう赦しやしない。わざわざ奇き門もん遁とん甲こう術じゆつに干渉することもせず、とにかく、正面から押おし切ろうとさらに出力を上げた。ビルからビルへ。念動の大瀑ばく布ふが、真横に雪な崩だれ込んでいく。


　ケインの顔色が変わる。ザザはあとのことは棚たな上あげにし、余力を無む視ししてケインと女吸血鬼を羅炎ごと押し潰そうとした。羅炎が暴ぼう発はつすれば、ケインも『乙メイ女デン』も一巻の終わり。戦いは一気に決着がつく。


　しかし、


「ザザ！　避よけろ！」


　カーサが叫さけんだ。


　ジローが肉にく薄はくしていた。ザザの援護が途切れた隙すきに、カーサたちを突とつ破ぱしたのだ。


　真銀の混じる銀の刃やいばが、ザザを包む念動の瀑布を斬り裂いて急きゆう迫はくする。ザザは反はん射しや的に、転げるようにして斬ざん撃げきを避けた。だが、敵の二の太た刀ちまでは避けきれない。カーサが息をのみ、ハンスが悲鳴を上げる。瞬間、ザザは無意識に、相打ち覚かく悟ごでジローを道連れにする魔術を組んでいた。


　しかし、ジローはザザに構わなかった。


　そのままザザの横を通り抜ぬけ、一気に壁面を駆かけ上がる。「しまった！」とザザが叫んだときには、すでに最上階──九龍王が控ひかえる、本部ビルのコンベンションルームに辿たどり着いていた。


　ハンスが凍こおり付く。カーサが血相を変えて後を追う。ザザが跳はね起きて念動を飛ばした。が、それより早く、ジローがコンベンションルームの壁を吹ふき飛ばした。


「陛へい下か！」


　ザザの絶ぜつ叫きようが爆音に搔かき消された。吹き飛ぶ瓦が礫れきの中に、ジローの姿が消え──


　弾はじき返された。


　まるで分ぶ厚あつい壁に衝しよう突とつしたかのようだ。目を見開くジローの肩かたから、赤い血が噴ふき出して宙ちゆうを舞まう。研ぎ澄すまされた細い切っ先が、ジローの侵しん入にゆうを阻そ止しして、彼の肩に鋭するどく突つき刺ささっている。


　蜂はちのようにレイピアを突き出すのは、


「ナブロ！」


　ナブロの顔色はいまだ死人のようだ。しかし、ろくに焦しよう点てんさえ定まらない氷の瞳ひとみには、冷れい徹てつな決死の覚悟がある。ジローが銀刀を振って胸を裂いたが、ナブロは微み塵じんも揺ゆるがなかった。逆に、レイピアを突き刺したまま、体当たりをするようにジローもろともビルの外へ飛び出した。


　高層ビル最上階から地上五十階の空中へ。緩ゆるやかな放物線を描えがきながら、二人はもつれ合うように落下する。





　東の空が、ほんのわずかに白く染そまり始めた。





６







　ワインと別れたラウは、墓地に開いた大きな穴あなを見つけた。


　地下に通じる大穴だ。ここは以前、ラウに乗り移うつったザザが第十一地区イレブン・ヤード──つまりアダムの遺い灰はいが封印されていた石室を見つけたときに開けたものだった。焦あせる気持ちを冷静に制御しつつ、ラウは穴の中をのぞき込んだ。


　真銀刀ジエンインタオが置かれているのは、おそらく石室だ。しかし、ここから見る限かぎり、中でレジスタンスが待ちかまえる気配はない。


　石室内では外部と情報がやり取りしにくいため、警けい戒かいは墓地周辺に集中しているらしい。吸血鬼ブラツク・ブラツドは近づけないという油ゆ断だんもあるのだ。これは、レジスタンスだけではなかった。『カンパニー』にしても、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』イコール吸血鬼という固定概がい念ねんは、いまなお根強いのである。


　しかし、


　──お生あい憎にく、だ。


　黒き血に染まっておらずとも、九龍の血族は存そん在ざいする。ラウは壮そう絶ぜつな笑みを過よぎらせ、地下に身を躍おどらせた。


　着地。降おりてすぐは、広い納のう骨こつ堂どうになっている。光こう源げんのひとつもなく、完全な暗くら闇やみだ。しかし、『賢者』が時間凍結されていたときに、ここには何度も訪れている。ラウは危あぶなげない足取りで、暗闇の中を奥おくへ進んだ。


　ところが、


「……なに？」


　石室に通じる扉とびらは、開け放たれていた。そこから、微かすかに明かりがもれている。ラウはとっさにスタンガンを構え──一瞬迷まよってから、拳けん銃じゆうに持ち替かえた。


　壁に張り付き、息を殺して扉に近づいていく。入り口の横で足を止め、身を隠かくしたまま気配を探る。すぐに違い和わ感かんに気がついた。


　──外気？


　空気がわずかに流れている。しかし、人の気配はない。ラウは意を決して石室の様子をのぞき見た。


　目を瞠みはった。石室は天井が完全に崩ほう壊かいし、半ば瓦が礫れきに埋うまっていたのだ。


「そうかっ。不発とはいえ、巡じゆん航こうミサイルが直ちよく撃げきしたんだったな」


　予想していて然しかるべきだった。注意していれば、地下に降りる前に、墓地に開いたもう一つの穴に気がついていたはずだ。冷静な行動を心がけていたつもりだが、やはり内心焦あせりがあったらしい。


　だが、石室がどうなっていようと、ここが龍りゆう穴けつであることは変わりがない。ここに真銀刀があるはずだということも。


　幸いこちらにもレジスタンスの見み張はりはいないらしい。ラウは拳銃を構えたまま、慎重に──だが足早に瓦礫の山に近づいた。


　崩くずれ落ちた天井から空が見える。気がつけば、すでにうっすらと明るい。納骨堂の暗闇を通り抜けたあとなので、仄ほのかな明るさがよくわかった。もう夜明けが近いのだ。ラウは唇を嚙み締めた。


　石室の中で真っ先に目に入るのは、ひしゃげ、くの字に折れ曲がった巨きよ大だいな鉄の筒つつ。巡航ミサイルの弾体だ。主しゆ翼よくは千切れ、尾び翼よくも曲がっていた。しかし、弾頭部分は残っている。おそらく、ここに真銀刀が収納されていたのだろう。


　弾頭部分はカバーが外れ、内部がむき出しになっている。レジスタンスの人間が開けたに違いない。中身は空。取り出されている。では、この中に収納されていたはずの真銀刀はどこに？


　ラウは瓦礫の上によじ登った。


　そして、


「……なんだと」


　途中で動きが止まる。視線が一点に吸い寄せられる。


　見つけた。


　王が封印されていた石室。堆うずたかく積もる瓦礫の山に、墓標の如ごとく突き立つ長大な刃。まだ微かすかに立ち上る粉ふん塵じんの中、降り注ぐ月光を受けて、脈打つ水銀の如く鈍にぶく輝かがやいている。


　真銀刀だ。


　しかし──


「い、いやっ。とにかくこいつをどかすのが先だ」


　周辺に鞘さやは見あたらない。となると、どこか他の場所に移い動どうさせるか──とにかく、ラウは瓦礫に足を取られながら、真銀刀に近づいた。


　そのとき、


「──!?」


　いきなり背せ中なかを力任まかせに殴なぐられたようだった。


　二回。


　殷いん々いんと反はん響きようする轟ごう音おんを聞いて、ようやくそれが銃声とわかった。遅れて、灼しやく熱ねつと耐たえ難がたい苦く痛つうがラウを襲おそった。


　瓦礫の上に崩れ落ちる。震ふるえながら、後方へ首を捻ひねる。


「……悪いわね」


　リンスケは、構えていた拳けん銃じゆうの銃口を口に寄せると、ふっ、と息を吹ふきかけ硝しよう煙えんを吹き消した。


「あいにく私、後ろから黙だまって背中を撃うつのに、躊ちゆう躇ちよを覚えないタイプなの。多分だけど、あなたの同類ね」


「…………」


　ミミコなどが見れば背せ筋すじを凍こおらせるだろう。リンスケは、日ひ頃ごろ彼が表に出さないぞっとするほど酷こく薄はくな面おも持もちで、焼いた火ひ箸ばしで穿うがつかの如き視し線せんをラウに向けていた。


　ラウは早くも霞かすみ始めた目でリンスケを凝ぎよ視うしする。紫むらさ色きいろの頭とう髪はつに覚えがあった。前回ここに潜入したとき、脱出の際に墓地で銃撃戦を演えんじた腕うで利ききの男だ。前回は逃にげ延のびたが、今回は捕つかまったらしい。


　──ちっ……


　気配はなかった。いや、殺していたのだ。不覚。ラウの震える唇くちびるに、あるかなきかの苦笑が浮かんだ。よりにもよって、こんな肝かん心じんな場面で下手を打つとは。


「ほんとはあっさり殺すつもりじゃなかったんだけど……さすがに隙がなかったわ。大したものね。せめて、志こころざし半ばで、後こう悔かいしながら死んでちょうだい」


　能のう面めんのようなリンスケの顔には、冷笑の欠片かけらすら浮かんでいない。確かに、とラウは思った。この男は、自分の同類らしい。


　背中に喰くらった二発の弾だん丸がんは、間違いなく致ち命めい傷しようだ。すでに意識が薄うすれつつある。しかし、ラウは激げき痛つうを無視して、強ごう引いんに身じろぎした。


　リンスケが再びピタリと照しよう準じゆんを合わせる。ラウは気にしない。機関銃で乱らん射しやされようと、自分は、自分の果たすべき任務はやり遂とげてみせる。兄が、姪めいが、牙を持つ陽気な家族たちが、彼の合図を待っている。


「俺も詰つめが甘あまかったが……」


　ラウはのろのろと懐ふところに手を伸のばした。


「あんたも、ちょっと舐なめすぎだぜ……？」


　リンスケがわずかに眉まゆをひそめた。次いで、ハッと気づく。だが、もう遅おそい。ラウは最後の力を振ふり絞しぼって身体を起こし、真銀刀に向けて身を投げた。


　リンスケが引き金を絞る。銃声が幾いく度ども木こ霊だまする。さすがというべきだろう。全弾命中した。衝しよう撃げきに身体が躍おどり、口から鮮せん血けつがこぼれ落ちる。それでも、ラウの最後の仕事を妨さまたげることはできなかった。


　懐に忍しのばせていた手しゆ榴りゆう弾だんは半ダース。ワイヤーでまとめていたピンを残らず引き抜いて、真銀刀の側に、仰あお向むけに倒たおれる。


　崩れ落ちた天てん井じようの向こうに、美しい月が見えた。おっといけねえ、とラウは笑え顔がおを作る。太ふて々ぶてしい笑顔を。


　死ぬときは笑って死ぬと、子こ供どもの頃ころから決めていたのだ。
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　ヤバい。ジローがザザを突破した瞬間、カーサは敗北の二文も字じを意識した。


　全力で壁面を駆けるが、間に合わない。ジローが最上階の壁を破壊。アダムの前に躍り出ようとし──


　ナブロがそれを阻そ止しした。


　暗殺者『橙蜂オレンジ・ビー』の面目躍やく如じよだろう。カーサたちすらまったく気づかぬ、見事な陰形だった。ジローも完全に意表を突かれたらしい。カーサの頭上を飛び越えて、もみ合いながら眼下に落下していく。ナブロにはろくに意識が残っていないようだ。半ば気絶しながら、それでもジローを放さない。


　そのとき、


「カーサ！」


　ザザが叫んだ。


「やったぞ！　真銀刀が消えた！」


　あっ、とカーサも叫さけびをもらし、特区の夜景に目を向けた。屹きつ立りつする摩天楼群の隙すき間まから、西の彼方かなたを見やる。


　高所から眺める光景は、気がつけばほんのりと明るみ始めていた。夜明けの足音。タイムリミットが近づいている。


　しかし、遥はるか第五地区フイフス・ヤードからでも感じられた真銀刀の存在感、威い圧あつ感が消失していた。いや、正確には完全に消えた訳ではないが、細かく拡かく散さんしている。おそらく、ラウが真銀刀を破壊したのだ。


「ケインを！」


　ザザが言い捨てて壁面を蹴けった。


　ナブロと入れ替かわりで最上階に飛び込む。弟の背中からは、魔術の気配がもれ出ていた。淡あわい光の粉。縮しゆく地ちだ。ダールを召しよう還かんするつもりなのだ。


　ザザの意を汲くんだカーサは、すぐさま全力でケインにプレッシャーをかけた。縮地法への干渉をさせないためだ。龍王の乗り移うつったぬいぐるみは、ジローともどもナブロが地上に向けて引きずり落としている。ケインを封じれば、ザザの邪じや魔まをできる者はいない。


　──行くぞ！


　己の魔術の粋すいを尽つくして、カーサはケインを抑おさえ込んだ。ケインはこちらの意図を読んだらしかったが、すでにカーサの術が及およんでいる。彼ひ我がにビル風の舞う空間を挟はさみ、二人の視線が交こう錯さくした。


「ケイン……！」


　許ゆるして下さい──さっき再会したとき、ケインはカーサにそう言った。許して下さい。けれど、いまは戦う、と。過去のしがらみを抜ぬきにし、一人の牙として自分に挑いどむ。そう、ケインは言ったのだ。


　思えば長いつき合いだ。アリスが死んだいま、自分ともっとも長い時間を共に過ごしたのが、あの男だった。ケインの混血化に、カーサは激しく動どう揺ようした。物流センターで後れを取ったのも、結局はそれが一番の敗因だ。


　こうして全力でぶつかっていても、やはりカーサは自分の感情が整理できていないことを実感する。自分の心が千ち々ぢに乱れていることを。そして、それほど自分を動揺させたことに対し思うのだ。


　生意気な、と。


　──そうとも。


　ケインの奴、ケインの分際で、ずいぶん洒しや落ら臭くさいことをしてくれる。吸血鬼ブラツク・ブラツドにとって『血』は己の本質。その本質を投げ出してまで、なんて生意気なことをしてくれるのだろうか。


　ケインだけでなく、ジローも。アリスだってそうだった。馬ば鹿かで、ドジで、甘あまったれで。自分がいなければ要いらぬ苦労ばかり背負い込むような奴らのくせに──いつだって自分がため息をつきながら尻しりぬぐいをしてやっていたのに、いざというときあいつらは、こちらの度ど肝ぎもを抜いてくる。思いも寄らぬほど力強く羽ばたいて、彼女の隣となりから飛び立っていく。それまで散々思い悩なやんでいた、彼女の気持ちなど考えもせずに。


　なんて生意気な奴ら。


　なんて頭に来る連中だろう。


　なのにカーサは、あいつらのことが気になって気になって仕方がないのだ。


　──でもな。


　カーサの運命は、ここにある。アリスと別れ、ジローと戦い、ケインの前に立ち塞ふさがっている、ここに。これが、悩ましい時間の果てに、彼女自身が見み出いだし、すべてを擲なげうって選せん択たくした運命なのだ。


　負けない。


　自分は、勝ってみせる。


「うおお……！」


　カーサは雄お叫たけびを上げて全力を振り絞った。


　ケインが短期間で実力を上げたとはいえ、魔術干渉に対する干渉や、魔力の波動の打ち消しといった、対魔術、抗魔術の技にかけては、カーサに一いち日じつの長ちようがある。有形無形、あらゆる種類の戦いに明け暮くれた時間が、カーサの魔術が持つ強さだ。ケインはカーサの妨害をかいくぐろうとするが、カーサはケインのあらゆる抵抗を抑おさえ、もぎ取っていく。


　時間にすれば瞬時の攻防。


　が、カーサは彼女の血族を、完かん璧ぺきに封殺した。


　背後──最上階のコンベンションルームで、ザザの縮地が発動する。その魔術の波動から、ザザの歓かん喜きが読み取れる。


　勝った。


　そう思ったときだ。





「いまです！　龍殿！」





　ケインが叫んだ。カーサは意味がわからず、目を剝むいた。


　ピクリ、と。


　それまでぐったりと頭こうべを垂たれていた『闘将』の女吸血鬼が、首をもたげてこちらを見上げた。


　カーサは凍こおり付いた。


　ゼルマンの娘むすめの双そう眸ぼうは、東の空に顕けん現げんしつつある日輪の如ごとく、赤く燃ねん焼しようしていた。
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　ゼルマン・クロックがその考察を開始したのは、彼が龍王セイに敗れ去ったときからだった。





　かつてゼルマンには、力を尽くして挑いどみたいと願う、ふたつの目標があった。


　ひとつは真銀刀。


　そして、もう一つが『東の龍王』セイだ。


　幸運にも、ゼルマンは両者に挑む機会を得た。前者に対し、ゼルマンはその挑ちよう戦せんによって、満足できる実感を得ることができた。結果として命を失ったが、彼本人に後こう悔かいはない。


　悔くいが残るのは、後者の方だ。


　セイに挑んだ戦いは、ゼルマンにとって屈くつ辱じよくすら感じるものだった。敗れたからではなく、己おのれの姿し勢せいに我が慢まんならなかったからである。我ながら無様な戦いをした。その自覚が強く残っていた。


　むろん再戦を望んでいたし、そのための秘ひ策さくも練った。たとえば、ゼルマンの中に脈打つ『闘将』の『血』は、真銀刀を用いるという戦術を打ち出した。龍王打だ倒とうの秘策とは、すなわち彼が操る奇門遁甲術の打破に外ほかならない。だから、時空を操る敵に対し、真銀刀をもって、その力を封じようとした。非ひ情じように勝利を模も索さくする『闘将』らしい戦術だ。


　しかし、結局ゼルマンは、セイに再戦する機会がないまま倒たおれた。彼の魂たましいは『血』に還かえり、彼の『血』はサユカに引き継つがれることになる。


　ただ、『闘将』の『血』は、それで考察を放ほう棄きした訳では、決してなかった。


　転化したサユカの中で、『闘将』の『血』は──いまやその中には、ゼルマン自身も含ふくまれている──ずっと、龍王と再戦し勝利する可か能のう性せいを模も索さくしていたのである。未み熟じゆくな末まつ裔えいをして、龍王に挑ましめる戦法を。かつてのセイとの戦いを、幾度も幾度も振り返り、分ぶん析せきしながら。


　こと戦いに関して、『闘将アスラ』の血けつ統とうはひどく執しゆう念ねん深い。


　ちょうど、駄だ々だを捏こねて意地を張る、小さな子供のように。
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「いまです！　龍殿！」


　ケインが叫んだ。その瞬間、サユカに憑依していたセイは、彼女の両腕を操作。前方に突き出し、素早く空中に印を結んだ。


　白く滑なめらかなサユカの指先が、熟練の所作で飛ひ燕えんのように舞う。彼女の眼前の空間に、光の粉がちらつき始める。





　──良い！　放て！





　脳のう内ないでセイの声が木こ霊だました。同時に心しん臓ぞうで、ドクンッとゼルマンが発はつ破ぱをかけた。


　二人の師しに導みちびかれ、サユカは鋭く息を吸う。


　牙を剝いて絶叫し──
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　ザザがコンベンションルームに入ったとき、待機していたアダムは、椅い子すから立ち上がっていた。


「ザザ！　いまナブロが──」


「あとで！　ダールを呼びます！」


　ダールの気配を第五地区フイフス・ヤードに捜さがしつつ、準じゆん備びしていた縮地を展てん開かい。ダールの気配はすぐに見つかった。激しい戦闘の最中らしい。とはいえ、悪いが向こうの状況を鑑かんがみる余裕はない。ダール召しよう還かんのためにザザが縮地を用いられるのは、限られた条じよう件けん下かでだけだ。ナブロが『銀刀』と共に龍王を遠ざけてくれた、いまこの瞬間が最大のチャンスだった。


　カーサがケインを抑え込んでくれているのが、魔力の波動でわかる。ザザは会心の笑みを刻きざみ、縮地を第五地区フイフス・ヤードと繫つなげようとした。


　ところが、


「な、なに!?」


　何者かが縮地に干渉してきた。この気配。龍王だ。それも、隣のビルから。


　訳がわからず、とっさにザザは混乱する。魔術を停止しようとするが──できない。龍王は、縮地に干渉して打ち消すのではなく、逆に固定しにかかっていた。


「……え？」


　どうして、と思う間にも、縮地が完成する。恐おそろしく不安定ながら、距離を隔へだてた二つの空間が、魔術によって繫ぎ合わされた。


　ザザの眼前に現れた光の扉。


　その向こう側にいるのは、





「羅炎！」





　サユカの絶叫と共に、縮地の中に輝き点てんが生じた。


　コントロールも何もない。ただ放り出しただけの、ほとんど暴ぼう発はつに等しいそれ。


　しかし、それは瞬またたく間に膨ふくれあがり、魔術構成を食い破やぶり、空間を引き裂さきながら、次元を震ふるわす咆ほう哮こうを轟とどろかせた。


　かつて龍王セイは、ゼルマンの放った羅炎を、爆発するより早く、完全に抑え込んだ。「空間」と「時間」。その両面から、羅炎の「速度」を削そぎ落としたのだ。時空を操る奇門遁甲術には、本来それだけのことができるのである。ましてや、小型の羅炎を練り上げるだけで精せい一いつ杯ぱいなサユカには、たとえ羅炎を戦闘に用いたところで、ザザに「着弾」させることは事実上不可能だった。


　だからこそ、『闘将』の『血』は考えた。


　縮地による、羅炎のゼロ距離発射。


『真祖』と『闘将』の奥おう義ぎからなる、回かい避ひ不能、一いち撃げき必殺の合わせ技。おそらくは、月下の戦史においても、もっとも凶きよう悪あくな攻撃だっただろう。


　それでも、ザザは反はん応のうした。


　逃にげる。とにかく、死に物もの狂ぐるいで避よけようとする。この身体からだの消失は、血族の未来が消失することを意味する。ザザには血族の参さん謀ぼうとして──九姉弟の長男として、この身体を死守する義ぎ務むがある。


　しかし、できない。


　ザザの後ろに、アダムがいる。


　ザザは回避しようとしていた動きを全力で制せい止し。逆に両腕を大きく広げ──


　襲い来る炎えん熱ねつの牙を、自ら受け止めた。
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　本部ビルの最上階で、凄すさまじい大爆発が起こった。


　頭上から降り注ぐ熱波と爆音に、カーサは頭が真っ白になった。愕がく然ぜんとして振ふり向く先で、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが膨れあがって弾はじける。炎の柱が天を破り、黒々とした爆ばく煙えんが立ち上った。


　まるで、さっきの巡じゆん航こうミサイルが、いまごろ直ちよく撃げきしたかのようだ。飛来する瓦が礫れきを避けようともせず、カーサは両目を見開いて炎に包まれた最上階を見つめた。剣を持つ腕が、だらりと垂たれ下がった。


　上空のビル風が黒煙を吹ふき払はらったとき、コンベンションルームがある最上階は、壁も天井も姿を消していた。爆発で吹き飛んだのだ。剝むき出しになった最上階で、炎の残ざん滓しが燻くすぶり続けている。


「……ザザ？　アダム？」


　カーサはカラカラに擦かすれた声でささやいた。呆ぼう然ぜんとし、そして、壁面を駆け上った。


　手に、足に、違い和わ感がある。まるで自分の身体ではないようだ。意識してのことではなく、身体が勝手に動いているのだ。後方でハンスが何か叫んでいたが、それも耳に入らなかった。


　最上階。


　そこは、一変して焼け野原と化していた。


　何もかも吹き飛んだのか、瓦礫すら残っていない。足下に焼け焦こげた床ゆかが広がっているだけだ。


　ただ、中央の一角のみ、違う。


　アダムが屹立していた。険けわしい顔で。そして彼の腕。意識のないコタロウが、横たわって抱かかえられている。


　アダムの周囲だけは、炎の洗せん礼れいを逃のがれていた。念動の防ぼう壁へきを張ったのだ。だが、彼だけの力で羅炎を防ふせげるはずはない。羅炎は、力が解放されてしまえば、およそ防御は不可能な攻撃だ。『賢者』のように空間ごと時間凍とう結けつでもされているならともかく──だからこそジローたちも、コタロウのいる最上階に撃うち込むことができたのだ──通常は、爆発する前にどれだけその力を削そぎ落とせるかにかかっている。


　とはいえ、ほんのわずかでも羅炎の攻撃を弱めるためには、爆発寸前の羅炎に近づき、術に干渉する必要があった。強大な力を持つ者が、瞬時に、的確に、我が身を顧かえりみずに行動して、初めて可能になることだ。


　そして、ザザの姿がない。


　彼の気配も。


　どこにもなかった。


「噓うそだ……」


　カーサは呆ほうけたようにつぶやいた。それでも、状況からして事態は明白だった。


　ザザは、敵の羅炎に仕し留とめられた。


　その代わり、我が身を犠ぎ牲せいにして王を守ったのである。


「ザザ……お前」


　だが、カーサにはそれ以上呆然と自失することさえ許されていなかった。


　立ち尽つくすカーサの隣を、


「姉上！　危ない！」


　ジローが駆かけ抜ぬけた。


　ナブロを振り払ってきたらしい。カーサを押しのけるように銀刀を振るう。カーサはとっさに身を捻ひねった。切断された髪かみ先さきが、カーサの上を舞い散った。


　思考が麻ま痺ひするカーサの視界を、赤い人影が銀の光と共に過よぎる。


　ジローはそれ以上カーサのことは一いつ顧こだにせず、無言で直進した。


　アダムに向かって。


　コタロウを目指して。


「……う」


　阻止せねば。他に誰もいない。なのに、カーサの動きは、ひどく遅い。身体が痺しびれて動かない。自分だけではなかった。目に入るすべてがスローモーで──まるで夢ゆめの中にいるようだ。


　いまや四方にぐるりと広がる夜空は、深い暗くら闇やみから薄うすく透とう明めいな色合いへ移うつりゆこうとしていた。満月が陽かげ炎ろうのように、淡あわく霞かすんでいる。太平洋上に広がる東の空から、夜が追いやられようとしている。


　カーサはジローの背中を追う。手を伸ばせば届きそうな──だが、恐ろしく遠く感じる。ジローが携たずさえる銀刀の刃が、カーサを嘲あざ笑わらうように禍まが々まがしく脈打っている。


　しかし──


　アダムに急迫していたジローが、突とつ如じよ、膝ひざを屈くつした。


　銀刀を突つき立てて身体を支える。急に弱々しくなった背中から、泡あわ立だつように力が噴ふん出しゆつ。だが、その力はジローの意志を受け付けていない。


　カーサは気づいた。改めてアダムと──彼の腕で眠ねむるコタロウに目を向けた。


　時間凍結が解除されている。


　ザザだ。


　最期の瞬間──逃れることのできない死を前にして、ザザは残された者たちのために、最後の切り札カードを切っていたのだ。アダムは峻しゆ厳んげんたる面持ちで、『賢者』を腕に『銀刀』を見つめていた。


『賢者』の護衛者は、動けない。中断していた物流センターの再さい開かいだ。『血』が、主あるじが転生する波動を受けて、主の転生に備そなえようとしている。ジローはいま、無む防ぼう備びだった。


　チャンスだ。カーサは剣を握にぎり直した。


　近づく。


　ジローは片かた膝ひざを突いて蹲うずくまっている。物流センターでもそうだったように、念動のヒドラがのたうっている。だが、『賢者』がすぐ側にいるのがわかるのだろうか。前回のように、辺り構わず破壊を撒まき散らす気配はない。これならカーサも悠ゆう々ゆう接近できる。ジローを手にかけられる近さまで。


　背中から心臓をひと突き。


　簡かん単たんだ。あっと言う間のことだ。


　それで──


　それで、ようやく──


「…………」


　カーサの動きが鈍った。黒いルージュの唇が引き結ばれた。


　こんな決着を望んでいた訳ではない。こんな呆あつ気けない決着を望んでいた訳では。


　いや。なら、どんな決着を望んでいたというのか？


　納なつ得とくのいく決着？　それとも、激しい戦いの果てに迎むかえる決着か？　血みどろで、傷つき、抗あらがい、精せい根こん尽つき果てた末の決着。だが、今夜繰り広げた数々の死し闘とうは、十分それに当たるのではないか？


　そもそも、自分は「決着」を望んでいたのだろうか？


　もちろんだ。延えん々えんと続く苦く悶もんの時より、間ま違ちがえようのないはっきりとした決着を、自分は望んでいた。ずっと昔から。


　その、はずだ。


　だが……





　──カーサ、やれ！





　不意に、ザザの声が聞こえた気がした。カーサは双眸を瞠みはった。


　迷まよいが消える。歯を食いしばり──唇を割って、双そう牙がが伸びる。


　いまここで躊躇ためらうなど、血族に顔向けができない。血族にも、自分自身にも。カーサは動く。剣を手に、殺意を胸に。ジローの心しん臓ぞうに切っ先を突き入れるべく、剣を振ふりかぶる。


　間合いに入った。


　その瞬しゆん間かん、ジローの背後を守るかのように、光の粉が噴ふき出した。


　縮地だ。ギクリとカーサの手が止まる。ザザ亡なきいま、縮地を操るのはケインしかいない。カーサはすぐに攻撃目標を変へん更こう。ケインを牽けん制せいし、返す刀でジローを殺す。頭の中で瞬間的に戦術を切り替かえる。


　しかし、ケインではなかった。


　ジローの後ろに駆けつけたのは──
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　共鳴で状じよう況きようはわかっていた。縮しゆく地ちをくぐったミミコは、カーサと目が合っても動揺しなかった。ただ、彼女の思い詰つめた哀かなしい眼まな差ざしが、写真のように鮮せん明めいに脳のう裏りに焼き付いただけだった。


　しかし、カーサはそうはいかない。


「なっ！　お前──!?」


　意表を突かれたカーサが、反射的に動きを止める。


　その隙に、ミミコは決然と行動に移った。カーサにも、また、まさに振り下ろされようとする刃にも目をくれない。髪を振り乱して飛びついたのは、ジロー──ですらない。


　バウワウ。


　この期ごに及およんでまだジローが携たずさえていた、巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアだ。


　もちろん、セイの魂たましいはここにはいない。いまのバウワウは、ただのぬいぐるみに過ぎない。しかし、ミミコはそのバウワウに取りすがると、ぬいぐるみの口の中に右手を突っ込んだ。


　カーサがぎょっとする気配が伝わる。しかし、バウワウは本来、ジローが特区で銀刀を持ち運ぶ際に、その中に忍しのばせて運うん搬ぱんしていた物なのだ。背中に担かつぐためのストラップがあるのもそのためで、銀刀を忍ばせたバウワウを運ぶのは、いつもコタロウの役やく割わりだった。


　もちろん、ジローの銀刀は、現在彼の手にある。


　ミミコがバウワウの中から引き出したのは、
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「──！」


　カーサは為なす術すべもなく身を仰のけ反らした。


　真銀刀。


　しかも、折れている。


　ミミコの手に握にぎられていたのは、剣身が折れた真銀刀だった。柄つかに残る剣身は、わずか二十センチほど。大半は失われている。


　しかし、短たん剣けんほどの長さに折れた真銀刀は、その威い力りよくを失ってはいなかった。


　黒き血の天敵──真銀の暴ぼう威いが、カーサを打ち据すえる。カーサは悲鳴を嚙かみ殺し、しかしその手から剣を取り落とす。


　カーサの中で、幾いくつもの理解が一斉に弾はじけた。


　故こ意いに折ったのか、あるいは事故か。おそらく後者だろう。巡じゆん航こうミサイルだ。ただでさえ突とつ貫かんで発射したに違いないミサイルである。真銀刀の収納が万全ではなく、着弾した際、衝撃で二つに折れたのに違いない。


　しかし、ミミコたちはそれを好機と取った。そして、二つに折れた真銀刀の、剣先を龍りゆう穴けつに突き刺して長ちよう距きよ離り縮地法の封ふう印いんとし、残りのもうひとつを九龍王打倒のために戦場へ持ち込んでいたのだ。


　ぬいぐるみに取り憑ついていた龍王は、『闘将』の女吸血鬼の身体に移動。代わりに折れた真銀刀をぬいぐるみに納めた。直前まで気づけなかったのは、鞘さやごとぬいぐるみに収納していたためだろう。でなければ、ジローが担いで来られる訳がない。また、真銀刀は縮地で移動させることも不可能だ。ジローが激戦の最中に片時もぬいぐるみを離はなさなかったのは、龍王の存在をアピールするはったりブラフだけでなく、真銀刀を最上階──九龍王の許へ運ぶためでもあったのである。


　そして、ミミコだ。なぜ彼女が戦場についてきていたのか。


　このためだ。真銀刀を抜くために、人間である彼女が必要だったのだ。


　真銀の圧倒的威力は、周囲の吸血鬼たちを打ち据えた。至し近きん距きよ離りにいたカーサは床ゆかにくずおれ、離れた場所にいるアダムも身体をふらつかせる。アダムは、なんとかコタロウを足あし下もとに横たえてから、残っていた椅い子すに倒たおれるように座すわり込んだ。


　吸血鬼たちが平ひれ伏ふす中、その力を示じ威いするように、ミミコが折れた真銀刀を頭上に高く翳かざした。


　その後ろで──


　ジローが獣けものじみた唸うなり声を上げ、のそりと起きあがった。真銀の脅きよう威いは、『賢けん者じや』の転生が引き起こす作用すら打ち消していたのだ。


　そしてこの半年、ジローは真銀の欠片かけらを銀刀に混ぜて、その力を操ってきた。世界中──いや、月下に黒き血が生まれてこの方、ジローほど真銀に対する抵てい抗こう力りよくを身につけた牙はいない。


「ジローさん！」


　ミミコが叫んだ。


　彼女の声が聞こえているのかいないのかわからない。しかしジローは、床に突き立てた銀刀を引き抜き、大きく息を荒げながら、足を進めた。


　いまやジローの身体は、全身で脈が浮うき上がり、蠢うごめいている。次々に血管が破は裂れつし、血が噴き出し、真銀に晒さらされて灰はいと化していた。特に、銀刀を持つ右腕は酷ひどい。もう人の形を保たもっていない。彼も、限界が近いのだ。


　しかし、


「……返して……もらうぞ……」


　おどろおどろしい声が、九龍王に投げかけられる。ジローの瞳ひとみに宿る光は、狂きよう気きの一歩手前に見えた。


「アダム……！」


　カーサが必死に身じろぎする。ミミコが青い顔で、真銀刀をこちらに向けた。


　真銀の威力に、血が悲鳴を上げながら干ひ上あがっていく。気が狂くるいそうな痛いたみは、銀ぎん製せいの針が身体を埋めつくすほど打ち込まれているかのようだ。


「……逃げろ……！」


　喘あえぎながらアダムに告げる。しかし、アダムは動けない。椅子に座ったまま、己に近づくジローの姿を、じっと見つめ──


　違う。


　アダムが見ているのは、ジローではない。アダムの淡あわい紫むらさきの瞳は、わずかに焦しよ点うてんがずれていた。彼が浮かべる表情に、カーサは見覚えがあった。


　──あ、あの馬鹿！


　アダムは『波』を見ているのだ。


　世界の波動を。


　『脈動』を。


　彼がまだ人だったとき、そうしていたように──風水師アダムが、リズやカーサを見つめたように、九龍王アダムは、ジローを、ミミコを、カーサを、この場所全体が構成する『世界の脈動』を見定めようとしている。


「くっ……馬ば鹿か野や郎ろうっ」


　みすみす死ぬ気か？　が、アダムがどんなつもりだとしても、彼の死はカーサが許ゆるさない。なんとしてでも阻そ止ししてみせる。


「うおおっ！」


　カーサは全力で念を振り絞しぼった。


　術など組む余よ裕ゆうはない。生命いのちをくべて火を燃もやすような、破れかぶれの念動だ。しかも、発動する端はしから──どころか、放射するより先に、真銀がカーサの魔力を焼く。絞り出した血、生命が、砂さ漠ばくの砂すなに吸すい取られていくようだ。


　しかし、それでもカーサは屈くつしない。このまま自分が燃え尽つきるとしても──結局徒労に終わるとしても、それでもカーサは抵抗する。それが混血児カーサ。『黒くろ蛇へびカーサ』だ。


　そして、カーサの虚こ仮けの一念は、のしかかる巨きよ大だいな運命を、ほんのわずかだけこじ開けた。


　全力で紡つむぎ、投げ散らす念動。そのひとつが、近くにいたミミコに届とどいたのだ。


「──っタ！」


　流れ弾だまが当たったようなものだ。威力も、カーサの全力とは到とう底てい思えない、ささやかなものに過ぎなかった。


　が、人間の少女には防ふせぎようもない。不ふ可か視しの車に衝しよう突とつされたように、ミミコは念動で突つき飛ばされ、吹き飛んで、床に倒れた。


　真銀の威力は、ただあるだけで効こう果かを発はつ揮きする。多少遠ざけても意味はない。が、そのわずかな距離は、カーサに行動する力を与あたえた。


　牙きばを剝むき出しにして落とした剣をつかむ。歯を食いしばって立ち上がる。


　しかし、遅い。すでにジローは、アダムのすぐ前まで移動している。絶望的な差だ。


　──誰か！


　誰か奴やつを。少しでいいから、奴の足を止めてくれ。


　カーサがそう願ったとき。ジローとアダムの間に、横から飛び込んできた人影があった。


「ハンス!?」


　父王の危機に駆け寄るハンスは、得え物ものの日本刀を腰の鞘さやに戻していた。利き腕うでを柄つかにかけた居い合あいの構えだ。ジローの血走った目が、横合いから飛び込んできた敵を捕とらえる。本能的に、銀刀を振り抜く。


　その斬ざん撃げきは、ハンスより早い。


　カーサが息をのむ前で、銀刀の刃が弟の胴どうに吸い込まれた。
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　真銀の混じる刃が迫っても、ハンスはあえて剣を抜かなかった。


　白刃を脇わき腹ばらで受ける。それはもう、痛みなどというものではない。自分の存在そのものを突き崩す、真っ黒な衝撃だった。


　しかし、これしかない。技量でも力でも、足下にも及ばぬ相手だ。ハンスはもとより、命を捨てていた。命を捨てて、この一刀に賭かけていた。


　銀刀が身体を切り裂き、食い込み、動きを止めるのを待って、ハンスは剣を鞘走らせた。


　しかし、敵は斬っても、たちどころに回復する。己の斬撃程度では、致命傷は与えられない。


　狙いは──銀刀。


　制止した刃の根本、その一点に渾こん身しんの一撃を叩たたきつける。


　バキン、と硬こう質しつな音を立てて、銀刀が柄の側から折れた。ハンスは自らの剣を振り抜き、その勢いのまま後方に身を投げ出した。


　ジローの側から遠ざかる。


　身体に食い込む刀身ごと。


　ふっ、と前まえ髪がみに隠れた表情が弛ゆるんだ。未みじ熟ゆくな自分だったが、最後に少し、皆みなの役に立てたのだ。


　──姉上……あとは……


　そう念じるのを最後に、ハンスの意い識しきは優やさしい闇やみに落ちた。
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　真銀の影響下で、念話が届とどくはずがない。それでも、弟の最期の台詞せりふを、カーサは確かに耳にした。


　ハンスが銀刀の刀身ごと倒れ、灰はいになって崩くずれ落ちる。刀身を失ったジローが、バランスを崩して踏鞴たたらを踏ふむ。カーサは自分が血の沼ぬまにはまっているような心境だった。皮ひ膚ふといわず髪といわず、内臓や精神まで冷たい血にべっとりと濡ぬれているようだ。


　しかし、いま嘆なげくことは許されない。弟が命と引き替かえに稼かせいだ時間。無む駄だではなかった。カーサは届いた。剣をジローに叩きつけた。


　ジローがとっさに両腕で受ける。血が噴き出し──回復し──さらに押し潰つぶされる。


　一刀、二刀──カーサは懸けん命めいに剣を振るう。ジローも朦もう朧ろうとしながら剣を受ける。両腕が見る見る削けずられていく。


　こうしている間にも、一挙手一投足ごとに力が抜け落ちていくようだ。力ちから尽つきる前にケリをつけなければならない。カーサは力任せに剣を叩きつけると、その上に覆おおい被かぶさった。身を預あずけるようにして、ジローを床に押おし倒たおした。


　音を立てて二人が倒れる。


　重なり合ったジローと目があった。


　ジローの右目は真まっ赤かに染まり血の涙なみだをこぼしている。黒き血の怪かい物ぶつが、そこにはいた。


　しかし左目にはカーサの知るジローがいる。真っ直ぐな視線を向ける瞳に、カーサの顔が映うつっている。


　その、瞳に映る自分を見た瞬間、身体を貫つらぬく電撃のように、カーサに逆転の手が閃ひらめいた。


　二人の間に横たわる剣を、思い切り真横に引き抜く。血が宙に舞う。握あく力りよくの弱まった手から、剣が滑すべってすっぽ抜ぬけた。


　見下ろすと、ジローの身体では、噴き出す血が──文字通り──沸ふつ騰とうしていた。ヒドラがカーサに絡からみついてくる。しかし、カーサは黙もく殺さつした。最後の一手にかけるべく、両手でジローの肩をつかみ──


　牙を剝いた。


　九龍の牙を。
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　油断していた。いや、判断力が低下しているのだ。頭の中まで血ち飛沫しぶきが飛び、靄もやがかかっている。


　ジローはいま、ほとんど本能の儘ままに身体を動かしていた。だから、ハンスの捨て身の妨害にも対応できなかったし、カーサを振り払うこともできず押し倒されていた。


　カーサは剣を捨て、ジローに牙を剝いた。吸血鬼ブラツク・ブラツドの本能を丸出しにし、襲いかかってくる。そのカーサを見上げ、ジローの本能も危き機きを察した。カーサの牙は、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の牙。その牙を受ければ、自分も九龍に染められる。


　鋭い爪つめがジローの腕を裂き、拳こぶしと手刀がジローの腕を潰つぶす。ジローも必死に迎むかえ撃うった。絡まり合い、もつれ合いながら、頭上のカーサと戦った。


　それは、壮そう絶ぜつな戦いだ。見苦しいほど真剣な決けつ闘とう。肉体と肉体、意地と意地、そして誇ほこりと覚かく悟ごが直ちよく接せつぶつかり合って軋きしみを上げるような、互たがいの存そん在ざいをかけた戦いだった。


　そして、ついにジローの左腕が折れる。『血』が再生させるが、ジローの抵抗が遅れる。


　カーサの牙が迫った。唇が首に触ふれた。


　次の瞬間。


　ジローの目の前から、カーサが消えた。


　代わりに覆い被さる、軽く柔らかい感かん触しよく。


　ミミコだ。


　カーサはミミコに押しのけられていた。ただの人間に。念動で傷つき、怪け我がを負った少女に。


　カーサもとうに限界を超こえていたのだ。


　彼女が突き飛ばされたのは、ハンスの灰が広がる床。その上に倒れたあとは、最後の糸が切れたように力なく床に転がった。


「ジローさん！　しっかりして！」


　ミミコが叫ぶ。頭の中は真っ白だ。それでもジローは、ミミコの声に応こたえた。喘あえぎ、もがき、立ち上がった。


　九龍王は椅子に座ったまま、無言でこちらをにらんでいた。王の威い。始祖ソースブラツドの威が、そこにはある。そして、彼の足下には、コタロウが横たわっている。


　助けねば。


　銀刀を構えようとし、それが失われたことを思い出した。


　では、武器は？


　ある。


　ミミコが持っている。


　ジローがミミコに視線を向ける。もう声を出すこともできない。しかし、ミミコはジローの目を見ただけで、すべてを理解してくれた。無理だとも、止やめてとも言わず、泣きそうになりながらも、持っていた真銀刀をジローに差し出した。


　右手につかむ。


　本物の真銀は、銀刀とは桁けた違ちがいだった。『血』が絶ぜつ叫きようを上げた。あらん限りの拒きよ否ひを示しめし、力の限り荒れ狂くるった。


　が、ジローは構わなかった。ミミコから真銀刀を受け取り、両手でしっかりと握にぎりしめて、九龍王に向き直った。


　足を踏ふみ出す。


　一歩。また一歩。


　手の中の真銀刀が、ジローの両腕を骨ほねまで喰らう。刻こく一いつ刻こくと──いや、時間を引き延ばして瞬間を永えい遠えんにしてまで、ジローの中の黒き血に破は滅めつと消失を降ふり注いだ。


　対して、ジローが預あずかる『血』は、自身が蓄ちく積せきする悠ゆう久きゆうの時間を費やし、大海の如ごときその総そう量りようで、真銀に立ち向かった。


『血』に刻まれる血統の記き憶おくが、うねり、繙ひもとかれていく。


　真理を追い求めた血統。戦いに生きた血統。戦いに死んだ血統。世界中の夜を経へ巡めぐった血統。ひとつの里で延々と営いとなんだ血統。力ある血統。魔力に優すぐれた血統。強さを求めた血統。弱者を愛した血統。自然と共に歩んだ血統。孤こ独どくの裡うちに過ごした血統。仲間と共に生きた血統。仲間同士で争った血統。すでに滅ほろびた血統。いまなお受け継がれる血統。それらを見守り続けた血統。


　ジローが足を踏み出すたびに、ジローの中で星ひとつ分の死と再生が繰り返されていくようだ。気の遠くなる出会いと別れを経て、ジローは前に進んでいく。


　──……我が君。


　不意にジローは、ぽつん、と思った。


　──あなたは……こんなにも……


『賢者イヴ』が拾い集めた、月下の『血』。そのひとつひとつに長く濃のう密みつな血統の記憶が受け継がれており、そのすべてをアリスは運び続けているのだ。彼女自身の想いと共に。


　自分がそれを途と切ぎれさせるわけにはいかない。『次』に繫つなぐのは、課せられた使命だ。ジローは進む。前に。この歩みは、未来の月夜へと続いている。


　ジローは、進む。


　九龍王は、そんなジローを、じっと見つめていた。なぜ逃げようとしないのかわからない。真銀刀の影響があるとしても、そのせいだけだとは思えない。だが、相手の真意を量る余裕は、ジローには、無論ない。ただ無心に迫せまるのみだ。


　しかし、そのときだった。完全に沈ちん黙もくしていたカーサが、突とつ然ぜん痙けい攣れんするように動いた。


　意識はないままだ。にもかかわらず、カーサはハンスの遺い灰はいに腕を伸ばした。


　それは、カーサの最後の意地だったのだろう。彼女は血と弟の灰にまみれたまま、遺灰の中に落ちていた、折れた銀刀の刃を素手でつかんだ。そして、ジロー目がけて、斬きりつけるように投げ放った。


　ミミコの悲鳴。ジローが気づき、反応する。折れた真銀刀を真横に構え、愛刀の刃を受け止める。


　銀刀と真銀刀の、折れた刃と刃が斬り結んだ。


　真銀と真銀の欠片かけらがぶつかり合い、異い様ように強きよう烈れつな閃せん光こうを放つ。ジローの視界が閃光に染そまり、世界が消失したかに思えた。


　カーサが投げた銀刀は、澄すんだ音を立てて、ジローの頭上に撥はね返った。


　だが、一撃を受けた衝撃に、ジローの腕が耐えられなかった。


　両腕が共に内部から弾け、ボロボロに飛び散り、崩れ落ちる。崩壊した手の中から、真銀刀が虚むなしく落ちた。折れることでかえって鋭くなった真銀刀の剣先。その剣先が、ガツッと床に突き立った。


　ミミコの絶叫。ジローは呆然と自分の両手を見つめた。


　どろどろと脈打ち、ぼたぼた血が滴したたり落ちる、手とも呼べない己の手。これでは真銀刀を持つことさえできない。そして、真銀同士の衝突が生んだ閃光は、物質を透とう過かする粒りゆう子しのように、ジローを貫つらぬき、その芯しんまでをも蝕むしばんでいた。心臓を、砕くだいていた。


　限界だ。


　──……駄目なのか？


　まるで灰になったような気分だった。伝説が伝えるままに、朝日を浴びた吸血鬼が、灰になったような。


　自分を動かしていた『血』も、ついに、動きを止める。意識が急激に薄うすれていった。


　──……もう……ここで……


　望もち月づきジローが消失する。そんな漠ばく然ぜんとした認識を、彼は自ら認めた。


　が、





　──トクン──





　彼の心臓がわずかに反はん応のうした。


　どの血統の『血』でもない。大たい河がの如き『血』ではなく、もっとずっとささやかな流れ。


　赤い血。


　彼が吸すった、ミミコの血だ。





　──トクン──





　ジローさんっ──そんな、ミミコの叫びが、彼を繫つなぎ止めた。


　耳もすでに聞こえない。ミミコの声は、彼に届かない。


　しかし、彼の中のミミコの血が反応を示す。彼の心臓を、ノックする。


　彼は、ミミコの叫びに気がついた。





　──トクン──





　ミミコが叫んでいる。


　大声で叫んでいる。


　悲鳴ではない。怒いかりや哀かなしみ、絶望の叫びでもない。


　ただひたすらに、ジローを呼ぶ声。


　ジローの名を叫ぶ声。


　誰かが誰かを、ただ、求める。


　そんな、生命の叫びだった。


　そして、ミミコの叫びはジローを求めつつ、同時に何かを告げようとしていた。


　何を？





　──トクン──





　のろのろとミミコを見た。ミミコの顔は、涙でぐちゃぐちゃになっている。そして、懸けん命めいに腕を伸ばし、何かを指さしていた。


　何を？


　ミミコが指さす先を、彼の意識が、ゆっくりと追う。


　すると、





「……兄者？」





　むっくりと身体からだを起こしたコタロウは、寝ねぼけ眼まなこでむにゃむにゃ瞳ひとみをこすっていた。癖くせのある金きん髪ぱつには、ぴんと跳ねた寝癖。滑なめらかで柔らかな頰ほおには、涎よだれのあとまでついている。


　穏おだやかな表情で、平和に、のんきに。


　真銀が側にあることなど、うっかり忘わすれているかのように。


　彼の弟が、そこにいた。


　そして──


　愛らしい顔でぼんやりとこちらを見つめ、兄が側にいるのを見つけて──


　満月のように微笑ほほえんだ。


　ジローの目が覚めた。


　世界が急に、くっきりと鮮せん明めいになって、再び目の前に現れる。時間が脈打って流れ出し、圧あつ倒とう的な苦く痛つうと焦しよう燥そうが、どっとジローに押し寄せる。


　むせかえるような血のにおい。びゅうびゅうと吹ふき付ける風。明るさを増ましていく夜空。コタロウの確たしかな存そん在ざい感。ミミコの──叫さけび声。





「ジローさん！　お願いっ。諦あきらめないで！」





　そうだった。諦めてはいけない。


　為なすべきことを、為さなければ。


『血』はもうジローを助けてくれない。しかし、ジローは動く。裸はだかの自分を、精せい一いつ杯ぱい動かす。


　両手は使えない。だからジローはかがみ込んだ。大きく口を開け──


　真銀刀の柄に嚙み付いた。


　死ぬかと思った。だが、自分はまだ生きている。まだ大だい丈じよ夫うぶ。まだやれる。


　ミミコが何か叫んでいる。自分がする？　いやいや。これは私の役目だ。私の相あい棒ぼうに、私の弟。私の大切な、愛する者たち。私が助けなくて、どうするのか。ろくでもない──剣を振る外になんの能もない、ろくでもない護衛クローザーなのはわかっているが──


　ミミコさん。これは、私の仕事です。


　ジローは真銀刀ジエンインタオを床から引く抜くと、ぐっ、と大きく身体を起こした。


　屹立する。


　嫌いやな音を立てて顔面が蒸じよう発はつしていた。ぞっとする感触だ。しかし、ジローは歯を食いしばる。牙きばを剝むいて、柄つかを嚙み締しめる。右目は潰つぶれた。残る左目で、ジローは敵に狙ねらいを定めた。


　九龍王はジローを凝ぎよう視ししていた。


　その顔に浮かぶのは、紛まぎれもない感かん嘆たんの色。真銀に晒さらされながらも、まるで魅み入いられているように、ジローから目を離さない。


「……見事だ」


　絞しぼり出すように言った。


　その直後、九龍王の座る椅い子すの背はい後ごから、光が差し始めた。日の出。白々と輝かがやく日輪が、長かった夜に幕まくを引き始める。


　ジローは床ゆかを蹴けった。


　九龍王の胸に飛び込み、真銀の刃を、心しん臓ぞうに突き立てた。





７







「……なぜ避よけなかった？」


　自らの手に残る、血に濡ぬれた銀の短剣。そして、自らの手に残る、心臓を刺さす鈍にぶい感触。苦い思いを嚙み締めながら、アダムは聞かずにいられなかった。


「貴女あなたは……私を止めるために来たのではなかったのか？」


　動どう揺ようを隠しきれぬアダムの問いに、アリスは哀かなしく微笑ほほえんだ。


「……私が止めても、あなたは聞かない。それがわかったから……」


　巨きよ大だいスラム、九龍城の一角。周囲では、闇の血に染まったばかりの幼おさなく凶きよう暴ぼうな牙たちが、血に酔よった興こう奮ふんで蛮ばん声せいを上げている。巨大な迷めい宮きゆうの如きスラムは声を幾度も反響させて、九龍城全体を異い様ような熱気に包んでいた。


「馬ば鹿かな」


　アダムは吐はき捨すてた。


「説得を受けなかったから、あえて凶きよう刃じんに身を任まかせたと？　それが、『賢者イヴ』のやりようだというのか？」


　すでに戦いの幕まくは切って落とされている。人間たちは恐きよう怖ふと恐きよう慌こうにのみ込まれ、悲鳴を上げてただ逃にげ惑まどっていた。混こん乱らんはやがて世界中に飛び火するだろう。彼の血統の感染力など比べものにならぬ速度と規き模ぼで。


　歴史が変わるのだ。太陽の下も、月下の世界も。


　だからこそ、この変化をもたらしたもっとも若わかき始祖の元に、それを阻止すべくもっとも古い始祖のひとりが現あらわれた。アリスの秘ひ密みつの来らい訪ほうを、アダムはそう解かい釈しやくしていた。銀の短剣は、彼の覚悟を示す物。それだけのつもりだったのだ。


　しかし、アダムの覚悟を、アリスは避けずに受け止めた。若き始祖には、己の何百倍もの時を生きた始祖の意図が読めなかった。


「……違ちがうわ」


　座り込み、壁に背中を預あずけて新しい『血』を見上げながら、アリスは口を開けた。


「ぼくも死ぬのはいや……でも、見えたの」


「見えた？」


「そう……見えたの。あなたのうしろに……あなたの、向こうに……」


　その台詞せりふを聞いて、ようやくアダムは気がついた。アリスの視線は、焦しよう点てんが合っていない。彼を見ているのではないのだ。その、どこか夢ゆめ見み心ごこ地ちのような眼まな差ざしは、まるで自分が『波』を見やるときのようだ。


　自分の向こう側に見えたもの。


　それはいったいなんだ？


　その何かが、アリスに死を強要したのだろうか？　あるいは、逆か？　自分を──その何かを活かすために、アリスはあえて？


「あなたにも……いずれ……わかる……」


　とアリスは弱々しく言った。


「それが……『血』の祖わたしたちの……」


　そして、アリスはゆっくりと目ま蓋ぶたを閉とざした。満足そうな表情すら浮かべて。


　まだ息はある。微かすかな鼓こ動どうを感じる。しかし、心臓の傷は致ち命めい傷しように間違いなかった。直に息いき絶たえ、灰になる。それがアダムにもわかった。


　アダムは唇を結んだ。


　──……カーサ。いるか？


　──アダムかっ？　待て。いま昔むかし馴な染じみとやり合ってるんだが、こいつが急に……クソッ！　なんだ、この力は!?


　カーサはいま、誰だれかと戦っている最中らしかった。相手はおそらく、『賢者イヴ』の血族の若者だ。主あるじが死に瀕ひんしていることを、『血』が悟さとっているのだろう。そして、がむしゃらにカーサを攻め、主の元に駆けつけようとしているのだ。


　──もういい、カーサ。一度……ここを離れる。行くぞ。


　──なに？　どういうことだ？　おい、アダム！


　カーサの疑問に答えることなく、アダムは一方的に念話を打ち切った。座り込むイヴを見下ろす。もう間もなく……しかし、少しは保もつ。血族の若者は、彼女の最さい期ごに立ち会えるだろう。


　頭上を見上げる。狭せまい路地の上にのぞく細い夜空は、九龍城のかがり火を受けて血の色に染まって見える。そんな中、月だけが汚よごれることなく、澄すんだ光をまとっていた。


　満月フルムーン。


「それが、『血』の祖わたしたちの──？」


　アダムがつぶやいても、アリスはもう何も答えなかった。


　いずれわかる、とアリスは言った。だが、どうだろう。果たして、彼女の言わんとしたことがわかる日が、自分にも訪おとずれるのだろうか？


　アダムはもう一度、無言のままアリスを見つめた。


　そして決然と踵きびすを返した。





　アダムが消えたあと、アリスは目を閉じたまま唇くちびるに淡い微笑を乗せた。


「また会おう……アダム……」


　そして、己の残り時間が少しずつ減へっていくのを受け入れながら──ずっと背せ負おってきた重荷が少しずつ軽くなるのを感じながら、じっと、待っていた。


　最愛の人が、駆けつけてくれるのを。


　ありがとう、とお礼を言って、お別れをするために。


　でも、わかっていた。きっと自分は「ありがとう」ではなく、「ごめんなさい」と言ってしまうのだ。本当に大切なときに限って、どうしても自分はそう言ってしまうのである。


　今度生まれ変われたら、とアリスは想そう像ぞうする。


　今度生まれ変われたら、そのときは「ありがとう」と言えるようになろう。ちゃんと笑顔で「ありがとう」と口にできるように。


　そんなことを思いながら、アリスは力を抜き、静かに待った。


　まだかな、まだかな、遅おそいよ、ジロー。


　そう、心の中で楽しく念じながら。


　でもいいのだ。自分は、待つことにはなれている。


　たとえ『血』の宿命が背中を押おして急せかそうと、少しぐらいなら待ってあげられる。





　そう。少しぐらいなら──









　　五章　夜明けの牙きばたち
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「……終わったのか？」


　ジローが九クー龍ロン王おうを刺さし、王の身体からだが崩くずれて灰はいになる。真銀に目が焼けるのも構かまわず一部始終を見守ってから、ケインは恐おそる恐る、その言葉を口にした。


　ケインとサユカは隣となりのビルの屋上へと移い動どうしていた。本部ビルより一、二階ほど高いビルなので、天井の吹き飛んだ最上階はよく見渡すことができる。


　九龍王を倒したジローは、王が座すわっていた椅い子すの上に倒たおれ伏ふした。ケインの背せ筋すじに悪お寒かんが走ったが──灰になる様子はない。ミミコが足を引きずりながらバウワウを取りに移動し、急いで真銀刀ジエンインタオをぬいぐるみの中の鞘さやに収おさめた。真銀の力が封ふう印いんされると、これだけ離れているケインもようやく息をつけた。


　高こう層そうビルの屋上は、一番早い朝日に目ま映ばゆく照らされている。太陽光が吸血鬼ブラツク・ブラツドの身体を責せめていたが、その痛いたみすら、いまは心ここ地ちよかった。


　ケインは振り返り、声をかける。


「龍りゆう殿どの。どうやら……終わったようです」


　すると、屋上に座り込んでいたサユカは、


「……もういないわよ」


　と、ぞんざいな返事をした。


　サユカも疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。行ぎよう儀ぎ悪く膝ひざを立てつつ、照りつける太陽に恨うらめしそうに顔をしかめていた。


「いない？　龍殿が？」


「……どこかに『帰って』いったわ。皆を誇ほこりに思う──ですって」


　そう言って、サユカは大きく息をつく。


「どうせ、転生して戻もどってくるでしょ。あいつ、戻るまで修しゆ行ぎようを怠おこたるな、なんて言い残して行ったのよ？　冗じよう談だんじゃない。二度と顔を合わせるもんですか」


　サユカは忌いま々いましそうにぼやいた。もっとも、その声が少し寂さみしげな気がしたのは、果たしてケインの気のせいだろうか。ケインは口元を綻ほころばせたが、あえて何も言わなかった。


　ただ、胸むねの内でセイに礼を述のべる。


　彼はやはり、偉い大だいな特区の守しゆ護ご者しやだった。これまでも。おそらく、これからも。


「……で？　ガキんちょの方は大だい丈じよう夫ぶなの？」


「賢けん者じや殿か？　幸い変化は見られない。一度起きられたように見えたのだが……いまはまた眠ねむっておられるようだ」


　ケインのいる位置からは、最上階の様子が見み渡わたせる。とはいえ、吸血鬼の感覚を断ち切る真銀の影響下だったのだ。あそこでどんな奇き跡せきが起きたか、正確に知ることはできていない。おそらく、あの場にいた当人たちですら、わからないに違ちがいなかった。


「とにかく、まだすべてが終わった訳ではない。ジローの治ち療りように行くぞ」


「そんなことができるんなら、先に私から治療して欲ほしいわ」


　サユカは渋しぶい表情で座ったまま動かない。もっとも、その理由は羅ら炎えんによる消しよう耗もうだけではない。初めて経けい験けんしたハイレベルの激げき闘とうに、まだ身体の震ふるえが収まっていないのだ。セイのサポートを受けていたとはいえ、彼女は転びたてアンダー・イヤーなのである。ケインはまた何も言わぬまま微笑んだ。


　それから、ハッとして頭上を見上げる。


「──着いたぞ。援えん軍ぐんだ！」


　その台詞せりふにはサユカもつられて空を見上げた。


　頭上に清すが々すがしく広がる夜明けの空は、月と太陽の光が渾こん然ぜんと混じり合っていた。その中を、一機の輸送機が低空で横切っていく。しかも、輸送機からは次々と人ひと影かげが飛び降おりていた。地上に向かって降こう下かしてくる。パラシュートも広げずに。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドだ。サユカは思わず目を瞠みはった。


「うわ……なんなの、あいつら。どいつもこいつも、化け物みたいじゃない」


　シンガポールから到着した古血オールド・ブラツドの戦せん士し団だんだった。サユカが呆あきれた通り、その一人一人が、時に揉もまれた風格と鍛きたえ抜かれた力の持ち主であるのがわかる。歴史ある有力血族たちが、選びに選び抜いた精せい鋭えいたちである。


　しかし、


「卑ひ下げすることはない。はっきり言うが、君はあの中の誰と比べても、決して引けは取らない。生きた歳さい月げつとは関係なく、君はもう、立りつ派ぱな戦士だ」


　真しん剣けんな口振りで、ケインは言った。


　サユカはとっさに鼻を鳴らしたが、その頰ほおは微かすかに紅こう潮ちようしていた。


「……止よしてちょうだい。なんだかゼルマン様が、うずうずし出してるから」


　と言って、ニット帽ぼうを取って髪を撫なでつけ、もう一度被かぶり直した。


　だが、とにかくこれで戦いは終わる。


　最短で配置を完かん了りようするためだろう。戦士団は特区各地の上空で輸送機から降下していた。柔じゆう軟なんで実じつ戦せん的な作戦展てん開かいは、神父の指し揮きによるものに違いない。ケインは彼らに状況を伝えるべく、念話を投げようとした。


　しかしその直前、風に乗って、ミミコの叫び声がケインに届いた。


　ケインとサユカが同時にぎょっとして、本部ビルを振り返る。


　本部ビルの最上階では、意識のないジローとコタロウを抱だいて、ミミコが大声で叫んでいる。


「──ケインさんっ。ケインさん！　カーサがいない。いなくなってるわ！」





　ハンスの灰が残る床ゆか。カーサが倒れていた位置には大量の血けつ痕こんが残っている。


　その血は点々と最上階の端はしへと続いて、そこで途切れていた。
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　またしても。


　またしても、俺は……


　その巨きよ大だいな失意と絶望、無力感を、なんと言い表せばいいのだろうか。ダールは、本部ビル目指して全力で疾しつ走そうしていた足を止め、アスファルトの上に力なく両りよう膝ひざを屈くつした。


「……神よ……」


　あなたは、なんと無む慈じ悲ひなのか。


　ダールがいるのは第八地区エイト・ヤードに入ってすぐ──奇くしくも、ジローたちが敵てきの居きよ城じように攻せめ入る直前、最後のミーティングを行った場所の近くだった。


　ザザの指し示じで陽動作戦についていたダールは、遠方からレジスタンスに圧力をかけつつ、現れたジャネットと『赤い牙レツド・フアング』を相手に戦せん闘とうを繰り広げていた。旧きゆう友ゆうの娘むすめとの予期せぬ再戦はダールの心を揺さぶったが、それで剣を乱みだすほど彼は未熟ではない。ダールは終始ジャネットたちを圧倒し続け、ついに第十一地区イレブン・ヤードから真銀刀の気配が絶たれるのを確認したのだった。


　勝った。


　ザザたち同様、その瞬間、ダールは勝利を確かく心しんした。


　それが過あやまちだと気づいたのは、本部ビル最上階が吹き飛ばされたときだった。


　夜空に突き立つ豪ごう壮そうな火柱は、遥か第五地区フイフス・ヤードからでも易やす々やすと確認できた。以前ゼルマンとの戦いで経験したことのあるダールは、最上階を吹き飛ばしたのが羅ら炎えんであることをすぐに見抜いた。


　そして、ジャネットたちを振り払い、必死に王の元を目指していたのである。


　しかし──


　無情にも、王の気配は、たったいま途と絶だえた。


「またしても、俺は……」


　十二年前の香ホン港コン。ダールは、王が倒れたとき、その側にいることができなかった。赤ん坊ぼうのワインを安全な場所に移うつすため、香港を離れていた。


　そして、今回。


　またしてもダールは、王の死のときに、側にいることすらできなかったのである。


「……う……お、おお……！」


　目ま蓋ぶたを閉とじ、天を仰あおいで、ダールは絶ぜつ叫きようした。


　無念。


　あまりの無念に、押おし潰つぶされてしまいそうだった。


　だが、それで折れてしまうには、ダールはあまりに強きよう靭じんすぎた。


　牙きばを剝むいて歯を食いしばり、閉ざした双そう眸ぼうをカッと見開く。曲刀をアスファルトに刺し、どん底から力を汲くみ上げて、立ち上がった。


　王は死んだ。


　だが、血族が絶えたかどうかは、まだ定かではない。


　それが判明するまで、ダールに休息は与あたえられないのだ。


　ダールは、血を流す心を大だい喝かつし、冷静に、非ひ情じように、状じよう況きようを把は握あくせんとする。王の側についていたのは、カーサ、ザザ、ハンス、それに傷きずが癒いえきらぬナブロの四人。彼らが存命なら、王がむざむざ倒されるはずはない。つまり、彼らは全ぜん滅めつ──少なくとも、それに近い状況まで追いやられているだろう。まだ生きている可能性は否ひ定ていできないが、彼が駆けつけるのと、王を倒した敵が止とどめを刺すのでは、後者の方が早い。早い──と判断せざるを得ない。


　なら、王の側にいなかった者たちは？　ラウは第十一地区イレブン・ヤードの真銀刀を、奪だつ取しゆするのではなく、爆ばく破はした。何か不ふ測そくの事態があったと考えられる。しかし、少なくとも真銀刀は排はい除じよされた。ならば、周囲にレジスタンスがいるとはいえ、ヤフリーとワインなら生き延のびている可能性は高い。マーベリックにしても、実戦慣れはしておらずとも、元来抜け目のない男だ。分不相応な大魔術で消しよう耗もうし切っているのは間違いないが、きっと乱戦の中、逃げ延びてくれているだろう。


　ダールは判断を下し、来た道を引き返そうとした。


　が、再び駆かけ出す前に、一度だけ本部ビルの方向を振り返った。


　赤しやく銅どう色いろの顔が、いつになく苦しげに歪ゆがむ。大吸血鬼の脳のう裏りに浮かぶのは、カーサのことだった。


　九龍王の九姉弟の中でも、ダールとカーサはもっともつき合いが長い。カーサが転化して間もなくからの顔見知りだから、五百年近くにもなる。混血であるがゆえに血族からさえ疎うとまれていたカーサを、ダールは長い間気にかけていたのだ。


　また、千年という長い時間を生きた古い吸血鬼であるダールには、自らの出自に暗い屈くつ折せつを見せるカーサは、危あぶなっかしくて目が離はなせない存在でもあった。一方で、自由奔ほん放ぽうで型破りなカーサが、若く、瑞みず々みずしく、また輝かがやかしく思えたのである。ダールがアダムの陣じん営えいに加わったのは、彼の理想と人格に強く惹ひかれたからだ。しかし、カーサの存在がなければ、彼の牙を受けはしなかっただろう。


　王は死んだ。


　だが、カーサは生きているかもしれない。


　ダールには、カーサが死んで灰になるというのが、どうしても想像できなかった。波乱に充みちた五百年を、苦しみ、傷つきながら、誇ほこらしく生きてきたカーサだ。どんな逆境にあっても、彼女の唇には太ふて々ぶてしい笑みが絶えることはなかった。王や、他の姉弟が力及ばず倒れたとしても、彼女だけは生き延びている。そんな気がするのだ。


　どちらに向かえばいいのか。


　どちらを優ゆう先せんすべきなのか。


　ダールの中で激しい葛かつ藤とうが渦うずを巻まく。


　しかし、ダールには最後の選せん択たくを下すことは許されなかった。あるいはそれは、彼の無慈悲な神が見せた、せめてもの救いだったのかもしれないが──


「……ここまでだ、ダール卿きよう」


　立ちすくむダールの前に、彼を追ってきたジャネットとその部下たちが姿を見せた。


　ダールを相手取ったジャネットは、ひと言でいえば「ずたぼろ」だった。頭の先からつま先まで、切り刻まれ、戦せん塵じんにまみれていた。剝むき出しになった額ひたいには、生々しい血の筋がこびりついている。部下の数も、見る影もなく減っていた。残っている者にしても、「無事」と呼べる者は一人もいない。


　それでも、勝ったのはジャネットたちなのだ。ダールは失い、ジャネットは守りきった。自らの敗北を、ダールは潔いさぎよく認めた。


　また、現れたのは、ジャネットたちだけではなかった。


「……『アラビアの賢けん人じん』、ダール・ディーンか」


「『舞まい姫ひめバサラ』の末まつ裔えいにして、血族最強の舞ぶ踏とう戦士。かの聖せい騎き士しペンテウスと並ならび称しようされた男」


「ふん。出で遅おくれたと聞いてたんだが、そうでもなかったな。相手にとって不足はねえ」


　ダールを包囲するように姿を見せたのは、齢よわい数百年と見える古血オールド・ブラツドたちだった。それぞれ、『聖せい槍そうホリン』の血族、『氷ひよ牙うがイーリャ』の血族、そして『狼ろう王おうガルー』の血族の三名だ。欧おう州しゆう有力血族が派は遣けんした戦士団の精鋭である。到着早々、ジャネットたちと合流していたらしい。


　他にも、


「──油断なきよう。彼はまだ、十分に戦えます」


　そう、冷ややかな声で告げたのは、『魔女モーガン』の血族の魔術師だ。感情を交えぬ面持ちで、冷れい徹てつにダールの気配を探さぐっている。


　ダールの顔に壮絶な笑みが浮かんだ。


「そうか。『カンパニー』の援軍が到着したか……」


　気がつけば夜は明けようとしている。タイムリミットは夜明け。ザザの読みは最後まで正しかった。これで、自分たちが生き延びる可能性は、ほぼ断たたれた。


　しかし、完全にゼロではない。あの香港聖戦を、自分たちは生き延びて見せたのだ。


　そして、その可能性を上げるには、一人でも多くの敵を倒たおすことだ。一人倒せばその分だけ、自分や姉弟が生き延びる可能性は増える。二人倒させばさらに。三人倒せば、さらにもっと。


　また、自分が健在と知れば、他の敵も集まってくる。ここで自分が敵を引きつければ、それはそのまま姉弟たちが生きるための援護になる。たとえ自身は灰になろうと、その血は、王の『血』を未来に繫ぐ、確かな糧かてとなることができるのだ。


　それこそ、望むところだった。


「面おも白しろい……」


　ダールの全身から力が噴ふん出しゆつした。神代の英えい雄ゆうを思わせる巨きよ軀くが、さらにひと回りもふた回りも膨ふくれあがるようだった。


　同時に、吸血鬼たちの周りを、突風が吹ふき抜ぬける。


　街路に咲さく満開の桜さくらが、一斉に花びらを散らした。桜さくら吹雪ふぶき。まるで故郷の──渺びよう漠ばくたる砂漠を駆ける、月夜の砂すな嵐あらしのようだ。


「来いっ。我われこそは『導どう主しゆアダム』の血に連なりし、血族一の剣けん士し。我が剣の冴えその身に刻み、のちの月下に伝えてみよ！」


　力感に充ちた動きで、ダールが躍やく動どうする。夜明けの特区を舞ぶ台たいにし、舞踏戦士は最後の剣けん舞ぶを舞まい始めた。





２







　気がついたとき、カーサは深い雑ざつ草そうのベッドに横たわっていた。薄うすく目を開けると、黄色いタンポポの花がすぐ鼻先で揺れていた。


「……う」


　カーサはよろよろと身体を起こした。


　すぐ側を運河が流れる、河辺の土手だった。河岸に向かって傾けい斜しやする坂の途中だ。辺りの風景には見覚えがある。確か以前──最初に特区に侵しん入にゆうしたとき、ザザが情報屋として潜せん伏ぷくしていた拠きよ点てんの近くだ。第四地区フオース・ヤードの外れ。古い小屋が点在するぐらいの、侘わびしい場所である。


　付近に人の気配は感じられない。空は薄うす曇ぐもりで、風も穏おだやかだ。土手には、ぽつぽつと雑草に埋うもれながら小さな花が咲いていた。タンポポ。スミレ。ナズナ。レンゲソウ。こんな所にも、春は訪れている。


「……なぜ、ここに……」


　記き憶おくは、ジローの血を吸おうとしたところで途切れている。重なり合って争い、彼の首筋に首を伸ばした。そこまでは覚えていたが、そのあとのことは思い出せなかった。


　ただ、身体に不思議な浮ふ遊ゆう感が残っていた。暖あたたかな──形のない何かに包まれて、運ばれるイメージ。途中、ふと目蓋を持ち上げた視界は、白くぼんやりと霞かすんでいて──


　霧きりだ。


　霧に運ばれて、自分はここまで来たのだ。


「──ナブロ？　ナブロっ」


　立ち上がろうとしたが、とっさに足に力が入らなかった。カーサは両手を地面につけ、身体を捻ひねって辺りを見渡した。長い黒髪が揺ゆれ動き、カーサの肩から滑すべり落ちた。


　ナブロの姿すがたはない。彼の気配も感じられない。


　──ナブロ。お前も……


　死んだのだろう。きっと。そもそも、最後にジローを最上階から突つき落としたとき、ナブロは半ば死んでいた。しかも、あのときさらに銀刀の斬ざん撃げきを胸むねに受けているのだ。助かる見み込こみはない。


　ただ、ナブロは最期に最上階の戦場に戻り、唯ゆい一いつ生き残っていた姉を安全な場所まで運んで来たのだ。


　かつてナブロが属ぞくしていた血族、『老牙ニザリ』の血けつ統とうは、厳きびしい掟おきてに縛しばられた冷れい酷こくな暗殺者集団だった。血族は『針』と呼ばれ、殺しの任にん務むを帯びて世界各地を暗あん躍やくするのが、転化したときからの定めだった。しかしナブロは、課せられた掟を破って血族から足抜きし、自ら進んでアダムの牙を受けた。


　口には出さない男だった。態度にも。しかし、彼もまた、新しい──自ら選んだ血族を、こよなく愛していたのである。


　──ナブロも、死んだか。


　彼だけではない。ザザも、ハンスも。アダムさえも。結局、カーサは誰だれ一人ひとり守ることができなかった。


　いまはまだカーサの胸には、怒いかりや哀かなしみは湧わいてこずにいた。喪そう失しつ感が大きすぎて、感情が麻ま痺ひしているのだ。死し闘とうをくぐり抜けた後こう遺いし症ようもある。何しろ、真銀刀の影えい響きよ下うかで相当な無茶をしている。外傷のみならず、黒き血そのものに目に見えない傷を受けていてもおかしくない。


　カーサは土手に座ったまま、茫ぼう々ぼうと運河の流れを見つめた。


　周りに背の高い建物が何もないため、土手からは遥か新市街区ニユー・ヤードの方まで見渡すことができた。空には分厚い雲が切れ切れに浮かび、順番に太陽を隠している。彼方かなたでは、雲の切れ目から陽ひ射ざしが幾つか降り注ぎ、雲の動きに合わせて、特区の上をゆっくりと移動していた。まるで雲の上まで続く光の階段。あるいは、広大な太陽のカーテンが、春風に揺らいでいるようだった。


　すると、





「──お姉ちゃん」





　幻げん聴ちようかと思った。だが、そうではない。その声はよく知っている。


「マーベリック!?」


　カーサは腰こしを浮うかして背はい後ごを振り返った。


　そして、絶ぜつ句くした。


　土手の上に立っていたのは、紛まぎれもなくマーベリックだった。しかし彼女の弟は、片かた腕うでがもげて、全身血まみれになっていたのだ。また、それほどの重傷を負っているというのに、傷が回復する様子がない。心しん臓ぞうの鼓こ動どうが聞こえない。まるで死者のようだ。


　しかも、彼が醸かもし出す雰ふん囲い気きは、いつものマーベリックのものと違ちがっていた。


　お姉ちゃん。自分のことをそんな風に呼ぶのは──


「……ザザ？　ザザなのか？」


「……うん。隣となり、いい？」


　マーベリックの身体に憑ひよう依いしたザザは、はにかむように聞いた。そして、カーサの返事を待たずによたよたと近づき、雑ざつ草そうの中に倒たおれ込んだ。


　カーサは慌あわててザザを支ささえた。


　ザザ──『ウォーカーマン』は、もともと特定の身体を持っていない。視線を介かいした魔術で自分の精神を他者の身体に乗り移らせ、いくつもの身体を行き来しながら生きてきた吸血鬼なのだ。また、一度支配した身体には、視線を介さずとも瞬時に戻ることができる。おそらくザザは、操っていた龍王の身体を羅ら炎えんで焼き滅ほろぼされたとき、精神のみを弟の──マーベリックの身体へと移していたのだろう。


　カーサに支えられたザザは「ありがとう」と礼を言い、彼女の隣に並んで草の上に腰を下ろした。


　彼らしい剽ひよう軽きんな──ただし、どうしようもなく哀かなしげな笑顔で言う。


「また、負けちゃったね」


　カーサはザザの──マーベリックの顔を、マジマジと見つめた。


「……ザザ。生きていてくれたんだな」


「いまはまだ、だけどね」


「どういうことだ？　……いや、それにマーベリックは……」


　質問しつつ、カーサには答えがもうわかっていた。そしてザザは、そのマーベリック本人の顔で、苦く笑しようして首を横に振った。


「……僕が『入った』ときには、手て遅おくれだった。というか、どちらかというと、あいつに『呼ばれた』気がするよ。自分はもう無理だけど、身体は使ってくれ、って。僕が入ってれば、少なくともその間は、灰にならずに動くから」


　ザザがマーベリックに乗り移ったとき、彼はすでに極きよく度どの消しよう耗もうで死ぬ寸すん前ぜんだったらしい。事情は記き憶おくを読んでわかった。真銀刀が爆ばく破はされる少し前に、ヤフリーがレジスタンスに見つかったのだ。それでマーベリックは、自らの限げん界かいを無視して魔ま術じゆつを行使。残っていた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちを同時に直ちよく接せつ操って攻こう撃げきをしかけ、弟をレジスタンスの追っ手から逃がしたのである。


　魔力はおろか、生命力が完全に枯こ渇かつするまで、自身の血を酷こく使しして。


「……では、ヤフリーはまだ生きてるのか？」


「残念ながらわからない。シンガポールから『カンパニー』の援軍が到着した。いまは特区中で、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の残ざん党とうを狩かってるところだ。しかも敵は粒つぶぞろい。ついさっき、ダール君の気配も……」


　消えた、とザザは寂さびしそうに言った。カーサは言うべき言葉を見つけられなかった。


「……ダール君は最後の最後まで戦っていたみたいだ。格かつ好こう良かったよ。凄すごい戦いぶりが、離はなれていても伝わってきた。マーベリックの方は──ずいぶん仕し込こんできたつもりだったけど、土ど壇たん場ばで我われを失ったんだろうね。結局甘あまさが抜けきらなかった。……とはいえ、僕もあいつのことは言えないけどね。海を跨またいだ縮地をしてみたり、『結界』を連発したり、果ては時間凍とう結けつまで……龍りゆう王おうの身体に依い存ぞんし過すぎたよ。でたらめな真ま似ねをし続けたツケが来ちゃった。せっかく、弟が身体を譲ゆずってくれたってのに」


　こんなときだというのに、ザザはいつもの通りお喋しやべりだ。恥はじ入るのを隠すように、ほろ苦く笑う。カーサは両目を見開いて、そんな弟の顔を見つめた。


「ザザ……お前も？」


「うん。ゴメン」


　もうすぐ命の火が尽つきる。


　カーサは唇くちびるを嚙かみ締しめた。それ以上見ていられず、顔を背そむけた。


「ま、僕の場合、めちゃくちゃ長いこと生きてきたからねえ。正直、陛へい下かが亡なくなられたいま、これ以上生きていきたいとも特に思わないんだ。お姉ちゃんには申し訳ないんだけど……」


「……馬ば鹿か野や郎ろう」


　カーサはじっと身体の震ふるえを抑おさえながら、目の前を流れる運河を見つめた。隣では、ザザも一緒に運河を眺めている。静かに流れる鈍にび色いろの運河の前で、姉と弟は肩を並べ、しばらく無言の時を共有していた。


　風が吹ふく。


　緩ゆるやかな風は、太陽の熱を帯びて暖かかった。吸血鬼ブラツク・ブラツドには場違いな場所、場違いな時間だ。冷たく暗い、身体も魂たましいも芯しんまで震えるような凍こごえる熱を帯びた夜は、もう終わってしまっていた。


「……ひとつ、聞かせてくれないか」


　ようやく少し気持ちが落ち着いた。カーサは平へい坦たんな声でおもむろに尋たずねた。問われたザザは、振り向かないまま「ん？」と聞き返した。


「ザザ。お前……ひょっとして始祖ソースブラツドなのか？」


「ありゃ？　バレてた？」


「いや。なんとなく、な。たぶん、マーベリックの奴やつと同じ血けつ統とうなんだろ？」


「参ったな。でも、うん。その通りだよ」


　ずいぶん唐とう突とつな確かく認にんだったが、ザザは隠かくす風でもなく淡たん々たんと認みとめた。


「と言っても、僕はこんなだから……『血』の源げん泉せんたる元の身体も、とっくの昔に捨すててしまった。──僕はね。始祖の癖くせに『血』の導みちびきを見失った吸血鬼なんだよ。いわば、落ちこぼれの始祖さ。あるいは、根無し草の……迷まい子ごの始祖かな」


　ザザはくしゃりと顔を歪ゆがませた。自じ嘲ちようのようであり、苦笑のようでもある。カーサは弟の表情には気づかぬふりをしたまま、黙だまって運河を見つめていた。


「吸血鬼の本質は『血』。逆に言うと、吸血鬼とは『血』に縛しばられた存在だ。だから僕は、『血』の束そく縛ばくから自由になろうとした。身体を捨て、血族を捨て──でもそうすると、逆にわからなくなった。『血』とは何か。吸血鬼とは何か。そして、人ってのはなんなのか。色んなことを考えて、どんどんわからなくなって……ま、ろくでもない人生だったよ。……ん？　正確には吸血鬼生？　それとも鬼生かな？」


　下らない冗談で安っぽく笑う。しかし、彼の声には老いた賢人の達観があった。


　長く、長く──幾いく星せい霜そうの時をただ独り彷徨さまよった吸血鬼。人の世と月下を等しく見続け、時には自ら関かん与よして挫ざ折せつを繰り返してきた隠いん者じやにして革命家。


『血』を捨て、その束縛から逃のがれたからこそだろう。名無しの始祖は、間違いなく、月下でもっとも様々な「生」を生きた吸血鬼だったに違いない。


　そして、彼が最期に選んだのは、『導主』の『血』であり、王の参さん謀ぼうであり、九姉弟の兄──カーサの弟だったのだ。


「……それでアダムに？」


「うん。賭かけてみた。結果はこの通りだけどね。僕ぼくは結けつ構こう満足してる。負け惜おしみじゃないよ？　僕は結局何もわからないまま死ぬことになったが、いまはそれでも満足してるんだ。世の中には、『真祖』や『賢けん者じや』みたいな凄すごい仲間が一いつ杯ぱいいるけど、僕はまあ、こんなもんさ──」


　淡く言ったあと、急にザザの気配が衰おとろえ、コトッとカーサの肩かたに重みがかかった。


　長話が堪こたえたらしい。身体を支えられず、隣の姉に肩を寄りかからせたのだ。カーサは身動きひとつせず、じっと弟の重みを──驚おどろくほど軽い重みを受け止めていた。


「──ザザ。私の中に入れ」


「……また、拳げん骨こつ三十発？」


「後あと払ばらいでいい」


「……やだなあ。凄い利息がつきそう……」


　肩から伝わる微かすかな震えは、弟の笑い声だ。カーサの中で抑えようのない感情が込み上げる。何かが決けつ壊かいしそうになる。


「ザザっ」


「……ありがとう……でも、いまだから言うけど、君の中は、正直、居い心ごこ地ちが悪い……」


　とザザはたどたどしく言いながら、もう一度、儚はかなく笑った。


「君は……高こう潔けつ過ぎるから。僕には、眩まぶしくて……」


　ゆっくりと、目の前の運河を、空から降り注ぐ日差しが過よぎった。


　その瞬間、鈍色に見えた河かわ面もが、キラキラと黄金色に輝いた。


　美しい光。しかし、あの光にカーサたちが触れることは許されない。あれは太陽の光。生命を育はぐくむ、聖せいなる光だ。


　カーサたちには、ただ遠くから眺ながめることしかできない光である。


「……さよなら。お姉ちゃん……」


　そう言って、ザザは目蓋を閉じた。


　カーサは思わず息を止めた。石のように固まって動かない。ようやく麻ま痺ひから覚めた情感を、今度は必死に抑おさえ付ける。


　風が吹いた。


　肩に乗っていた重みが、ぱらぱらと崩くずれていった。カーサは力ちから一いつ杯ぱい目を閉ざした。


「……さらばだ。弟よ」


　その瞬間だった。
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　──……あね……き……





　か細い吐と息いきのような念話がカーサの脳のう裏りに届とどいた。カーサは顔色を変え、今度こそ立ち上がった。
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　ヤフリーが転化したのは十五の時だった。


　彼は九龍クーロン城じようを根ね城じろにしたストリート・ギャングの一人だった。救いようのない親に、救いようのない大人たち。彼は生きるために闇やみ社会に身を投じ、周囲を見返すために己を鍛きたえていた。愛情とか友情といったものは、聞いたことしかなかったし興きよ味うみもなかった。誰かとつるもうとすることもなく、裏うら切ぎりに裏切りを重ね、最後は暴ぼう力りよくで切り抜けてきた。


　ただ、そんな彼にも例外はいた。下手を踏ふみ、大人たちのリンチで死にかけていたとき、助けてくれた女性だ。


　彼女は、ヤフリーと同じく九龍城に一人で暮くらしていた。自分よりせいぜい二、三歳さい上にしか見えなかったが、恐おそろしく強かった。また、明るく闊かつ達たつで裏表がなく、狂きよう犬けんのような彼にも、ごく当たり前に接してくれた。もちろん、だから手を組もうなどとは思わなかったが──気がつくと特に用がなくとも、彼の足は彼女の住まいに向かうようになっていた。時折交かわす会話では笑顔さえ見え隠れするようになった。


　それは、恋こいとも呼べない淡い思し慕ぼだったに違いない。だから、彼女が他の男を愛したときも、彼は──少し苛いらついたが──冷やかしつつ、素直に祝福した。何やら訳ありなのは気づいていたが、お節せつ介かいな真ま似ねはせず、求められたときだけ手を貸すようにしていた。


　ただ、彼女の周りに次々現れる大人たちは、なぜかひどく魅み力りよく的に思えた。彼女が愛した男も、その男の弟も。一度だけ一緒に歩いているのを見かけた、彼女の家族だという髪の長い女も。





　彼女の本当の歳としが、二、三歳どころか四十近くも上だと知るのは、それから少しして──アダムが天の意を受けたあとだった。


　カーサにはずっと黙っているのだが……リズの正体よりそっちの方がショックだったのを、いまでも覚えている。
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　特区第三地区サード・ヤードの中ちゆう華か街がい。古びた民家の裏うら庭にわに忘わすれ去られたように立っていたちっぽけな納な屋やの中で、ヤフリーは倒れていた。


　漆しつ喰くいの壁かべはあちこち崩れ、開いた穴あなからはさっきよりずいぶん高くなった陽の光が、斜ななめに差し込んでいる。納屋の中には埃ほこりが立ち込め、細く差し込む陽光をオレンジ色に浮うかび上がらせていた。


　すでに両足と右手は灰になっていた。


　ただ、柱に背を預あずけて座り込むヤフリーの傍かたわらには、ワインがいた。彼の血で真っ赤に染そまったパーカーに覆おおわれている。青い顔で気き絶ぜつしているようだが、どこにも怪け我がはない。彼は、残る左手を意識のない妹の頭に、そっとのせていた。せめて彼女が見る悪あく夢むから、彼女を守るかのように。


　ヤフリーがレジスタンスに発見された理由がわかった。また、彼が最期に、カーサにも為なし得なかったことを、見事にしてのけたということも。


　ヤフリーは、己の血族を最後まで守り抜いて見せたのだ。


　納屋に入り、弟を見つけたあと、カーサはしばらく立ち尽つくしていた。だが、そのあとはもう、余よ計けいなことは何ひとつ口にしなかった。


　弟の前に跪ひざまずいて視線を合わせ、とびきり不ふ敵てきで太ふて々ぶてしい笑みを浮かべて、


「でかしたな、ヤフリー」


　ヤフリーの視線が、ふらふらと彷徨さまよってカーサに焦しよう点てんを結んだ。張はり詰つめていた恐きよう怖ふと警けい戒かい心が、カーサの顔を見て雪ゆき解どけのように消えていった。


「……へへ。当然……さ……」


　ヤフリーは、子こ供どものように牙きばを剝むき出しにし、満面に笑みを浮かべた。


　そして灰になった。


　カーサは弟の遺い灰はいをすくい、強く握にぎりしめた。目を閉じ、拳こぶしを額ひたいに押し当てて歯を食いしばった。


　もう立てないかと思った。


　しかし、カーサはもう一度立ち上がった。


　ワインの状態を詳くわしく調べ、起こさないよう優やさしく両腕に抱だきかかえる。


　妹を連れたカーサは、廃はい墟きよのような納屋を後にし──


　姿をくらました。
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　それから、三日が過ぎた。
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　特区を巡めぐる二度目の聖せい戦せんは、その幕まく開あけが唐とう突とつだったこともあり、当初世界中に息をのむような緊張感をもたらした。


　現地時間の夜明けを待たずして、シンガポールの『キャッスル』には、昨夜特区全ぜん域いきで行われたらしき激はげしい戦せん闘とうについての問い合わせが殺さつ到とうする。が、そのときすでに尾お根ね崎ざきはシンガポールを発たっており、また特区の現状が正確に把は握あくできていなかったため、残された十字軍最高責任者の羅ローは、情じよう報ほうを規き制せい。詳くわしい説明を差し控ひかえた。そこで、代わりに各国のメディアが伝えたのは、特区に残されていた数少ないマスコミ関係者が報じる歓かん喜きと狂きよう乱らんに充みちたメッセージだった。


　すなわち、特区の解かい放ほうを叫さけぶ、人々の喝かつ采さいである。





　日本時間の二〇〇九年四月十日未明。特区に到とう着ちやくした神父は、指し揮きしていた古血オールド・ブラツド戦士団だんを特区全域に配置。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の特区外への逃とう亡ぼうを阻そ止しすべく徹てつ底ていした包ほう囲い網もうを敷しき、その包囲網を狭せばめる形で『九龍の血統』の殲せん滅めつ作戦を開始する。


　限かぎられた人数による、太陽光に晒さらされながらの強行作戦だった。しかし、各血族の威い信しんを背負った戦士団は、この作戦を完かん璧ぺきに遂すい行こう。指揮を執とる神父がレジスタンスと合流して、より詳しよ細うさいで鮮せん度どのよい情報を得られるようになってからは、『魔女モーガン』の魔ま術じゆつ師したちによる思念交感ネットワークを駆く使しし、さらに有機的な殲滅戦を展てん開かいした。


　第一陣じんに続いて到着した第二陣は、鎮ちん圧あつチームと『赤い牙レツド・フアング』からなる混合部隊だ。彼らは、第一陣と協力して『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の残ざん党とうを捜そう索さく。また、レジスタンスの負ふし傷よう者しやを救助し、残されていた特区の住人たちの避ひ難なん誘ゆう導どうを行った。第三陣──十字軍の対吸血鬼ブラツク・ブラツド部隊と、尾根崎やヒバリ、サキ、スワン、それに空母に残って米軍との折せつ衝しようを続けていたギルバートが到着したのは正午過ぎ。そのころには、情報の錯さく綜そうや混こん乱らんは残るものの、戦いの結末に関しては誰の目にも明らかになっていた。日が暮れたのちは活性化した『九龍の血統』の生き残りが散発的に騒さわぎを起こしたが、いずれも人的被ひ害がいを発生させる前に、速すみやかに制圧された。


　翌よく、四月十一日。『カンパニー』と十字軍は、破は壊かいされた本部ビルに代わって第十地区テン・ヤードの『ホテル・キャメロン』を臨りん時じ本部とし、そのロビーから世界に向けて、特区奪だつ還かん作戦の終結と勝利を、正式に宣せん言げんした。声明の発表は、負傷した『乙メイ女デン』の名代として尾根崎が実じつ施し。もちろん、この会見の映像を世界に配信したのは、戦いの夜を無事生き抜いた、ベンと彼のスタッフたちだ。


　また、会見の席には尾根崎や神父の他に、吸血鬼ブラツク・ブラツドの代表として始祖『豪ごう王おうフォワード』とジャネット、彼女の下で戦った部隊の生存者たちも列席した。


　ギルバートは、自らの牙を堂々とカメラに示しめした。そして、ベンたちが撮さつ影えいした昨さく日じつの殲滅戦の映像と共に、この戦いの勝利が、人と吸血鬼という二つの種族の手によって獲かく得とくされたものであることを、世界中に明言したのである。


　それは、単に特区を巡めぐる戦いの勝利に止とどまらない。


　月下の牙たちが太陽の子と共に生きる──その理念実現に向けての、最初の勝利宣言に外ならなかった。


　会見の模も様ようは、世界中の人々から極きわめてセンセーショナルに受け止められた。最後に尾根崎は、この日をもって『カンパニー』──正式名めい称しよう『オーダー・コフィン・カンパニー』の名称を変へん更こうし、『セカンド・カンパニー』として再発足する旨むねを発表。その代表者に『乙メイ女デン』葛かつら城ぎミミコを引き続き任にん命めいした。もっとも、彼女が実じつ際さいに『セカンド・カンパニー』の代表となるのは、もう少し先になるのだが……


　そして、死闘の夜から三日後となる、四月十二日。特区は世界各国のメディアに対し、門戸を開放する。


　特区復ふつ興こうの目め処どはたたず、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の殲滅も完了したとは断言できない。主な戦闘が終結したとはいえ、まだ危き険けんが残っていることを厳げん重じゆうに注意した上での規制解除だ。だが、それで尻しり込ごみするジャーナリストは、ただの一人も存在しなかった。当然といえば当然だろう。彼らはついに、自らの手で夜の住人に接せつ触しよくし、その真実を報道する自由を得たのである。


　戦士団に参戦した古血オールド・ブラツドの中には、人間社会に慣なれていない者も少なくない。メディアの前に立ってくれるよう要よう請せいしたのは、事前に『カンパニー』が選んだ者たちだけで、その多くは『赤い牙レツド・フアング』の隊員たちだった。だが、それでも詰つめかけた取材陣の熱意と反応は凄すさまじいものだった。


　特に注目が集中したのは、如じよ才さいなく眉び目もく秀しゆう麗れいなギルバート──ではなく、なんとジャネットだ。少女の外見と三百年以上生きてきたというギャップ、さらには実際に特区聖戦を二度とも経けい験けんした吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオースの隊長という立場が、取材陣と多くの視し聴ちよう者の関心を惹ひいたらしい。納なつ得とくいかない様子のギルバートの隣となりでカチコチに緊きん張ちようしながら、取材陣の質しつ問もんに、我が慢まん強づよく、慎しん重ちように受け答えしていた。


　ただ──


　各国メディアのジャーナリストたちは取材を続ける裡うちに、特区を解放した四月九日の戦い──その最大の激戦となった九龍王及および彼直ちよく属ぞくの配下との戦闘が、発表された映像に写る部隊とは異ことなる、ごく少数の精鋭によって行われていたことを知るようになった。


　その他、決戦の夜、『乙メイ女デン』が単身特区に入っていたこと。レジスタンスとは別に、彼女を助け、彼女と共に戦った者たちがいること。その内の何人かは、かの香港聖戦でも『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちと戦った歴戦の勇士だということ。そして、彼らこそ、九龍王の逃とう亡ぼうを阻止し、ついには彼を打だ倒とうした真の功労者に外ならないということを。


　そして、その中でも特に多くささやかれたのは、一人の吸血鬼についてだった。


　それは、『乙メイ女デン』が、あの伝説となった演えん説ぜつの中で紹しよう介かいした吸血鬼だった。彼女が、シンガポールでの任務を投げ出してまで駆けつけるほど、強い信しん頼らいで結ばれた人物。二度にわたり九龍王の野望を打ち破った、知られざる吸血鬼の英えい雄ゆう。


　しかし、『カンパニー』はその吸血鬼について、確かなことは何もコメントしなかった。関係者の何人かはその存在を認めながら、詳しい説明は避さけた。どれほど追つい及きゆうされても、ただにこやかに笑うだけだった。まるで、彼らだけの秘ひ密みつを、そのままそっと仕し舞まっておくかのように。


　九龍王を倒した謎なぞの吸血鬼。種族の違いを超えた、『乙メイ女デン』の相棒パートナー。


　彼は、その数少ない目もく撃げき証言から、いつしかメディアの間で、「赤い吸血鬼」と呼ばれるようになっていた。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドでありながら人レツド・ブラツドのために剣けんを取った、赤い吸血鬼、と。
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　第十一地区イレブン・ヤードのある墓ぼ所しよは、鎮ちん圧あつチームによって厳げん重じゆうに包囲されていた。もっとも、墓所の外側を囲むだけで、墓地の敷しき地ち内に隊員は配置されていない。バドリックによって立ち入りが禁きん止しされているのだ。とはいえ、たとえ禁止されていなくとも、隊員たちが墓地の中に入ることはなかっただろう。墓地の敷地内には、昼と言わず夜と言わず、常つねに濃こい霧きりが立ちこめていたのである。


　そうして人を遠ざけた石室に、ジローとケインは潜ひそんでいた。


　ただし、そこは石室と言うより、もはや石室跡あとだった。巡航ミサイルの直撃で穴あなの開いた天井は、敵てきに爆ばく破はされて跡あと形かたもなく吹き飛んでいる。壁かべも崩くずれ、出入り口も埋うまり、床は瓦が礫れきや砂さ塵じんに埋もれて、まるで発はつ掘くつされたばかりの遺い跡せきのようだった。


　しかし、それでもそこが龍りゆう脈みやくの真上──地上近くまで龍脈が吹き上げる龍穴である事実は変わらない。砕くだけ散った真銀刀ジエンインタオの欠片かけらは、すでに入念に除去されている。二人は龍脈の力を使い、ケインの魔術でジローの治ち療りようを行っているのだった。


　そんな中、


「コンチワー。お見み舞まいに来たわよー」


　地上から軽い声と共に顔をのぞかせたのは、額に包帯を巻き、あちこち絆ばん創そう膏こうを貼はり付けたリンスケだった。彼は地下に向かって、おーいと松まつ葉ば杖づえを振った。


　魔術に集中していたケインが、片かた目めを開けてリンスケを見上げた。そして力場思念ハイド・ハンドを発動し、リンスケを持ち上げて石室の中に降おろしてやった。


「よかった、よかった。『魔女の霧』が張ってあったから、せっかく来たのに入れないかと思ったわ」


「お前の気配はわかったからな。一時的に霧をどけたんだ」


　リンスケは右足をギブスで固めていた。左腕も三さん角かく巾きんで首から吊つるしている。他にも、制服の下には至る所に包帯を巻いているのが見て取れた。


　石室の床は瓦礫に埋もれて足場が悪い。よろけながら松葉杖をつくリンスケに、ケインは苦笑を浮かべた。


「見舞いがいるのはお前も同じだな。そんな様でよく出歩く許可が出たものだ」


「バッカね～。許可なんか出るわけないじゃない。勝手に抜け出して来たのよ。特区中が戦勝気分に浮かれてるってのに、病院のベッドで横になってるだけなんてもったいないでしょ？　私だって勲くん章しようものの働きしてるんだから」


「なら、尾根崎たちの所に顔を出せばどうだ？　一いち躍やく世界の有名人だ。どの国のマスコミでも選び放題だぞ」


「あいにく私、根が小市民なんでね。気分を味わうだけで十分。スポットライトはお偉えら方がたに任せとくわ」


　リンスケはそう言うと、絆創膏だらけの顔でニンマリ笑った。


　戦いの夜、ラウを仕留めて陣じん内ないの仇かたきを討うったリンスケだったが、敵の行動を阻そ止しすることまではできなかった。ラウの自じ爆ばくに巻き込まれ、大怪け我がを負ったのである。


　ただ、ラウが真銀刀を吹き飛ばした際、間かん一いつ髪ぱつ石室の扉とびらから外に飛び出すことができた。おかげで、なんとか死なずに済すんだのである。


　同じく戦闘で重傷を負ったバドリックなどは、リンスケが生き延びた状況を聞いて「まるでゴキブリ並なみだ」と呆あきれていた。いまも麻ま酔すいが切れれば酷ひどいことになるのだが、その痛いたみこそ生きている証しよ拠うこだろう。


「髪は焦こげるし、服は破れるし、アクセサリーは煤すすだらけ。ほんと、酷い目に遭あったわ」


「平和な話だな」


　リンスケの軽口に、ケインは肩を竦すくめた。


　そして再び魔術に集中する。リンスケもケインの視線を追った。


　ジローは、石室の中央に腰こしを下ろして座ざ禅ぜんを組んでいた。


　彼の周囲には、蛍ほた火るびのような淡あわい光がゆっくりと漂ただよっている。その場を覆おおう清せい廉れんな気配が、人間であるリンスケにも伝わってきた。


　ジローの両目は閉ざされ、息をしているのかもわからない。まるで座ったまま死んでいるようだったが──


「へえ。だいぶ人っぽい形に戻ってきたじゃない？」


「見た目はな」


「話せるの？」


　リンスケがそう尋ねた瞬しゆん間かん、


　──リンスケ。無事のようで何よりです。


　リンスケの頭の中に、ジローの念話が届とどいた。リンスケは思わず顔を綻ほころばせた。


「ジローちゃん！　良かった。ちゃんとしてるじゃない。まだ直ちよく接せつ話すのはきついの？」


　──できなくはありませんが、いまは治ち癒ゆに専せん念ねんしていますので。


　身を乗り出すリンスケに、ジローが念話で返事をした。座禅を組むジローの表情は動かない。しかし、リンスケは目元を熱くしたようだった。


「そっか。ほんっとに、大変だったわね。……でも、聞いたわよ？　大活かつ躍やくだったんですって？　またずいぶん吸血鬼の常じよう識しきを塗ぬり替かえたらしいじゃないの？」


　──皆のおかげです。


　率そつ直ちよくなジローの思念には、飾かざらない感かん謝しやの念がにじんでいる。それは、いかにもジローらしかった。荒あれ狂くるう『血』を真銀で従したがえる怪かい物ぶつではなく、リンスケたちのよく知る望もち月づきジローらしい思念だ。


　戦いが終わったあと、精せい根こん尽き果てたジローは意識をなくして危き篤とく状態に陥おちいった。一時は身体が崩れるなど、そのまま灰になりかけたほどだ。


　しかし、ミミコが失血で気絶するまで己の血を与え、ケインが魔術で崩壊を食い止めたおかげで、なんとか命を取り留めることができた。身体の再生も、順調に進んでいる。完全に元通りになることはないだろうが、また剣を振ることは、なんとかできそうだった。


　この場に集つどった三人の戦友は、過か去こ二度の聖せい戦せんを共に生き延のびたのである。


「ミミコちゃんには会ったの？」


　──ええ。一度。彼女も入院中だったのですが、サユカさんに頼たのんで病院から連れてきてもらったようです。


「抜け出して来たの？　人のことは言えないけど、あの子も相変わらず無茶するわねえ」


　ミミコは現在怪我の治療のため、再開された月宮病院に入院している。しかし、報道陣対策もあって、その治療体制はリンスケの比ひではない。『カンパニー』の一部の人間を除のぞいて外部との面めん談だんもシャットアウトされており、半ば軟なん禁きん状態だ。


　それでも、ケインがここでジローの治療を始めたあと、サユカを頼たよって様子を見に訪おとずれたのだった。実は、ジローの意識が回復したのも、ちょうどそのときだったのである。


　──幸い、ミミコさんの方は軽傷のようです。ただ、コタロウが……


　弟のことに言げん及きゆうした途と端たん、ジローの思念に翳かげりが差した。リンスケはちらりとケインと顔を見合わせ、ジローに向き直った。


「……聞いてるわ。あれから意識が戻らないそうね」


「うむ……一応俺の方でも念入りに調べさせてもらったが、外傷はないし、脈も安定している。魔ま術じゆつ的にも異常は見当たらなかった。ただ、どういう訳か眠ねむられたままでな」


　と、リンスケの台詞せりふに、ケインが横から説明をくわえた。


「いまはミミコ君と同じ病室で眠っている。彼女もずっと気にかけていたよ」


　ジローが九龍王に真銀刀を突き刺す直前、ジローとミミコは、時間凍とう結けつの解けたコタロウが目を覚ますのを目撃している。隣のビルにいたケインも、そんな気配を感じ取っていた。


　しかし、ジローが九龍王を倒し、彼が灰になったあと、気がつくとコタロウは何事もなかったかのように安らかな眠りについていたのである。そして、それ以来一向に目覚める兆きざしを見せないのだ。原げん因いんは不明。血族のジローにも、魔術師のケインにも、また戦士団の中にいた、何名かの長命で博はく識しきな古血オールド・ブラツドたちにも見当がつかないままだった。


「原因がわからないのでは、魔術で下手な手出しもできない。いまのところ様子を窺うかがいながら待つしかないな」


　ケインが口にした言葉は、そのまま現時点における彼らのコタロウに対する方ほう針しんだった。ケインにしても、瀕ひん死しの状態だったジローを治癒する仕事で手て一いつ杯ぱいなのだ。いずれ高名な古血や長老──ウォーロック家の長おさなどにも意見を伺ってみるつもりだが、いまはそっとしておくしかなかった。「困こまったわね」とリンスケも難むずかしい顔をした。


「……でもさ。たとえば、この石室、魔術向きの──いわば聖せい域いきなんでしょ？　どうせならここにベッド持ち込んで、ジローちゃんと一緒にいさせてあげたらどうなの？　その方が目覚める可能性があるんじゃない？」


　何気ない提案だったが、ケインは複ふく雑ざつな顔をした。


　なるべく感情を殺した淡たん々たんとした口振りで、


「少なくともジローが安定するまでは危険だ。それに……賢者殿が『目覚めた』とき、彼がどんな状態か予測がつかないからな。……『何が起きる』かも」


「──あ」


　とリンスケは自らの失言に気づいた。


　コタロウが時間凍結されたとき、彼は『賢けん者じや』として目覚めようとしていた。そして、最後の決戦で時間凍結が解除されたときも、再ふたたび覚かく醒せいする気配を見せていたのである。


　いまその気配が消えている理由は、コタロウが目を覚まさない原因と同様不明のままだ。しかし、彼の目が覚めたとき、あのときと同じ状態になる可能性は十分あるだろう。


　そして、コタロウが『賢者』として目覚める──孵ふ化かすれば、そのとき彼とジローの間では『血』の譲じよう渡とが行われる。ジローに預あずけられている『賢者イヴ』の『血』を、コタロウがジローの血を吸うことで自らの中に戻もどすのだ。『賢者イヴ』としての知識や記き憶おくと共に。それが、遥はるか古いにしえより繰くり返されてきた『賢者イヴ』の転生なのである。


　ただし、『血』の譲渡を行う際、『血』を預かっていたジローもまた、『血』と共に『賢者イヴ』の中に吸きゆう収しゆうされる。より正確には、『血』とひとつになって『賢者』の中──母なる海に還かえるのだ。それが、転化したときから定められていた、『賢者』の血族、『賢者』の護衛者の宿命だった。


　リンスケがばつの悪い顔で口をつぐむ。


　しかしジローは、


　──いいんです。


　と落ち着いた思念を旧きゆう友ゆうに投げかけた。


　──我が君の『血』と一体となる。それは我が血統の定めです。コタロウの目が覚めたときが『そのとき』だとしても、私は構わない。弟の目覚めを、私は喜びます。


　ジローの覚かく悟ごはとうの昔に定まっている。そのことは重々承しよう知ちのリンスケだったが、彼のあまりの平静さに、思わずむっと唇くちびるを曲げた。


「……じゃあ、ミミコちゃんはどうするのよ」


　今度は、ジローもすぐに返事をすることはできなかった。座禅を組む姿は身じろぎしなかったが、胸中の均きん衡こうが揺ゆらぎ、さざ波が立つような雰ふん囲い気きが伝わってきた。尋たずねたリンスケもすぐに自分の発言を後こう悔かいした様子で、気まずそうに目を逸そらしてしまった。


　ケインがため息をつき、


「『カンパニー』の方はどうなんだ？　世せ論ろんの反はん応のうは？」


　話題を振られたリンスケは、「いやもう大変よ！」と、ほっとした様子で話を変えた。


「ミミコちゃんをひとまず休ませたのは、治療というより尾根崎会長の心こころ遣づかいだったんだけどね？　ぶっちけゃ大正解だわ。まだ怪我も治ってないのに、あんな大おお騒さわぎの中に放り込んだら過か労ろう死ししかねないわよ。あの神父が、『こんなことなら戦って入院してた方がマシだ』って音ねを上げてたぐらいだもの。ほんと、歴史の一ページが乱らん造ぞうされてる感じ？　今日パシャパシャ撮とられてた写真だって、これから先ずっと、色んな国の教科書に載のり続けるんだもん。きっと」


　そのリンスケの言い様は、決して大げさではなかった。世界中のメディアが、他のあらゆるニュースを差し置いて報道しているのだ。しかも、騒ぎはまだ始まったばかりである。二か月前、『狼ろう王おうガルー』の長老ルイがテレビカメラの前に姿を見せたときも大変な騒そう動どうになったものだったが、今回は直接取材が許されている状況だ。報道熱がわずかでも収まるのがいったい何か月先になるか、現時点では見当がつかない。『カンパニー』は早くもシンガポールから一いつ般ぱん職しよく員いんの特区召しよう還かんを開始したが、混乱が長引くのは目に見えていた。


　また、これで人と吸血鬼の垣かき根ねが取り払はらわれた訳では、まったくないのである。これはあくまでスタートなのだ。それどころか、ここからさらに両種族の溝みぞが深くなる可能性は極めて高い。


　理解と不理解。協調と不和。過去の──遥か古から続く、隠された因いん縁ねんの数々。おそらくは、幾いく度どもの衝しよう突とつと歩み寄りを繰り返していくことになるだろう。いつかヒバリとスワンが話していたように、これから幾世代もかけて両種族の理解を深める、その第一歩が踏み出されたに過ぎないのだった。


「世間じゃ吸血鬼に関する議論が喧けん々けん諤がく々がくとしてるし……これから先のことを考えると、ちょっとぞっとするわ」


　そう言って、リンスケはため息を落とした。実際それは、『カンパニー』に関かかわる多くの者たちの、共通した率そつ直ちよくな感想だろう。尾根崎がわざわざ『カンパニー』の名めい称しようを変へん更こうしたのも、今後『カンパニー』が果たすべき役やく割わりが、いままでとは大きく変わるからなのである。


　当然、『カンパニー』の組そ織しき体制も変化していく。せざるを得ない。世界中の人々にとっても、世界中の吸血鬼にとっても、そしてまた『カンパニー』にとっても、この変化──あるいは進化──は、避さけては通れないことであり、避けてはならないことなのだ。


　ただリンスケは、「でもさ」と小さく付け加えた。


「陣じん内ない先生センセが見てたら、ずいぶん喜んだでしょうね。やっと願いが叶かなった──それとも、ついに俺おれの時代が来た、かしら？」


「ん……ああ。そうだな」


　リンスケの台詞せりふに、ケインも優やさしげに双そう眸ぼうを細めた。


　いま目の前に迫せまっている「未来」を、誰よりも待望し、その実現のために己おのれを捧ささげたのが陣内だった。今後歴史が彼の業ぎよう績せきを語るかどうかは不明だが、やがて来るだろう「未来」は、彼なくしてはあり得なかったはずなのだ。


　しかし、


　──どうでしょう。


　と、黙だまって聞いていたジローが、笑いを堪こらえる様子で皮肉っぽく異い議ぎを唱えた。


　──もしあいつが生きていたなら、面めん倒どうな「主役」は他人に押おしつけて、自分は早くも次の悪わる巧だくみを企たくらんでいるような気がしますよ？　天国だか地じ獄ごくだか知りませんが、いまごろ悔くやしくて歯は軋ぎしりしてるはずです。


　ジローの思念が伝わると同時に、悔しがる陣内のイメージが送られてきた。ケインとリンスケは思わず揃そろって笑い声をこぼした。


　実のところそれは、戦いが終わってから彼らが初めて普ふ通つうにこぼした笑い声だった。あの夜に限らず、特区が陥かん落らくした日からそれぞれの長い戦いを終えて、ようやく浮かべることのできた笑顔だ。


　陣内は死してなお、旧友たちを「調停」している。もっとも、旧友たちの反応を自じ慢まんに思ったか、あるいは不本意なしかめ面つらを見せたかどうかは、残された者たちで想像するしかなかった。


　リンスケは再び口を開け、


「世論以外にも問題は山積みなの。特区の復興に関することだとか、負傷者や遺い族ぞくに関することだとか。あと、血族に対する人間社会とのつき合い方の指南だとかもね。でも、いま一番問題なのは、やっぱり『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の残ざん党とうのことよ」


　リンスケの台詞に、ジローは怪け訝げんそうな反はん応のうを示した。


　──残党ですか？　殲滅戦は成功したと聞きましたが？


「そうね。とりあえず、いまんとこ特区の外で『九龍の血統』の被ひ害がいが出たって報告はないわ。被害を拡かく大だいさせないって点では、いまも神父が神経質なくらい気を遣つかってる。特区の外がい縁えんは隙すき間まなく見張りが付いてるし、ウォーロック家の魔術師が昼間も目を光らせてるの。でも、何しろ特区は広いじゃない？　特区中を虱しらみ潰つぶしにして『九龍の血統』が潜せん伏ぷくしてる可能性を残さず潰すには、どうしても時間がかかるのよね」


　──潜伏？


「そっ。特に……九龍王の直ちよつ系けいは、全滅したかどうかはっきりしてないから」


　リンスケは、苦い感情をあえて笑い飛ばすような口振りで言った。ジローの思念も、彼が内心身構えるのを伝えてきた。


　ケインが重たい雰ふん囲い気きで口を開ける。


「実際、あの戦いで戦死が確認できたのは、石室の真銀刀を吹き飛ばした元『赤い牙レツド・フアング』戦術顧問タクテイカル・アドバイザーのフォックスと、本部ビルでジローが斬きったハンスという男。それに、戦士団を相手に最後まで抵てい抗こうを続けたダール卿きよう。その三人だけだ。他にも『橙蜂オレンジ・ビー』はまず間違いなく致ち命めい傷しようだったと思うが……」


「あとは、『黒くろ蛇へびカーサ』に『ウォーカーマン』でしょ？　それにヤフリーって若わかいの。それから……確かフォックスは姉弟の八番目って名乗ってたのよね？　つまり、最低あと一人はいたってことだわ」


「ヤフリーに関しては、それらしき吸血鬼が目もく撃げきされている。レジスタンスの包囲を突破し、駆けつけた戦士団の古血すら振り切って逃とう亡ぼうしたそうだ。だが、『橙蜂』同様、その時点で致命傷を負っていたらしい。あの状況で、そこから生き延びたとは考えにくいだろう。だが、ほかの者たち……特に、カーサ様と『ウォーカーマン』に関してはなんともな……」


　吸血鬼は死ぬと灰はいになる。そのため、戦死の確認が極きわめて難しい。灰と共に残された所持品から類るい推すいするか、あとは灰になる瞬間を目撃するぐらいしか方法がないのだ。


「ましてや、自在に他人の身体に乗り移うつる『ウォーカーマン』に至いたっては、戦死の確認などできるはずもない。そもそも『殺害』することが可能なのかどうか……」


　ケインたちにわかっていることは、ただひとつ。あの夜から三日経たったいまも、カーサたちの抵抗が見られないという点だけだ。生存を示す兆ちよう候こうがないという、ある意味消極的な消去法でしか、彼女らの死を知る術すべがないのである。


　ただ、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が特区の外に出ていないことは間違いない。そして、この状じよう況きよう下かでカーサたちが生存していながらなんのリアクションも起こさないというのは、余よ程ほどの理由でもない限り考えられない。


　おそらく生きてはいないだろう。


　それが、口には出さないが、ケインやリンスケ、そしてジローの共通した認識だった。


「あの、カーサが、ねえ……」


　リンスケが小さくつぶやく。


　厳げん粛しゆくな沈ちん黙もくが立ち籠こめた。霧きりで陽光を遮さえぎられた石室で、三人の戦友は言い様のない静せい寂じやくと感傷を、無言の裡うちに交こう錯さくさせた。


　──……終わったのでしょうか？


　どちらに言うでもない、独どく白はくに似にたジローの思念が、水面に投げた小石のように石室に波は紋もんを投げる。


「多分な」


　ケインが答え、どこか哀あい愁しゆうの漂う微笑を口元に過よぎらせた。


「終わった……そして新しい時代が始まったんだろう。多分……きっと」
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　その後しばらくして、病院を抜け出していたリンスケの携けい帯たいに、病室で治療に努めていたバドリックから連れん絡らくが入った。なんでも、尾根崎たちの元に、シンガポールにいる月ユエ梅メイから、セイのことに関して問い合わせが入ったらしい。


　月梅は長年セイの腹ふく心しんを務つとめてきた人物で、いま現在も彼の血族をまとめている代表者だ。特区の戦いで主あるじの噂うわさを耳に挟はさみ、居いても立ってもいられなくなったようだ。とはいえ、多少なりとも事情がわかっているのは、『カンパニー』ではケインぐらいである。


　──行って下さい、ケイン。おかげさまでコツはつかめました。あとは自分でもなんとかなる。夜には動けるようになっていると思います。


　ジローはそう言い、ケインも了りよ解うかいして石室をあとにした。リンスケも、そろそろ麻ま酔すいが切れそうだということで、病院に戻っていった。


　一人になった石室で、ジローは静かに瞑めい想そうを続けた。ただ、身体からだが回復するにつれ、それまで大人しかった様々な想念が、ジローの中で渦うずを巻まくようになっていた。


　──……コタロウ……ミミコさん……


　戦いのために特区に戻ったとき。いや、修しゆ行ぎようを終えて崑こん崙ろんをあとにしたときにはすでに、ジローは自分の中で、迷まよいが去ったような気がしていた。ただ目標へと突つき進む、一本の矢のように。だから香ホン港コンでも、心の求めるままに、ミミコを呼ぶことができた。


　しかし、戦いを終えたいま、またジローの中には様々な迷いが戻っていた。


　──ふふ。我ながら、だらしのない……


　吸血鬼は歳としを取っても成長することがないと言われる。自分もその一例なのかと思うと、苦笑に包まれた徒労感が、暖かな湯のようにジローを包んだ。


　しかし、戻ってきた迷いは、以前とまったく同じものではない。ジローを揺さぶり、惑まどわせはするのだが、彼の足を止めることはなかった。そして、それはひょっとすると、真銀刀を手にしたときの経けい験けんが影響しているのかもしれない。


　──吸血鬼の『血』、か……


　真銀刀を手にしたとき、ジローは『賢者』が集積してきた『血』の記き憶おくを垣かい間ま見みた。『血』というもの、吸血鬼というものを、それまでより理解できた。


　おそらく、彼の主が願ったこと──『賢者』が月下に転化したときの『想おもい』とは、あの記憶を、込められた心を、もっと知りたい、消したくないという『想い』だったのではないだろうか。


　純じゆん粋すいで、優やさしい、しかし大それた『想い』だ。いかにも、欲よく張ばりな我が君らしい。


　あのときジローは『血』の記憶を垣間見ることで、その『想い』を『賢者』と共有することができた。あの経験は、ジローと『賢者』との距きよ離りを縮ちぢめてくれた。


　吸血鬼の本質は『血』。歳とし経へた吸血鬼たちの口にする言葉を、ジローはより深く実感することができたのだった。自分が、『賢者』の『血』のひと滴しずくなのだという実感を。


　ただ──


　あのとき最後にジローを動かしたのは、『賢者』としての意識ではなかった。


　ミミコであり、コタロウだったのである。


　──やれやれ。どう思いますか、我が君？


　これまで自覚していなかった──あるいは自覚が足りなかったが、自分は吸血鬼ブラツク・ブラツドとしては、相当な落ちこぼれなのかもしれない。もしくは、変わり種なのかも。


　ただ、いまのジローは、そんな自分を認め、受け入れることができていた。それどころか、肯こう定ていすることさえ。


『賢者』としての自分と望月ジローという自分。実はその二つは、相反するものではないのかもしれない。たとえば彼の闇の母ナイト・マムが、『賢者イヴ』であると同時に、アリスでもあったように。


　それはジローにとって、大きな発見だった。その自覚を持つことで、ジローは己の中で燻くすぶり続けていた「自分の気持ち」をはっきりと確かく認にんすることができた。アリスへの想いと矛む盾じゆんすることなく両立する、同じほども大きく、大切な想い。ずっと無意識に目を逸そらしていた真実を、ジローは見つめ直すことができたのだ。


　──コタロウ……


　石室に籠こもって座禅を組んでいても、血の繫つながりは健在だ。ジローは常にコタロウの存在を、自らの分身の如ごとく感じ取っている。もっとも、いまコタロウから伝わってくるのは、小こ春はる日和びよりにうたた寝ねするような、平へい穏おんな感覚だけだった。ジローの気持ちに対する答えは返ってこない。


　静かな地下の石室に、ジローの想念だけが陽かげ炎ろうのように揺れる。清せい廉れんな大地の恵めぐみに触ふれながら、ジローは、激げき戦せんで燃えさかった炎ほのおの名残なごりが、自分の中でいまも燻るような感覚を覚えていた。


　身体だけの問題ではない。戦いの傷きず跡あととは、そう簡かん単たんに消えるものではないらしい。


　しかし、ケインが言ったように、戦いはもう終わったのだ。非日常は終わった。これからは、新しい日常が始まる。


　──私ももう、『帰る』ときだ。


　そう、ジローが思ったときだった。


　突とつ然ぜん、瞑めい想そうしていたジローが、双そう眸ぼうを見開いた。


　薄うす闇やみに優しく閉ざされた石室の中で、ジローの眼がん光こうが鋭するどく光る。


　思念が届とどいたのだ。『魔ま女じよの霧きり』をすり抜け、ほんの一瞬だけ、ほんの微かすかに。


　しかし、それで十分だった。


　ジローは再びゆっくりと目を閉ざすと、それ以上の雑ざつ念ねんを封ふうじ、自身の回かい復ふくに専せん念ねんし始めた。


　ジローに届いた思念。


　カーサの、最後の挑ちよう戦せん状じようだった。
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　最初に顔を見せたのは、バドリックとレジスタンスのリーダーという人物だった。


「よくやってくれた。本当に、よくやってくれたっ。俺おれは……俺は、君のことを誇ほこりに思う！」


「俺──あ、いや、私もです、『乙メイ女デン』。特区の住人であることを、今日ほど誇らしく思ったことはない。私はこれからも、あなたの理想を支し持じし続けます！」


　あれほど興こう奮ふんして顔を赤らめたバドリックは初めて見たし、リーダーなどは子こ供どものように顔をくしゃくしゃにしていたものだ。戦傷を負っていた二人は、そのまま仲良く入院したが、医者や病院のスタッフたちより遥はるかに元気そうに見えた。


　次に顔を見せたのは、尾根崎とギルバート。そしてヒバリとサキ、スワンたちだ。


「遅おくれて済すまない。そして──ありがとう。ミミコ君。陣内もいまごろ、鼻を高くしていることだろう。君にはこれからも力を借りたいが、いまはまず、十分に休養を取ってくれ。他のことは気にせず、心ゆくまで身体からだを休めるといい」


　尾根崎はベッドに横たわるミミコの手を握にぎりしめ、深い感かん慨がいを込めてそう言った。


　ギルバートはミミコに向かって大げさに肩かたを竦すくめ、


「完敗です、『乙メイ女デン』。こんなことなら私し財ざいをなげうってでも、あなたのハートをつかんでおくべきだった。でも、むしろ光栄かな？　僕はこのあとの長い人生で、君にプロポーズしたことを、ずっと自じ慢まんできるんだから。とにかく、無事で良かった」


　彼らしい外け連れん味みのある台詞せりふだが、彼がミミコを見る眼まな差ざしは、いかにも眩まぶしげだった。


　ちなみに、ヒバリたち他の三人に至いたっては、泣きじゃくって、ろくに話をすることもできなかった。とはいえ、他人のことは言えない。そのときはミミコも、似たような感じだったのだから。


　シンガポールとは、サマンサと電話で話すことができた。黄ウオンともだ。


『まったくもう、この子はすぐに無茶をして！　本当に怪我は平気なのね？　いい？　もう当分の間は大人しくしてるのよ？　あなたはまだ未成年なんですからっ。もっと周りの大人に甘あまえなさい。いいわね？』


『聞いたぞ、ミミコ！　凄すごい。本当によくやったな！　無事で良かった。朱あけ姫ひめもまた会いたがっていたよ。私も近いうちに必ず、特区に顔を出すからな！』


　対照的な二人の態たい度どだが、どちらの声も涙なみだぐんでいたのは同じだ。電話越ごしにも二人の気持ちが伝わるようで、ミミコは胸むねを熱くした。


　夜になると、神父が訪れた。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の殲せん滅めつに大わらわな中、なんとか時間を作ったらしい。


「私が最後になってしまったかな？　世紀の英えい雄ゆうに対し申し訳わけないね」


　と、香港聖せい戦せんの英雄は、特区聖戦の英雄に軽口を叩たたいた。


「みんなから散々賛さん辞じは受けただろうけど、私からも言わせてもらうよ。ミミコ。君は、偉大グレートだ。今回の勝利は、十二年前の比ではない。あのとき『変化』しつつ『歪ゆがんで』しまった歴史を、もう一度是ぜ正せいするチャンスになった。君の功こう績せきは、君がいま想そう像ぞうしているより、ずっと大きいんだ。道のりは長い。だが、共に歩んでいこう」


　神父は仕事に戻もどる前に、おもむろに、ミミコに握あく手しゆを求めた。


　少し照れくさそうに、


「十二年前は、ブラザー・ショウゴとこうしたんだ。今度は君と」


　ミミコは神父の台詞せりふに、幾いく分ぶん緊きん張ちようしながら手を握にぎり返した。彼の手は無ぶ骨こつだが暖かく、何よりも大きかった。


　病室の明かりが消されたあとになってからひっそりとミミコの元を訪れたのは、サユカとナナの二人だった。ナナはミミコの無事を喜び、コタロウの意識が戻らないことを素直に心配してくれた。


「早く良くなって下さいね」


　少女の素そ朴ぼくな労いたわりに、ミミコは笑って頷うなずいた。


　もっとも、自身の回復について真剣に頷いたかは疑ぎ問もんだろう。何しろミミコはそのあとすぐに、ナナにベッドで身代わりになってもらい、サユカの手を借りて病院を抜け出したのだから。


　ミミコがサユカを拝おがみ倒たおして連れて行ってもらったのは、ジローの元だった。


　石室の中で、ミミコはサユカに付き添そわれながら、ケインに治療されるジローをじっと見守った。何もできることはなかったが、側にいたかったのだ。その頑かたくなさは、ケインとサユカが心配し、諭さとし、ついには呆あきれるほどだった。夜半を過ぎ、明け方が近づく時じ刻こくまで、ミミコは無理を言って石室に残った。


　ただ、ミミコの想いは報むくわれた。


　このままではナナの身代わりが発覚する。そう言われてもなお去りがたくミミコがぐずついていたときだ。


　──ミミコさん。傷に障さわりますよ。


　ジローが意識を取り戻したのだった。


　ジローの意識が回復したあと、ミミコはボロボロと大泣きした。そして、さんざんに泣いて泣き疲つかれたあと、ジローと入れ替かわるように気を失った。本人も怪我をしている上、疲ひ労ろうが限界に達していたのである。サユカはケインと顔を見合わせて苦く笑しようし、ミミコを背負って病院に連れ戻したのだった。
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　それから二日。


　尾根崎がマスコミから隔かく離りしてくれた甲か斐いあって、ミミコはようやく安静に過ごしていた。


　やはり無理がたたっていたのだろう。ジローの元から病院に戻ったあとの二日間、ミミコは二、三度目を覚ますだけで、あとは昏こん々こんと眠り続けた。起きているときも夢ゆめうつつで、何度か様子を見に来てくれたヒバリたちとも、あまり話をすることができなかった。とにかく、身体が睡すい眠みんを優ゆう先せんさせたらしい。


　ただ、目覚めるたびに確認したのは、同じ病室で眠るコタロウのことだ。


　コタロウの無む邪じや気きな寝ね顔がおを見ると、ミミコはほっと安心できた。ただし、コタロウの無事が嬉うれしいのか、彼がまだ『目覚めて』いないことに安あん堵どしたのかは、自分でもよくわからない。そんな自分の心境を省かえりみて自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいる余力も、いまのミミコには残っていなかった。


　また、兄弟の宿命は抜きにしても、これで何もかも元通りにならないことは、ミミコにもわかっていた。何しろ、ミミコは『乙メイ女デン』だ。世界情じよう勢せいは激げき変へんのただ中にあり、『カンパニー』は新たな戦いを開始しようとしている。特区を奪だつ還かんするより遥はるかに辛つらく、長い戦いが、これから始まるのだ。コタロウを取り戻しても、もう自分の生活が元に戻ることはない。ジローの治療が終わっても、昔の生活は戻らない。そのことは、ミミコにもわかっているのだ。


　しかし、いまはまだ──いまだけは、まだ──そのことを考えずに済すんでいた。


　ジローが無事で、コタロウが側にいる。


　それだけで、気持ちがいっぱいだった。


　──いっそ……


　と、ミミコは夢とも現実ともつかない、ぼんやりとした意識のまま思う。


　──いっそ、このままずっと居られたら……


　そんなことを取り留めもなく夢む想そうしながら、気がつくとミミコは、また眠りについていた。昼ともなく夜ともなく、眠り続けた。


　結局、ミミコがようやくはっきりと目を覚ましたのは、その日の深夜を過ぎてのことだった。


「……ん」


　と、ベッドに横になったまま、ミミコは身じろぎした。


　まだ身体に気け怠だるさが残っている。しかし、一方で意識は妙みようにクリアだった。たっぷりと睡すい眠みんを取り、若わかい身体よりさらに早く、若い精神の方が活動を再開させたのかもしれない。


　病室の明かりは消えている。部屋は奇き妙みように静まっていた。


　──いま……あたし……


　おかしな夢を見た。夢の中で、誰かが誰かを呼んでいたような気がしたのだ。優やさしい声で呼びかけ、遠くにいた誰かを招まねき入れたような気が。


　──……変なの。


　まるで、招かれないと部屋に入れない、昔話の中の吸血鬼ブラツク・ブラツドのようだ。


　それこそ──


「……え」


　気配がした。


　部屋の中。誰かが立っている。それも、コタロウが寝ねていたベッドの隣となりだ。ミミコの心しん臓ぞうが大きく飛び跳はねた。


　コタロウの目が覚めた？


「コタロウ君──!?」


　ミミコはベッドから跳ね起きた。


　明かりの消えた病室は暗い。ただ、カーテンが開いたままで、窓まどから淡あわい月光が差し込んでいた。


　斜ななめに差し込む月明かりが、病室に立つ人ひと影かげの足あし下もとを照らしている。


　コタロウではなかった。彼はまだ、自分のベッドですやすやと健康的な寝息を立てていた。


　彼のベッドの隣で、彼の寝顔を見下ろしていたのは、一人の少女だ。ミミコは目を見開いた。


「──あなた！」


　あのダンピールの少女だった。カーサが、妹と言っていた少女。


　ミミコの声に、少女はゆっくりと振り返る。


　そして、暗い目を──ぽっかりと口を開ける深しん淵えんの、底知れない暗黒のような眼まな差ざしをミミコに向けた。





６







　カーサが指定したのは、第二地区セカンド・ヤードの目立たない路ろ地じ裏うらだった。半年前の戦いにおいて、撤てつ退たいするジローと彼を追うカーサが、ギリギリまで剣けんを結んだ場所だ。


「あのときは、虎こ仙せんの横よこ槍やりが入った。今度も、私の気配を嗅かぎつければ、すぐに他の連中が来るだろう」


　そう言って、カーサは用意したふた振りの日本刀の内、片方をジローに投げ渡した。


「だから、あまり時間はない。残念だがな」


「…………」


　ジローはカーサが放って寄よ越こした剣を、黙って左手で受け取った。その眼差しは、逸それることなく目の前のカーサに据すえられていた。


　路地から見上げる夜空には、少し欠けた月が浮かんでいる。


　周辺に人の──あるいは吸血鬼の気配はない。しかし、カーサの言う通り、彼女が戦って気配を見せれば、すぐにも警けい戒かい中の古血たちが押おし寄よせてくるはずだった。いまの特区で、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が存そん在ざいできる場所はほとんどないのだ。


「おまけに、気配を抑おさえる必要から、私の方は魔ま術じゆつもろくに使えない。まあ、見たところ君も全ぜん快かいというにはほど遠いようだし、ちょうどいいと言えば、ちょうどいいかな」


「……そうですね」


　言葉少なくジローが答えた。カーサはジローと対たい峙じしながら、まだ鞘さやに入ったままの刀で、とんとんと肩かたを叩たたいた。


　あの戦いの夜から三日。


　しかし、その三日間は、ジローにもカーサにも大きかったらしい。二人は、ずいぶんと久ひさしぶりに再会したように、少しぎこちなく、少し互たがいを懐なつかしがっているように見えた。考えてみれば、二人がそんな風に向き合うのは、香港以来初めてだったかもしれない。二人の道が分かたれて以い降こう、彼らの再会は、常に怒いかりと憎にくしみを伴ともなっていた。


「せっかくだから教えておいてやる。私が、最後だ」


「……そうですか」


「なんだよ。朗ろう報ほうだろ？　もっと喜んだらどうだ。それとも疑うたがってるのか？」


「いいえ。ただ……言葉が出てこないのです」


　ジローは自分でも不思議なほど透とう徹てつした心情で、心が反はん応のうする儘ままに、カーサと言葉を交かわしていた。


　カーサにしても、彼女の核かくを成していた、マグマの如ごとき情動が感じられない。いつにないジローの台詞にも、「ふーん」と至って自然に接せつしている。


　自らを装よそおうところや、知らず身み構がまえるようなところがないのだ。それでいて、内なる自信と確信とが、何気ない所作ににじみ出ていた。


「……私からもひとつ、あなたに知らせることがあります。九龍王の遺い灰はいは、現在戦士団の年長者たちが管理しています。始祖に相応ふさわしいよう、埋まい葬そうされることになりました」


　ジローが伝えた報告に、カーサは驚おどろいて目を丸くした。


「アダムの遺灰、残っていたのか？」


「はい。ほんのひと握にぎりほど。復活できる量ではないため、三度目の悲ひ劇げきを呼よぶことはないだろう……と戦士団の一人が」


「悲劇、ねえ」


　とカーサは唇くちびるの片側だけで笑う。


「にしても、情報だけで現物はなしか？　私は十二年前、確たしかに灰を渡したぞ？」


「……そうでしたね。済みません」


　それが誰の灰かは、わざわざ言わずとも二人ともわかっている。


　十二年前の香港聖戦時、『賢者イヴ』──アリスは、ジローの腕の中で灰になった。しかし、怒いかりに我われを失ったジローは、アリスの遺灰を残して、彼女を殺害した九龍王を追ったのだ。一方、アリスの死に触ふれたカーサは、激しく動どう揺ようしたが、同時に彼女が以前話していたことを思い出した。そして、彼女の遺灰を厳げん重じゆうに保ほ管かんし、自分たちの敗北が決定したのち、逃亡して潜せん伏ぷくする前にジローに渡したのである。


　どうしてカーサはそんなことをしたのか、その理由をジローは知らない。幾いく度どか尋ねたこともあるのだが、カーサがまともに答えたことはなかった。


　しかし、そう言うジローにしても、こうしてカーサの誘さそいに応じている。彼女の生存を知りながら、誰に告げるでもなく、自分一人だけで。


　おそらく二人とも、自分の行動を言葉では上う手まく説明できないのだ。しかし、それでもそうすることが、二人にとっては自然なことだったのだろう。


「そういや、あいつはまだ寝てるらしいな」


「はい。あれからずっと」


「肝かん心じんなときは寝たままで、起きたときにはすべて解決──いかにもあいつらしい」


「否ひ定ていできませんね」


「目の前で何か食べてれば、ひょっこり目を覚ますんじゃないか？」


「否定……したいところですが」


　ジローは思わず苦く笑しようする。ジローが苦笑する様を、カーサは得意げに眺ながめる。


　二人の頭上に降り注ぐ月光は、満月の夜とは違い、明るいがどこか軽やかだ。味気ない路地裏にいるためか、いつもよりさらに美しく見える。月明かりは、ほっそりとしたカーサの肢し体たいを包み、長い黒くろ髪かみの上に光を残して、するすると滑すべり落ちていた。その光景は、思わぬほど鮮せん明めいに、ジローの胸むねに飛び込んできた。


「カーサ」


「──ん？」


　少し柳りゆう眉びを上げて、カーサが聞き返す。


　しかし、ジローはそのあとの言葉を続けることができない。カーサはしばらく黙だまって待っていたが、気にする風でもなく沈ちん黙もくに込められた何かを受け取った。


「さて」


　とカーサは首を振って、髪を背中に流した。


　おもむろに鞘さやから剣けんを抜く。


　ジローも剣を抜き、白はく刃じんを月に濡ぬらした。シンと冴さえる刃やいばが、なぜかそのときのジローには、折れてしまった銀刀以上に危き険けんに映うつった。


「前から君の刀はズルイと思ってたんだ。これでようやく、ハンデなしで戦える」


「あなただって銀の鎖くさりを使っていたではありませんか」


「うるさい。あれはまた別だ」


「相変わらず自分勝手ですね」


　二人は視線を重ねる。


　カーサがニヤリと、不敵に笑った。


「来い。ジロー」


　ジローが真剣に、真しん摯しに頷うなずいた。


「行きます。カーサ」


　二人の吸血鬼は、同じ呼吸で地面を蹴けり、互いに向かって走り出した。
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「済まない、ワイン。そろそろ限界だ」


　姉がそう告げたのは、あの夜から三日後のことだった。


「色々考えてみたが、さすがに手の打ちようがない。このままではいずれ発見される。そうなる前に、別れるとしよう」


　あの夜の敗北以来、ワインと姉は敵てきの執しつ拗ような捜そう索さくを逃のがれて特区に潜伏していた。現在の特区は半ばゴーストタウンだ。潜伏する場所はいくらでもある。そう思っていたのだが、ワインの考えは甘あまかったらしい。


　ただし、姉の提案に対する答えは、「ノー」だった。当然だ。別れるなど考えられない。いずれ発見されるというなら、そのときは姉と共に戦って死ぬだけだ。父や、兄たちがそうしたように。


　しかし、


「それは困るな。そうすると、血族が絶たえてしまうじゃないか」


　と言って、姉はワインの反はん論ろんを封ふうじた。


「ワイン。お前は『導どう主しゆ』の血族だが、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』ではない。奴やつらが血ち眼まなこになって捜さがしてるのは、あくまで『九龍の血統クーロン・チヤイルド』なんだ。私が一いつ緒しよでは無理だが──お前一人なら、特区を出ることができる。どうかお前は生き延のびて、『導主』の血族の命脈を保たもってくれ。他の連中のためにもな」


　卑ひ怯きようだと思った。そんな理り屈くつはあんまりだ、と。


　その上姉は言うのだ。


「それとな、ワイン。お前は、私たちの仇かたきを取ろうなんて思うなよ？」


　どうして？　そう金切り声を上げるワインに、姉は飄ひよう々ひようと笑顔さえ浮かべて答えた。


「ダサイからさ」


　ワインはひと言も返せなかった。目を剝むく妹に、姉は穏おだやかな眼まな差ざしで優やさしく続けた。


「いいか、ワイン。私たちはこう見えて、常つねに前向きで建けん設せつ的な血族なんだ。私たちの戦いは、あくまで生きるためのもの。復ふく讐しゆうなんかのためじゃない。私たちは、復讐や恨うらみで戦ったことは、ただの一度もない」


　その通りだ。父が香港で戦ったのは、みんながみんならしく生きるため。そして、姉たちが特区で戦ったのは、父を取り戻し、もう一度生きるためだった。


　呪のろわれたワインたちの血族は、しかし、暗い情念に取り憑つかれて剣を取ったことは一度もないのだ。


「復讐なんて一文の得にもならないし、第一みっともない。私たちには相応ふさわしくないのさ。そもそも、復讐なんてものは、死んだ者の無念を晴らすためにやることだ。でも、アダムも、ザザも、ダールも、ナブロも、ハンスも、マーベリックも、ヤフリーも、ラウも──みんな戦いに負けはしたが、悔くいはないはずだぞ？　全力で戦って、しかも楽しんでやったことだからな。なのにお前が復讐に燃もえるなんて、それは、みんなの死に様を侮ぶ辱じよくすることになる。誰も、決して喜ばない」


　それは、優しくも厳きびしい口調だった。ワインは唇を嚙かみ、反論できないまま涙なみだを流した。


　自分が惨みじめだった。生き残った自分が惨めだし、何もできない自分が惨めだった。このまま一人だけのうのうと生きていく自分が、惨めで惨めでならなかった。


　ワインはこれまで、自分のことを不幸だと思ったことは一度もない。出自のことで悩なやんだときも、自分が不幸だとは思わなかった。


　いまもそうだ。自分は不幸ではない。強く、暖かく、誇ほこり高かった家族の存在が、失われたいまでさえ、ワインから不幸を遠ざけている。ワインは自分が幸せな存在であることを、父や姉や兄たちの名めい誉よにかけて、確かく信しんしていた。


　しかし、こんな思いをするのは、生まれて初めてだった。


「……ワイン、おいで」
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　声もなく涙するワインを、姉はしっかりと抱だきしめた。彼女が泣きやむまで、何も言わずにずっと抱きしめていてくれた。


　そして、ワインの涙がようやく涸かれたとき、彼女の額ひたいに額を合わせて、告白した。


「ワイン。私はリズとの約束を守れなかった。けど、お前が生きていてくれるから、少しは彼女にも顔向けができる。愛してるよ。お前のことを、私は心から愛してる。だから生きてくれ。そして許ゆるしてくれ。辛つらいとわかっているのに、一人で生きろなんて言う、私のことを」


　そう言ったあと、涙ににじむ視し界かいの真ん中で、姉は、ワインがその後ずっと忘わすれることのない、いかにも彼女らしい得意げな笑みを浮かべた。


「勝手なことを言って済まない。でも、ワイン。私が我わが儘ままだってことは、お前ならもう知ってるよな？」





　そして、ワインはカーサと別れた。ただ、最後にひとつだけお願いをした。カーサは少し複ふく雑ざつな表情を見せたが、何も言わず妹の願いに応こたえてやった。


　察さつ知ちされないよう慎しん重ちように魔力を操あやつり、固化させた小さな滴しずくを、ワインの手に渡してやったのだ。


　自らの血を固化した、小さな赤い滴を。
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　人を呼ぶことなど思いも寄らなかった。目の前に立つ少女は敵てきではない。それどころか、いますぐに救いの手を差し伸のべねばならない。ミミコは少女の眼差しを目まの当たりにした瞬しゆん間かん、本能的にそう思った。


　しかし……


「…………」


　ミミコは自分が怯えていることに気がつかなかった。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちと行動を共にしていた、幼おさないダンピール。九龍王がまだ人だったころ、名もなき吸血鬼との間に生まれた、実の娘むすめ。


　血族のほとんどを、一夜にして失った少女。


「……久ひさしぶりね。カーサさんから聞いたわ。ワインちゃん、って言うんでしょ？」


　名を呼ばれた瞬間、少女──ワインは小さく肩かたを震わせた。


　しかし、慌あわてた様子はない。恐おそれる様子も。ただ、黙ってミミコを見つめているだけだ。また、ミミコを見つめる眼差しにしても、怒りや憎にくしみは感じさせない。


　ワインの眼差しにあるのは、深い深い闇やみだった。虚きよ無むだ。心が死に絶たえて百年も経たったかのような、空白である。


　しかし、完全な無ではない。


　途と方ほうもない暗闇の奥おくに、ミミコは少女の吐息を感じた。震えもせず、身を守ろうともしないで、闇の底で立ち尽つくす少女の気配を。


　まるで、真空の中に裸はだかで立っているようだ。それも自らの意志で。心が闇に蝕むしばまれるのに、ただ身を任まかせている。自分のことになど、なんの興きよ味うみも関心もないかのように。


　ミミコは知らず、息をのんでいた。ワインではなくミミコの方が、重じゆう圧あつに圧あつ倒とうされて石のように固まってしまった。


「あの……」


　声をかけるが、言葉が見つからない。少女とコンタクトを取ろうとするが、ミミコが培つちかってきた知ち恵えも、技ぎじ術ゆつも、そのときばかりは何の役にも立たなかった。


　なぜなら……


「みんなは、死にました」


　ワインがぽつりと言った。


　感情を交えない、平へい坦たんなひと言。だが、そのひと言は完かん膚ぷなきまでにミミコを打ちのめした。全身の血が一気に冷水に入れ替かわったようだった。ワインのひと言で、ミミコは完全に沈黙した。


　どんな理り屈くつも通用しない。どんな慰なぐさめもミミコが口にすることはできない。


　なぜなら──


　そこにいる少女は敗者で、


　ミミコは勝者だからだ。


　少女は弱者であり、


　ミミコは強者なのである。


　ワインが念話を使った様子はない。しかし、ミミコにはなぜか、すべてわかるような気がした。ワインがカーサたちに向けていた親愛。凶きよう悪あくな『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちがワインに向けていた愛情。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』という一血族の、強くて固い信しん頼らいの絆きずなが。世界中を敵に回しても我を通して生きようとした、小さな血族の、親しん密みつな結束が。


　そして、その絆や結束を破やぶり、彼らを死に追いやったのが、他でもない、ミミコたちなのだ。


　ワインが敗北を受け入れていることは明らかだった。ミミコに対して恨うらみを持っていないこともわかる。ワイン自身、以前にはミミコを九龍化しようとして、牙きばを剝むいたことだってある。仲間を殺されたことにせよ、どちらも同じなのだ。


　悔くやしさも怒りも憎しみも、すべては己の敗北故ゆえとして認めて、ミミコに責せき任にんをなすりつけようとしない。ミミコを責せめない。聡そう明めいな少女は、戦争と個こ人じんを同じレベルの感情論で見てはいなかった。ワインは、仲間を悉ことごとく殺され、自らも深く傷つきながら、なお誇ほこりを失ってはいないのだ。彼女の姉がそうだったように。


　ミミコに何ができるというのか？


　──でも……！


　敗北に対するワインの姿し勢せいは、彼女の誇り高さの証あかしに見えた。


　しかし一方で、あまりに巨きよ大だいで取り返しのつかない敗北は、少女をいまにも押おし潰つぶそうとしている。絶ぜつ望ぼうという名の深い闇が、少女の魂たましいを侵おかしているのだ。


　──でも、でも……


　ミミコが手を差し伸のべても、ワインはそれを受け取らない。絶対に間違いない。それどころか、ミミコの慰なぐさめや力ちから添ぞえなど、彼女にとっては侮ぶ辱じよく以外の何ものでもないだろう。


　ミミコは、彼女の幸福を奪うばった当事者なのだ。彼女の幸福が他の大勢にとって不幸なものだったとしても──いや、そのことをワインはすでに理解している。だから、ミミコに恨みを向けることさえできず、ただ押し潰されそうになっているのだ。


　救えない。特に、ミミコには。


　──いや、待って。それなら……


　それならどうして、彼女はここを訪れたのか？　敵に見つかる危き険けんを冒おかしてまで。


　理由があるはずだ。しかし、どんな理由が？


　ミミコが藁わらにも縋すがるようにそう考えたときだ。彼女の思考を読み取ったようなタイミングで、


「……呼よばれたんです」


　とワインがつぶやいた。


「え？」


「呼ばれた──呼ばれたような気がしたんです。この子に……」


　冷めた口振りでそう言って、ワインはミミコから顔を逸そらし、隣のベッドに視し線せんを落とした。


「……コタロウ君に？」


「はい」


　ワインの台詞せりふを聞いて、ミミコはさっき自分が見た夢ゆめを思い出した。誰かが誰かを呼んでいた、不思議な夢。あれは、コタロウがワインを呼んでいたのだろうか。夢の中で、コタロウが少女を、ミミコの元に導みちびいたのかもしれない。


　ミミコは唇くちびるを嚙かみ締しめた。


　自分にできること。それを、もう一度必死に考え始めた。


　すると、


「──終わってませんから」


　再ふたたびワインが口を開けた。


　少女がミミコに向き直る。その視線が、さっきより強い。


「いま、姉はあの人と戦ってます」


　ビクリとした。


　──カーサが、生きてた？


　脳のう裏りに記き憶おくが甦よみがえる。九龍王が倒されたとき、カーサは本部ビルの最上階から姿すがたを消した。少なくとも、あの場では死ななかったのだ。その後の殲せん滅めつ戦の模も様ようまでは、ミミコは詳くわしく聞いていない。が、カーサの死に関することは、一度も耳にしていなかった。


　そして、あの人というのが誰のことかは、考えるまでもない。ジローだ。カーサはいま、ジローと戦っているのだ。


　ジローの身体が回復しているのかどうか、ミミコは知らない。しかし、ミミコはジローに関しては、不思議なほど心が乱みだれなかった。それは、ジローが勝つと信じているというよりは、カーサの気持ちがなんとなくわかる気がするからだ。


　ワインが続ける。


「……その戦いに勝っても負けても、結局姉はそれ以上生きられないでしょう。でも、それでもまだ、わたしたちは終わりません。わたしが、終わらせない」


　そして、ワインはミミコに向かって、右手の拳こぶしを突き出した。窓まどから差し込む月明かりの中で、手を開いてミミコに見せる。


　ワインが握りしめていたのは、小さな赤い宝ほう石せきだった。ルビーに似にている。しかし、違う。その正体に気づいて、ミミコは動どう揺ようを隠かくせなかった。


　血だ。それもおそらく、『導主』の──『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の黒き血である。


　ミミコの中で、ワインの事じ情じようがゆっくりと形を見せ始めた。


　生き延のびていた姉と別れ、独ひとりになったワイン。いまになって妹と別れ、ジローに戦いを挑いどんだカーサ。そして、おそらくはカーサが最後に妹に託たくした自身の血。


　カーサの意図が読める。彼女は、このままでは妹を守り抜くことができないと判はん断だんしたのだ。そして、自分が死ぬことで、妹を自由にしようとしたのだろう。なぜなら、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』のカーサは特区の包ほう囲い網もうを逃れられないが、『九龍の血統』の血を引かないワインなら、生き延びることができるからだ。


　そして、いまワインの手の中にある血のひと滴は、彼女にとっては生きる支ささえ──たとえ血は引いておらずとも、自分もまた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』なのだという証なのだろう。姉は死に、自分は生きる。そんな二人の違いを埋うめる、絆の証に違いない。


「……それを、どうするつもり？」


「…………」


　ミミコの問いかけに、ワインは答えない。無言のまま、挑いどむような目つきで見返してくる。


　ワインがカーサの血をすぐに口にすることはないはずだ。いまその血を口にしてしまえば、ワインは『九龍の血統』に染まり、たちまち発見されてしまう。特区を出ることも、生き抜くこともできなくなる。少なくとも、特区を出て安全を確かく保ほするまで、ワインはまだ、血をのむことはできない。


　しかし、そのあとは？


『九龍の血統』は一人でも生き残れば、そこから次々と周囲を感かん染せんさせ、勢力を拡かく大だいすることができる。血が一滴てき残っているだけで、途と方ほうもない災さい禍かを招まねく。ワインの手の中にあるのは、次なる「聖戦」の火種なのである。


　また、血を吸すうことで相手を己おのれの血に染めるという性せい質しつは、自分ではどうしようもない哀かなしい「業ごう」だ。世界中の血族から忌いみ嫌きらわれ、追われ、見つかれば殺される。そんな運命を選ぶことが、ワインのためになるとはどうしても思えない。カーサにせよ、そんなことは望んではいないはずだ。


　しかし──


　それを手放せと言うことが、ミミコにはできなかった。


　音のない病室で、狂くるおしい無言の綱つな引ひきが続く。


　挑むワインと、動けないミミコ。


　しかし、ミミコが何も言わない──言えないままなのを見ると、ワインは手を閉じ、腕うでを降おろした。


　部屋の窓まどに近づき、開ける。夜の空気が室内に入り、開いたままのカーテンを小さく揺ゆらした。


「……いいんですか？　誰も呼ばなくて」


　ワインが淡たん々たんと確かく認にんした。


　このまま見み逃のがすことは、それこそ命がけで戦った仲間たちに対する裏うら切ぎりになる。しかし、誰かを呼んだところで、ワインが大人しく血を渡すはずがない。逆に、血をのみ、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』となって戦うはずだ。戦って灰はいになることを、迷まよわず選ぶだろう。


　ミミコは目をつむり、唇を嚙んで、うなだれた。


　そんなミミコを、ワインは無情に見やる。そして、窓まど枠わくに手をかけた。


　その瞬間、





　──『いつの日か、君の前に罪つみなき『導主』の子が現あらわれたとき──』





　カーサと交かわした約束が、稲いな妻ずまのように脳のう裏りを過よぎった。


　ミミコの心に火が灯ともされた。


「……勝負しましょう」


　ついに、ミミコは声を振ふり絞しぼった。ワインが動きを止めて、ミミコを振り返った。


「……え？」


「あたしと勝負をしましょう」


　そう言って、ミミコは顔を上げ、ワインを正面から見み据すえた。


　挑ちよう発はつ的に笑い、


「あなたがその血をのんだって、大したことはできっこない。決まってるわ。せいぜい小さな争いを起こすのが精せい一いつ杯ぱいで、あっという間にまとめて殲せん滅めつされるはずよ。だって、あなたは『黒蛇』でもなければ、『ウォーカーマン』でもない、ただのダンピールで──しかもたった一人だもの。血族を増ふやすのだって、人間を襲おそって転化させるぐらい。あなたの姉弟のような仲間を、集められる訳わけがないわ。あなたには、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の──『導主』の血族が生きる場所を、作ることなんかできない」


「……なっ!?」


　ワインは驚きよう愕がくし、次いで烈れつ火かの如ごとき怒いかりの視線をミミコに投げつけた。


「あなたにっ……あなたに、そんなこと！」


「だから、勝負をしようって言ってるの」


　ミミコはワインの怒りを真っ向から受け止め、見返した。


「あたしが作る」


「……え」


「あたしがこれから、『導主』の血族も生きていけるような、そんな場所を、特区に作る。だから、それまであなたは、あたしの仕事を見み張はっていなさい。遠くからでいい。特区が本当に『人と吸血鬼が共存できる都市』になるかどうか、世界のどこかで、ずっと監かん視ししていなさい。それまで、あなたはその血をのんだりしないで、待っていてちょうだい」


　ミミコは渾こん身しんの思いを込めて、動揺するワインの瞳ひとみを見つめた。


　黒い左目と、紫むらさきの右目。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の血を引かずして、『九龍の血統』として生きる少女の目を、ミミコは必死に見つめた。


　真しん剣けん勝負だ。


「その代わり、もしあたしが失敗するようなら、そのときはあなたの番。あたしの前に来て、あたしの目の前でその血をのむといいわ。そしたら、九クー龍ロンの血に染まったあなたに、真っ先にあたしの血を吸わせてあげる。あなたの血族になって、あなたが『導主』の国を作るのに協力してあげる。あたしがあなたを、第二の九龍王にしてあげるわ」


「…………」


　今度はワインが沈ちん黙もくした。マジマジとミミコを凝ぎよう視ししている。ミミコは精一杯笑ってみせた。懐かい柔じゆうの笑みではなく、不敵で太ふて々ぶてしい──少女の姉のような笑みを。


「……どう？　この勝負、受ける？　あたし、古血オールド・ブラツドとはいかないけど、未来の配下候こう補ほとしては悪くない人材だと思うわよ」


　ワインは怒ればいいのか呆あきれればいいのかわからずに、いまにも泣き出しそうな奇き妙みような顔をした。


　混こん乱らんする感情を抑おさえて冷静さを保ちながら首を振る。


「……姉があなたのこと『すごい』って言ってた意味が、少しだけわかりました」


　しかし、そのとき少女の瞳からほんの少しだけ闇やみが払はらわれたのを、ミミコは確かに見た。
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　いったい何合打ち合っただろう。


　実際には、それほど長い時間ではなかったはずだ。ただ、そのとき二人にとって、時間の長さは意味をなくしていた。


　ジローは、幾いく度どとなく剣けんを結びながら、カーサが自分の中に刻きざまれていくのを感じていた。剣を振るい、剣を受けるたびに、彼女の存そん在ざいが自分の中に深く刻まれていくのを。


　カーサの意い志しを、力を、生き方を。


　信念を、笑顔を、牙きばを。


　誇りを、魂たましいを。


　二人はどちらも無言だったが、いままでになく雄ゆう弁べんだった。打ち込む力や速度に言葉が宿り、斬り返す呼吸や動作に感情が迸ほとばしり、交わし合う視線や技わざに意志が込められていた。剣を交えながら、ジローは全身でカーサを感じ、記き憶おくしていった。血統の『血』を拾い集める『賢者イヴ』のように。


　最期の瞬間、カーサはとても満足そうに微笑ほほえんだ。


「……ちぇ……強くなったな……」


　そう言って剣を落とし、ジローに寄よりかかった。ジローは、カーサの胸に切っ先を突き刺したまま、寄りかかる彼女を、黙だまって支ささえた。


　カーサの髪かみが、肩かたに掛かかる。


　カーサの吐と息いきが、頰ほおに触ふれる。


「……ジロー……」


　夢ゆめの中にいるようなカーサのささやきが耳に入った。


　からかうような、勝ち誇ほこるような。


　甘あまい、懐なつかしいささやき声。


　カーサの身体からだから力が抜けた。彼女は笑いながら、その形を崩くずしていった。ジローは最後まで、彼女を支え続けた。


　頰に違和感を感じる。ジローはようやく、自分が泣いていることに気がついた。少し驚おどろいたが、ジローは自分が泣くままにしておいた。カーサが指を指して笑っている気がしたが、それでも構かまわなかった。


「カーサ……せめて、安らかに」
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　空を見上げる。


　月は、いつもと変わらずそこにあった。百年前と同じように。


　ジローが転化したとき、カーサはすでにそこにいた。それから百年、カーサは常つねに、この月の下のどこかに居い続つづけた。ジローの友として。あるいは、ジローの敵として。


　しかし、それも終わった。もうカーサは、月下のどこにもいないのだ。


　静かに輝かがやく月を、ジローは長い間見つめ続けた。





７







　ミミコの病室は一階の一番奥おくで、病院の庭に面している。病院の庭は広いグラウンドのようで、周りはぐるりと桜さくらの木に囲まれている。桜はどの木も散り際ぎわで、はらはらと音もなく、ひと春の命を終えようとしていた。


　ミミコは病室の窓まど辺べに立ち、ワインの去った桜並なみ木きの方を眺ながめていた。


　あのあと、ミミコの大だい胆たんな提てい案あんに、ワインはイエスともノーとも答えなかった。そして、カーサの血の滴しずくを持ったまま、ミミコの前から去って行った。


　ミミコの必死の──不器用な思いが伝わったのかどうかはわからない。あとは少女を信じることしか、ミミコにできることはない。そして、それは結局、あらゆる吸血鬼との付き合いの、最初の一歩であり、最後に到とう達たつすることなのだ。


　月は仄ほのかな明かりを降り注いで、広い庭や散ちりゆく桜を柔やわらかく照らしている。夜気は穏おだやかだが透すき通るような感触で、わずかに肌はだ寒さむさを感じさせていた。


　ミミコはじっと桜を見つめていたが、やがて病室を振り返った。


　ベッドで眠ねむり続けているコタロウに、そっと視線を向けた。


「……あれで、よかったのかな……？」


　すやすやと眠るコタロウは、ミミコの問いかけにも返事をしない。ミミコにも、答えは出せない。自らの迷まよいを、ミミコは自分で抱かかえ続けるしかなかった。


　窓から吹ふき込むそよ風が、花の香かおりを病室に招まねき入れる。ミミコは肩にかけたカーディガンの裾すそを寄せ、窓を閉しめようと手を伸のばした。


　その手が、途とち中ゆうで止まる。


　ワインが去った桜並木の下に、さっきまでいなかった人ひと影かげが立っていた。


　背の高い、赤い人影だ。


「…………」


　ミミコの視線は、自然と、彼の姿に引き寄せられた。息を詰つめて、身動きもせず、じっと彼を見つめる。彼もミミコを見ている。そして、ゆっくりと近づき始めた。


　はらはらと舞い散り、そよ風に踊おどる桜の花はな弁びら。


　静かに降り注ぎ、世界を淡く染める月明かり。


　彼は、病院の庭を横切り、ミミコの待つ窓辺の前に立った。


　病室の床ゆかの分、ミミコの視線の方が高い。彼はミミコの顔を見上げて、穏おだやかな面おも差ざしで告げる。


「──ミミコさん。いま、帰りました」


　ミミコは頷うなずいた。涙を拭ぬぐい、微笑ほほえんだ。


「お帰りなさい、ジローさん」


　万ばん感かんの思いを込めて、二人は互いに見つめ合う。


　と、


「ミミコさん。お願いがあります」


「お願い？」


「はい。野や暮ぼで鈍どん感かんな吸血鬼からのお願いです。いまから少しの間、何も言わずに黙っていてくれますか」


　真剣な顔でジローが言った。


　ミミコはきょとんとし、それから思い出して、耳まで真っ赤になった。
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　カーディガンにくるまるように身を小さくして、思わず顔をうつむける。


　しかし、コクリと頷うなずいた。


　ジローは背せ筋すじを伸のばした。


　ゆっくりと息を吸い、そして、ミミコに告げた。
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　深夜。


　寝ね静しずまった病院の、庭に面した病室。


　窓際に立つ少女の影が、小さく身を屈かがめ、窓を挟はさんで唇くちびるを重ねる。


　コタロウは健すこやかな寝息を立てた。


　むにゃむにゃと楽しそうに微笑み、窓とは反対の方向へ、元気よく寝返りを打った。









　　最終章　ある吸血鬼の兄弟ＢＬＡＣＫ ＢＬＯＯＤ ＢＲＯＴＨＥＲＳ










１







　特区を訪おとずれた朱あけ姫ひめは、眠ねむり続けるコタロウを見て、身構えるミミコとジローに厳おごそかに告げた。


「あと少しじゃ。あともう少しで、お目覚めになる」


　と、さも愛いとおしそうに少年の寝ね顔がおを見つめた。


　そして、こう付け加えた。


「ただし、そのときは完全に目覚められるじゃろう。お主らも、そのつもりでな」





　それが、聖せい戦せん終結後、ひと月経たってのことだった。
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　その日もミミコは多た忙ぼうを極めていた。





「ええと、それで結局、話は平行線のまま進んでないわけね？」


　うんざりしつつも苦笑いを浮うかべて、ミミコは足早に進みつつ両りよう隣どなりの二人に確かく認にんした。


「済すまない。何度も交こう渉しようを重ねたんだが、我われ々われの説得が至いたらなかった……」


「てか、あいつらが勝手過すぎなのよ！　特区が九龍の血統クーロン・チヤイルドの権けん利りを認めてるからって、何様のつもりなの！　転びたてアンダー・イヤーのくせに礼れい儀ぎもなってないしさ！」


　申し訳わけなさそうに説明するのは、『義ぎ士しピクロテテス』の若わか長おさキケロ・ロッシーニ。女子中学生のような姿すがたで頰ほおを膨ふくらませているのは、とある弱小血族を率ひきいているフェイニー・周チヤウだ。キケロは特区で初めて起きた吸血鬼ブラツク・ブラツド事じ件けんである「ロモス事件」以降、周はミミコがフリーの調停屋をしていたときからの知り合いである。二人とも、特区脱だつ出しゆつの際さいには惜おしみない協力をしてくれ吸血鬼ブラツク・ブラツドたちだった。


「とにかく、どちらの血族とも直ちよく接せつ会って話をしてみましょう。まだ周りに実害は出てないのよね？」


「でも時間の問題だよ？　いまはハンさんが、なんとか冷静になるよう、お互たがいに言い聞きかせてるけどさ。とにかく頭悪いのばっかなんだから」


　向こうの態度がよほど腹はらに据すえかねたのか、周は憤ふん慨がいすることしきりだった。


　周が口にしたハンというのもミミコの知り合いだった吸血鬼だ。年老いてから転化したため、他の吸血鬼たちよりは分別がある。とはいえ、基き本ほん的に穏おん和わな人物なので、血気盛さかんな転びたてアンダー・イヤーににらみを利きかすことは難むずかしいだろう。


　陽ひの高いうちから東とう奔ほん西せい走そうさせられているのだから、気分屋の周でなくとも苛いら々いらは募つのる。そしてそれは、問題となっている転びたてアンダー・イヤーの吸血鬼たちも同じなのである。


「しかしミミコ──あ、いや、所長。正直言って、君が会うのは逆ぎやく効こう果かかもしれないぞ？　物を知らない連中だが、さすがに君のことを知らないとは思えない。それで恐きよう縮しゆくするようならいいが──」


「そうそう！　あいつら逆に、付け上がりかねないよ？　許可だけもらえるなら、私たちでシメちゃうから、その方が手っ取り早いと思うな」


　キケロが雇い主に意見し、周も全面的に賛同する。しかしミミコは足を弛ゆるめることなく、「駄だ目めよ、そんなの」と却きやつ下かした。


「いつもいつも言ってるでしょ？　調停員コンプロマイザーは安あん易いに暴ぼう力りよくを振ふるっちゃいけないって。ましてや、あなたたちは初代の吸血鬼調停員なんだからね？　後進の模も範はんになれるよう、ちゃんと日ひ頃ごろから意い識しきしてなきゃ」


　特区第二地区セカンド・ヤードの路地。もともとスラムに近い地区だが、いまもまだ定住者は少ない。閑かん静せいな路地でにぎやかなのは、ミミコたちだけだった。


　雲は多いが気持ちよく晴れた日だ。ミミコに従したがうキケロと周は、どちらもサングラスをつけているものの、幾いく分ぶん陽ひ射ざしに弱り気味である。それでも、ミミコの台詞せりふに不満げな態度を示しめしつつ、忠ちゆ実うじつに彼女のあとに続いていた。


　ただ、前を行くミミコの後ろでコソコソと、


「……正直言って、調停員の仕事がこんなに大変とは思わなかった。いや、大変だとは思っていたが、大変さの種類が違ちがったというか……」


　ロモスの一件以降長老の任にんから身を引いていたキケロだが、いまは再び特区で彼の血族を率いている。つまり、長と調停員を掛かけ持ちしているのだ。周もキケロほどではないが、仲間内ではリーダー格なので、その忙いそがしさは似にたようなものだった。


「ほんとよねー。時間は拘こう束そくされるし、就しゆう業ぎよう規き則そくだらけだし、おまけに昼間まで仕事だし。……とはいえ、所長と『乙メイ女デン』掛け持ちしてるミミコちゃんには敵かなわないけどさ」


「いったいいつ寝ねてるんだろう。ある意味、吸血鬼よりタフだ」


「若わかいって良いわよね。まあ、若いころの無理は、歳としを取るとすぐお肌はだに──」


「聞こえてますよっ？　十代半ばで転化した吸血鬼が、何を知った風に言ってるんですか！」


　部下たちのひそひそ話に、ミミコが歩きながら肩かた越ごしに振り返る。そして、「あれ？」と足を止めた。


「ジローさんは？」


「え？」


「あらま。あそこだわ」


　周が指さした先で、最さい後こう尾びにいたはずのジローが、路上にうつぶせに倒たおれていた。持っていた日ひ傘がさが隣となりに転がり、シュウシュウと白い煙けむりを上げている。どうやら陽射しにノックダウンしたらしい。


「ちょっとジローさん！　しっかりしてよ、もう」


　ミミコが慌あわてて駆かけ戻もどった。同どう僚りようの二人は、顔を見合わせた。


「……所長の護衛クローザーがあんなんでいいのかしら」


「うーむ……」


　周の冷ややかな意見に、キケロも苦く笑しようするしかない。


　と、そのとき、突とつ然ぜん何かが爆ばく発はつする音が響ひびき、路地の向こうで粉ふん塵じんが膨ふくれあがった。遅おくれて、何人かの怒ど鳴なり声や騒そう音おんが聞こえてくる。ちょうど、ミミコたちがこれから向かおうとしていた方向だ。


　どうやら、とうとう転びたてアンダー・イヤーたちが暴れ始めたらしい。あちゃー、と周が目を覆おおい、キケロが真しん剣けんな面持ちになる。


「やっぱ、ハンさんも抑おさえきれなかったみたいね」


「──のようだな。所長！　俺たちは先に行くぞ」


　そう言い残すと、キケロと周は吸血鬼の脚きやく力りよくを活いかし、直ちに路地を駆け去った。ミミコは気を付けるよう声をかけつつ、部下たちの後ろ姿を頼たのもしげに見送った。


「ほらっ。ジローさんもしっかりしてよ！　後こう輩はいたちに笑われちゃうわよ？」


「……わ、私はあくまでミミコさんの護衛。調停員ではありません。あやつらは後輩でもなんでもない……」


「屁へ理り屈くつ言わないの。あ、ちょうど日ひ陰かげになったじゃない」


　上空に雲がさしかかったらしい。路地がうっすらと暗くなった。ジローの身体から煙が止まり、ダウンしていた吸血鬼は、ようやくほっと息をついた。


「……ああ、やれやれ。昼間っから喧けん嘩か沙ざ汰たとは、近頃の転びたては昼夜が逆転してでもいるのですか？　これだからいまどきの若い者は……」


「はいはい、下らない愚ぐ痴ちや言い訳はいいから、あたしたちも急いで現場に行くわよっ」


　起きあがって埃ほこりを払はらうジローに、ミミコは「ん」と両りよう腕うでを差し出す。


「……なんです」


「抱だっこ」


　ジローはため息をつき、しかし軽々とミミコを両腕ですくい上げる。ミミコは代わりに日傘を持って、ジローに抱き上げられながら、彼の頭上に傘を掲かかげた。


「これも護衛の業ぎよう務むとは少し違ちがう気がします」


「なんだったら護衛クビで小間使いとかにしとく？」


「陽に当たって落っこちても知りませんからね」


「そんなことしたら、事務所うちの名めい誉よ顧こ問もんに言って叱しかってもらうから」


　ジローの嫌いやみに、ミミコは平然と言い返した。ちなみに、現在彼女が所長を務める事務所の名誉顧問に名を連ねているのは、始祖ソースブラツドである『豪王フォワード』を筆頭に、『狼王ガルー』のルイ・マルファン、『真祖混こん沌とん』の『南の朱姫』といった名だたる大吸血鬼たちばかりである。ただの古血オールド・ブラツドに過ぎないジローは、所長の忠告にそれはそれは渋しぶい顔をした。


「これが『カンパニー』の目指した『人と吸血鬼の共存』ですか？　なんとも世せ知ち辛がらいことです」


「うだうだ言わない！　急いでるのよ？」


「わかってます。お願いですから、ほんとにしっかりつかまっててください？」


　言って、ジローは路面を蹴けり、路地の上に飛び上がった。


　とりあえず、すぐ隣に建っていた店の屋上に着地。騒ぎが起こっているのは、路地を抜けた先に流れる、広い運河の向こう側だ。


　ジローは気を引き締しめ、ダッシュ。屋根から屋根へと走りながら、あっという間に街並みを駆け抜けた。


　運河の手前で大きく身をたわめ、


　跳ちよう躍やくする。


　ふわり、とジローの腕の中で、ミミコの身体が浮き上がった。ミミコは風に吹き飛ばされないよう、日傘をしっかりと握にぎりしめた。


　運河を渡わたる橋の上を、キケロと周が走っていた。こちらに気づいて足を止め、驚おどろいた顔でミミコたちを見上げる。ミミコはジローの腕の中から、笑顔で小さく手を振った。


　少し、自じ慢まんそうな笑顔で。


「──ねえ、ジローさん」


「なんですっ？」


「良い天気ねえ」


「皮肉ですか!?」


　穏おだやかに流れる運河の上を、また煙を噴ふき始めたジローと、日傘を差したミミコが飛び越こえていく。


　結局、転びたてアンダー・イヤー同士のいざこざが収束したのは、ミミコたちが現場に到とう着ちやくしてから半時間以上経たったあとだった。


『カンパニー』のヒバリから携けい帯たいが入ったのは、さらにその十分後である。





２







　あともう少し。


　朱姫がそう予言して以来、ミミコは怪け我がが完治してからも、尾お根ね崎ざきの代表就任要よう請せいを辞じ退たいし続けていた。どうしても必要なときは『乙メイ女デン』としての役やく割わりを果たしているが、それ以外では『カンパニー』でも働いていない。


　理由ははっきり告げずとも、周りが察してくれた。ミミコは、残された時間を、少しでも長くジローやコタロウと過ごそうと決意したのだ。


「聖戦前の激げき励れい会で、休職するって言ったじゃないですか」


　というのがミミコの無体な言い分であり、尾根崎や神父はまとめて苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。


　とはいえ、それでもなおミミコの──『乙女』ではなく、葛かつら城ぎミミコの存在は、『カンパニー』の多くの人間にとって必要だった。何しろ、いまや『カンパニー』は、連日戦争を行っているようなものなのだ。


　聖戦終結以降、特区を巡めぐる状じよう況きようは、日々目まぐるしく進しん展てんしている。そして、状況に対応すべく、『カンパニー』も長足の進歩を遂とげていた。それこそ、十年、二十年かけて達成すべき改革を、ひと月、ふた月で行っているのである。また、そうでもなければ破は綻たんするような情勢なのだ。


　しかし、生まれ変わった『カンパニー』は大おお幅はばな規き模ぼの拡大を敢かん行こうし、十字軍や有力血族の全面協力のもと、そのスケジュールを破綻させることなく消化していた。人間社会と血族社会をすり合わせ、自分たちの手で、歴史を更こう新しんしているのだ。「シンガポールのころが、『まだ』マシだった」とは、敗戦と凱がい旋せんを経験した『カンパニー』職員が一度ならず口にしている愚ぐ痴ちである。ただ、その愚痴を口にするとき、職員たちは活気に満ちた誇ほこらしげな眼まな差ざしをしているのだ。


　ともかく、そのような状況なので、ミミコとしても自分の要望だけをまかり通すこともできない。そこで彼女が妥だ協きよう案として打ち出したのが、調停員の育成だった。調停員の補ほ充じゆうは一いつ朝ちよう一いつ夕せきにできることではない。組織としての規模は大幅に拡大した『カンパニー』だったが、すでに現時点で調停員の数は圧あつ倒とう的に不足していたのだ。


　ミミコは、以前調停屋を行っていた第二地区セカンド・ヤードの小屋に戻り、『葛城ミミコ調停事務所』を再開した。そしてそこで、新たな時代に対応できる、次世代の調停員を鍛きたえることにしたのである。


　しかも、ミミコが最初に雇やとったのは人間ではなく吸血鬼だった。彼女は、「吸血鬼の調停員」を育成しようと思いついたのだ。そんな発想がまったくなかった尾根崎や神父に対し、ミミコはけろっとした顔で言った。


「だって必要でしょ？」





　かくして、現在もミミコは『乙メイ女デン』としての活かつ躍やくとは別に、民間の調停事務所を運うん営えいしていた。吸血鬼ブラツク・ブラツドの調停員を教育し、指し導どうして暮くらしているのだった。


　護衛のジローと、眠り続けるコタロウと共に。
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　ヒバリの用事が済んだのは、夕暮れ時になってからだった。


「もうよろしいのですか？」


「うん。お待たせ」


　復ふつ旧きゆうした『カンパニー』本部ビル。人目を避さけて裏口から出てきたミミコに、待っていたジローが近づいた。ミミコは身体の疲つかれをほぐすように、大きく背せ伸のびして笑って見せた。


「ごめんね。残務処しよ理り押おしつけちゃって」


「いいえ。こちらも無事終わっています。今日は珍めずらしくこのあと予定もなかったので、皆みな先に帰りました」


　昼間の話し合いは、本来今夜行われるはずだったものだ。それが夜を待たずに紛ふん糾きゆうして、とにもかくにも収まってしまったため、今晩は久ひさしぶりになんの予定もないのだった。もちろん、事件が起こればすぐに駆かけつけるのが調停員の宿命だが、今夜特区が平和でいる限りは、ミミコもジローも久しぶりにのんびりできる。


「まあでも疲れたし、寄り道せずに帰って、家でゆっくりしましょうか。コタロウ君も寂さびしがってるだろうしね」


　ミミコがコタロウのことを口にすると、ジローは淡あわく微笑ほほえんで首しゆ肯こうした。コタロウは眠り続けているが、起きていようと寝ねていようと、やはりコタロウはコタロウだった。ジローにとってもミミコにとっても、彼の存在感は変わらないのだ。


「どうします？　せっかく第八地区こつちまで来てるんですから、帰りはケインハイヤーを使いますか？」


　ケインハイヤーとは要するに彼の縮地のことだ。しかし、意地悪く尋ねるジローに、ミミコはさらに意地悪に笑って、首を横に振る。


「ケインさんだって忙いそがしいんだから、贅ぜい沢たくはよくないわ。ジローさんタクシーにしときましょ」


　そして、昼間のように形だけはしおらしく、ジローに両腕を伸ばして見せた。ジローは苦笑して「仰おおせのままに」とミミコを抱き上げる。それから、高こう層そうビルの並ぶ新市街区ニユー・ヤードの街並みを、軽けい快かいに走り始めた。


　途と中ちゆう、通行人が驚いて目を向けるが、それが騒ぎに発展することはない。もういまの特区では、吸血鬼の疾しつ走そうもさほど珍めずらしくないのだ。とはいえ、ジローの赤いスーツ姿はもちろん、腕に抱かかえられたミミコは有名人である。ジローはなるべく目立たないよう、ビルの壁かべを蹴けり、道行く人々の頭上を移い動どうするようにした。


　西の空の夕焼けも、すでに名残なごりしか残っていない。日中と違い、ジローの足取りは力強く、頼たのもしげだ。ミミコはリラックスした表情で、顔に当たる風に目を細めた。


「──ヒバリさんの用事はなんだったのですか？」


「ん？　ああ、いつもと一いつ緒しよよ。来月のスケジュール調整」


「やはりまだまだ『乙メイ女デン』は引っ張りだこですか？」


「んー……それでも、今年に入ってからは、去年よりだいぶ少なくなったかな。いまはむしろ、ヒバリちゃんやサキさんの方が忙しそう。もちろん、スワンも」


　ミミコが『カンパニー』を離はなれたあとも、ヒバリは上層部の秘ひ書しよを続けている。ミミコとツーカーなだけに、尾根崎などもかなり頼たよりにしているようだ。ただ、幾度かの苦い経験を経た結果、お茶ちや汲くみだけは決してさせないようになった。おかげで、尾根崎や神父以下『カンパニー』の上層部は、どんなに忙しいときでも自分のコーヒーは自分で淹いれている。本人はきょとんとしているのだが、若過ぎるとの批ひ判はんもあった秘書は、現在『カンパニー』の女性職員たちの間で、逆に一いち目もく置かれているのである。


　他方、サキとスワンの二人は、新生した調停部のキーマンとして活かつ躍やく中だ。特にサキなどは、組織改かい編へんした調停部のチーフマネージャーに就任し、現場の牽けん引いん役となっている。スワンも、調停員としてだけでなく、かつてのＣＥＯ連盟マネー・キヤビネツトとの窓口的なポジションを担になって、公式なものから非公式なものまで様々な政せい治じ的交こう渉しようを受け持っていた。


「ヒバリちゃんはサキさんとスワンには会う機会が多いみたいだけど、二人とも会うたびに、『休きゆう暇かが欲ほしい、休暇が欲しい』って呪じゆ文もんみたいに唱えてるそうよ」


　その有様が目に浮うかぶようで、ミミコはクスクスと肩かたを震わせた。


「そうですか。でも、お二人とも元気そうですね。……前に会ったのは、去年の暮れでしたっけ？」


「うん。リンスケさんの送別会のとき。結局、みんながちゃんと集まれたのって、あれが最後じゃないかな」


「あの男も、いまごろどこで何をしているのやら」


　リンスケは怪我が治ったあと『カンパニー』に復帰していたのだが、組織が変わり、新体制が安定するのを見み極きわめてから、突とつ然ぜん辞職届を提出した。彼の手しゆ腕わんと業績を認める尾根崎は新たなポストを用意して強く慰い留りゆうしたが、結局気持ちは変わらなかったようだ。去年の暮れになって『カンパニー』を辞やめ、特区を出て行ってしまった。


「もともと特区に骨ほねを埋うめる気はなかったの。ま、また面おも白しろそうなことがあったら、顔出すわ。そのときは、お土産みやげ山ほど持って帰るから楽しみにしててよね」


　別れる間際まで、リンスケはいつものリンスケだった。しかし、彼は彼で、表に出さないまでも色々と思うところがあったのかもしれない。ミミコやヒバリは──それに、ぶっきらぼうながらバドリックも──別れを惜おしんでいたが、長いつき合いのジローやケインは、黙だまって頷うなずき、彼を送り出していた。


　また、特区を出たのはリンスケだけではない。サユカも、こちらは去年の夏には、猛もう烈れつな勢いで復興していた特区をあとにし、世界の夜へと旅立っていった。


　もっとも、彼女の方は理由は簡かん単たんである。


「ぼやぼやしてると、クマの中身が帰ってくるでしょ」


　寂さびしがるミミコに、サユカは、恥はずかしがっているのか怒おこっているのかわからない態度で、そう説明していた。どうも、転化後を共に過ごしたバウワウの中の人物とは、余よ程ほど再会したくないらしい。二人がどんなつき合いをしていたのか、ミミコはかえって興きよう味みを持った。もちろん、サユカは教えてくれなかったが。


「それにね。私は覚かく悟ごせずに転化したから、正直言ってこれからの長い時間をどうやって生きればいいのか自分でもわからないの。血族社会のことも、人間側からしか見たことがないし。特区にも未練はあるけど、いまはそれよりただの吸血鬼として月下の世界を歩いてみたいのよ」


　そう言えば、『闘とう将しよう』の血けつ統とうには放ほう浪ろう癖へきのようなものがあると、以前サユカ自身から聞いたことがあった。これもまた、『血』の導みちびきなのかもしれない。サユカは最後にこっそりとナナのことをよろしくとミミコに言い残して、一人静かに特区を旅立っていた。


　そのナナは、現在家族の元に戻っている。ただ、ミミコの口くち利ききで『カンパニー』で調停員の見習いを始めていた。といっても、『カンパニー』に就しゆう職しよくする気は毛頭ないらしく、自立できるようになり次し第だい、自分にひと言もなく特区を出て行ったサユカの跡あとを追いかけるつもりなのだ。調停員の見習いの癖くせに、鎮ちん圧あつチームの宿しゆく舎しやに入り浸びたっては吸血鬼の捜そう索さく術じゆつを学んでいるらしい。ひょっとすると、彼女の出発の日も、あまり遠くはないのかもしれなかった。


「あ、そうそう！　それで思い出した。さっきヒバリちゃんから聞いたけど、ケインさんも明日から中国に行くんだってっ。朱あけ姫ひめさんから連れん絡らくがあったそうなの！」


「おお。ではようやく龍りゆう殿どのがこちらに戻られるのですね？」


　ミミコが伝えた朗ろう報ほうに、ジローも思わず破は顔がんしていた。


　バウワウからサユカに乗り移うつり、未み熟じゆくな彼女が羅ら炎えんを操あやつるのを内側から補ほ助じよしたあと、セイの魂たましいは自身の転生のため、虎こ仙せんの待つ崑こん崙ろんに戻っていた。ただ、朱姫から聞いた話では、無機物に取り憑ついて潜せん伏ぷくした半年間が、彼の魂にも少なからぬ影えい響きようを与あたえていたらしい。セイは香ホン港コン聖戦時にも身体を失って転生しているが、そのとき以上に時間がかかっていたのだ。


　また、朱姫曰いわく「あやつあまりに死にすぎる」ということで、虎仙が直々に鍛きたえ直す期間を取ったらしい。同じく虎仙にしごかれたジローは、同情する一方で少しおかしく思っていたのだった。


　しかし、それもついに終わったらしかった。特区の守しゆ護ご者しやが晴れて特区に帰き還かんするときがやってきたのである。


「転生したってことは、姿も変わってるんだよね？　今度はどんな人になってるんだろ。ひょっとして、女の人になってたりして」


「さあ。でも、会えばすぐにわかると思いますよ。特区で再会したときも、驚きましたがすぐに彼だとわかりましたから」


　ジローが少し懐なつかしそうに言った。ミミコもジローの腕の中から、すでに日が沈しずんだ西の方角を眺ながめた。


　ちなみに、龍王の出で迎むかえに向かうケインは、『マリーン・バンク』支し配はい人にんに返り咲ざいていた。現在も特区に残り『カンパニー』に協力している。


　ただし、混血化したケインに対し、血族社会の目は極めて厳きびしい。『マリーン・バンク』にしても、ウォーロック家からは独どく立りつした形だ。いまはまだ、九龍王を打だ倒とうした功こう績せきが、彼に対する批判の多くを封ふう殺さつしている。しかし、今後彼が何らかの失しつ態たいを演えんじれば、古い考えを持つ吸血鬼や血族は、一いつ斉せいに彼を公おおやけの場から排はい斥せきしにかかるだろう。『カンパニー』が彼を弁べん護ごしたところで、長い時間をかけて培つちかわれた偏へん見けんは、たやすく改かい善ぜんされそうになかった。


　とはいえ、ケイン本人は、


「望むところだ」


　と胸むねを張っている。あるいはそれは、かつて彼が仕えた「お嬢じよう様さま」に対する贖しよく罪ざいであり、手た向むけであるのかもしれない。龍王が不在だった間は特区の吸血鬼の代表として活かつ躍やくし、その存在はさらに重みを増ましているのだった。


「……皆、頑がん張ばっていますね」


　ジローがなんとなくつぶやく。ミミコは頷いた。


　特区を去る者、特区に残る者。これからも特区は、出会いと別れ、再会をのみ込こみながら、続いて行くに違ちがいない。


　またいつの日か、みんなが揃そろって月見をできる日が来るのだろうか。


　それとも、そんな日は訪れず──しかしその代わりに、まだ見ぬ新たな友と共に笑い合う日々が訪れるのかもしれない。


　時は移うつろい、時代は流れ、人もまた変わっていく。そのどれにも等しく価か値ちがあり、だからこそ自分たちは、いまを大事に生きるべきなのだろう。


　ミミコは胸むね一いつ杯ぱいに夜気を吸すい込こみ、特区の空を見み渡わたした。それから「あっ」とつぶやいて、


「ジローさん、ここらで降ろして。あとは歩いて帰らない？」


「どうしました、急に？」


「だって──」


　とミミコは東の空を指さした。


「ほら。綺き麗れいな満月だもん」


　ジローも肩越しに後ろを振り返った。摩ま天てん楼ろう群ぐんのシルエットの向こうに、丸い月が淡あわく白く輝かがやいている。


「なるほど。では、月夜の散歩と洒落しやれ込こみましょう」


　そのとき二人がいたのは、ちょうど第二地区セカンド・ヤードに入ったところだった。ここからなら歩いて帰れない距きよ離りではない。しかしせっかくなので、ジローはもう少し先まで進み、海岸沿ぞいの道を歩いて、小屋まで帰ることにした。


　地面に降りて早々、ミミコは目を輝かせた。


「見て、ジローさん。もう桜さくらが咲きかけてる」


「本当だ。早いものですね」


　海岸沿いに咲く桜の木の下で、二人は並んで枝を見上げた。まだ本当に咲き始めたばかりのようだが、蕾つぼみはすっかり準じゆん備びを整え、いまかいまかと綻ほころびつつある。広く伸のびる枝の下にいると、新しい春の香かおりが仄ほのかに身体を包み込こむようだった。


「もう一年経たったんだね……」


　感かん慨がい深そうに、ミミコがつぶやく。そして、「行こ」とジローの手を取り、一いつ緒しよに家路を歩き始めた。


　第二地区セカンド・ヤードもこの辺りまで奥おくまった場所だと、人の気配はまったくしない。周りの海岸も桜も満月も、全部ミミコとジロー二人の物だ。ミミコは心が解かい放ほうされ、特区の空気と一体化するような良い気分だった。


「海風もあんまり寒くないや」


「ええ。過ごしやすい気候になりました」


「ジローさんは吸血鬼ブラツク・ブラツドだから、気温なんか関係ないでしょ」


「調停員の台詞せりふとも思えませんね。況いわんや私は日本の吸血鬼。四季を愛する心は人間にも負けません」


「だったら昼間も愛してあげれば？」


「それは……向こうが愛を拒こばむので」


　言い込こめられたジローが、余よ裕ゆうのある素そ振ぶりを保たもちつつ視線を逸そらす。ミミコは、ふふん、と笑いながら、握にぎっていたジローの手を引っ張った。


「今日の晩ばんご飯はんは何かあったっけ」


「確か、交こう渉しようが長引いた時のために、夜食の弁べん当とうを作ると言ってませんでしたか？」


「あ、そうか。結局仕事はなくなったけど、あれで何か作れるや」


「どうせなら、そのままお弁当にして、外で食べるのもいいかもしれません」


「花見──には早いし、お月見ってこと？」


「はい。幸いワインもストックを買い足したばかりです」


　ジローが楽しげに付け加えた。ミミコは呆あきれて空を仰あおいだ。


「あー、はいはい。桜でも月でもいいから、要はワインが飲みたい訳ね」


「あ、もちろんミミコのさんのお弁当も大変結構ですよ？　私、大好きです」


「ワイン抜ぬきでも？」


「……愛情を比ひ較かくするのは感心しませんよ、ミミコさん」


　困こまった顔でジローが答えた。ミミコは優やさしい心でそれ以上追つい及きゆうするのは止やめておくことにした。


　海は穏おだやかで、波も高くない。潮しお騒さいの微かすかな音は、空の月が見守る下で、眠ねむり始めた海の吐と息いきのようだった。心を平へい穏おんにしてくれる、心ここ地ちよい音だ。


「……そうね」


　とミミコは朗ほがらかにつぶやく。


「お月見だったら、コタロウ君も喜よろこぶもんね」


　多忙な日々を送るミミコだったが、毎日の食事に関しては可能な限り家で摂とるようにしている。ジローと、そしてコタロウと一いつ緒しよに。リンスケの送別会のときも、みんなを小屋に招まねいて、コタロウと一緒に彼を見送ったのだ。あのときミミコは、みんなと一緒にニコニコ笑うコタロウの声を、何度も聞いたような気がした。


「もう、一年か」


「……はい」


「思ったより、長かった──かな」


「そうですか」


「うん。もっとすぐだと思ってたし」


　何が、とはジローも聞かない。一年間。長いとも短いとも、すぐに決めることはできない時間だ。


　現にミミコも、


「……ああ！　でも、やっぱりあっと言う間だった気もするっ！　不思議ねえ。時間ってほんとにいつも同じ早さで流れてるのかしら」


「哲てつ学がく的な問いですね」


「茶化さないの」


「茶化してなどいませんよ」


　とジローは茶化すように言う。ミミコは、いつまで経たっても大人おとなげない吸血鬼ブラツク・ブラツドを、物言いたげに、甘あまく、にらんだ。


　二人が初めてあったとき、ミミコは十七だった。いま、彼女は二は十た歳ちになっている。ミミコは自分がずいぶん成長したつもりでいるが、ジローの方はどうなのだろう。どれくらい変わって、どれくらい変わらないのだろうか。


　人と吸血鬼でも、時間の捉とらえ方は違ってくる。ミミコにとっての時間とジローにとっての時間は異ことなるのだ。


　ただ、二人が一緒に過ごした時間は、確かに存在しているのである。そして、これから先もずっと、二人が共にいた時間は消えない。過去という記き憶おくの中に、残り続けるのだ。


「……まあいいや。少なくとも、楽しい一年だったのは間違いないものね。その意味じゃ、一年前のジローさんには感かん謝しやしなくちゃ」


「何を仰おつしやいます。特区を取り戻もどせたのは、あなたのおかげでもあるんですから」


「そういう意味じゃなくって」


「え？　では、どういう意味です？」


「それは、だから……」


　不思議そうなジローに、ミミコは急にもじもじとして目を逸そらした。


「……一年前にちゃんと言ってもらってなかったら……この一年、同じように過ごしてても、きっと辛つらかったろうなー……って言うか……」


「はい？　いったいなんのことを言っているのです？」


「も、もういいわよっ。野や暮ぼで鈍どん感かんなのは重々承しよう知ちの上ですからっ！」


「なんだ？　結局最後は悪わる口くちですか？」


　アヒル口を尖とがらせるミミコに、ジローは弱ったような、おかしそうな顔をする。ミミコはふんっと頰ほおを染そめたまま──でも、繫つないだ手は離はなさずに──黙だまって夜道を歩いた。


　赤い血と黒い血の、互たがいの体温を感じながら。


　やがて──


　ミミコのお腹なかが空くう腹ふくを訴うつたえ、すっかり夜のとばりが降りたころ。


　芽め吹ぶき始めた桜並木の向こうに、二人の家が見え始めた。


　しかし、ビルの屋上の小屋を目にした瞬しゆん間かん、ジローは顔色を変えて足を止めた。繫いでいた手から、ジローの緊きん張ちよう感が伝わってくる。


　ミミコはすべてを察した。


　二人は同時に振ふり向いて、顔を見合わせる。そして、何か言葉を交かわすまでもなく、ジローがミミコを抱き上げ、小屋に向かって駆かけだした。


　桜並木を突つっ切り、ビルの手前で飛び跳はねる。二人は一気に屋上に──小屋の前に降り立った。


　ジローがミミコを降ろして、小屋の入り口に駆け寄る。ミミコも無言でジローの後ろに続く。二人は扉とびらの前に立ち、躊躇ためらうことなくドアを開けた。


　部屋の明かりは点ついていなかったが、代わりに窓から、満月の明かりが差し込んでいた。


　そして、月光に淡く照らされた小屋の中。


　始祖が目を覚ましていた。


　薄うす闇やみに輝く黄金の髪かみも、夏の大海を映うつしたような瞳ひとみも、二人を見返すあどけない表情も、何一つ変わっていない。


　しかし、そこにいるのが始祖だということは、説明されるまでもなく、ジローにもミミコにも理解できた。月下が産み落とした喩たとえようもなく尊とうとい存在が、そこにいる。そこにいて、二人を見ていた。


『賢けん者じやイヴ』。


　この世でもっとも古く、もっとも偉い大だいな吸血鬼の一人だ。


「……兄者……ミミちゃん」


　コタロウは一人小屋の中に蹲うずくまって、涙なみだを堪こらえていた。深い苦しみと哀かなしみが、コタロウの全身から伝わってきた。


　そして、彼が求めていることも、ひと目見て知ることができた。


　彼は渇いている。


　血を求めて目を覚ましたのだ。彼がかつて、自らの血族に預あずけた血を求めて。


「ゴメン。ゴメンね。ぼく……もう……」


　兄とミミコを映うつした大きな青い瞳が、見る見るうちに涙に潤うるんでいく。


　ミミコは、


「馬ば鹿かっ」


　叫さけんで、コタロウに飛びついた。両腕で彼を捕つかまえ、力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめた。


「会いたかった……ほんとに会いたかったんだからねっ？　良かった。やっと──やっとまた、コタロウ君に会えた！」


「ミミちゃん──」


　コタロウは、自分にしがみついて泣きじゃくるミミコに、驚おどろいたような顔をした。それからすぐにくしゃりと顔を歪ゆがませ、ミミコと一緒になって泣き始めた。


　次々こぼれ落ちていく涙は、血よりも暖かい。


　ジローもコタロウの前にしゃがみ、


「お早うございます、コタロウ」


　と声を震ふるわせて言った。


「……兄者」


「──良かった。まだそう呼んでくれるのですね」


　泣きそうになるのを堪えながら、ジローは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「お前にそう呼ばれなくなるのは、少し寂さびしかったのです。お前が私をそう呼んでくれるたびに、私はお前から元気をもらっていたので」


　そう言ってジローは、ミミコに抱きしめられた弟に腕を伸ばし、彼の頭に手を置いて金色の髪を優しく撫なでた。


　ミミコが顔を上げる。


「三人が、揃そろったわ」


　ジローは頷いた。


「ええ。やっと元通りです」


　二人の表情には、後こう悔かいも悲観もない。ただ純じゆ粋んすいに、いま、この瞬間を、心から喜んでいた。


　待ちに待った再会を、感動と共に味わっている。


　コタロウは、もっと泣きたくなった。


「兄者。ミミちゃん──」


　ごめん。


　そう言いかけたコタロウは、しかし、口にしかけた言葉を途中でのみ込こんだ。


　そして、ジローとミミコを見つめ、涙に濡ぬれた顔に、美しく、暖かい、輝かんばかりの笑顔を咲さかせた。


「ありがとう。ぼく、二人が大好きだよ」
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　その夜行われた月見は、始まりからお終しまいまで笑顔と笑い声が絶たえなかった。はしゃぎ回るような華はなやかさはなかったが、確かな幸福を、三人で分かち合った。


　ミミコとジローとコタロウ。


　三人の月見は、夜明け近くまで続く。


　翌よく日じつ、ミミコは事じ務む所しよを休み、一日中小屋に籠こもって泣いて過ごした。そして、翌々日には事務所や本部ビルに顔を出して、一昨日の夜のことを、みんなに報告した。


　その日、『カンパニー』の主要なメンバーは夕方以降の予定を軒のき並なみキャンセルする。そして、ミミコを囲みながら、ある者は泣き、ある者は寂しがり、ある者は彼女を元気づけて、ある吸血鬼の兄弟の想おもい出を語り合った。予定を早めて帰国したケインと龍王も、ミミコの話を聞いて言葉を詰つまらせ、彼女と共に夜を過ごした。


　深夜。ミミコを囲む席が終わったあと、尾根崎は改めて、彼女に『セカンド・カンパニー』代表への就しゆ任うにんを願い出る。ミミコは目を閉じ、落ち着いた面持ちで了りよう承しようした。





　しかし、結局ミミコが『セカンド・カンパニー』代表として正式に就任したのは、さらにその十か月後になった。





３







　雪と氷に覆おおわれたそこは、外界と隔かく絶ぜつされた、一面の銀世界だった。


　吸血鬼『北の黒くろ姫ひめ』が守しゆ護ごする、聖せい域いきと呼ばれる場所だ。純じゆ白んぱくと静せい寂じやくに塗ぬりつぶされたその世界は、激げき変へんする俗ぞく世せとは裏うら腹はらに、何百年もの間変わることのない光景をいまもなお保たもっていた。


　そんな、厳げん粛しゆくさすら感じさせる雪原の中に、一人の青年が立っていた。


　美しい青年である。


　鮮あざやかな金色の髪は満月の光を紡つむいだようで、大きな青い双そう眸ぼうは、明るく力強い光を内に宿している。肌はだも白く瑞みず々みずしい。整った、優しげな美び貌ぼうの持ち主だ。バランスの取れた体格と相まって、ただ立っているだけで、しなやかな壮そう健けんさを感じさせた。


　しかし、何よりも印象的なのは、青年が醸かもし出す空気だ。


　どんなに不ふ機き嫌げんな人間も、つい気持ちを解ほぐされるような──暗い思いで塞ふさぎ込こんでいても、彼が笑いかけるだけで心が明るくなるような、そんな雰ふん囲い気きを備そなえている。初めて会う相手にも、にっこり笑って手を差し伸のべるような、愛あい嬌きようめいたものがあるのだ。しかし、それでいて軽んじることはできない、不思議な風格をも感じさせた。


　青年の前には、ささやかな手作りの墓ぼ標ひようがある。彼が自ら作った物で、『バウワウ大公　ここに眠ねむる』と文字が刻きざまれていた。そこは、先日寿じゆみ命ようを迎むかえた、彼の古い友人の墓はかなのだった。


　墓標を見つめる青年の眼差しは、少し哀かなしげだが暖かい。何も言わずとも、包み込むような優しさを感じさせた。


　彼にとって、別れは日常のものだ。いまはただ、安らかに逝いった友の冥めい福ふくを、静かに願うだけだった。


　しかし──


　突然彼の表情が、日が差したようにパッと明るくなった。


　微笑みながら振り返る。


　すると、彼が立つ雪原の端はし──雪を被かぶった針しん葉よう樹じゆ林りんの間から、小さな人ひと影かげと、さらに小さな幾いくつかの影が、雪原に姿を見せた。


　十歳前後と見られる少年と、生まれて半年足らずの小こ熊ぐまたちである。


　少年は彼を見つけると、大きく手を振り、声を嗄からした。


「兄者ぁー！」


　青年は笑って、手を振り返した。


　少年は小熊たち──死んだ旧友の残した子供たちだ──を引き連れ、降こう雪せつの中に沈しずみそうになりながら、一生懸けん命めい彼に近づいてきた。青年は腰こしに両手を当てて、少年が自力で側まで来るのを、のんびりと待っていた。


　彼の前に到着したとき、小さな少年は完全に息を切らしていた。せったく辿たどり着いたのにしばらくは話をすることもできず、ハアハアと汗あせを搔かきながら喘あえいでいる。周りの小熊たちが、だらしないぞと言いたそうな目で、少年を見上げていた。


　それでも、少年は深しん呼こ吸きゆうを繰くり返すと、弱よわ音ねも吐はかず顔を上げた。


　しかし、被かぶっていた帽ぼう子しが大きすぎて、長身の青年と上う手まく目を合わせられない。帽子が邪じや魔まをしていることに気づいた少年は、その、つばの広い、頂上が尖とがった、真まっ赤かな帽子を、頭の後ろにさげた。結んだ紐ひもを首にかけていたので、赤い帽子は落とされることなく、少年の背中に乗っかった。


　少年はあらためて、


「兄者！」


　と青年を見上げた。


　元気の良い、そしていかにも礼れい儀ぎ正ただしそうな少年である。しっかりとした眼まな差ざしといい、ハキハキした口振りといい、幼おさないなが微笑ほほえましいほど生き真ま面じ目めな印象を与あたえる。


　ただ、少年は青年を「兄」と呼んだが、そのわりに二人は似にていなかった。青年と違って、少年は東洋系けいの顔立ちと肌の色をしているのだ。髪も黒くろ髪かみ。瞳の色も黒である。


　実は、青年と少年の関係は、正確には兄弟ではない。どちらかと言えば「叔お父じ」と「甥おい」の方が近いのだ。


　ただ、それも本当の意味では正確ではない。二人の関係は、とても複ふく雑ざつなのだ。そこで、せっかくだから青年の希望で「兄」として接せつすることにしているのだった。彼の兄が、彼にそうしてくれたように。


「兄者！　聞いて下さい。さっき特区から連れん絡らくがありました。来月母上がこちらに来られるそうです！」


　少年は目をキラキラさせて、このビッグニュースを兄に伝えた。


　少年の瞳は、とても特とく徴ちよう的だ。色は左右とも濁にごりのない澄すんだ黒色なのだが、右の瞳だけは、まるで猫ねこ科の動物のような縦たてに長い瞳どう孔こうをしているのである。


　青年は、「へえ」と素直に驚きながら、少年の左右で異ことなる──二つの血を持つ瞳を、愛いとおしげに見つめ返した。


「じゃあ、ようやく休きゆう暇かが取れたんだ。ふふ。ケインさんにお願いすれば、いつだって来られるのに。相変わらず頑がん固こだなあ」


　少年は母親と離れて暮らしている。少年が親元を離れているのは、彼に剣けんの修しゆ行ぎようをつけさせてやりたいという、母親の方ほう針しんなのである。そのため、彼は住んでいた特区から聖域まで修行に来ているのだ。聖域には、彼の父親にも剣の指し導どうをした達人がいるのである。


「どう？　お母さんの前で、修行の成果を見せられそう？」


「はい！　クロウ先生も筋すじが良いって褒ほめてくれました。母上が安心できるよう、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりたいと思います」


　少年は清すが々すがしい面持ちで答えた。青年は彼を、眩まぶしげに見つめる。


「そっか。……でも、お母さんに会ったら、懐なつかしくて特区に帰りたくなっちゃうかもよ？　ほとんど一年ぶりだもん」


「そ、そんなことはありませんっ。ぼくは早く一人前になって、父上の代わりに母上のお仕事を手伝うんですから！」


「どうかなー？　ここに来た最初の一、二か月は、毎日特区の方向を見て──」


「あ、兄者っ!?　そのことはずっと内ない緒しよにするって約束したじゃありませんか!?」


　少年が大おお慌あわてで兄の胸をつかむ。青年は朗ほがらかに笑い、「わかってるって」と請うけ合った。もっとも、少年はまだ不安そうだ。何しろ、気分が良いとなんでも喋しやべってしまう兄なのである。


「でも、ほんとに良かったね。嬉うれしいだろ？　久しぶりにお母さんに会えて」


「う、嬉しいと言うよりは、背筋の伸びる思いです。母上を失望させる訳にはいきませんから」


「ふーん。……でも、嬉しくないってことはないでしょ？」


「それは、その……」


「会うの、楽しみでしょ？」


「……す、少しだけ」


　少年が顔を赤くして答える。青年は輝く満月のように微笑み、少年の頭を優しく撫でた。


「さて。そろそろご飯の時間だ。戻ろうか？」


「はいっ」


　そして、青年は黒姫の屋や敷しきに向かって歩き始めた。しかし、青年は軽々と雪の上を歩いていくのだが、少年はそうはいかない。来たときのように、ずぼずぼと身体を半ばまで雪に埋うずめながら前に進んでいる。


　青年は少年を振り返ると、しゃがんで小さく耳打ちをした。少年は最初は恥はずかしがったが、結局は嬉しそうに兄に抱き上げられた。


　兄弟は肩かた車ぐるまをして、雪原を歩き始める。小熊たちも、二人のあとを追いかける。


　空には、いまも変わることのない──月。


　雪の中を歩く兄弟を、穏やかに見守っていた。







fin.







あとがき




　これでようやく、いっぱしの吸血鬼サーガになったでしょうか。


　シリーズ最終巻、『ＢＬＡＣＫ　ＢＬＯＯＤ　ＢＲＯＴＨＥＲＳ11　賢者転生』。


　本編の巻数は、奇くしくも特区の地区数と同じ数になりました。短編集も合わせると、全十七巻。『ドラゴンマガジン』での連載開始から数えて、丸五年以上にわたる長期シリーズです。


　最後までお付き合い下さいまして、ありがとうございました。





　……ちなみに余談ですが、この最終巻。あざの耕こう平へい史上どころか、富士見ファンタジア文庫史上でも、歴代一位タイのページ数だそうです。シリーズの最後に思わぬ記録がついて来ました（笑）。
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　さてさて。これが最後ですし、少し昔のことを振り返ってみたいと思います。


　吸血鬼物を書くと決まったとき、筆者の頭に真っ先に浮かんだのが、ひょろりと背の高い慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな兄と、小さく可愛らしい脳天気な弟という、吸血鬼の兄弟のイメージでした。この最初のイメージは、自分でも驚くほどのちのちまで変わっていません。ジローとコタロウ。『ＢＢＢ』はその名の通り、この二人からすべてが始まっているのです。


　しかし、主役の二人がはっきり決まっていたのに対し、話の内容の方は、最初は全然違っていました。初めは、人知れず生きる吸血鬼たちが繰り広げる、闇の世界の抗争を描こうとか思っていたのです。つまり、あくまで「吸血鬼たちの物語」だった訳ですね。


　ただ、今度のシリーズではスケールの大きな話が書きたいとも思っていたので、現代に至る吸血鬼たちの歴史についても設定を考え始めたのです。すると、どうしても吸血鬼だけでなく、人間の立場、人間社会のスタンスというものに視線が向かうようになりました。


　特にそれが顕けん著ちよになったのは、『九クー龍ロンショック』という事件を考えついた前後から。このときから、「この事件に対する人間社会の反応」や「十年前にこんな事件があった。なら、十年後の本編開始時点で、世界はどうなっているのか」といったことを考えるようになり、筆者の中で作品に対する世界観が、グッとリアリティを増してきました。


　そして試し行こう錯さく誤ごの結果誕生したのが、吸血鬼たちのトラブルを人間たちの立場から秘密裏に解決する組織『カンパニー』であり、その象しよう徴ちようとなるヒロイン、ミミコだったのです。彼女が登場したことによって、『ＢＢＢ』は「吸血鬼たちの物語」から──一巻のあとがきで書きましたように──「吸血鬼たちと人間たちの物語」に変化したのでした。


　ジローとコタロウに始まり、ミミコで決まる。これが、『ＢＢＢ』開始時の状況です。


　あれから、五年。


　その後、物語が辿たどった道のりは──ここまで付き合って下さった読者の皆さんなら、すでにご存じですよね？





　そして、スタートの次はラストについても少し書きます。


　ネタバレ全開になりますので、本編をまだ読まれていない方はご注意下さい。





　まず、最終巻を読むに当たって読者の皆様が一番気にされたのは、なんといっても主人公たちの結末でしょう。もっとはっきり言えば、ジローがどうなるか、ですよね。


　ジローの最後については、一巻の時点ですでに示唆されていました。結果、「最終的にジローがコタロウに『食べられる』」という設定は、シリーズ全体を通して『ＢＢＢ』という物語の底流をなした気がします。


　しかし、実を言うと『ＢＢＢ』を書き始めたとき、筆者の中ではラストをどうするかは空白のままでした。何しろ、人気が出なければ続きを書けないのが、この業界の不文律。ある程度の構想はあっても、ラストをどうするかまでは特に決めていなかったのです。


　ところが、最初は（ある意味）軽い気持ちだったこの設定は、物語を書き進めるにつれて筆者にも重たくのしかかるようになりました。


　物語の整合性やテーマ、お話としての「綺麗さ」から考えると、『ＢＢＢ』の決着は、一巻で示し唆さした通りのラストがもっとも適しているように思われます。というより、これしかないと判断せざるを得ませんでした。しかし一方で、だからこそ違う結末があっても良いのではないか──何より、ここまで付き合って下さった読者の皆様は、やはり完全無欠のハッピーエンドを求めているのではないかと思い悩むようになったのです。


　そして、散々考えた末に出した結論が、この最終巻に書かれたラストでした。





　書き終えたいまとなっては、これってなかなか悪くないラストだったんじゃないかと思っています。特に、人と吸血鬼──もともと生きる時間が異なる二人にとっては。


　一年という時間が長いか短いかは、作中で言っている通り、当人たちにもわからないことです。しかし、ジローとミミコの最後の一年間──まさに二〇〇九年春からの「この」一年間！　──が、二人の人生にとって特別な一年間なのは、間違いないと思っています。


　考えてみると、『ＢＢＢ』の作中時間は、二〇〇七年の初夏に始まって二〇一〇年の春に幕を閉じてる訳ですからね。最後の一年を除くと、本編で描かれたのはわずか二年間に充たない時間に過ぎないのですが……読者の皆さんも、そんな気はしないでしょ？（笑）


　時間って、過ごし方次第で長くもなれば短くもなるのかもしれません。何も、物語の中に限らずに、ね。





　また、残された登場人物たちの人生は、まだ終わった訳ではありません。彼ら彼女らの時間は、ここで止まることなく、さらに先へと続き、成長していくはずなのです。


　たとえば、すぐにふらりといなくなる兄を追って聖域を飛び出していく、黒髪黒目でアヒル口の少年とか──


　彼の危機を救い、成り行きで旅の友となる美人だけど口の悪い黒衣の女吸血鬼とか──


　他にも、彼が旅先で出会うのは、父親の友人だったという紫色の髪をした年齢不ふ詳しようの優男だったり、あるいは、特区から心配して追ってきた大男の魔法使いや、特区の守護者──次はいったいどんな姿やら──だったりするのかもしれません。また、日の光に耐たえられない儚はかなく可憐な女吸血鬼と出会い、彼女を護まもるニヒルな吸血鬼から剣の腕を磨かれたりもするのでしょう。きっと。


　そして、にぎやかな旅の途中、少年は、彼の兄を追う謎のダンピールに遭そう遇ぐうします。


　美しくも暗く厳しい影のある彼女に、少年は次第に心を惹かれていくのですが、彼女の右の耳には、真っ赤な──血のように赤いピアスが飾られていた、なんて……


　うんっ。女難の相は父親譲ゆずりですね！　多分マザコンってとこも、ある意味そっくり！





　──とまあ、長いつき合いだっただけに、筆者の中でもすぐにはお別れができていない状況なんですが（笑）。


　しかし、いつまでもそうは言っていられません。


　物語はここで、ひとまず幕を下ろします。


　この作品は、あざの耕平という作家にとっても、大変様々な経験を与えてくれた作品でした。雑誌連載もコミック化もアニメ化も、全部『ＢＢＢ』が初めてでした。筆者自身、この物語と登場人物たちに感謝しつつ、あとは読者の皆様の手に委ゆだねたいと思います。どうぞ、これから先の彼ら彼女らのドラマを、皆様の中で繰り広げてやって下さい。
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　最後になりましたが、『ＢＢＢ』を支えて下さった関係者の皆様に謝しや辞じを。


　イラストの草河遊也さん。毎回素敵なイラストをありがとうごさいました。正直ファンでしたので、一緒にお仕事ができたことが、いまでも嬉しくてなりません。完成度の高いイラストのみならず、プロとしての姿勢も勉強させて頂きました。五年という長い間キャラクターに命を吹き込んで頂き、本当にありがとうございました。


　一緒に企画を立ち上げて頂いた、最初の担当のＢＤＫ氏。いまだから聞きますが、五年も続くとは思ってなかったでしょう？　私もです。様々なチャンスを与えて頂いたことを感謝します。今後も引き続き、よろしくお願いします。


　もっとも長く作品に関わって頂いた、二番目の担当のキャサリン。とりあえず、色々ごめんなさい！　そして、色々とありがとうございました！　なんとか無事に着地しましたよ？　シリーズの最後はどうでしたか？　及第点がもらえることを祈っております。


　一緒にゴールしてくれた、現担当のケイティ。歴代一位タイって、そりゃ書いても書いても終わらない訳ですよね。いやほんと、最後までヤキモキさせて済みませんでした。色々とご相談に乗って頂いてありがとうございます。次もひとつ、よろしくお願いします。


『ＢＢＢ』の刊行に尽じん力りよくして下さった、富士見編集部の皆さん。および、校正、印刷、営業、その他すべての皆さん。また、アニメやコミックなど、『ＢＢＢ』の世界を広げて下さった皆さん。力を貸して頂き、ありがとうございました。色んな方にお会いさせて頂きましたが、この作品を悪く言う人に、筆者は会ったことがありません。本当にありがたいことです。──え、社交辞令？　いえいえっ。皆さんの瞳に噓うそはありませんでした！　仮にあったとしても皆さん大人なんですから、『ＢＢＢ』を好きと言った時点でご自身の発言には責任を持って頂きたいと思います！（笑顔で）


　しかし、なんと言っても『ＢＢＢ』をもっとも愛して下さったのは、この物語を読んで下さった読者の皆様でしょう！


　ありがとうございました。五年以上もの間応援していただき、本当に、本当に、ありがとうございました！　完結まで辿り着けたのは、ひとえに皆様のおかげです。渾こん身しんの力で書いてきたつもりですが、ご満足頂けたことを心から願っております。


　──え？　まだ足りない？　ならば、次のシリーズこそは必ずや満足のいくものをお届けしたいと思います！　なので、引き続き応援をよろしくお願い致します！（笑顔で）





　そして、その「次のシリーズ」ですが、すでに大まかな構想は固まっております。今度はまた雰囲気を変えまして、もう少し身近で等身大のお話を描きたいと考えています。そう言う意味では、前シリーズの『Ｄクラッカーズ』に近いイメージかもしれません。


　ただし、今度の主人公はジャンキーたちではなく、現代に生きる陰陽師──の見習いたちになる予定。生憎、いつお届けできるかはまだ決まっていないのですが、なるべく早くにお披露目できるよう頑張ります。あざの流陰陽術の呪術バトルにご期待下さい。


　また、『あざログ』というブログを作ってみました。いずれはこちらでも情報をお届けしていきたいと思っていますので、よければご覧になってみて下さいませ。





　それでは、まだまだ名残惜しい気もしますが、次のシリーズで再会できることを祈りながら、ひとまずこの辺で筆を置きたいと思います。


　これまでつき合ってくださって、ありがとうございました。


　心から感謝します。


　少しでも心躍おどる時間を提供できたなら光栄です。







「ＢＢＢ」開始から五年後　あざの耕平










あざログ　http://azanoblog.blog35.fc2.com/
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─ブラック・ブラッド・ブラザーズ　賢者転生─





あざの耕こう平へい
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